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機械翻訳のための対訳文データベースからの意訳文の抽出

堤 豊
〈平成 4年9月30日受理〉

A Method for Extracting Free Translations from the Example Text Database 

In this paper, we propose a new method for extracting free translations, it means not word-

to-word translations, from the example text database. Many of the difficulties in composing 

the machine translation systems is existing in transfer process, since the researcher must be 

familier with both languages. Therefore our method extracts free translation sentences from 

the text database, we can easily collect transfer rules for the machine translation systems. 

Yutaka TSUTSUMI 

1. はじめに

コンピュータによる自然言語の解析や生成を行なう

試みは， 1960年代から行なわれてぎた． しかし，当時

はコンピュータの能力が低く，実用化には至らなかっ

た. 1980年代に入りコンピュータの処理能力が大幅に

高まると，実用を目指したシステムの研究開発が盛ん

になった．特に機械翻訳の分野では， ドメインを科学

技術文に限定したシステムが開発され商品化されてい

る．

これらのシステムは，用途を限定し，人手による後

修正などを含めた翻訳環境を整備すれば，省力化にか

なり役に立つであろう． しかし，一般的な個人ユーザ

が普通に利用して満足の行くような翻訳結果が得られ

るレベルには達していない．

機械翻訳は，処理の流れとして，原言語文の解析，

原言語文の中間構造から目的言語文の中間構造への変

換，目的言語文の生成という 3つの段階から構成され

る． ここで，解析，生成はそれぞれ自然言語応答シス

テムなど，他の自然言語処理アプリケーショ ンでも使

用されるため，研究が進んでいる．これに対し，変換

の部分は機械翻訳独自のものである．現在の機械翻訳

システムが， まだ満足できるレベルに達していない理

由は，主に， この変換の部分の貧弱さにある．

機械翻訳システムの変換部は，豊富な用例を基に，

原言語と目的言語の両方の言語現象を解析し，かつ，

工学的なセ ンスがなければ作成できない．

本研究では， この問題点を解決するための 1つのア

プローチとして，原言語文と目的言語文のペアからな

るテキストデータベースを想定し，その中から，変換

で処理すべきものと辞書等に登録すべきものを自動的

に分別するシステムを開発した． この システムは言語

文ペアの中から意訳文を抽出することができるため，

翻訳規則を作成する研究者に大きな手助けとなること

を期待している．

2 ． 背 景

2 .1 機械翻訳システムにおける変換規則

本研究は，機械翻訳システムだけに応用されるもの

ではないが，特に機械翻訳システムの構築に役に立つ

と思われるので， ここに機械翻訳システムの概要につ

いて簡単に述べる．

図1 トランスファ一方式の機械翻訳システム構成図

図 1に示すように機械翻訳システムは，一般に解析

部，変換部，生成部の 3つの部分から構成される． こ
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の図で示したものは， トランスファ一方式と呼ばれる

もので，実用化されている機械翻訳システムはほとん

ど，このトランスファ一方式である．一方，変換部を

なくし，解析の結果をそのまま生成すれば目的言語に

なる方式をピボット方式と呼ぶ． しかし， ピボット方

式では，解析結果を中間言語と呼ばれる特定の言語に

依存しない表現に置き換えなければならない．また構

文解析から，中間言語に変換する際に高度な意味解析

を必要とする．これらの問題があり， ピボット方式は，

まだ実用化されていない．本稿では， トランスファー

方式に限定して考える． しかし， ピボット方式でも，

構文解析の結果を中間言語に変換する作業は， トラン

スファ一方式の変換の作業と酷似したものになるため，

ピボット方式にも応用できると考える．

解析部では，原言語文を，辞書と文法規則から統語

的に解析し，結果を解析木という表現形式で出力する．

図2(a)に解析木の例を示す．

王「三」詞句
日三戸可
名係動格副終
I I I I I I 

太郎は水泳がうまい

文

I I I 
主 目的 形句

占 占白
名係名（さ）格形 終
I I I I I I 

太郎は水泳がうまい

(a)解析木

図2

(b)変換結果

機械翻訳の内部表現

生成部は，解析部と全く逆の操作を行なう．つまり，

変換部の出力である， 目的言語文の中間表現を目的言

語文の表層表現（つまり文そのもの）に戻す作業を行

なう．

変換部は，解析部の出力である解析木を目的言語文

の解析木に変換するものである．図2(b)にその過程を

示す． ここで，変換の際に使用するのは，原言語文の

構文と目的言語文の構文の関係を表現した，変換規則

と呼ばれる，書き換え規則の集合である．書き換え規

則は主に，文全体を置き換えるもの，句を置き換える

もの，熟語や単語を置き換えるものの 3つに分けられ

る．

多い． しかし，コンピュータで自然言語文を処理する

ことを考えたとき，その処理する目的によって，いく

つかの場合分けを考える必要がある．

(1) 

(2) 

(3) 

意味的に似ている文

構文的に似ている文

言葉使いが似ている文

これらのうち， (1)は，機械翻訳で出力された文を別

の文に書き換えるような「言い換え」システムに必要

な機能となるであろう． また，意味的に似ているかど

うかの尺度を計算する試みは，すでに行なわれており，

意味解析の分野で活用される技術である. (3)は，もし

も，機械が人間の言語を理解するようになると，誰の

言葉使いかを判定するシステムとして使用できるだろ

うが，現在は， まだあまり研究されていない．本稿で

は， (2)を似ているかどうかの尺度として考える．

さて，では構文的に似ている文というのはどういう

文を指しているのか．

太郎は水泳がうまい．

花子は買い物がうまい．

これらの文は，構文的に似ている．つまり， 「～は

～がうまい」という文だからである． ここで， 「太郎」

「花子」 「水泳」 「買い物」 「うまい」などを内容語

といい，その他の語を機能語と呼ぶ．構文的に似てい

る文の定義として， 「文から内容語 1つ以上を除いた

ものが同じ形をしている」を採用する．そうすると，

太郎は水泳がうまい．

りんごは花がきれい

という 2つの文も似ていることになる． この 2つの文

はあきらかに前述の 2つの文よりも似ていない．つま

り，除いた内容語が少ないほど構文も似ているといえ

る． さらに，内容語のうち構文への関与度が高いもの

と低いものが存在する．

本稿では， 1つの文について，

文的に似た文を抽出し，

データベースから構

2.2 文の類似性と意訳

一般に，ある文と別の文が似ている， という場合，

人間の感覚では，意味的に似ていることを指す場合が
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図 3にシステム構成を示す． このようにシステムは，

構文解析部，マッチング部，一般化部，構文抽出部，

意訳文抽出から構成される．次に構成要素各部につい

て詳細に述べる． ここで，テキストデータベース中に

含まれる用例は，すべて日本語と英語のペアである．

3. システム概要

図3 システム構成図

3. 1 構文解析部

構文解析部では，テキストデータベース中の文をす

べて構文解析する． この際，それぞれの文について，

日本語の構文解析木と英語の構文解析木をペアで保存

しておく．

3.2 マッチング部

マッチング部では，すべての文について，それぞれ，

次節の一般化により，一般化しながら構文的に似てい

る文を検索する．検索結果が全く得られないときは，

その文は特殊な文である，つまり構文的に似た文が存

在しない， ということになり，意訳文として取り扱う．

3.3 一般化部

一般化部は，マ ッチング時に，検索結果が得られな

い場合，構文的に重要でない要素から順に検索対象か

らはずす操作を行なう．一般化の順序は，次の通りで

ある． ． 

(1) 代名詞

(2) 名詞

(3) 形容詞，形容動詞の語幹

(4) 動詞の語幹

(5) 日本語の場合の「の」による修飾，英語の場合

の「of」による修飾

(6) 形容詞，動詞等の変化

(7) 助詞

(8) 助動詞

ただし，助詞については実際にはもっと細分化してい

る．

3.4 構文抽出部

マッチング部により得られた文のクラスタリングか

ら，構文を抽出する．マッチング部では， 日本語のみ

の文で似た構文を抽出した．また，同様の操作を英語

についても行なっている．そこで， 日本語と英語おの

おの同じクラスタに入った文を抽出する． これにより，

構文的に似た文でかつ，英語でも日本語でも同じ表現

を取る文の集合が得られる． これらの文は，機械翻訳

システム中で，変換規則にルールとして表現しておけ

ばよい．

3.5 意訳文抽出部

マッチング時に検索が出来なかったものを第 1種の

意訳文とする．また，構文抽出段階で日本語と英語の

クラスタが異なったものを第 2種の意訳とする．

ここで，第 1種の意訳文については，データベース

中の用例の数を増すことにより，滅少することが期待

される．一方，第 2種の意訳文については，十分にチ

ェックする必要がある．

4. システム化の課題

現在小規模のデータベースで実験を行なっているが，

機械翻訳の変換規則に役立てるためには次のようなこ

とを考慇しなければならない．

(1) 対訳文データベースの質と量の向上

このシステムのように，データベースからなんらか

の有益な情報を取り出そうとするシステムでは，必ず，

情報源であるデータベースの量と質が問題となる．量

については，多ければ多いほど良いというものではな

ぃ．ある基準でデータベースから全件検索を行なえば，

データベースの大きさに比例した検索件数が得られる．

これらの中から，必要な情報を取り出す手間が増えて

しまうからである．我われは，類似文検索の経験から，

データベース中に含まれる文は， 10万件位がほぼ遮当

ではないか， と考えている．

質的な問題は，より重要である．データベースに含

まれる文が，同じような文ばかりでは，役に立たない

からである．
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(2) 解析部の精度

本システムは，原言語文と目的言語文の双方に解析

部を持ち， これらの解析結果をもとに意訳かどうかを

判定している．このため，解析の精度が低ければ，意

訳でないものも意訳となることがある． このため，解

析の精度を高めなければならない．

(3) 対訳辞書

対訳辞書は，対応する単語かどうかを判定するため

に使用している． この対訳辞書を充実する必要がある．

また，いったん意訳と判定された単語については，こ

の辞書に登録すれば，同じ意訳が2度 3度と検索され

ることはなくなる．

3)堤： “英日機械翻訳システムSHALTにおける翻

訳作業環境”，情報処現学会第34回全国大会講演論

文集， 7W-2, 1987. 

4)堤：“ユニフィケーションを用いた用例検索シス

テム",情報処理学会第39回全国大会講演論文集，

1989. 

5) SUMITA and TSUTSUMI:"A Translation Aid 

System Using Flexible Text Retrieval based on 

Syntax-Matching", Proceedings of the second 

international conference on theoretical and 

methodological issues in machine translation of 

natural languages, CMU, Pittsburgh, 1988. 

(4) 一般化規則

3.3で述べたように，一般化規則には，考慮の余地

がある． 日本語の場合と英語の場合で異なる一般化規

則を用いなければならないと考えられるが，現在はま

だほとんど同じ規則を用いている．

5. まとめ

対訳文データベースから自動的に意訳文のみを抽出

するシステムについて述べた．このシステムを利用す

ることで，機械翻訳の変換規則作成が大幅に軽減され，

また一貫性が保たれると考えられる．システム構築に

当たっては 4章で述べたとおりまだまだ問題点も多い．

また，計算量も大きいため，膨大なデータベースを処

理することはできない． しかし， 10万件程度のデータ

ベースならば， EWS程度の計算機で 1日計算させれ

ば可能である．

プログラムは，基本的にLISPで書かれているが，

速度重視のため一部アセンブラを使用している．

〈付記〉

本稿は平成 4年度文部省科学研究費補助金奨励研究

04780046による成果の一部である．

参考文献

1)隅田，堤：“翻訳支援のための類似用例の実用的

検索法",電子情報通信学会論文誌D-2, 10月号，

pp. 1437-1447, 1991. 

2)堤：｀＇簡単な学習機能を備えた機械翻訳のための

エディタ",情報処理学会第33回全国大会講演論文

集， 7J-3, 1986. 



有明工業高等専門学校紀要 第 29号 5
 

エンジニアリングワークステーションを用いた

アセンブリ言語教育システム (2)

- CASLモジュールの追加ー

松野了ニ・ 弘 島 晃＊
岡 秀樹＊＊• 山下真二＊＊＊

〈平成 4年9月30日〉

A Training System of assembly languages (2) 

In the volume 28 of this transactions, we described the training system of assembly 

languages. We have made the CASL assembly language module for the system. The present 

papaer is concerned with the module, which is added to the system to enlarge the functions of it. 

Ryouj i MATSUNO, Akira HIROSHIMA 

Hideki OKA and Shinji YAMASHITA 

1. はじめに

現在，筆者らはエンジニアリングワークステーショ

ン（以下EWS と呼ぶ）上にアセンブリ言語教育シス

テムを構築中である． このシステムは複数のアセンブ

リ言語を同一の操作環境で学習できるようにすること

を目指したもので，昨年度までに各アセンブリ言語に

共通のユーザインターフェース部とZ80言語（以下Z

80と呼ぶ）モジュール部が完成し，有明高専紀要第28

号(1)で報告した. Z 80は現在，授業でも取り入れてい

ることから最初に実現したものであるが，今回これに

CASL言語（以下CASLと呼ぶ）処理モジュールを追

加作成したので報告する. CASLは情報処理試験のプ

ログラミング言語のひとつに採用されている言語で第

2種試験で選択，第 1種試験では必須に指定されてお

り，情報処理関係の仕事に進みたい学生にとっては是

非とも修得しておきたい言語である． このようなこと

から本校電気工学科，電子情報工学科では入学時に，

CASLを使用可能なポケットコンピュータを全員に購

入させているが，本システムはEWSの特徴を活かし，

あらかじめ今までの試験問題をハードディスク上にデ

ータベース化しておき，学生がいつでも必要な問題を

取り出して学習できるようにするなどポケットコンピ

ュータでは困難な部分への対応が可能である．

なお，本システムの構想，および開発実行環境，ユ

ーザインターフェース部についてはすでに文献(1)に記

述したので，本稿では今回追加したCASLモジュール

部を中心に述べる．

2. アセンブリ言語教育システムの概要と

使用例

本システムの概要を図 lに示す．図 1において破線

の四角で囲んだ部分が文献(1)で報告した部分で実線の

四角で囲んだ部分が今回追加した部分である．

図 1からも分かるようにユーザインタフェース部は

＊ 現在，富士通九州システムエンジニアリング味 （平成 4年3月有明高専電気工学科卒業）

＊＊現在， NTTデータ通信（掬 （平成4年3月有明高専電気工学科卒業）

＊＊＊現在，三菱ビルテ クノサービス（株 （平成4年3月有明高専電気工学科卒業）
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、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、 、、、、、、、、、、、、、
、 、

図1 アセンブリ言語教育システムの概要

ここ (assemble)二C五二）~~
ChoiceLanguage =:; CASL 

FileName: exl.casl 

ayako[l]% assem z80.asm exl.casl& 

8086モジュール
68000モジュール
（追加予定）

[ 1 J 1142 
ayako[2J 

[l] Done —••••— ~~~~~ 
FileName: exl.casl 

start 

ld gr3,datl 

ld gr0,dat2 

ld grl,dat3 

ld gr2,dat5 

sub gr3,datl,gr2 

exit 

datl de 10 

dat2 de 5 

dat3 de #f 
dat4 de 1 

end 

図2 起動時（メニュー）画面および編集画面
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G亘こ） (assemble) 

F1.leName : exl.csl 

Outpu七File : exl.csla 

ayako[l]% caslasm exl.csl exl.csla 

write object and source program for exl.caslb 
START 

0000 1032 000B LD GR3,DAT1 

0002 1000 OOOC LD GR0,DAT2 

0004 1010 000D LD GR1,DAT3 

0006 1020 OOOE LD GR2,DAT4 

0008 2132 000B SUB GR3,DAT1,GR2 

OOOA 9200 EXIT 

000B 000A DATl DC 10 

oooc 0005 

000D OOOF 

OOOE 0001 

DAT2 DC 5 

DAT3 DC #F 

DAT4 DC 1 

END 

ayako[2]を口

図3 アセンブル画面

Z 80モジュールと共通のもので，利用者はユーザイン

タフェース部に付けられた言語選択ボタン ("Lan―

guage" ボタ ン）をマウスでクリックすれば

Z 80→ CASL→ 8086→ 68000→ Z 80 

と順に切り 替え ることができ実行したい アセンブリ 言

語を選択できるようにな っている． （ただし， 8086,

68000モジュールは未作成である）

図 2は2枚のウイ ンドウが重なっているが奥のウイ

ンドウが起動時の画面であり ユ サイ ンタフェース

部を兼ねていて 7つのメニューボタ ンと1つの言語選

択ボタンを配置してある．手前の画面は言語選択ボタ

ンでCASLを選択したあと，編集メニュー ("edit")

で編集用ウイ ンドウを作りCASLプロ グラムの編集を

行なっている画面である．編集画面で編集が終了する

と保存メニュー ("save")でプログラムの保存を行

ないアセンブルメニ （ ュー assemble)を用いてア

センブルを行なう．図 3にアセンブル終了時の様子を

示す． また，図4は実行メニュー ("run")を用いて

CASLプログラムを実行した結果を示す．図 4から分

かるように 1行実行するごとに各レ ジスタの値と演算

フラグの結果を表示するように指定可能なトレース機

能も備えている．

J=  
ー

~~~ 
FiloN血 o , exl.cola 

ayako(l Jt caoloim exl.caala exl.caolb 

REGISTER GR0,0005 GRl,OOOF GR2,000l GRJ,0005 GR4,0000 

FLAG 00ayako(2Jt caoloim exl.caola exl.caolb → 
0000 1032 000B LD GR), DATl Regioter GROべ0000GRl, 0000 GR2, 0000 GRJ, OOOA G 

Flag 00 

LD GRO, DATZ Regioter GRO, 0005 GRl, 0000 GR2, 0000 GR), ooo, G 

Flag 00 

LD GRl,D入Tl Regiotor GR0,0005 GRl,OOOF GR2,0000 GRJ,OOOA G 

Flag 00 

LD GR2,D紅 4 Regiotor GRO, 0005 GRl, OOOF GR2バ）001 GRJ,OOOA G 

Flag 00 
SUB GR3,DATl,GR2 Regiotor GR0,0005 GR! ,OOOF GR2,000I GRJ,0005 G 

Fl•g 00 

Regioter GR0,0005 GRl,OOOF GR2,000l GRJ,0005 G 

Flag 00 

oyokoj3j% D 

図4 実行画面

間不足から教えていない． したがって本シス テムの新

たに追加作成したCASLモジュール部は主に情報処理

技術者試験受験者に利用してもらいたいと思う. UN-

IXの知識がな くてもマウス操作で編集作業から実行ま

で行な える本システムは最近情報処理試験 を受験する

ようにな って きた 1, 2年生のような下級生でも十分

使いこなせるので，有効に活用し てく れることを期待

している．

参考文献

1)松野他 3名 ：“エ ンジニアリングワー クス テー シ

ョンを用いたアセ ンブリ言語教育シス テム （マル

チウインドウヘの対応），有明高専紀要第28号，

PP. 1 ~ 5, (1992) 

2) "Sun View 1 Programmer's Guide", Sun 

Microsystems, Inc (1989) 

3. おわりに

CASLは機械語命令23個，疑似命令 4個，マクロ命

令 3個からなる非常に簡潔な言語で，初心者が学習す

るにも学びやすい言語であるので現在の電気工学科 5

年生， 4年生および電子情報工学科の 4年生には 1年

次にアセンブリ言語入門用の言語としてCASLのさわ

りの部分の教育を行な っていたが， 3年以下の学生は

Cプログラミ ングを教えるようにな ったこともあり時
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わが英語教室の一断面

中本 潔
〈平成4年9月30日受理〉

An Aspect of the Attitude of Those Studying English in My Classes 

I find it more difficult to teach here than I expected. I have examined why. The problem 

remains with me: how to make them eager and energetic. 

Kiyoshi NAKAMOTO 

1. はじめに

本高専で英語の授業を担当させてもらうようにな っ

てから一年余りが経った．高専の学生諸君の気質なり，

生活ぶり，学習態度なりにも少しば慣れて来たものと

思う． これまでの普通高校での三十年間の英語教師と

しての経験のあとで，初めて高専の学生に接して見て

高専の学生の様子に感心する点もある反面， どういう

ものかと首を傾げざるを得ない点もある．高校の教師

をしていて，外部から高専の学生について想像してい

たことと，現実に彼らに接して見ての印象は，かなり

かけ離れた面もあるし， もちろん変らない部分もある．

普通の高校生と高専の学生とは大部分が共に同学年で

あることから，それぞれの学校生活がそれほど違いは

ないのは当然である． しかし学校制度の違いから，学

校生活の雰囲気はかなり違っているように思える．

一昨年まで，熊本県の英語教師として，郡部の普通

高校から市内の一流校と言われる学校まで，三十年間

にわたって，四つの高校に勤めた．この期間はまだ集

団就職の名残りの残る昭和三十年代の半ば，高校がま

だ素朴な高校らしさを備えていて，高校進学率もそれ

ほど高くなかった時代から，高校卒業生のほとんどが

大学や上級学校進学を目指し進学熱が過熱して高校自

体が予備校化してしまった時代にわたっている． この

三十年間の高校の教育現場の変化を振り返って見ると

様々な想いに駆られる．

現在普通高校の生徒たちは行動面も学習面も学校に

よってきつく締めつけられていると言えるであろう．

学校生活の面は厳しい校則，規則によって縛られてい

るのは勿論のこと， 日頃の学習の面でも，普通の授業

は言うに及ばず毎日の朝夕の課外授業に至るまで，び

っしりつまったスケヂュール通りに動かされている．

大学合格，上級学校進学という錦の御旗のもとにぎっ

しりとプログラムが組まれ， レールが敷かれている． そ

の結果，高校生たちは，何も考えずに，学校の言う通

りに行動すれば幸せになれるという幻想を抱かされて

いる程である．だから生徒たちは牛の如く黙々として

その敷かれたレールの上を歩む．

翻って高専の学生を見ると，今の高校生が，勉強や

行動を学校から縛られ過ぎているのに反して，彼らは

高専の自主性を尊重するという観点からの目的を満喫

しているように思える．高専の学生は，入学した時に

卒業は遥か遠くにあり，卒業時の自分の姿はよく見え

ない．時間をひとよりもたっぷり貰って儲けたとでも

考えているようである．

2. 

さてここで英語の授業に移ろう．今まで外部にあっ

て高専の学生の勉強ぶりについて想像していたよりも

現実に接した印象では，英語学習に対する意欲はかな

り低いように思える．教壇に立って一番に感じたこと

は，学生が何となく乗ってこない感じ，逆に言えば自

分が冷やかに疎外されているかのような感じ，期待さ

れていないのではないかといった奇妙な印象なのだ．

しかしこれも考えて見ると，当然と言えば当然で，普

通高校にあっては，英語はほとんどの生徒にと っては，

上級学校入試，大学入試にあっては，受験科目という

訳である．その結果，英語の教師は「大事」にされて

来ただけなのだ．彼らにとって「必要」であっただけ

で，教師が勘違いしていた．迂闊と言えば迂闊であっ

た．

現在の高校では，大学入試のせいで英語の勉強は猛

烈に行われている．良し悪しは別にして，三年までの

教科書を二年までで終ってしまって，あとは入試のた

めの実践向きの勉強をやるという具合である．入試に
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英語を課さないところは皆無に等しいし， また最近多

くなった推薦入試にしても，成績がある程度以上ない

と高校の推薦が受けられない． こういった理由から，

成績下位の生徒たちでも課外に出て水準以上の成績を

確保しておかなければならない．そこで，強制的な勉

強ではあっても，英語の教室はある程度緊張があり熱

気があったものだ．

教師生活三十年にして「蒙を啓」かれた思いであっ

た．「必要」の強さを思い知らされた．しかしその「必

要」はいつ生じるのか判らないのだから，英語の教師

としては勉強を督励し，興味を喚起するよう声を上げ

る以外にない．たしかに理系の学科には興味があるが，

英語には関心はないという学生もいる．現に，英語の

図1

y - .396x + 28.25~. ,2 - .18 

1~ 「Pl•

. . . . . ． 
• • •n~ . . 
・• • I . . ．． ． ．  

------ . 

30~-
3'・ 40 45 60 65 

学力試験

学力試験と 1年前期中間試験の相関 #1

y - .19x + 49.575, 『2 - .02 

．
 

2前,,,

... ． 

30 
3!; 40 45 so 55 60 65 70 75 80 85 90 

学力試験

学力試験と 2年前期中間試験の相関#1

成績が悪かったから高専に来たのであり，英語が好き

で成績が良かったら普通高校に行くはずだったと言っ

た学生も居る．難しい入学試験に合格して入学した訳

だから英語の学力も相当あるはずであるから， 「必要」

のみに走ることなく，知的関心，興味の点からも，もっ

と英語の勉強に頑張ってもらいたい気がする．

3. 

次に現在担当している二年生の三クラス， これは一

年の時からの引続いての持上りのクウ スなので，成績

の動向を見てみたい．下にあげた図は，前校長竹村先

生より項いた平成三年度入学試験の成績資料の中から，

1前中

2前中

図2

y - .298x + 49.162, ,2 - .099 ． 

----
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学力試験

学力試験と 1年前期中間試験の相関#2

Y. —-.019x + 74.221, ,2 ー 1.930E-4
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学力試験

学力試験と 2年前期中間試験のオ且肋#2
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tfl1「中

学力試験の成績を利用して，その学力試験の成績と一

年次と二年次の前期中間試験の成績との相関を調べた

グラフである．中間試験を利用したのは， この方が成

績がナマの形で出ているのでより正確になるだろうし，

一年間の異同も判りやすいだろうと思ったからだ．

まず第一に気がつくことは，かなり難しい入学試験

で高い得点を取った学生でも案外早くつまづいている

ということである．中間試験は授業で行ったことの確

認という意味が大きいので，高専での授業の速度の速

さにとまどった結果かも判らない．教科書の程度が中

学校の教科書に比べて飛躍的に難しくなるという事も

作用しているかもしれないが， とにか<'各クラス共

に気になる状態である．この時期の導入の大切さを大

いに知らされたような気がする．

30 
35 

図3

y - .317x + 52.574. ,2 - .063 

so 55 60 65 70 75 80 85 

学力試験

学力試験と 1年前期中間試験の相関#3

y - .575 • + 26.76, r2 -.091 

．． 
■ ■ 

60 
2前中

10 
3, 

．． 

50 55 60 65 70 75 80 85 

学力試験

学力試験と 2年前期中間試験の相関#3

イ）図 1 クラス #1 

このクラスは入学試験で高得点をあげた学生の

頑張りの無さが特徴．一年次ではまずまずであっ

た者たちの二年次での落ち込み方がひどいようで

ある．中堅層がもう少し頑張らなければならない

ところを皆んなで一休みしている感じ．得点の少

なかった者も相変らず苦労している．少々騒がし

い気がするが，元気な者が多く，成績など問題に

しないと高をくくっているふしも見える．それ故

真面目に頑張ってくれたら立派な成果が上ると思

う．授業中の重要事項の説明の時などは皆ーせい

に良く聞くし，質問も多い．力のある連中がまだ

自覚が足らずに，真剣さが見られない点が残念に

思う ．中位の者たちの窟起力噌臼汀1るところであ

る．

ロ）図 2 クラス #2

クラス全体が学力が高く揃っている．女子学生

が多いこともあって，真面目に頑張っていて成績

も伸びている．

ただ学力が高いからといって非常に積極的に頑

張るかというとその面が見えないのが残念である．

知的能力に秀れるものは自己啓発の気持を忘れな

いようにしなければと思う．

ただ一部に気力を無くしたかに見える者も居る

ようで残念だし，気にかかるところである．

入試の得点が低くてもその後は十分な成績を取

っている学生は，女子であるが，基礎労力の不足

というよりか，入試の際の身体的不調によるもの

と思われる．

このクラスに関して言えることは，全体的に学

力が揃っているので，入学試験と二年次の中間試

験との相関関係が全く見られないという事である．

つまり力があるので頑張り方一つで成績がどうで

も動くということだ．それ故に少しでも努力不足

が見えると，成績不振となっていく ．

ハ）図 3 クラス #3

一年の時からほとんど何も変化のないクラスの

ように見える．無気力で覇気に乏しく，所謂「や

る気」があるのかと思える．入学試験の土位得点

者も軒並み成績を下げている感じである．成績上

位の者が温和なしく引っぱって行く者が居ない点

で，全体的に成績が振わない原因があるかも知れ
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ない．沈滞ぶりがひどすぎる感を否めない．

成績不振者の中に自分がそうであるという事を

自覚さえしていないように見えるものがいるのも

残念である．

こういう学生に英語の学習に関心をもつように

指導することは中々難しいが，根気よく付き合

う以外にはないだろう．

唯こういうクラスでも， レポートなり作業をさ

せると，まずまずのことをやってくれるので，そ

の点に活路を見い出すようにする以外にないかも

知れない．

このように見て来ると，各クラス共に特徴があって，

教える側としては，同じ教科書を使って同じように教

えて行くにしても， なかなか授業が難しい点もある．

彼らの英語学習に対する意欲の湧くのを持ってはいら

れないので，何とかなだめたり，すかしたりで英語の

勉強に少しでも関心が向くように仕向ける以外にない

であろう．

どこの学校， どこのクラスでも，意欲があって頑張

っている学生は問題はない．こういう学生は，自ら進

んで内容を理解しようと意気込みを持って授業に臨む．

予習して来ることは勿論で，授業では自ら理解し，確

認し，納得をする．

意欲を失してしまっている者こそ問題である．唯上

辺だけ授業に参加している様子を装っていて，その結

果は単位を取ることのみが目的になってしまう．そし

てそのためにのみ準備をすることになる．高専の低学

年は将来の発展のための基礎力の養成にあるのだから，

いろいろな面に関心を持って，各科の勉強に励んでも

らいたいものだ．英語の勉強で言えば，何でもいい，

自分に関じのあるものを通して， レコードでも，映画

でも， ビデオでもいい，そういったものから英語の勉

強に向ってくれればいいと思う．

高専の英語は，専門文献の読解力などいろいろな点

で，専門教育との関連でその要請が大であろう．そし

て卒業生にはグロー バルな活躍が求められる時代にあ

ると思う．その故に，単位云々ではなくて，十分に評

価できる英語の基礎力を，低学年のうちに， しっかり

と身に付けさせなければならぬと思っている．
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Pseudoconvex domains in some infinite dimensional spaces 

Dedicated to Professor J oji Kajiwara on his 60th birthday 
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<Received September 30, 1992〉

1. Introduction. 

The purpose of this thesis is to study pseudoconvex domains containing product set in some infinite 

dimensional spaces. 

H. Kazama [10] showed that every Stein neighborhood of Cパ Rnin cm x en is the product set of cm and 
a domain of holomorphy in en. We are concerned with the case of~C, which is countably infinite dimensional 

space defined as the induct limit of the finite dimensional spaces C叫andII C, which is the cartesian product 

of complex planes C endowed with the projective limit topology of the finite dimensional spaces en. In this 

connection, S. Ohgai-K. H. Shon [17] obtained a similar result in the case of the product space of the complex 

Grassman manifold and en. M. Nishihara-K. H. Shon-N. Sugawara [14] extended the result of H. Kazama 
[10] to every locally convex space over C such that the Levi problem is affirmatively solvable. 

J. Kajiwara-S. Ohgai-K. H. Shon [9] showed this result in the case of the analytic fiber space whose base 

is a domain of holomorphy G in en with non-empty intersection G n Rn and whose fiber is a homogeneous 

manifold M/M', where M is a complex Lie group and M'is a complex closed subgroup of M. 

H. Hamada-]. Kajiwara [7] obtained a similar result in the case of a locally pseudoconvex domain in Q 

containing the inverse image戸 (M)of a totally real and real analytic submanifold M of real n dimension 

in a complex manifold X of n dimension, where冗： Q→ X is an analytic fiber bundle whose fiber is a 

homogeneous manifold L/L' 

This paper is conserned with an extension of the result of Kazama to some infinite dimensional vector 

spaces. 

2. Preliminaries. 

Let E be a locally convex topological vector space over C, and U be an open subset in E. 

Let 2.1 be function from U to [ -00,00). 2.1 is called plurisubharmonic if 2.1 is upper semi-continuous and if, 

for every (z, w) E Ux(E-{O}), the function: 1t→ 2.1(z+1tw) (1t EC) is either identically -oo or subharmonic 

where it is defined. Using plurisubharmonic functions, we define a pseudoconvex domain. 

DEFINITION 2. 1. 

Let U be an open subset in a locally convex topological space E. We denote by du the function : 

Ux(E-{O} 3(z, 2')1→ du(2, 2')=inf {1111; 2+112'1 U, 11 EC}. 

Then U is said to be pseudoconvex if the function -log du is plurisubharmonic on U X (E-{ 0}). 

For a pseudoconvex domain in an infinite dimensional vector space, the following proposition is useful. 

PROPOSITION 2. 2. 

An open set U in E is pseudoconvex if and only if Un F is pseudoconvex for every finite dimensional 
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subspace F or E. 

We denote by H(U) the space of all holomorphic functions on U. 

DEFINTION 2. 3. 

An infinite dimensional vector space E is said to be endowed with the finite open topology if its topology is 

defined by the set of all finitely open sets, where a subset U of E is said to be finitely open if Un F is open 

in F for any finite dimensional subspace F of E. 

THEOREM 2. 4. 

Let E be a topological vector space with the finite open topology and .complete. Then the following 

conditions are equivalent for an open set U in E. 

(1) U is a domain of existance of a holomorphic function (i. e. there exists J E H(U) such that there 

exists no open connected subset U I and U 2 in E and fi。EH(U1), u1nuっu戸¢,U I is not contained 

in U, and J = fi。onU2). 

(2) U is a domain of holomorphy (i. e. there exists no open connected subset U 1 and U 2 in E , U In U二）

U戸¢,U1 is not contained in U, and for each f E H(U) there exists fi。EH(U 1) such that f = fi。onU2). 

(3) U is holomorphically convex (i. e. the holomorphic hull of each compact subset of U is a compact 

subset of U). 

(4) U is pseudoconvex. 

3. The property of pseudoconvex domains containing the product set. 

We denote by~C the direct sum of complex planes C endowed with the inductive limit topology of the 

sequence of the space { C" : u恥},where u如： C□ cn+i is defined by u恥 ((z1,Z2, …， Zn))=(z1, Z2, …， Zn, 0). We 

denote by Un the canonical injection from C" into区C.

Next, we define the dual space of区C.We denote by ITC the cartesian product of complex planes C 

endowed with the projective limit topology of the sequence of the spaces {C": pg+1}, where pg+i: cn+i→ C" is 

defined by p炉 ((z1,Z2, …, Zn, Zn+1)) = (z1, Z2, …， zn)-We denote by加 theprojection from ITC onto C". The space 

~C is a dual Frechet-Schwartz space and ITC is a Frechet-Schwartz space. We define~R and ITR quite 

analogously. 

Now we recall some topological properties of区C.

PROPOSITION 3. 1. 

(1) For every compact set K in~C, there exists a positive integer k such that K is contained in Ck. 

(2) A subset U of~C is open if and only if Un en is open for any positive integer n. 

(3) Every point in~C has a fundamental system of neighborhoods consisting of convex open sets. 

THEOREM 3. 2 (H. Kazama [10]). 

Let G be a non-empty domain in Rn. Then D is a pseudoconvex domain containing cm x G in cm x en if 

and only if there exists a domain of holomorphy V in en such that D=C→ v. 

LEMMA 3. 3. 

Let D be a pseudoconvex domain in ITC. Then there exists a positive integer n(O) and a pseudoconvex 

domain D1 in cn(O) such that 

D~D1X II C. 
j2n(O)+l 
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PROOF. 

Leto: DxITC→ Ru { CX)} be the function defined by o(x, y) =sup {r >O; Isl S:::r, x+ SYED, s E C} for (x, 

y) E DxIIC. Then the function-log o(x, y) is plurisubharmonic. Let a ED, and Ua be an open neighborhood 

of a in D. Then there exist a positive integer n(O) and an open subset U(n(O)) in cnco> such that Ua=U(n(O)) 

X II C. 
j却 (0)+1

Let b E {O} x均 ijl+IC.Then for alls EC and all x E Ua, we have x+ ?;b E Ua-Therefore we obtain-logo(x, 

b)=-oo for all x E Ua-Since Ua is open in D, o(x,b)= -oo for all x ED. 

We put D1X{O}=Dn(cn(O)x{O}). Then D1 is pseudoconvex in cn(O)_ We consider the mapping: D1XIICぅ

(x1, Xか→x1 + xz E D. Then we obtain 

D~D1X II C. 
j2.11(0)+l 

(Q. E. D.) 

PROPOSITION 3. 4. 

Let X1, X2 be locally convex spaces, and let Q(i) be a pseudoconvex domain in X1 for i = 1, 2. Then the 

product set Q(l) X Q(2) is a pseudoconvex domain in Xぷ X2-

PROOF. 

For every compact set K in .Q(l) x .Q(2), there exist compact sets K1 in .Q(l), Kz in .Q(2) such that Kぷ

------------- -------------K2つK.Let (z1, zz) E K1 X K2p(SJJ, where KパK2p<SJ>is the plurisubharmonic hull of the compact set K1 X Kz in 

.Q. We denote byか： .Q(l) X .Q(2)→ .Q(i) the natural projection from .Q(l) x .Q(2) to .Q(i) for i = 1, 2. For every 

plurisubharmonic function u on .Q(l), we put ; = uop1. Then ; is plurisubharmonic on .Q(l) x .Q(2). Since 
/'-.._ 

u(z1)=;(z1, z2):S:sup {;(a, b); (a, b)EK1XK2}=sup {u(a); aEK↓ z1 belongs to K1p(SJ<1≫-By a similar 
/'--.. /'--.. /'--.. ---------- A 

method, we obtain that zz belongs to K2p<nc2>>・Therefore K1pcnc1>J X K2pcnc2≫ つkぷ K2pcmつKPcm・

(Q. E. D.) 

THEOREM 3. 5. 

Let G be a non-empty open and connected subset in R"(に n::::::oo).Then D is a pseudoconvex domain 

which contains the product set G x cN-n if and only if there exists a pseudoconvex domain V in C" containing 

G such that D= V x cN-n, where N is an arbitrary set. 

PROOF. 

Assume that there exists a pseudoconvex domain V in en containing G such that D= V x cN-n_ Then by 

Proposition 3. 4, D is pseudoconvex in en x cN-n_ 

Next assume that Dis a pseudoconvex domain which contains the product set G x cN-n_ Then by Lemma 

3. 3, there exist a positive integer k and a pseudoconvex domain D1 in Ck such that D= Dぴ cN-k_

If k ::s::: n, we put V = D1 x cn-k. If k > n, by Theorem 3. 2, there exists a pseudoconvex domain V containing 

G such that D戸 vxck-n

(Q. E. D.) 

THEOREM 3. 6. 

Let G be a non-empty open and connected subset of Rk(l叫kくoo).ThenD is a pseudoconvex domain 

containing the product set G x~C in Ck x ~C if and only if there exists a pseudoconvex domain V containing 

Gin ck such that D=VX図C.
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PROOF. 

We assume that D is a pseudoconvex domain containing G X~C. For every positive integer n, we put Dn 

=Dn{cパ Un(Cり}.Let Dn= U Dn, be the decomposition into connected components of Dn-Then by 
AEA(n) 

Theorem 3. 2, there exists a pseudoconvex domain Vn,(n) containing Gin ck such that Dn,(n)=Vn,(n)xcn. We 

obtain Dn+IA(n)つDn,(n)・Itfollows that V n+IA(n+l)つVn,(n)・

Let z0 ED. Since D is connected, there exists the continuous curve r: [O, 1]→ D with r(O)=z0 and r(l) E 

G x ~C. Since the image r([O, 1]) is compact, there exists a positive integer m such that Cゾ Um(C吟contains

the image r([O, 1]). So Dm,<m>= Vパ Um(Cm)巧([0, 1]). Therefore z0 belongs to U V nA<n> X Un(Cり.It follows that 
nEN 

D = U V nA(n) X Un(Cり．
nEN 
We show the following equality : U V nA<n> X un(C叫(UV叫(n) ) x ~c.

nEN nEN 
Let (z1, z2) E (U V nA<n>) X~C- Since z1 E U V nA<n>, there exists a positive integer n(l) E N such that z1 E 

nEN nEN 

V n(l)A(n(l))・Since Zz E区C,there exists a positive integer n(2) EN such that z2 E Un<2i(cn<2>). 

We put n(3)=max {n(l), n(2)}. Then (z1, z2)EVn(3)A(n(3))XUn(3i(cn<3>), and UVn,(n)XUn(C戸 Vn(3)A(n(3)) X 
nEN 

Un(3)(cn<3>). 

(Q. E. D.) 

We have the following theorem similarly to the proof of THEOREM 3. 6. 

THEOREM 3. 7. 

Let G be a non-empty open and connected subset of~R. Then D is a pseudoconvex domain containing 

the product set G X~c in~c X区Cif and only if there exists a pseudoconvex domain V containing Gin~C 

such that D= V心 C.
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流れパターンの可視化像のパソコン処理の一工夫

山下 厳

〈平成 4年9月30日受理〉

An Idea on the Image Processor by a Personal Computer for the 

Visualized Flow Pattern 

In this paper, a new technique for recording the visuarizing flow pattern is proposed. 

It will be noted that the image is photographed by a video camera (8mm size) and is grabbed as 

the data on the personal computer by the simple image processing system. Moreover, the grabbing 

image on the personal computer is able to print as the colored image by the inkjet printing ma-

chine. Colored images are comparable with the recorded photograph by a camera (35mm size). 

The image processing system may be used as new madia system, too. This system may be 

performed the cheepable cost. 

lwao YAMASHITA 

1. はじめに

流体力学においては，流れの様相あるいは流速・応

カ・渦分布などの諸性質を計測研究して，定量化する

ための有力な手段として，流れパターンを可視化し可

視化画像を記録採取して解析してゆくことが通常よく

行われる．従来は，筆者も一般的に行われているよう

に可視化画像を35mmフィルムを装填した写真機によ

って撮影して，条件的に好都合な写真のみを選択採取

して，その写真の画像の軌跡の読み取りなどから流体

力学的な諸量を決定してきた． しかし， ここでは，写

真機を用いずに 8mmビデオカメラによる撮影を実施

して，その画像をパーソナルコンピュータの画像デー

タとしてパーソナルコンピュータ上に取り込み，その

画像処理ソフトウェアの活用により記録採取して，流

速・圧力分布などの諸量を決定する．写真機によるデ

ータ取得法と違って， ビデオカメラによる取得は再生

画像が容易に得られる点が優れていて，その上，本格

的な画像解析装置を設備するには，ただ単に画像を撮

影し取得するだけで莫大な経費（数千万円のオーダ）

が必要であるのに対して， ここで述べる方式は百万円

のオーダの比較的に簡単な装置とソフトウェアを準備

すれば，画像取得が容易にできて，画像をパーソナル

コンピュータ上の画像データとして，いとも簡単に取

り込め，再生・加工もすぐ可能であるシステムが構築で

きる．非常にコストパフォーマンスの優れたシステム

である事が分かる．

以下， このシステムを用いた実験装謹の紹介及び実

験方法とそこから得られた可視化画像のいくつかを示

して本システムの優秀さを述べていく．

2. 実験装置及び方法，画像取得システム

Plexyglass 

Working fluid 

こ Q

図1 流れ生成装置

流れは，図 1のような直径 lmのターンテーブル上

に搭載した内径40cm の円筒形の内水槽の中で発生さ

せる．直径80cm の外水槽は内水槽の水温を一定に保
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つ必要上，気温の影響を遮断するために置いた． ター

ンテーブルとその上に搭載した内水槽，外水槽は同期

して回転する．テーブルを一定角速度9で30分間程回

転させると，内水槽の流体は剛体回転（テーブル回転

に対して相対静止）の状態になる．その後，テーブル

上に搭載されているモータによって，内水槽の作動流

体表面に接して懸架されたアクリル製のリング板をテ

ーブル回転角速度とは僅かに異なる一定角速度Q で回

転させれば，内水槽の側壁に流れが励起される．いわ

ゆる，回転系における壁面噴流が作られる． この噴流

の安定論を研究するために，可視化画像を採取する．

従来は， これをテーブル上に搭載した水槽真上からの

ぞくカメラによって可視化像を撮影し，印画紙焼付け

を行った後，その画像軌跡の変化を読み取り，定量化

し，解析を行った． しかしながら，この方法では印画

紙焼付けの作業にかなりの時間を取られ，有効なデー

夕採取までに相当の手間と時間を要した．

そこで，本研究では，カメラに代えて 8mm ビデオ

カメラ (SONY社製，商品名ハンディカム）による撮

影を試みて，かなりの程度の品質の画像取得に成功し

た．

流れの可視化は，作動流体にチモールブルー溶液を

用いる．作動流体の流れに直角に白金線（直径 0.05

mm¢)を張って，チモールブルー溶液を電気分解する．

陰極側の白金線から，溶液のpHの変化に応じて，青い

色素線が生成される． この色素線が流れに追随して流

れの可視化像を描くので，それを前述の 8mm ビデオ

カメラによって適当な時間連続撮影をする．この場合，

撮影した画像の再生は，非常に簡単でビデオカメラそ

のものでモニタ可能であるし，あるいはビデオ再生装

置を有する大型テレビによっても映し出すことが可能

である．後で述べるパーソナルコンピュータ上への画

像取り込みにおいても容易に何度も画像の再生確認が

できる．

次に，撮影された画像のパーソナルコンピュータ上

への画像データ取り込みについて述べる．

図 2にビデオ画像をパーソナルコンピュータ上に取

り込むシステム図を示す．パーソナルコンピュータは

Macintosh II ciで，主要諸元はRAMSMB, 内臓ハー

ドディスク100MB, フロッピィディスク 1台 (1MB), 

外付けハードディス ク200MB,13インチ高解像度モニ

ター，当然ながらキーボードとマウス付きである．画

像入力に必要なビデオ入カボードとして， Raster

Ops 24STV (Raster Ops社製）を本体の空きスロ ッ

ト部分に別に取り付けて， ビデオ画像取り込み時には，

そのボードを用いて，システムを起動する．

ビデオカメラの画像出カケーブルをRasterOps 24 

Key boa『d

図2 画像取り込み システム

STVボードの画像入力端子に接続する.Raster Ops 

24STVボードに付加されているソフトMediaGrab-

herを用いると，簡単に入力されたビデオ画像がパー

ソナルコ ンピュータ上に取り込まれ，ディスプレイ上

にプレビューでぎる．また， この連続画像をある時間

間隔で切り出して，静止画像データとして，ハードデ

ィスク上に保存することもできる．保存されたデータ

は， Macintosh II ci に備わっている豊富な画像処理

ソフト (PixelPaintゃSuperPaintなど）によ って

加工し，見栄 えのよい画像として再保存あるいはカラ

ープリンタ（ここでは，安価なカラー印刷機YHPペイ

ントジェット）によって，色刷りの画像として通常の

用紙にも，あるいはオーバヘッドプロジェクタ (0.

H. P)用フ ィルムにも 出力できる． この点は写真機に

よって簡単にカラー撮影は出来ても，その再生画像を

カラーで得るには，非常な労力と時間を要することに

比べれば，その容易さは比較にならない程であり，こ

の点に於いても十分に価値ある画像取り込み装置と思

われる．

さらに，本格的な画像解析装置をワークステーショ

ンを本体として組み上げよう とすれば，その費用は数

千万円を軽くオーバする程である．確かに，画像の品

質もよく，オプションとして様々な解析装置が付加で

きるようになっていて，数千万円の価値を持つだけの

装置ではあろうが， ここで述べるごとく，可視化画像

をパーソナルコンピュータ上に取り込み，その画像に

多少加工を施すことができ，再出力がでぎる程度の装

置で，上記のような大がかりな装置を設備するまでも

ないとすれば，百万円位のオーダで，相当，質の良い

画像を容易な操作によって取り込めるシステムを組み

上げることは十分可能であり，コスト的にも採算の合

う有効な装置を作り上げ得ることができる．

3 実験結果及び考察

ビデオ画像によって収録された画像は，壁面噴流の

深さ方向の速度分布の変化を調べる研究に際して，得

られたものである．

図 3はビデオ撮影画像をパーソナルコンピュータ上
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に取り込み， 2秒毎に 4駒Grabberしディスプレイに

表示されたものの 1駒分を35mmカメラによって撮影し

たものである．

図4はパーソナルコンピュータ上に取り込んだ画像

をカラープリンタによって，図 3と同じ絵を出力した

図である．画像の品質はカメラによるカラー撮影・焼

付けの絵に比べると落ちるであろう． これはビデオカ

メラそのものは41万画素の非常に精細な精度で撮影さ

れ，その後，パーソナルコンピュータに取り込む段階

までは1680万色の色合いを出せるにもかかわらず，プ

リンタ出力時にその精細さが180Xl80dpiに落ちて画

像劣化が起こるが， これは本研究で用いたプリンタの

機能及び精度上止むを得ないところである．

図 5は取り込んだ画像をPixelPaintと言う画像処

理ソフトを用いて，画像の一部を切り出して編集し用

紙上に出力したものであり，図 6は図 5の画像をオー

バヘッドプロジェクタ (0.H. P) 用フィルムに出力

したものである． このように，得られた画像データを

もとに画像の一部を切断し，合成して流体力学的な量

の定量化を容易に進めることの出来る画像や，あるい

は研究発表の際などのプレゼンテーション効果を高め

るような画像を作り出すことも容易に出来る． これら.. 

と同じ事を，カメラを用いたカラー写真撮影による方

法で行うとすれば，随分と手間と時間を要することで

あるが，本方式では手軽に簡単な操作で実現出来るの

である． これもMacintoshというパーソナルコンピュ

ータの操作性の優秀さとそれに付随するソフトウェア

の使い勝手の良さに他ならないと断言できる．

以上のべた事柄により， ビデオカメラとパーソナル

コンピュータ（ビデオ画像入カボードRasterOps 24 

STV付き）とカラープリンタの一式のシステムが百万

円のオーダの非常に安価なシステムとして準備できる

こと，パーソナルコンピュータ上への画像取り込みが

非常に簡便に出来ることや，その取り込んだ画像の再

生・加工が， Macintoshと言うパーソナルコンピュー

タの操作性の優秀さと相まって，非常に容易に出来る

装廣及びシステムを組み上げることが出来る利点は，

とても他の機種のパーソナルコンピュータの追随を許

さない所であると言える． これらの例に示された通り，

このような方式は，今後発展してゆくであろうマルチ

メディア時代に向けて，パーソナルコンピュータを活

用した簡便マルチメディアシステムとして十分に利用

して行ける事を示唆していると思われる．

4. おわりに

本研究におけるビデオ画像処理システムは， ワーク

ステーションなどを用いる本格的な画像解析装置が容

易には購入不可能との思いから， Macintoshと言うパ

ーソナルコンピュータのインターフェースの良さと‘ノ

フトウェアの豊富さを十分に活用して，低価格で，あ

る程度良い品質の画像をパーソナルコンピュータ上に

取り込み，再生・ 加工処理が出来るものをとの考えで

本方式を考案した． ワークステーションを用いたシス

テムに比較して，価格のオーダで十分の一，パーソナ

ルコンピュータ上に取り込むことの出来る画質は多少

は落ちるものの取り込んだ画像を容易に必要な時，即

座に何度も再生・加工出来ることが最大の利点として，

非常にコストパフォーマンスの高い簡易画像処理シス

テムが構築できたものと思われる．

今後， これらのシステムを用いて回転流体における

渦運動の研究，即ち回転系における孤立渦の発生パタ

ーン，渦と渦の干渉パターンあるいは孤立渦の構造分

析などへの適用を試みる画像取り込みシステムとして

活用し成果をあげ得れば幸いである．

最後に，本研究に際して， ビデオ画像入力装置やパ

ーソナルコンピュータMacintoshのシステムあるいは

アップリケーションソフトの事など有益な議論と指導

を戴いた電気工学科の松野了二助教授あるいは電子工

学科の堤豊講師に深甚の謝意を表する．さらに，本

論文に載せた壁面噴流の深さ方向の速度分布を示す一

連の写真撮影や研究については，平成 4年 3月本校機

械工学科卒業の荒巻千年君（現日本電気ホームエレク

トロニクス（樹勤務），岡本和宏君（現マツダ自動車工

業（採勤務）のお世話になった． ここに記して，謝意を

述べる．
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ヨーロッパの医療と病院建築を訪ねて

その 3' イギリス

新 谷肇一
く平成 4年 9月 30日受理〉

The Health Care system and Hospital Visits in Europe 
Part III. the United Kingdom 

I participated in the Medical Architecture Research Unit in the Department of Architecture and 

Interior Design in October 1989. 

During my visit I was based with the Postgraduate Course in Health Facility Planning for a 

month. I got many opportunities to study about the health care system, the planning and design of 

hospitals in the UK by means of attending a lot of lectures in the Postgraduate Course and visiting 

some health buildings and new hospitals. 

In the UK, most of the health care services have been provided through the National Health 

Service (NHS) since 1948. 

Each of the new hospitals has been planned by the Regional Health Authority or the District 

Health Authority in cooperation with Architects under the leaderships of the Department of Health 

and Social Security (DHSS). 

Choichi SHINYA 

1 . はじめに

1989年 8月25日から11月30日までの約 3か月余り，

文部省在外研究員（短期）として，ヨーロッパ諸国の

医療施設について研究する機会に恵まれた．

留学の主要な目的の 1つは，ィギリスの北ロンドン

工科大学 (ThePolytechnic of North London)の建

築・インテリアデザイン学部 (Departmentof Archi-

tecture and Interior Design) にある医療施設研究部

門(MedicalArchitecture Research Unit: MARUと

称される）の医療施設計画 (Health Facility Plan-

ning)の大学院コース（諸外国の留学生を対象）に約

1か月間，籍を置いて講義やゼミに参加するとともに，

そこを拠点として，イギリスの医療と医療施設，特に

病院の病棟計画について，施設の見学を含めて調査研

究を行うことであった．

実は MARUに参加して研究しようと考えたのは，

1979年以来であった．当時，厚生省の病院管理研究所

の主任研究官であった長澤 泰氏（現東京大学工学部

建築学科助教授）が，MARUに1年数か月にわたり留

学されて，帰国されたばかりの時であった．私も是非，

MARUに参加したいと考え，その年文部省在外研究

（長期）を申請した．その際，長澤氏のお世話で，

MARUのディレクターである RaymondMoss博士

に受け入れの手紙を出していただいた．残念ながら，

その時には，留学の選にもれ，実現しなかった．その

後も何度か挑戦を試みたが，うまくいかなかった。

1984年10月にハンガリーのブダペストで開催された

病院建築に関する国際会議に，当時，九州大学工学部

建築学科の青木正夫教授とともに出席した際に，はじ

めて R.Moss博士にお会いすることができた．国際会

議終了後イギリスに立ち寄り，北ロンドンエ科大学に

R. Moss博士を訪ねて， MARUの施設や活動を紹介

していただいた:1そして，今回，ょうやく留学が実現

したが，既に， R.Moss博士は退官されており，後任

のディレクターである，CaroleRawlinson博士とコー

スチューターの RosemaryGlanville先生に受け入れ

のお世話をしていただいた．今回の留学は，短期でも

あり，イギリス以外のヨーロッパ諸国の医療施設を見

学する目的もあったので， MARUの大学院コースが

開講する10月 1日から 1か月間のみイギリスに滞在し，

その前後に諸外国をまわることにした．

本稿では， MARUの大学院コースでの講義・ゼミ・

施設見学会について報告するとともに，そこを拠点と
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して，調査・見学することができた施設について報告

する．

2. MARUの大学院コースに参加して

留学前に MARUのC.Rawlinson博士宛に差し出

した受け入れ要請の手紙に対して，コースチューター

のR.Glanville先生から竹村校長あてに次のような受

け入れ承諾の返事が届いていた．

Dear Dr Takemura 

We will be very pleased to receive Dr Shinya in the Medical 
Architecture Research Unit in the Department of Environmental 
Design. Dr Shinya would be based with the Postgraduate Course 
in Health Facility Planning. This would give him the opportunity 
to study the planning and des; gn of hospitals in the UK at both 
the whole hospital and war1 planning levels. He would also be 
able to visit various health care buildings in the UK and oe 
introduced to current research developments. 

We would like him to contribute some teaching•ii thin the 
Department of Environmental Cょsign in order to foscer the exchange 
of ideas internationally within our fieid. 

Yours sincerely 

知 勺9如 叫

ROSEt-lARY GLANVILLE 
Course Tutor 

私宛の手紙には，さらに詳しく 10月から12月までの

11週のセッションが開講され，毎週 5時間の授業その

他を受講することができることが示されていた．もち

ろん授業料が必要で， 1か月に100ポンドであった．

私はこのセッションの半分すなわち10月 2日但）から

10月27日曲まで参加することになった．

10月 2日にオリエンテーショ ンが行われ，学部長で

建築家の Derek Osbourn氏*2の歓迎のあいさつや，

Glanville先生からコースの紹介，研究課題の説明が行

われた．

この大学院コースには， 1年間のフルタイムと 2年

間のパートタイムのコースがある．私が参加したフル

タイムのコースには， 7名のアジア，アフリカからの

留学生がイギリスのスカラーシップを受けて来ていた．

パートタイムのコースは 1年生と 2年生の 2クラスに

分かれており，仕事に従事しながら週に 1,...__, 2回，大

学の講義やゼミに参加していた．その年には， 1年生

9名， 2年生12名の院生がいたが，すでに社会で相当

の経験を積んだ人々であった．この大学院コースの特

徴は，建築家，技術者，看護婦，病院管理者，歯科技

工師など医療機関にかかわるさまざまな職種の人々が

集っていたことである．一緒に勉強したフルタイムの

留学生は，建築家が 4名で，インドの設計事務所に勤

めている， AmarRoychoudhury氏，バングラディ

シュの大学に勤めている JasminAra Begumさん，マ

レーシア出身でオーストラリアの大学を卒業してきた

Tat Hong Chiam氏，スリランカの保健省に勤めてい

るT.D. D. Fernando氏であった．ほかに，ナイジェリ

アから来ていた病院管理者の R.Eze氏，看護婦の

Bola Mustaphaさん，歯科技工師の RuthOjuluwayo 

さんがいた．パートタイムの学生は， 1, 2年生合わ

せて，建築家 3名，技術者 6名，インテリアデザイナー

1名，看護婦 5名，病院管理者 5名， (1名不詳）であ

り，建築家は自営，技術者や病院管理者は，各地域の

保健当局 (HealthAuthority)に勤めている人がほと

んどで，看護婦は病院従事者が多い．

研究課題遂行のため，早速，この大学の図書館に案

内されて，利用方法の説明があった．利用カードが渡

され，以後，自由に図書館が利用できることになった．

医療施設関係の図書もかなりそろっており，レファレ

ンス，コピーサービスも整って，応対する図書館職員

もたいへん親切で，夜は 8時まで開館していた．

私が参加したセッションのテーマは， Health Ser-

vice Organizationであったが， 1か月間のカリキュ

ラムは，（表 1)に示す通りであった．月曜日，火曜日

は朝から夕方頃まで，講義やゼミが行われ，これには，

パートタイムの院生も必要な時に参加していた．水曜

日，金曜日は，自学自習の時間で大学の図書館や医療

施設関係の資料が沢山集積されている King's Fund 

Centerの図書館に通ったり，紹介された病院の見学等

を行った．木曜日は，クラスとして施設見学を行う日

であった．

コースチューターの R.GLanville先生は， R.Moss 

博士がディレクターの時代からおられ， MARUの生

き字引のような方で，全てを知りつくしておられ，留

学生やパートタイムの院生の教育，研究から生活上の

こまごましたお世話までされるたいへん気さくな女性

の建築家である．

R. Moss博士は退官されていたが，週に 1度，講義に

来られていた．お陰で，先生に 5年振りで再会するこ

とができ，先生の講義も受講できてたいへん幸運で

あった．先生の講義は「Evolutionof Hospital Design」

という題で，私の研究テーマである「病院建築の計画

史」と通ずる興味深いものであった．博士は1973年に

「HospitalDesign and The National Health Ser-

vice, an assessment of the main methods used to 

give guidance on planning and design and the 

procedures to be followed, Part I .」という論文をま

とめられ，イギリスにおける病院建築の発展過程に最

も詳しい学者の 1人である．講義では，ナイチンゲー

ル病院の先駆性について，さまざまな角度から再評価

し，それを原点としてその後の病院建築の発展を論じ

ておられた．セッションの半分しか参加できなかった

のが残念であった．そのほかの講義も，医療サービス

のさまざまの分野の専門家を紹いて行われたものでた

いへん有益な内容であった．



有明工業高等専門学校紀要 第 29号 25 

表 1-1 MARUにおける大学院コース（フルコース）の 1か月間のカリキュラム

POSTGRADUATE COURSE IN HEALTH FACILITY PLANNING 

HEAL TH SERVICE ORGANISATION 

SESSION 1989-90 

WK I TIME LECTURER SUBJECT WK 3 TIME LECTURER SUBJECT 

Mon I O • 0 0 Rosemary Glanville Introduction of Course Mon 1 0 : 0 0 Rosemary Glanville Presentation of car exercise 

BArch RIBA Course Tutor Members : Course Orientation 16 Briefing for Hospital Visit 

2 1 1 0 0 Derek Osbourn Welcome to Department 1 2 : 0 0 Hilary Stang Study Skills 

Dip Arch (Hons) RIBA MSCD 
Oct 

2 : 3 0 Maggie Falshaw Visit to Chrisp Street 

Oct Head of Department Practice Administrator General Practice 

1 1 : 3 0 Tricia Noble Introduction to PNL Library Rosemary GLanville 

Departmental Librarian 
Tues 9 : 3 0 Paul Cooper FHSM The Work of the Planning 

2 : 0 0 Rosemary Glanville Briefing for Project One 
Paul Cooper & Assocs. Team 

Tues 9 : 3 0 Raymond Moss MBE PhD Evolution of Hospital Design 
17 

Tutor : Planning and 

MPA Health Planners Oct Administration 

3 1 I : 0 0 Meet PTMA first year students 2 : 0 0 S R Hornagold ARICS Capital and Revenue Costing 

I I : 3 0 Janet Hutton RGN Pattern of Nursing Care in the Hornagold Associates Tasks for the Planning Team 

Oct Nursing/Management Hospital 4 : 3 0 John Fagg BA PhD Elementary Statistical Methods 

Consultant Lecturer in Geography 

Tutor : Nurse Planning 
Wed Study Day 

4 : 3 0 Carina Browne RGN RM HV Pattern of Nursing Care in the 
O1c8 t 

Health Visitor Tutor Community 

Applied Social Studies Thur all Rosemary Glanville Visit to Frimley Park 

19 day District General Hospital 
Wed I I・I 5 Meet PTMA second year stu-

O4 ct Oct 
(Best Buy Hospital) 

dents 

study period 
train from Waterloo Main 

Thur 1 0・0 0 Rosemary Glanville An Introduction to the UK Line station at 8 : 45 

5 National to Frimley 

Health Service 
Fri Study Day Oct 

1 1 3 0 Rosemary Glanville Briefing for visits 
O2c0 t 

2 . 3 0 Gayner Messenger Visit to Kings Fund Centre 

Librarian: Kings Fund (meet at I 45 pm) 

Fri study day 

O6 ct 
I urv , I Tru,:- I r l:'rTrro,:-o I CJJ口 ft:'た F I 

WK 2 

Mon 

， 
Oct 

Tues 

10 

Oct 

TIME I LECTURER 

I O : 0 0 Rosemary Glanville 

1 2 : 0 0 I Hilary Stang 

2 : 0 0 Rosemary Glanville 

Janet Hutton 

9 : 3 0 I Raymond Moss 

1 1 : 1 5 Janet Hutton 

SUBJECT 

Planning Techniques 

Procedure Headings 

Introduction to Exercise 

Study Skills 

Individual tutorials 

Evolution of Hospital Design 

Role of the Nurse Planner 

study period 

Role of the Medical Planner 

WK 4 

Mon 

23 

Oct 

Tues 

24 

Oct 

TIME LECTURER 

I O : 0 0 I Rosemary GlanviJJe 

I 2 : 0 0 Hilary Stang 

9 : 3 0 Raymond Moss 

I I : I 5 Rosemary Glanville 

Paul Cooper 

4 : 3 0 I Dick Knowles 

Lecturer in Geography 

4 : 3 0 I Dr Kurt Schwarz 

Tutor : Medical Planning 

SUBJECT 

Briefing for Project Two 

Study Skills 

Project Two case study 

literature review 

Evolution of Hospital D函 gn

Planning Team Workshop 

t
 

u

6

c

 

d

t

r

 h

2

0

 

e
5
c
 

w

2

0

T

 

Components of Demographic 

Change 

Study Day 

s : 3 o I Rosemary Glanv1lle 

all 

day 

Visit to Harlow Health 

District 

Wed 
11 
Oct 

Thur 

12 

Oct 

Study Day 

I O : 0 0 I Veronica Martin 

Health Centre 

Administrator 

Rosemary Glanville 

2 : 0 0 I Rosemary Glanville 

Visit to Homsey Rise Health 

Centre (meet at PNL at 9 : 15 

am) 

t
 

r
i
n
7
c
 

F
2
0
 

Meet in PNL car park 

Study Day 

Fri 
13 
Oct 

Introduction to Wordprocessing 

study day 

DEPARTMENT OF ARCHITECTURE AND 

INTERIOR DESIGN MEDICAL ARCHITECTURE 

RESEARCH UNIT 
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セッションの初日にフルタイムの留学生に対して下

記のような研究課題が出された．すなわち，自国の医

療（保健）サービスの骨組みとその中でのデザイ ン（設

計）チームの役割について，約6000語以内のリポート

にまとめ，それを20分以内で発表するというもので

あった．期限はこのセ ッシ ョンの終了時である11月29

日であった．要求されている内容はかなり難しく，次

POSTGRADUATE COURSE IN . HEALTH 

FACILITY PLANNING: SESSION 1989-90 

PROJECT NO 1 

In parallel with the first weeks of the lecture 

course you are asked to consider and set out the 

framework within which the health services of 

your own country operate and to describe the 

functions of the design team within that frame-

work. Where there is no easily identifiable frame-

work you should make a proposition for one. 

The object of this exercise is threefold : -

1 . so that the tutorial staff can appreciate 

your general background, current prof es-

sional work and likely future prospects. 

2 . to make you rethink a situation which you 

may have taken for granted or never previ-

ously fully understood. 

3 . to test your ability to collect data, organise 

it and present it in a clear and concise 

manner. 

The project will be discussed at a briefing Semi-

nar during the first week of term and your 

reports will be presented in week 7. 

The verbal part of your presentation should take 

not more than 20 minutes and you are encouraged 

to use whatever visual aids you feel necessary in 

order to make your presentation. The final 

reports should not exceed 6000 words. 

Completed projects must be handed in to the 

Course Tutor on Wednesday 29th November. 

頁に示すような事項である．私は半分しか参加できな

かったため，提出できなかった．

参考までに， パートタイムの院生に対しては，下記

のようにイギリスを対象として上記で述べた内容を，

同じ要領でまとめるものであった．

PROJECT NO 1 

As a basis for understanding the context of the 

planning of any new building for the delivery of 

health care services, you are asked to consider 

and set out the framework within which the 

health services in the UK operate and to describe 

the functions of the design team within that 

framework. 

This exercise has two main objectives: 

1 . to make you rethink a situation which you 

may have taken for granted or never previ-

ously fully understood. 

2 . to test your ability to collect data, select 

and organise it, and present it in a clear 

and concise manner both as a presentation 

to a committee and as a written report. 

Attached is a possible structure and checklist of 

factors to consider, which it is suggested you use 

as a guideline. 

The verbal part of your presentation should take 

not more than 20 minutes and you are encouraged 

to use whatever visual aids you feel necessary in 

order to make your presentation. The final 

reports should not exceed 6000 words. 

The oral and visual presentation will take place 

on Tuesday March 1990 and the project must be 

handed in at the beginning of the summer term. 

You should note that this project is programmed 

over quite a long timescale and you will need to 

consider how you will monitor your progress. 
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POSTGRADUATE COURSE IN HEALTH FACILITY PLANNING 

PROJECT 1. -SUGGESTED STRCTURE AND INDICATIVE 

CHECKLIST OF RELEVANT FACTORS 

GENERAL BACKGROUND I HEALTH & HEALTH SERVICES I PLANNING/DESIGN/CONSTR-
UCTION OF HEAL TH CARE 

Geography -location, topography, Demographic/Epidemiological 

climates, population Profiles 

(rural, urban), 

communications etc. -generally, male/female, age 

sex,% 

History -social, religious. past, present & future 

indicators, 

Resources -natural, industrial. 

Economy -GNP, budget for 

birth rates, death rates, 

infant mortality, etc. 

national development, Patterns of Disease 

housing, education, 

social security, health 

care, etc. 

-types, control, history, 

eradication programmes. 

Resources 

-Financial, manpower, ie. 

doctors, nurses, paramedical 

1BUILDINGS 

Provision of Health 
-how are they sponsored, 
state or private or both. 

Buildings 
-what is the current and long 
term building programme. 
-how are they financed, in 
terms of capital cost, run-
ning costs etc. 

Planning/Design 
-are there planning and 
design teams. 
-are these in State Ministries 
such as Health, Works or 
Social Security Depts. Show 
organisational and inter-
professional structures and 
relationships. 

Briefing 
-for planning, design and cost 

Education -primary, secondary, 

further and higher, 

special, % literacy, 

etc. 

-education and training. control, system and proce-

Social & 

Political 

etc. etc. 

-family structures, 

traditions, govern-

mental structures at 

central, regional & 

local levels. 

Buildings or facilities, dures. 

eg. clinics, health centres, Norms and Standards 

rural/community hospitals, 

district, teaching, and spe-

cial hospitals. 

Health organisation 

-generally, preventive, 

curative, at national 

regional and local levels. 

Patient access and referral 

systems for primary and 

secondar care. 

Etc. etc. 

-planning and space stan-
<lards, provision of official 
or national design guidance 
materials and information. 

Research and Development 
-do units exist and in what 
form, eg. public, private, or 
university, if not will they be 
encouraged. 

General 
-what are the difficulties. 

Overview 
-what does your country 
need. 
-how is the country meeting 
its problems. 

興味深く，楽しい試みとしては， Planning term 

workshopであった. R. Glanville先生の指導で行わ

れたもので，フルタイムとパートタイムの院生が 4つ

のグループに分かれて，半日かけて次頁に示す要領で

研究課題にとりくむものであった．グループで討議し

てまとめ，最後に10分以内で発表し，お互いに議論す

るというものであった．
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POSTGRADUATE COURSE IN HEAL TH 

FACILITY PLANNING: SESSION 89-90 

PLANNING TEAM WORKSHOP 

Imagine you are members of a multi-disciplinary 

project team which is dealing with a new mater-

nity unit to be provided at the District General 

Hospital. 

You can assume that the service planning (sur-

veys of population, apidemiology, manpower etc.) 

has been carried out and that decisions have been 

reached on relationships with other services (eg 

health centres, community hospitals, sources of 

supplies, etc.). The size and scope of the unit and 

the cost limits have therefore been determined 

and the project team has just been set up. 

Your immediate job is to define the tasks 

required to progress the project as quickly as 

possible to a point where the design team can 

prepare a preliminary scheme. 

In order to carry out these tasks properly, who 

should be the permanent members of the team ? 

what do you consider to be the role of each of 

these individuals ? 

Workshop timetable 

You should form yourselves into four groups and 

working to the following timetable prepare a 

presentation of not more than 10 minutes. 

11.: 00 Introduction 

11 : 15-2 : 30 Working in groups 

2 : 30-3 : 30 Presentation and discuss10n 

Greenwich総合病院の計画(<Greenwich計画〉と呼ば

れる）をすすめる時に設定された，研究調査に関する

一連の手順である．その流れは下記のA.,......,Jの段階に

分かれ（実際にはもっと詳細な事項が示されている）．

その相互関係を示したものが（図 1) である．

DESIGN INVESTIGATION 

PROCEDURE-OUTLINE OF METHOD 

STAGE A INVESTIGATION PRELIMI-

NARIES 

determine subjects for investigation 

determine purpose, scope and or-

ganisation of investigation 

ST AGE B GENERAL INFORMATION 

define subject of investigation 

determine purpose, scope and or-

ganisation of subject of investiga-

tion 

STAGE C SITUATION of subject 

determine location and site details 

for/of subject of investigation 

ST AGE D USE, OPERATION of subject 

determine functional requirements, 

population and accommodation con-

cerned with subject of investigation 

ST AGE E CONDITIONS for operation and 

use of subject 

determine perceptual, protective 

and environmental 

requirements for operation and use 

of subject 

ST AGE F FACILITIES required for use of 
課題は地域総合病院に新しい分娩部門をつ くるとい 1 subject 

う想定で，そのプロ ジェクトチームのメンバーとして，

その計画をすすめるために，どのような分野の人々が，

どのような役割を果し，具体的な仕事をすすめてい く

かとい うことを明らかにすることであった．その際，

施設そのものの内容や規模，コストについては，一定

の調査にもとずいて結論が出ていると仮定してよいと

いうことであった．分娩施設をつ くることにどのよう

な問題が病院運営上に生ずるかを明らかにしながら，

これにかかわる医師，看護婦，病院管理者，建築家，

技術者等がどのような役割と仕事を担ってい くのかを

つめていく作業であったが，それぞれ職種の異なる者

がグループで議論してい くのがたいへん勉強になった．

もう 1つ参考になったのは，やはり R.Glanville先

生の講義で紹介された， 1960年代にイギリスの

determine supplies, equipment and 

services required for operation, use 

of subject of investigation 

ST AGE G LIMIT A TIO NS affecting use of 

subject 

determine legislative and economic 

limitations and obligations affecting 

use, operation of subject of investi-

gation 

ST AGE H PROPOSALS for subject of investi-

gation 

recommend solutions for subject of 

investigation 

determine how recommendations 
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are to be executed to meet require-

ments 

ST AGE I FABRICATION of/for subject of 

investigation 

determine structure, construction, 

engineering services and equipment 

requirements and solutions for sub-

ject of investigation 

ST AGE J ASSESSMENT of proposals for 

subject of investigation 

determine effectiveness of proposals 

in meeting requirements of subject 

of investigation 

STAGE A 
surveys (Investigation propose 
slfe preliminaries design idea 
building subjects 
traffic etc purpose 

scope 
organisation ＼ ↓ 

STAGE C~STAGE B 
-------------ぅ

develop 
s ituation ←―General subject design idea 
locality 1mformat10n 
site subject definition 

purpose 
scope (image of 

functions) 
organisation 

↓ 
Supply &←  STAGE D ) orgamsat1on 

/i:VP／oafes:osn:／／／/[［：n:／：s:nngendea 

Communication —• Use, operation (&  design 
studies functions, studies 

STAGE J STAGE I realize 
Assessment ( Fabricationーぅdesignidea 

三〗~::inn~~~三i::nn 1 
The diagram shown 
the briefing investigation 
Network as it existed in 
the Greenwich project 

図 1 調査研究の手順の相互関係

assess 
design 
idea・ 
↓ 

modify 
design 
idea 

3 . イギリスの医療

イギリスの医療について，大学院コースでの R.

Glanville先生の講義「AnIntroduction to the UK 

National Health Service」と Janet Hutton先生

(Nursing/Management Consultant) の講義「Pat-

tern of Nursing Care in the Hospital」を参考にまと

めてみたい．

イギリスはよく知られているように，資本主義国で

はめずらしく NationalHealth Service (NHS)という

方式，つまり医療の国営を行っている国である．これ

はNHS法の成立により， 1948年からとられている方

式で，発足時には，従来の篤志病院(VoluntaryHospi-

tal) と自治体病院 (MunicipalHospital)のほとんど

が国有化された. 1974年に再編されるまでの NHSの

機構は（図 2) の通りで，地方保健サービス，家庭医

(General Practitioner <G. P. 〉）サービス，病院・専

門医サービスの 3本柱になっていた．

Secretary of State for 

Social Services D1/SS 

llosri lals 2000 
Beds 400000 
Person neJ s 7UOOOn 

図 2 NHSの機構 (1948年,...___,1974年）

地域保健サービスは，自治体によって設置される地

方保健当局によって提供される．これには，母子保健，

在宅出産，訪問看護，在宅看護，在宅介助，予防，救

急車サービスなどが含まれている．

家庭医 (G.P.)サービスは， NHSに登録した医師に

より自分を主治医に選んだ住民に対して行われる．病

院サービスはイングランドとウェールズを15の圏域に

分け，各々に RegionalHospital Board (RHB)がお

かれて，病院の整備計画を立てる．さらに日常の病院

管理はその下の388のHospital Management Com-

mittes (HMC)が行う．

教育病院については，独自の Boardof Governors 

をもち，イングランドとウェールズにある36の教育病

院を管理し，保健大臣の直属となっている．
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しかし， 3つのサービスが，各々別個の機構となっ

ているため横のつながりをもって統一的なサービスを

提供する点で矛盾があり， 1973年に（図 3) のように

再編された．

Secretary of State for 

Social Services DIISS 

図3 再編された NHSの機構 (1974年.......,1982年）

すなわち，教育病院を含めて，病院サービス，地方

保健サービス，家庭医 (G.P.) サービスが統一され

た．従来の RHBにかわって Regional Hospital 

Authorities (RHA)がおかれ，圏域レベルの医療計画

の立案を行う .RHAはイングランドに14設置され，各

圏内に 1つ以上の教育病院がある．

RHAの下に AreaHealth Authorities (AHA)がイ

ングランドに90設置され，地域の保健サービスの計画，

管理に責任を負う．家庭医 (G.P.)サービスと地方保

健サービスもこの下におかれる．人口規模でみると20

万から130万人を対象としている．

最も住民に近いレベルでのサービスは，地区単位に

行われ，ィングランドに205の地区がおかれ，その地区

にDistrictManagement Teams (DMT)がおかれ，地

区レベルの管理運営に責任をもつ．

家庭医 (G.P.)サービスの管理も地域レベルで行わ

れ， AHAの下に FamilyPractitioner Committees 

(FPC)がおかれ，ここが全ての業務を行う．

地区内の保健サービスについての住民の要求を

AHAに反映するため CommunityHealth Councils 

(CHC)が新しく設置された．

しかし， 1979年サッチャ政権成立後，「揺りもどし」

現象が発生し， 1982年以来，（図 4)のような機構に再

編された．すなわち， AHAが従来，地域レベルで，病

院サービス，地方保健サービス，家庭医 (G.P.)サー

ビスの 3つを総合的に管理する機能をもっていたが，

これがなくなり， RHAの下に， AHAにかわる Dis-

trict Health Authority (DHA)がおかれ，以前の

DMTがこれに昇格した形になり，家庭医(G.P.)サー

ビスを管理する FPCは，直接，保健省につながること

になった. 1974年に， 3本柱のサービスが一本化され，

前進したが，ここで 2本柱に後退したといえる．

! L----

Secretary of Slate for 

Social Services 

図4 再編された NHSの機構 (1982年～）

次に病院サービスを病院の種別でわけてみると，下

記のようになる

1、教育病院：医学の教育研究機能をもち，大学と提

携して多くの専門医療をもつ．

2、地区総合病院：人口約20,.....,25万人を対象とし，通

常，内科，外科，小児科，急性精神科，老人病科，

救急部門をもち，地域の専門医療を含む．規模は

800床を上限とし，人口1000人あたり 2,.....,3床を目

途とする．

3、コミュニティ病院：人口約 3万,.....,10万人を対象と

し，地区総合病院ほどの設備を必要としない人々

に対し，外来，入院，デイサービスを行う．

4、専門病院：高度な専門医療を担当する．

イギリスでは，患者のグルーピングを専門診療科で

分類すると次のようになっている．

1、一般急性（成人）， 2、分娩（産科） 3、小児科，

4、老人病科， 5、精神病と分けられ，これをさらに詳

しくグルーピングしたのが（図 5) である．

次に G.P. (家庭医）サービスについてみると，イギ

リスでは，現在， NHSと契約している G.P.(家庭医）
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が約22,000人おり，これらの医師を国民は主治医とし

て選択し，登録することにより家庭医制が成立してい

る．平均して 1人の医師が2300人の住民を担当するこ

とになる．救急の場合を除いて，これらの家庭医の紹

介を通じてのみ病院サービスがうけられることになっ

ている．これらの G.P. (家庭医）は元来，グループで

診療することが多いが，近年は国のヘルスセンターが

多数つくられて，そこに複数の医師が診療室をもつ

ケースが多くなっている．ヘルスセンターでは，医師

以外のスタッフはほとんど国家公務員である．

イギリスでは病院をはじめとする保健施設の建設は

社会保健保障省 (Departmentof Health and Social 

Seculity (DHSS))の指導の下に各 RHAあるいは

DHAが計画してすすめていくことになっている．

外科

一般外科
整形外科
神経外科
泌尿器外科
心臓胸部外科
耳昴咽喉科
眼科ほか

内科

一般内科
皮痛科
神経内科
腎鷹内科
心臓内科
内分泌科
物質代謝内科ほか

生 し付
一般外科 一般内科
整形外科 皮府科
神経外科 神経内科
泌尿器外科 腎臓内科
心朦胸部外科 心罵内科
耳鼻咽喉科 内分泌科
眼科ほか 物質1~m 内科ほか

図5 専門診療科による患者のグルーピング

4. Hornesey Riseヘルスセンター

MARUの大学院コースの施設見学会として実施さ

れたもので， Nursing/ManagementConsultantのJ.

Hutton先生が案内してくれた．

ヘルスセンターは，以前は地方自治体が管理してい

たが， 1974年の NHSの機構の再編以来， NHSの管轄

下に入り，国の施設になっている．この HorneseyRise 

ヘルスセンターは DHAとしては， Islington保健当局

に属するもので，この地区には 7つのヘルスセンター

があるが，そのうちの北 Islington住民の利用に供さ

れるものである．

ornac,ou D 

実は，この敷地には， 3つの異った施設が一緒になっ

ており，ヘルスセンターのほかに ILEAChild Guid-

ance Unit, Children's Day Centerがある．ヘルスセ

ンターの 2階に ChildGuidance Unitがおかれ（写真

1)' その隣に， Children'sDay Centerの建物（写真

2)がある.Islington議会， Islington保健当局， Inner

London Education Authority (ILEA)の3者が共同で

開発してつくった建物である．

このヘルスセンターでは，地区の G.P.サービスのほ

かに，家族計画相談，児童のヘルスクリニック，言語

療法，妊婦に対するケア，予防注射，免疫注射，聴力

aanr-JO 
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テスト，歯科クリニック，足治療，高齢者に対するコ

ミュニティサービスなどの多様なサービスが行われて

いる．これらのサービスは施設内だけで行われるだけ

でなくここを拠点として，地区に出る地区看護婦，保

健婦（ヘルスビジター）等の活動もある．すなわち，

地区のプライマリ・ケアにかかわる重要な拠点である．

医師以外はほとんど国家公務員のスタッフである．

ヘルスセンターでは，これらの活動を支えるために

受付．待合室（写真 3), 4つの G-P開業医の診察室，

3つのコミュニティ相談室，保健教育室（写真 4), 2 

つの言語療法室，一般事務室， 2つの歯科診察室，足

治療室などがとられている．

イギリスの場合，開業医は，個人あるいはグループ

プラクチィス（集団医療）で医業を行っているのがま

だ多いと思われるが，このようなヘルスセンターでグ

）レープで，しかも上記の多くのスタッフととも仕事が

できるのは非常に有利な条件であると思われる．こう

して，イギリスでは，近年，ヘルスセンターの建設が

急速に進んでいる．

ヘルスセンターの 2階には，ILEAChild Guidance 

Unitがおかれており， ILEAと保健当局が共同でス

タッフを出している．精神科医，精神療法士，心理学

者，ソーシャルワーカーなど多様な訓練チームである．

隣の Children'sDay Centerでは， 5オ以下の児童

の食事の提供とスイミングプールでの活動が行われて

いる:3

5. Harlowニュータウンの医療施設

MARUの大学院コースの施設見学で Harlow

ニュータウン地区の主な保健施設を訪れた. R. 

Glanville先生の案内で，大学のマイクロバスで現地に

向った．

Harlowニュータウ ンは，イギリスの多くのニュー

タウンのうち，初期 (1947年）につくられたもので，ロ

ンドンの北37kmのところにあり，ロ ンドンからケン

ブリッジに行く Mllの自動車道と連絡されている．ま

た，ロンドンの地下鉄のセンターラインも利用できる．

Harlowニュータウンの医療区は，西 EssexHealth 

Authority (保健当局）に属している．この西 Essex

HAは，約25万人の人口の居住者にヘルスサービスを

与える責任をもっている．そしてこの地区の人口は

2001年には26万 8千人になると予測されている．

まず最初にこの地区の中心病院である Princess

Alexandra病院（写真 5)'(図6)を見学した． この

病院は1965年に開院され，現在，病床数449床の急性疾

患を中心とする病院であるが，そのほかに分娩，新生

児ケア，精神病，老人性精神病，老人病等の診療科を

写真3 Homesey Riseヘルスセ ンター ・受付．

待合室

写真4 Hornesey Riseヘルスセ ンター保健教育室

写真 5 Princess Alexandra病院

図 6 Princess Alexandra病院配置図
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もっている．特に産科部門は西 Essexのための中心的

サービスを行っており，助産婦養成の学校もおかれて

いる．また，老人病のためのデイホスピタルや，老人

性精神病のためのデイプレイスもつくられている．

1988年に拡張計画が保健省によって承認され，この年

の5月に最初の病棟である老人急性病棟がオープンし

た.1995年までに758床まで拡張されるが，急性一般が

約 2倍に，老人病が 4倍にふえる想定である．

一般病棟は， 4床室 2室，総室 (4床のベイが 4つ

並んだもので全部で16床），個室 4室で， 1看護単位は

28床である．イギリスでは，まだ 1看護単位が 1室の

大部屋になったナイチンゲール病棟やこのような総室

（写真 6)が残っている. 4床室は間仕切はされてい

るが，廊下に大きなガラス戸がつけられていた．

次に西 EssexHAにおける Priorityサービスユ

ニットの説明を聞いた.Priorityサービスは，地区とし

て優先してとり組まなければならない重要なサービス

ということで，これは地方自治体の機関とボランティ

アの機関が一緒になってとり組むサービスである．地

区に共同協議委員会がつくられ， 6つのチームに分か

れてとり組まれている．すなわち，高齢者，身体障害

者，小児•青年，精神障害者，精神衛生，アルコール・

麻薬患者を対象とする 6つのサービスである．精神障

害の施設（写真 7) を見せてもらったが，一般の集合

住宅の中にとけこんで， 12人のクライアント（患者と

は呼ばない）が共同生活し，デイケアセンターや大学

に通ったりして普通の生活をしていた:4

写真 6 Princess Alexandra病院総室

写真 7 精神障害者施設 (Priorityサービス）

6 . Frimley Park病院

MARUの大学院コースの施設見学会として実施さ

れたもので， R.Glanville先生が案内してくれた．

Frimleyはロンドンの西の衛生都市で，ロンドンの

Waterloo駅から列車で 1時間程のところである．

Frimley Park病院（写真 8)は， DHSSの建築部門

が， 1968年から開発に着手した，都市郊外型の低層で

経済性を考慮した病院計画である「BestBuy Hospi-

tal」の実施例として1974年につくられた病院である．

これより 2年前につくられたモデル病院の WestSuf-

folkのBurySt. Edmunds病院と合わせて Mark I 

と呼ばれる（図 7)_ その後， MarkIIと呼ばれる 3つ

の病院もつくられた．

この「BestBuyHospital」については，既に，長澤

泰氏の論文*5で詳しく報告されているので，ここでは，

この論文を参考にして見学の報告をするとともに，現

在，この病院の拡張と改造計画が進められているので，

その点についても述べたい．

「BestBuy Hospital」は， DHSSがGreenwich病

院計画につづいて研究開発したもので，計画チームに

は，建築家，技術者以外に医師，看護婦，病院管理者

も含まれた．「BestBuy Hospital」とは「お買得病院」

を意味し，都市郊外の環境条件を生かして，建設費，

維持費とも安価な病院が追求されたが，そのほかに次

の6点の目標がかかげられた．

写真 8 Frimley Park病院

日
写真 9 Frimley Park病院外来診療部
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↑ 
外来

肪l:JJtr 

図7 Frimley Park病院 (BestBuyHospitals : Mark I)平面図

BEST BUY HOSPITAL Six Objectives 

Function to provide a basic hospital service 

which complements an integrated 

community service 

Economy to build as economically as pos-

sible without increasing mainte-

nance and revenue costs 

Efficiency to design hospitals as complete 

units with department in good 

functional relationships to max-

imise outpatient and day care ser-

vices 

Quality to build to a standard no higher 

than required 

Environment to create a sense of wellbeing for 

patients and staff 

Speed to design and build as rapidly as 

possible making optimum use of 

planners and designers 

建物は 2階建てでつくられ，各部門のつながりは水

平動線を主体とし，エレベーターなど垂直搬送機器を

極力おさえている．外周部以外の各室の彩光は多くの

中庭が活用されている．病棟は， 1階の 1部と 2階の

外周部に納められ，それに合わせて厨房・スタッフ食

堂も 2階におかれている．

1階正面中央が外来入口であり，外来診察室は，同

じユニットの部屋が待合ホールの両側に12~13室並ん

でいる（写真 9). 日本の場合と大きく異なるのは，こ

れらの診察室が各診療科によって専用化されておらず，

中庭

図8

曜日ごとに，どのドクターが使用するか割り振られて

いる．診察室の利用率が非常によいが，各部屋は同じ

つくりであるし，必要な機器は，その都度，部屋に運

ぶ必要がある．ただし，特殊な器械を使用する咽喉科，

眼科，歯科は別に診察室をもっている．また，産科は

Ante-natal Clinicとして，整形外科の骨折の治療は

Fracture Clinicとして独立されてい星
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Accident and Emergency (救急）部門は，外来部

の隣に大きくとられている（写真10). やはり，救急部

門を重視していることがうかがえる．

病棟は，外周に沿って配置され，一般に看護単位は

36床で， 6床室 4室， 8床室 1室，個室 4室の構成で

ある．個室のうち 3室は中庭に面し，残りの 1室はナー

スステーションの向いにとられている（図 8).

さて，急速なる人口の増大と高度化する医療の発展

に対応して，新館の建設と既存施設のリフォームが計

画されている．前者は1990年より着工し，後者は， 1991

年より開始されるという（図 9).

新館には，① 4つの新しい一般急性病棟 (112床），

②新外来施設，③大学院教育センター，④25個の老人

用デイホスピタル，⑤新しい薬局がつくられる．この

建物には，最新の Nucleusシステムが採用される．

また，既存施設のリフォームの内容としては，① 5

つの新しい X線室， mammography,超音波設備，

CT, ②手術室の改造，③新しい消毒滅菌設備の導入，

④病理検査部門の拡張，⑤day wordの新設，⑥厨房

施設の改築と給食事務室の改修，⑦スタッフのコー

ヒーラウンジの新設，⑧新しい機械室の設置，⑨病棟

の一部を高齢者，ボケ老人のための病棟に改修，⑩看

護単位の床数を減らすなどが計画されている：6

写真10 Frimley Park病院救急部門

図9 Frimley Park病院新館構想図

7. St Mary's病院

図10 St Mary's病院の位置図

図11 St Mary's病院配置図*7
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St Mary's病院は，旧病院も含めて613床のベッドを

もち，その内，この新館に337床をもっている．そのう

ちの224床は外科であり， 9, 10階のフロアを占める．

7, 8階は子供病院となっており， 7階に外来とハン

ディキャップをもつ子供達の診断，治療部門をとり，

8階が小児病棟となっている．

6階から下が，救急部門， X線・造影部門，手術部

門 (8つの手術室），デイサージャリーユニット（日帰

りの外科手術部門），検査部門，管理，厨房，医学校用

の講義室，レストラン等がとられている．建物の外観

のデザインは， 6階までとその上で，ゴールデンイエ

ローとアースレッドのツートンカラーで分け，外壁の

凹凸を強調して，スケール感を減らしている．道路を

はさんだ旧病院と新館は， 3階のレベルでガラスのブ

リッジで結ばれている（写真11).

見学したのは 8階の小児病棟， 5階の手術部門， ICU

等である．この病院は，手術室， ICUも含めて自然彩

光が考慮されており，北側は運河の景色が映える．手

術部で以外だったのは，清潔，汚染帯の区分がベッド

の乗り換え場所で床に一本の線が引いてあるだけの簡

単なものであった．小児病棟で感心したのは，入院児

童のためにさまざまな教具がそろった教室が用意され，

教育が行われていたことである（写真12).

この病院は，都市部の高層病院であるため DHSSの

建築部門が進める最新の標準化病院建設システムであ

る低層集約型のニュークリアス (Nucleus)方式（後述）

が採用されていない．

病棟は，（図12)のように， 6床室 4室，個室 4室の

計28床が 1看護単位となり，それがホスピタルスト

リートをはさんで 1病棟を形成し， 2つの病棟をエレ

ベーターロビーをはさんで東西につないでワンフロア

を形成している．すなわち， 1フロアに 4つの看護単

位，計112床のベッドを有している．

ナースステーション（写真13) は，イギリスでは普

通のオープン形式で，看護単位も小さいし，病室は，

これもイギリス特有の Bay型すなわち廊下側に壁の

ない病室（図12参照）であるため，ナースステーショ

ンからの患者とのアイコンタクトは非常に良い．

この病院の設計は，イギリスでは第一人者の

Llewelyn-Davies Weeks設計事務所であり，建築家

のLlewelynDavies氏が， 1950年代のナフィールド財

団による病院研究チームの責任者として，実験病棟と

してこの Bay型病室を提案したが，その伝統が，イギ

リスでは，営々と生きつづけている． とにかく病室が

広いことには驚かされる（写真14).

デイルームは各看護単位ごとにとられており，その

ほかに 8階と 9階には，屋外テラスが設けられている:1

写真11 St Mary's病院新館

r
 

写真12 St Mary's病院新館小児学習室

写真13 St Mary's病院新館ナースステーション

写真14 St Mary's病院新館 6床室
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図12 St Mary's病院新館病棟平面図

8 • Bournemouth (ボーマス）病院

ロンドンの Waterloo駅から列車で南西へ約 2時間

行ったところに，Bournemouthという漁港の町があ

る．この町にある Bournemouth地区総合病院を見学

することができた．見学の手配をしてくれたのは，

MARU大学院コースに パート タイムで通 うDerek

Morgan氏であった．彼は，EestDorset保健当局に勤

めるエンジニアである．駅から病院まで案内してくれ，

この病院のエン ジニアである RayBarrett氏に紹介

してく れた.R. Barrett氏が院内を案内してくれたが，

この病院はまだ openする前で，最後の追込みで工事

がつづけられていた．この年の12月 1日が開院日だと

いう（写真15).

この病院は 2期に計画が分れ，第 1期計画が完成す

るところである．（図13)の斜線の部分である．イギリ

スの最も新しい病院建設方式である Nucleusが採用

されている部分とそうでない部分に分かれる．

Nucleus方式は，医療施設の低廉な建設，維持，建

物の成長と変化に対応するための標準化計画であるが，

医療施設を一度に建ててしまうのでなく，年次計画で

建てていく方法である．具体的には，テンプレー トと

呼ぶ十字型単位平面をホスピタルスト リートでつない

でいくもので，（図14)のような多様な組合せが可能に

なる．建物は 2階建てでつくられるのを標準としてお

り，デザインは建築家にまかされている．病棟部ぱテ

ンプレート を縦に 2つに割って左右28床づつの看護単

写真15 Bournemouth病院

図13 Bournemouth病院配置図
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A Nucleus Hospital of about 300 beds and associated 
departments would comprise 12 of these cruciform 
templates、probablyon 2 floors, with a 2 storey 
services zone -as illustrated below. 

ground floor 

first floor 

typical nucleus departments 

1. maon entrance 
2. rehabilitation 
J. pharmacy 
4. staff changing 

口
□

田
1. medical records 
2. out patients 
3. lab. out-staticn 

1. accident + emergency 
2. fracture clinic 

u〈

□
 

ロ1. library/meetings 
2 . aam1n,strat1or, 
3. x-tay (4 rooms) 

two nursing sections 
aduit acute (56) 
children (40) 
maternity Post natal (501 

1. operating {4 .theatres) 
2. medical staff eccom 

口w
 

口由
1. main t『eatmentunit 1. central delivery suite 1. obstertric cl1n1c 

2. adult day care (15 + 20) 2 . special care baby unit 2 ante natal nursing section 

3. ITU/CCU (Bl (20 cor,I (26 beds! 
4. relat,ves/on・call 3. maternity administration 

図14 Nucleus System*8 

． 
図15 Nucleus System標準病棟

位としている（図15).

全体の開発プランは，直角にあわせた一対の Wing

をもち，各々の Wingは標準の Nucleusテンプレート

で計画している．第 1期計画では，テンプレートを 3

列に 6棟（ただし， 3番目の南の棟は第 2期計画）並

ベ，第 2期計画では 4列に 8棟並べる予定である．そ

れぞれのテンプレートは， Hospitalstreetで結ばれて

いる．

2つの Wingが直角に結合している部分には，標準

のNucleusテンプレートプランが採用されていない．

この部分には，メインエントランス，薬局， HSDU,

管理， X線， AED,手術部がとられているが，大きな

正方形プランの組合せで構成されている．

厳しい病院建設予算のもとで，コスト節約を保障す

る標準テンプレートプランの採用と新しいデザインの

部分をバランスさせようとしたものである．なお，工

ネルギーセンター（ボイラーハウス，工場部分）と ス

タッフの住居部分は，病院の東および北東の方に分離

して建てられている．

病院は Bournemouth郊外の広大な野原の中に建て

られており，建物の西側には，人工の湖をつくって，

そのまわりには植物を育てている．この水と緑による
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景色は，敷地が広大であることもありとても美しい．

建物の外観は，白のプレキャストコンクリートの壁

とブルーのシートメタルの屋根のコントラストを基調

にサッシやガラスドアの枠に赤や黄色が使われ，かな

り明る＜カラフルなデザインである．建物の外周部と

屋根裏にサービスダクト等のベイスペースをとり，こ

れに大きな円形の窓を与えて，デザインの要素として

いる（写真16).

この病院のハイライトはメインエントランスであろ

う（写真17). ここは正方形の 2層分の高さのアトリウ

ムとなり，真中に広い階段がとられて，全体のサーキュ

レーションルートを明確化する役割をもっている．ア

トリウムの立体トラスや階段の手摺のパイプは赤でぬ

られ，白い壁と対比させている．

建物の構成は， 1階ではエントランスに最も近い最

初の 2つのテンプレートは標準 Nucleusの病棟で老

人と成人急性で，残りの 3つのテンプレートは標準と

は異なるレイアウトで，スタッフの更衣，食堂，中央

厨房・病理検査， リハビリテーション，倉庫などがと

られている. 2階は，全部で 4つのテンプレートがあ

る（東端の一棟は平家）. 3つは標準病棟でエントラン

スに近い北側の棟は手術部門とプリッジで結ばれた

ICU, デイケア，ナイトホスピタルである？

写真16 Bournemouth病院（中庭側）

写真17 Bournemouth病院エ ントランスホール

病室は 6床室（写真18) と個室（写真19)があるが，

いずれも床にはカーペットが張られ，天井は中央部が

高くなっている．とにかくスペースが広い．円形窓か

らの彩光が変化を与えている．

9 • West Dorset病院

Bournemouthからさらに西へ列車で40分程行くと

Dorchesterの町へ着く（図16).この町の地区総合病院

である WestDorset病院の見学の手配をしてくれた

のは，やはり，先に述べた D.Morgan氏であった．私

が駅へ着くと，この病院の技術者である KeichButler 

氏が迎えに来てくれていた．車で病院まで案内してい

ただいたが，みごとなグリット状の街路樹の並木と伝

統的な古い家並が良く調和した美しい町である．

この病院は1987年，私が訪問した 1年前に第 1期計

画の建物が完成してオープンしたばかりである．現在

はまだ149床の病院であるが，最終的には， 600床の規

模を想定しており，第 3期計画までつづくという．

病院は町のはずれのなだらかに隆起する広大な芝生

でおおわれた敷地の北西の隅に建てられ，将来，南と

東の両方向へ拡張される計画である．現在，病院が建

てられた位置で，既存の町との接点を形成しているが，

伝統的家並と調和するように，最高を 3階建てでおさ

写真18

写真19 Bournemouth病院個室
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えた，落ちついたデザインの建物である（写真20).

前述した Bournemouth病院のあでやかなデザイン

とは対称的である．設計は PercyThomas Partner-

ship設計事務所であるが，敷地条件から Nucleus方式

は適してないということで，独自のデザインが認めら

れた．

設計にあたって考慮されたことは次の点であるび

1) この町の直角のグリッドをこわさないように病院

の位置を決定する．

2)病院はこの町で最も大規模な建物であるので，過

度に目立つことを避け，丘の斜面にかくれるよう

な注意深いデザインを検討する．

3) 病院の主要なスペースは自然の換気と光を最大限

に利用したユニバーサルスペースのコンセプトを

もつ HarnessとNucleusの方式に従う．

4) エントランスはほぽ建物のセンター付近にとり，

歩行者路，バス停，駐車場からまっすぐのわかり

やすいものとする．

5)建物内のすべての廊下は，混乱をさけるためでき

るだけまっすぐとし，彩光に注意し，中庭の良い

ながめが楽しめるようにすること．地上階では，

直接中庭にアクセスできるのがよい．

図16 Dorchesterの位置*IO

写真20 West Dorset病院

6) 主な廊下の天井は，平らで単調な白いグリッドを

さけ，変化をつける．

7) 中庭は日光が充分にさし込むように適切な大きさ

とし，光の井戸になることはさける．

8)病棟はクラスタープランでデザインされ，看護の

しやすさと患者にとってプライバシーと落ちつき

のある病室空間とする．

9) 建物の形と材料は，町と調和し，うまくデザイン

された張り出し窓のようなもので，外観に変化を

つくる．

10) ボイラーの煙突は，町の景観をそこなわないよう

に背景にとけこむような，かたまりを感じさせな

いものとする．

11) 病院の風景は，町の樹木の並木のイメージに重ね

ブナの棚のスクリーンで駐車場の自動車があまり

見えないようにする．

12)将来の拡張計画が可能であるようにするのはもち

ろんであるが，第 1期計画の建物はそれ自体で機

能的にも造形的にも完成されたものでなくてはい

けない：11 

以上をふまえて完成された病院は，低層で中庭を配

したグリッドプランの建物である（図17).棟の幅は，

将来，位置の変更を考えない手術部門， X線部門，厨

房，エネルギー棟，倉庫などを除き， 13.4mで統一

し，ュニバーサルスペースとするため，フラットスラ

ブ構造をとっている．中庭の大きさは， 2階建ての場

合19.8m X 13. 4m, 3階建ての場合19.8mX19.8mと

大きさをかえ，各々の中庭のデザインも傾斜をもった

変化のあるものである*11 (写真21). 1階では待合ホー

ルから直接，中庭に出れるようになっている（写真

22). 

産科の病棟も 1階にとられ，食堂・デイルームの窓

も床のレベルまで窓がとられ，外の景色を楽しめる（写

真23).

産科病棟を見て興味深かったのは，この病院では，

ルーミ ングインシステムがとられていることである．

つまり，新生児室にではなく母親のベッドサイドに新

生児のベッドを置いている方式である（写真24).

病棟はクラスタープランがとられ（図18), ナースス

テーションが中央のホールにとられて，すべての病室

へのアイコンタクトができるようになっている．ナー

スステーションのデザインも非常に斬新で，この留学

中にみた病院の中でもっともすばらしいものであった

（写真25).

病室もすばらしく，正面の窓辺には張り出したニッ

チがとられ，窓台には草花が飾られ，はめこまれた椅

子に坐って外の景色を楽しむことができる（写真26).
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写真21 West Dorset病院の中庭

3階平面図

写真22 West Dorset病院外来待合ホール

写真23

1階平面図

図17 West Dorset病院平面図 写真24 West Dorset病院産科病室（ルーミングイン）
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床にはカーペットが敷かれ，向かい合うベットの間隔

も隣同志の距離も十分とられてとても気持がよい．床

頭台のデザインもすっきりして良い．

~ ＇ 

中庭

図18 West Dorset病院病棟平面図

写真25 West Dorset病院ナースステーション

まとめ

1. MARUの大学院コースの講義・ゼミ・ワーク

ショップ等とても楽しく活発なふんいきで行われ，

内容的にもいかに計画するかという実践的なもので

あった．

2. イギリスの病院計画は，ナイチンゲール病院，ナ

フィールド病院研究，そして DHSSの病院計画と精

力的に組織的に行われており，奥が深く学ぶことが

多い．

3. イギリスの新しい病院は，標準化をさらに進めた

Nucleus方式をふまえつつも，そこから脱け出そう

とする動きもあるように感じた．特に， WestDorset 

病院は質の高い病院である．

最後にイギリスでの留学期間中， MARUの大学院

コースの R.Glanville先生はじめ，フルタイム，パート

タイムの学生の皆さん，また，見学を快く受け入れて

くれた病院や保健施設の関係の方々にはたいへんお世

話になりました．ここに厚く感謝の意を表します．

また，この様な貴重な機会を与えて下さった，文部

省，有明高等校長をはじめ本校教職員の皆様に厚くお

礼を申し上げます．

註および参考文献

* 1 有明工業高等専門学校紀要第22号 S .61年

* 2 D. Osbourn氏は，私がイギリスを去る10月30日

に交通事故で急死された．そのことを知ったの

は，私が帰国してからであった．ご冥福をお祈

り致します．

* 3 Welcome to Homsey Rise Beaumont Rise 

Neighbourhood Office (パンフレット）

* 4 West Essex Health Authority District Profile 

（パンフレット）

* 5 保健社会保障省の病院計画における経済性の追

求英国医療施設研究(5) 長澤泰病院管理研

究所， 1983.

* 6 Frimley Park Hospital South West Thames 

Public Relations, 1989 (パンフレット）

* 7 On the waterfront HD33. 1988. 10 

* 8 Nucleus hospitals, HMSO, (パンフレット）

* 9 All things bright and beautiful HD33, 1989. 

5 

* 10 The Future Pattern of Hospital Services in 

West Dorset, WDHA 

* 11 A ward winning hospital HD31 1988. 3 
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園城寺境内諸堂宇の造営に関わったエ匠について

松 岡高弘
〈平成 4年 9月29日受理〉

On the Craftsmen Concerned in Constructing and Repairing Buddhist and 
Shrine Buildings of the Onjoji Temple 

In the Onjoji Temple which is located in Otsu City, Shiga Prefecture, there are many 

Buddhist buildings and shrines. Those buildings have a lot of Munafudas, wooden plates inscribed 

with the name and history of the building and Bokushos, letters written in India ink. These 

letters indicate the name of the craftsmen, such as carpenters, setters of cypressbark shingles 

and tilesetters. The present paper will show the works, places of residence and pedigrees of 

the craftsmen of the Onjoji Temple. 

From the Keicho era to the early Edo period (from the end of the 16th century to the early 

17th century), almost all the buildings were reconstructed by the influential craftsmen who came 

to help from Kyoto, Yamato (Nara Prefecture) and Oumi (Shiga Prefecture) as well as those 

living here in the Onjoji Temple. 

Since the middle of the Edo period (since the late 17th century), most of all the craftsmen 

had lived on the Onjoji Temple estates or in its neighborhood. Among those were some regular 

craftsmen, though the period of craftsmanship was not so long. The craftsmen of the Onjoji 

Temple consisted of various kinds of people. 

Takahiro MATSUOKA 

,. はじめに

滋賀県大津市園城寺町に所在する園城寺は天台寺門

宗の総本山である．境内は北院・中院・南院に分かれ，

国宝4棟・重要文化財10棟・滋賀県指定文化財 6棟・

大津市指定文化財3棟の文化財指定建造物が立ち並ぶ．

また， これら以外にも多数の堂宇が現存している．境

内諸堂宇の中には保存修理工事を受け，建立年代や後

世の修理が棟札や墨書などにより把握されているもの

もある． また様々な修理により 資料が寺に保管されて

いるものもある．

ところで，園城寺の大工については『滋賀県の近世

社寺建築』 1)の中で「石山寺や園城寺でも大津や坂本

の不特定の大工が従事していた．」と述べられている

のみで，詳しいことは未だ把握されていない．

そこで本稿は，現在までに確認した中世・近世の棟

札・墨書 ・瓦銘など建築自体に直接関係する資料を整

理して，また慶長再興時においては文書にも依拠しつ

つ，指定 ・未指定に関係な く境内諸堂宇の造営に関わ

ったエ匠について考察するものである．尚，現在まで

に確認していない資料が数点あり 2)' また大部分の文

書類は未見である．

2. 園城寺所蔵の棟札

現在園城寺所蔵の棟札の正確な枚数を筆者は把握し

ていない．但し，昭和63年4月～平成2年3月に行われ

た重要文化財園城寺唐院大師堂・唐門他の修理工事の

際に確認した中世・近世の棟札（板札を含む）は計69

枚 (5枚工匠名記さず， 2枚判読不可）におよぶ．こ

れらの棟札に墨書や瓦銘を加えると90件についてエ匠

名が分かる（表ー1). これらの資料に基づいてエ匠の

活動や居住地等について考察していくが，その前に棟

札の年代と枚数を概観しておく ．

まず棟札の年代に注目すると，最も古いものは応永

5年 (1398)熊野社の棟札である（写真ー1). これに

は大きさの異なる 2枚の棟札があり，同一銘を記す．

次に古いのは同じく熊野社の棟札で嘉吉元年 (1441)

である. 69枚の内中世の棟札は 7枚あり， 6枚が熊野

社のものである．

現在の園城寺の大部分の堂宇は慶長 3年 (1598)再

興時以降のものである．その頃に関する棟札は 6枚あ

る．残りは江戸時代のものとなる．

次に建物別にみると，最も多いのは熊野社で，最古

のものを含め20枚にもおよぶ．中世から近世までの広
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写真ー 1熊野社
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範囲にわたる造営が把握され，その状況は後述するこ

ととする．次に多く残っているのは唐院大師堂の 6枚

で， 三重塔の 5枚が続く．尚，三重塔の最も古い棟札

は正徳 4年 (1714)であるが，それには「修悶暦代」

として元和 5年 (1619) ・承応 3年 (1654) ・寛文 6

年 (1666) ・延宝 9年 (1681) ・元禄 4年 (1691)を

記しており，修理年時が分かり貴重である．

3. 造営件数の年代的推移

中世においては資料が少なく具体的なことは分から

ない．慶長年間には多くの堂宇が再興され，その中で

も特に慶長 5~7年 (1600~02) に集中している 3).

江戸時代には棟札・墨書などの資料から絶えずどこ

かで造営が行われていることが分かる．その中でも18

世紀の前期と後期に集中している（表ー 1参照）．

18世紀前期は正徳から享保にかけて，特に唐院の建

物が修理を受けている．三重塔は正徳 4年 (1714) ・ 

享保16年 (1731),四脚門は正徳4年・享保19年 (1734),

灌項堂は享保 7~12年 (1722~27), 大師堂・唐門は

享保12年に修理を受けている． また，享保12年には護

法善神堂が再建されている（写真一11参照）．

18世紀後期は安永から寛政にかけて，特に唐院の建

物の修理を行っている．四脚門は安永 5年 (1776), 

灌項堂は安永 6年 (1777),唐門は安永 9年 (1780),

大師堂は寛政元年 (1789) に修理を受けている． また

光浄院・勧学院客殿も修理されており，約25年間に

11の建物が再建されたり修理されている． この 2つの

造営のピークには唐院の建物が含まれている．

ところで園城寺では，円珍（智証大師）示寂（寛平

3年 891)後50年毎に斎忌が執行されている．元文 5

年 (1740)は850年斎忌，寛政2年 (1790)は900年斎忌

にあたる．つまり唐院の建物は斎忌に合わせて修理さ

れているようである．

4. 中世のエ匠

中世の棟札から知れる大工は，応永 5年 (1398)「重

貞」，嘉吉元年 (1441) 「国次」， 「貞吉」，文亀元年

(1501)「国弘」である． 「貞吉」は寛正 7年 (1466)

・延徳 2年 (1490) ・文亀元年 (1501)の棟札に見ら

れ，年代から同一人物と考えられる．

さて「貞吉」と「国弘」は親子の関係にある．「国」

に注目すると「国次」は「国弘」の祖父に当たると推

測され， 「貞」に注目すれば「重貞」と「貞吉」にも

関連が考えられ，数代に互って熊野社の造営に関与し

ていたことになる．後述するが熊野社は園城寺の境内

社として重要な社殿であり， この造営に代々関わ って

いることはこれらの大工が園城寺で有力な大工であっ

たことを推測させる．

大門はかつて常楽寺（甲賀郡石部町西寺）の門であ

った．慶長 6年 (1601)徳川家康の寄附により伏見城

から園城寺に移築された．その墓股には「大和国源六」

の墨書がある． この募股の足元の形は奈良系に属する

といわれており見工匠でそのこと力渭窟認できる．

中世において檜皮葺師は 2人（左衛門太夫秀近・孫
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表ー 1 園城寺のエ匠一覧表

職 名 工 匠 名 居 住 地 年 代 根 拠

1木大工 右兵衛尉重貞 応永5(1398).3.14 熊野社棟札 2枚

2 木大工 左衛門尉国次 嘉吉元(1441).4.10 熊野社棟札

： 源六 大和国 宝徳3(1451).卯.2 大門下層墓股墨書

4楡皮大工 左衛門太夫秀近 寛正7(1466).正． ［i熊野冦社棟神札社棟札木大工勘解由 左衛門尉貞吉

琳工番匠勘解由 左衛門尉藤原貞吉

I 
延徳2(1490).4. 21 

大工檜皮 孫次郎藤原正光

€ 大工勘解由 左衛門尉貞吉
I 

文亀元(1501).閏6. 熊野社棟札

大工 息与次国弘

7ナシ 文亀元(1501).閏6. 熊野社棟札由緒アリ

8大工 不明 天正10(1583~91).1.12 食堂破風墨書

9ひわだ御大工 平岡次郎左衛門 下京おはせ丁 慶長3(1598).12.吉日 唐院大師堂棟札

平岡弥三□久

トー・ I 
平岡弥三郎

清左衛門 慶長4(1599).10.14 金堂破風板 ・隅木墨書

藤左衛門

大工棟梁 藤原助左衛門 但馬国住人（大和国□□大納言秀長御大工）

与左衛門

近江守

加賀

源左衛門

助ー（市）

藤左衛門子息藤七

与左衛門子

柚 弥七郎

森左衛門

11大工棟梁衆 藤左衛門 慶長5(1600).5.15 関伽井屋実肘木墨書

清左衛門

近江守

与左衛門

助左衛門

加賀守

源左衛門

助一

1~ I 檜皮両大工
平岡山城守宗久 京四条悪口寺町 慶長6(1601).卯．吉日 護法善神堂棟札

同子但馬守盛長

捨皮両大工 岩崎駿河守次家 京室町□□□町

前者江州上坂本住

13木惣大工 藤原与左衛門尉定広

I 
慶長6(1601).7. 2 護法善神堂棟札

同子与次定治

14上葺大工 平岡山城守宗久 京 疫長6(1601).7.2 熊野社棟札

I 岩崎船守次家．組文 京 I I 

源左衛門第一子 前江州坂本住只今京□□屋町住

1 熊野社棟札半欠

15応エ匠 ―----『i1I 不柿藤藤並井井明斎善弥三右四衛郎右術門門尉 l I I ， I 不明 慶長6か 一切経蔵輪蔵
16 尉 I I I記長7(1602).3

化粧裏板墨書

小野甚右衛門尉

i 
柿並与四郎

I 藤井勘作 I 
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五勘□□
1 小野与作

I 
I i 
1！ 慶長7(1602).5.8 I三重塔隅木蓋瓦善太夫内源四郎

I！ 慶長17(1612).8.10 十八名神社棟札1 大工勘解由 1 左衛門尉藤原貞政

191大工 久兵衛尉吉次 I 元和7(1621).3.22 食堂舟肘木墨書

惣大工勘解由左貞政

II 元和7(1621)孟夏11

20 惣大工勘解由戸！'I 左江衛戸門藤ll固左兵藤門衛~原□治--貞政

！食堂懸魚裏墨書

社J2~天瓦不王大明エ ロロロ if-I 松~本—住-人 ー」i一頑寛永7(1621).6. 吉日
1総門鬼瓦銘

植坂作左衛門原

I 
3(1626) ！熊野社板札

i六条住 l寛永4(1627).5. 吉祥日 三重塔擬宝珠銘

上葺大工 平岡又助
II 寛永!&(1641).3.吉祥日 崩院大師堂棟札

同喜右衛門

吉左衛門

八左衛門

善左衛門

六右衛門

徳右衛門

与三右門

口七
弥兵衛

二良兵衛

勘三郎

又三郎

l寛永21(1644).7. 吉祥日」函叫札

九良兵衛

ナシ

2 エ匠 l藤原久次 I承応40655).3.25 I I熊野社棟札

27! 屋ね大工 久左衛門 （大津） I 承応4(1655).3.吉祥日 I唐院四脚門棟札

28屋祢大工 久左衛門 大津大工也
lI 承応4(1655).3.吉祥日 唐院四脚門棟札

1I 伝左衛門

久作

＇ I 
久右衛門

次良兵衛

太兵衛

右兵衛 I 

29ナシ 承応4(1655). 卯.26 熊野社棟札

30大工 源左衛門 神出 明暦2(1656).2.吉日 ！勧学院法蔵棟札

1i 大大工工
！勘左衛門 同

lli:Jt6(1666).6. 吉日 長日護摩堂隅鬼瓦銘

加兵右衛 l新別所

31 藤原正幸

32瓦師 半兵衛 I延宝2(1674).10. i魁院唐門獅子口銘

3~ ナシ I (1680). 7. 7 熊野社棟札

34大工 多右衛門 1南院餞音堂棟札

大工 宗兵衛

小工 吉兵衛

同 五兵衛

同 勘三郎

同 伝兵衛

同 甚兵衛

同 仁兵衛

小工 忠左衛門

同 清兵衛
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, 3; 1I 鍛葺:ナ冶師シ i（大津＞ ぽ函(1695).正吉祥日 南院設音堂棟札

3 葺師 ＇ 高木久左衛門盛重 元禄8(1695).7. 穀旦 唐院大師堂棟札

嘉兵衛 頃J所戸
3 瓦師 弥次衛門 I北野紙屋川町 元禄10(1697)閏 2.21 I金堂小屋束墨書

版塚出雲守藤原朝臣平清次松本住人 元禄14年(1701)2.吉日 勧学院玄関獅子口銘

39大工 秋岡加兵衛末次 1別所 I 宝永7(1710).撰夷則上10 熊厨社棟札 ＿ 

上葺師 奥村太兵衛政次 ~ ＇大□津□住
4 ' 大大工工棟棟梁梁 秋掘江岡久加兵兵衛衛 I ！ .iE徳4(1714).5.15 三重塔棟札

瓦師 I 茂左衛門 松本住 I I ＇ 
柏皮師 左兵衛 大津住

手伝 権兵衛 □□住

41i葺師 源太郎 北国町 正徳4(1714).8.吉祥日 I1 唐院四脚門棟札

421I！ I I 時之師 山同茂口太兵兵衛衛 大津西今涵町住人 卓保5(1720).12.吉祥日 ，I I 護法善神堂棟札

復I大工 享保7(1

し屯や 石橋町

4刈檜皮師 1 山口太兵衛 （今祗）

~4り ::~ ~ 紅 ti 闊井山~？口口九太悶:兵兵：衛衛衛衛尉尉菅管原口政作 （別所） I 享保12(
大津今函町 I 
I<別祈） I ，I 享保12(

1, cc今石返橋）） 

（今磁）

47大工 川原崎右兵衛尉管原政作（別所） 享保12(1727).8.吉祥日 i唐院灌頂堂棟札

4~ 大工 川原崎宇兵衛政作 別所村 紀年ナシ享保12か 暦院灌頂堂墨書

49i瓦師 飯塚出雲守 松本住 1享保12(1727).9

50棟梁大工 三上彦兵衛作棟 I 享保12(1727)

田中藤兵衛

堀江久兵衛

岡野太右衛門

秋岡五郎兵衛 （車路）

松井源兵衛 く神出＞

岡野藤右衛門

河原崎宇兵衛 （別所）

肝煎大工 秋岡喜兵衛

袷皮師 山口藤兵衛 （今磁）

彫物師 長谷川与助

瓦師 七左右衛門 松本

鍛冶 伊左右衛門

同 四郎兵衛
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銹師 甚右衛門 泉． 

木挽 忠兵衛

日用 権兵衛

同 市兵衛 （鹿関）

51楢皮大工 山口太右衛門政次 大津今磁町 享保15(1730).4.10 熊野社棟札

52大工棟梁 五良兵衛 車路町 享保16(1731)6 三重塔棟札

大工棟梁 藤右衛門 別所

瓦師 茂左衛門 松本

手伝 市兵衛 鹿関町

51瓦師 飯塚出雲守藤原清栄 松本村 享保19(1734).6. 底院四脚門獅子口銘

54大工 五兵衛 く車路＞ 元文5(1740).4.吉祥日 教待堂棟札

手伝 市兵衛 （鹿関）

瓦師 七左衛門 （松本）

5~ 葺大工 山口太右衛門政次 大津今涵町 寛延2(1749).3.吉辰 熊野社棟札

5f大工 五郎兵衛 （神出） 宝暦10(1760).10.吉祥日 十八明神拝殿棟札

同 宇兵衛 （神出）

屋根屋 太右エ門 （今祗）

瓦屋 茂左エ門 （松本）

日用 市兵衛 ＜鹿関＞

57大工 五郎兵衛 神出村 宝暦11(1761).11. 三重塔棟札

同 宇兵衛 同

瓦師 茂左衛門 （松本）

屋祢や 太右衛門 （今磁）

日用 市兵衛 ＜鹿関＞

5~ 大工 五郎兵衛 （神出） 宝暦12(1762).4.吉祥日 教待堂棟札

同 宇兵衛 （神出）

瓦師 茂左衛門 （松本）

手伝 市兵衛 ＜鹿関＞

59大工 五郎兵衛 （神出） 宝暦12(1762).5. 吉祥日 暦院大師堂棟札

屋根屋 太右衛門 （今咸）

手伝 市兵衛 ＜鹿関＞

60檜皮大工 桑原治良衛門 大津石川町 安永4(1775).9.6 熊野社棟札

61楢皮師 太右衛門伯貞 大津今磁町 安永5(1776).9.吉祥日 唐院四脚門棟札

62楢皮師 山口太右衛門伯貞 （今祗） 安永6(1777)11. 吉祥日 唐院灌頂堂棟札

61檜皮師 山口太右衛門 （今涵） 安永9(1780) 唐院盾門棟札

大工 フメイ（欠）

6~ 大工 鈴木半四郎 尾花川住 天明元(1781).11.26 住吉大明神社棟札

同半六 （尾花川）

61棟梁大工 菊池幸七政方 天明2(1782).2.15 南院鐘楼棟札

6(檜皮大工 桑原治良衛門 大津石川町 天明8(1788).11.6 熊野社棟札

67 藤原朝臣飯塚出雲守清栄 松本村住 寛政元(1789).6. 吉日 光浄院客殿獅子口銘

6~ 楡皮師 山口太右衛門伯貞 （今磁） 寛政元(1789).閏6.吉日 唐院大師堂棟札

69 藤原朝臣飯塚出雲守清栄 松本村住 寛政7(1795).8. 吉日 新羅善神堂獅子口銘

70表具師 松村久兵衛知新 寛政11(1799).仲夏 勧学院客殿床墨書

71大工棟梁 菊池幸七郎政方 寛政13(1801).2.15 南院絵馬堂棟札

菊池常兵衛政輿

御園勘十郎忠房

菊池幸三郎

松井亀之助

御園弟子北村吉兵衛

菊池弟子狩野佐七郎

菊池弟子饗庭久七
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同萱那藤七

同磯野太七

岩佐源治郎

檜皮師 治郎右衛門 石川町

左官方 善助 桶屋町

手伝方 宗助 北国町

同 宇兵衛 同

72楢皮師 桑原治郎右衛門 石川町 享和元(1801).11.吉祥日 熊野社棟札

73大工棟梁 川合忠兵衛 別所 文化10(1813).5.18 三重塔板札

松次郎 （別所）

74瓦師 政七 筒井 文化10(1813).5. 三重塔鬼瓦銘

7~ 大工 河合忠兵衛 別所 文化10(1813).8 三重塔棟札

同松次郎 （別所）

大工 秋岡五郎兵衛 車路

檜皮屋 源右衛門 大津石河町

檜皮屋 □□衛門 同西今涵町

瓦師 政七郎 筒居

左官 左官市兵衛 北国町

手伝 宗助 大津下北国町

76大工棟梁 北村忠右衛門久峯 文化11(1814).11.11 南院鐘楼棟札

片岡勘十郎範寛

77 檜皮師 小林彦七 （別所） 文政元(1818).12. 吉祥日 熊野社棟札

78棟梁 北村忠右衛門久峯 文政2(1819).6. 良寅 南院地蔵堂棟札

北村忠兵衛

仁賀久兵衛

井口儀兵衛

79楢皮師 源右衛門 別所 文政4(1821).2 唐院唐門棟札

利兵衛 坂本

辰之助 只． 

市之助 坂本

80瓦師 政七 別所村 文政12(1829).3 光浄院門獅子口銘

81瓦師 政七 （別所） 文政13(1830).8 食堂獅子口銘

82大工 河合忠兵衛 （別所） 天保8(1837).3. 吉祥日 熊野社棟札

同 秋岡五郎衛門 （車路）

檜皮師 小林彦七 （別所）

手伝 茂七

83大工 忠七 （北国） 天保11(1840).6.吉日 灌頂堂享保12年棟札追書

84大工 河合忠七 北国町 嘉永2(1849).8.15 南院観月舞台棟札

屋根屋 彦七 別所村

手伝 大津屋音七 北国町

85瓦師 政七 別所 記述せず 南院観月舞台

石方 嘉右衛門 大門 講頭と記す

8E棟梁 青木伊八郎義高 北国町 安政3(1856).9 南院正法寺集会所棟札

瓦師 井上七左衛門 松本村

手伝 藤井三四郎 北国町

87瓦師 巳之吉 万延元(1860).11. 吉日 大門獅子口（南側）銘

8~ 瓦師 永坂政七 別所村 万延元(1860).11. 吉日 大門獅子口（北側）銘

89棟梁 五郎兵衛 車路町 文久2(1862).11. 吉祥日 本寿院棟札

瓦師 政七 別所村

手伝 三四郎 北国町

五別所他

901大工 I源エ門 Iさかもと 1明暦元(1655).7 1水践寺本堂天井板墨書
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弟子 久二郎

清兵衛

91葺師 佐野重兵衛 正徳3(1713).11.吉日 尾蔵寺天神棟札

92瓦師 井上七左衛門 松本村 享保10(1725)9. 吉日 水観寺本堂隅鬼瓦銘

93瓦師 飯塚 （松本） 享保10(1725).9.吉日 水銀寺不動堂鬼瓦銘

94大工 河原崎口五良 く別所＞ 安永5(1776).孟夏 微妙寺棟札

95大工棟梁 田中源七 寺内住 文化10(1813).5.14 定光坊棟札

瓦師 伊助 膳所住

手伝 越前屋惣太夫 寺内住

9E大工 草屋久兵ヱ 上北国町 嘉永3(1850).7. 吉祥日 善光寺如来堂棟札

秋岡五郎兵ヱ 車路

97葺師 匝屋喜右衛門 浅井郡丸山村 炭応元(1865).11.15 建物名不明棟札

家野屋新右衛門 同馬渡村 御本社御門拝殿と記す

大工 秋岡五郎兵衛棟義 （車路）

手伝 宇三郎

9~ 大工 五良兵衛 車路 不明 建物不明棟札

大工 右兵衛 神出村

拾皮師 太右衛門 大津（今涵）

手伝 鯖郡市兵衛 大津（鹿関）

瓦師 茂左衛門 松本村

注

1. 資料番号 1~89までは園城寺境内の堂宇及び子院建物、 90~98までは五別所及び建物不明の棟札・ 墨書 ・瓦銘である。

2. 棟札はエ匠名の記載の有無にかかわりなく現在までに確認したすべてを掲載した。

3. 負料番号 1~98のうち修理工事報告書や滋賀県所蔵建造物台帳、園城寺所蔵建造物台帳に収録されたものも含む。

1. 墨書はエ匠名を記していないものは省いた。

例えば、慶長2.6.12の三重塔蕗盤台墨書、慶長5.5.29の勧学院客殿脇障子竹の節墨書、元和8.正.18の金堂指桁墨書、

元和8.2. 21の金堂小届束墨書。

5. 棟札の追書でエ匠名を記していないものも省いた。

6. 建物名は現在の呼称としたため棟札等に書かれた名称とは一致しない場合もある。

1. 居住地の項で（）は居住地が他の資料から確認されるもの、く＞は推測しうるものを表す。

次郎藤原正光）確認されるが，後世の葺師とのつなが

りは不明である．

ところで『園城寺古記』では慶長以前において 3人

の大工力渭窪認される． それは「勘解由左衛門（尉）」，

その子「与左衛門」，「休左衛門」 である（表ー 2). こ

の「勘解由左衛門（尉）」 が先に述べた「貞吉」 （「勘

解由左衛門尉（藤原）貞吉」）の系譜に連なるものか

どうか判然としない．

5. 慶長再興時のエ匠

文禄 4年 (1595)11月18日豊臣秀吉により園城寺蕨

所が命ぜられ，ほとんどの堂宇が破却された．その後

慶長 3年 (1598) 8月17日復興の許可が下され，再興

に取り掛かられた． この再興は，金堂の墨書に見られ

るとおり「大相國大閤秀吉之北政所殿」の援助と「聖

護院御所大佛方丈御預照高院様」・「照高院御門跡様」

の努力により実現の運びとなった．また徳川家康は伏

見城から大門と三重塔を移築し，毛利薙元は山口から

一切経蔵を移築している．

さて， この再興については『園城寺古記』や『園城

寺再興略記』 5) (以下それぞれ 『古記』 ． 『略記』と

略記する）に記録されており，他にも詳しい研究があ

る6)• そして， 『古記』では棟札などから把握出来な

ぃエ匠が知れる（表ー2). 

再興に際して最も早く取り掛かられたのは唐院であ

り， 『古記』 『略記』にその状況を記している 7)• 慶

長 3年10月18日の祈始には「大工休左衛門」が， 11月

27日の柱立には「大工久左衛門」が出仕する． 「休左

衛門」と「久左衛門」は「休」 と「久」で異なるが，

読みが等しく同一人物と考えられる． 「久左衛門」は

慶長4年5月23日の唐院棟上に際し照高院道澄から「近

江守」を許されている．唐院再興における活躍が認め

られたのであろう．

この「休左衛門」は『古記』の天正20年 (1592) に

見えている．慶長再興では園城寺で最も重要な智証大

師を祀る唐院の大工として従事しており，遅くとも近

世初頭より園城寺の大工として重要な位置を占めてい

たと考えられる．唐院以外にも金堂・闘伽井屋・大門

の工事に関わっている．

唐院大師堂（写真— 2) には慶長 3 年の棟札が遺り，
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写真ー 2

表面には「下京おはせ丁」に住む「平岡次郎左衛門」

をはじめ「平岡」姓の葺師 3名が見える見襄面には

60人もの葺師が名を連ねている． これら葺師の出身地

は「平岡」と同じ京都をはじめ，近江国内では甲賀・

野i州・犬上，国外では「ミの」 「おわり」 「わ衆やま

と」 「かいi州」が見える． 「かいi州」からは18人もの

葺師が参加している（写真一 3).

「平岡次郎左衛門」は慶長 6年の護法善神堂拝殿に

も従事している．慶長 4年の金堂・慶長 7年の輪蔵の

葺師として「次（二）良左衛門」がおり，両者は同一

人物であろう．

「平岡J 姓の葺師として他に慶長 6年の護法善神堂

や熊野社の再興に従事した「平岡山城守宗久」 「但馬

守盛長」がいる． これら以外にこの時期に活躍した茸

師として「岩崎駿河守次家」 「岩崎助丞」 「源四郎」

がいる． 「平岡山城守」「但馬守盛長」「岩崎駿河守」

は受領名をもっており，高い地位にあったことを窺わ

せる．

ところで唐院大師堂は屋根平茸面積約106面の小規

模な建物であり，棟札に見られるような多数の葺師は

必要ない．おそらく唐院や境内の他の建物の屋根茸ぎ

工事に従事していたであろう．そして， 『古記』に現

れた以上の葺師は棟梁格として工事を指揮していたと

推測される．

園城寺境内で最大規模の金堂（写真— 4) は慶長 4 年

(1599)に再建された．棟札はのこらないが墨書と『古

記』から10名の大工と 2名の葺師力渭窪認される．規模

が大きいためいくつかのグループに別れて仕事を分担

している．すなわち破風板に「大工藤左衛門組分」（西

妻北側破風板） ． 「大工清左衛組分」 （西妻南側破風

板）等とあり， また化粧隅木に「此角ヨリ西面大工棟

梁但馬國住人藤原助左衛門」 （艮化粧隅木）等の墨書

がある．

金堂の大工は，金堂の西側に立つ慶長 5年再建の闘 写真ー 3 唐院大師堂慶長 3年棟札

51 
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表ー 2 『園城寺古記』に現れるエ匠

戦 名 工 匠 名 I 居住 地 l年 代 記 事

惣大工 1勘解由左衛門尉

~ I 1永禄12.戸9.21十1一公釦文鱈所家の研藁屋造候
同子与左衛門 (1569) 

大工 1 天正20 初勘解由左衛門

I (1592) I休左衛門
I 

相坂大谷口橋惣大工 I勘解由左衛門

I 
1i 文禄2.8.4

休左衛門 (1593) 

大工 I休左衛門 1 慶長3.10.18 唐院鋲初於食堂有之

戸惣大工-- I廷衛門 ・十I 慶長3.11.27 唐細立
I 与左術門子第 燦長4.3.24 金堂祈初

久左衛門子

御門跡様大工 助左衛門

助市 新初大工以上棟梁四人

.近...江.守............ ・・.......... ...•. ―..•こ. 1， '慶長4.. .... .未..申..ノ...角. . ............... .................. ・ ~

1久左衛門 ~ i 5.23 唐蝉上照高院様ヨリ近江守二御ユルシ

：大工大工 ー11 京ニ大工 ナサレ候門 戸I畔長4.7.29.11 に墨堂聾錘撞殿堂礎ノ柱屋根立上京荘大工請切

I 二良左衛門 4.10.19 金堂屋根 両大工ニテ屋根葺初也

I源四郎 I lI 金堂屋根— 
檜皮 次饂衛門 度長いu I 南之方ヲ聾立 ・

度長4.11.11 北方屋根葺立

大惣大工 慶長5.4.29 開伽井ノ柱立

工

棟

梁

衆

助左衛門尉 I 

藤左エ門尉

同子藤七

清左衛門尉

同子藤三
~ ―― 孫七郎

惣大工 慶長s.i.41 II 護護護法法法-社社社頭祈檜-拝始皮・殿揃材初-木受取二大坂罷下候
惣太L与左術門子j与次 1俊長い.17

平岡次良左衛門 I ，慶長6.4.14

押/、四郎 1 

I I 
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楢皮大工 平岡山城守宗久 京四条

岩崎駿河守家次 京室町□や町

大工 近江守

照高院様方丈大工 助左衛門 大仏

大工 助市 尽． 

大工 源左衛門

大工 与左衛門 I 

惣大工与左衛門子与次

大工 助市 京

平岡山城守宗久

岩崎駿河守

惣大工 与左衛門

同子与次

源左衛門

大工 平岡次郎左衛門

岩崎助丞

大工 与左衛門

同子兵治

大工

楢皮 二良左衛門

同助手

写真ー 4 金堂（慶長 4年国宝）

伽井屋（写真一 5)にも従事している．尚，開伽井屋の

柱立には11人の大工が出仕している 9)• 

金堂 ・闊伽井屋の大工のうち 「与左衛門」は『古記』

に記された永禄12年 (1569)の「惣大工勘解由左衛門

尉」の子と考えられ，園城寺の大工として中世から仕

えていた者と推測される． また「惣大工」 と称されて

おり園城寺の再興において中心的役割を果たしていた

と考えられる． この 「与左衛門」の子「与次」 もこの

時期に活躍しており，父子で護法善神堂・新宮社にも

従事している．

「助左衛門」は金堂墨書に「大納言秀長御大工也」

とある．また「此助左衛門者方々之堂社仕候 紫野天

瑞寺大佛殿方丈其外所々様」 とも記され，方広寺大仏

殿の造営に関わっており， 「秀長御大工」 として目覚

慶長6.4.25 護法社檜皮葺棟札ヲ打

家次は現存の棟札に次家とあり、誤筆か

慶長6.6.19 二王門礎柱立

慶長6.6.19 金堂御供所相立

度長6.6.19 熊野社修復

慶長6.6.23 金堂宮殿御厨子礼盤前机礼堂之前机

慶長6.7.2 護法拝殿祈始

慶長6.7.2 熊野社修理上葺

慶長6.7.2 護法社頭上棟

慶長6.7.9 金堂御供所半分

慶長6.9 護法拝殿屋根葺始ル

慶長6.10.26 新宮社修理

I 兵治は定治の誤りか

慶長7.2.15 経蔵鋲始

慶長7.4.27 輪蔵屋根坪打百六拾二坪

闘伽井屋（慶長 5年

ましい活躍をしていたと推測される．そして 『古記』

には「御門跡様大工」 「照高院様方丈大工大仏助左衛

門」 と記されており，照高院道澄に重用された大仏組

のエ匠と推定される．

ところで，方広寺大仏殿は豊臣秀吉により天正14年

(1586)着手され，道澄が別当職に就いている．その

造営は中井正吉が 「棟梁司」 と称して 「二十人棟梁」

の統括にあたった10)• 園城寺金堂は豊臣秀吉の北政所

の寄進になり，同じ豊臣氏の下で行われた造営工事と

いうことで，金堂の造営には中井家が関与し，正吉の子

正清が関わっていた可能性があると指摘されている11)• 

そこで金堂の大工をみると中井家と同じ大和の大工に

は「清左衛門」 「藤七」がいる．以上の状況から両者

が中井家配下の大工であった可能性は十分考えられる．
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しかし中井正清に比定される人物は見当たらない．金

堂は優れた質の高い大規模建築であり， この造営に中

井家が何等かの関わりを持っていたことは想像するに

難くないであろう 12).

「助市」は「助左衛門」同様に「御門跡様大工」で

あった．慶長 6年熊野社の修復にも関係している．

一切経蔵は慶長 7年移築されたが，その移築に際し

て墨書から 7人の大工カfli窟認される．三重塔も移築さ

れたがエ匠は分からない． 『古記』に移築の際 「大工

弐百人手間テ崩申候」と記す．

以上『古記』に現れた「近江守」をはじめ金堂・闘

伽井屋の棟梁衆は慶長以降園城寺の造営には名を見せ

ない．

慶長再興は元和 7年 (1621)の食堂の移築で大方終

了する．『略記』『古記』には慶長 3年10月18日に「唐

院祈始於食堂有之」と記され，食堂は文禄蕨所で破却

されずに残っていたと考えられる． さて墨書の「藤原

貞政」は慶長17年 (1612)十八名神社の棟札と同一で

ある．「貞」に注目すれば上述した中世の「重貞」「貞

吉」と何等かのつながりを考えることもできる．

6. 江戸時代のエ匠

慶長再興が一段落したあと，再興時の堂宇の修理が

始まり，それに関わるエ匠が明らかとなる．寛永4年

(1627)三重塔の修理には京都六条に住む大工が関わ

る． また唐院大師堂の寛永18年 (1641)年の修理には

慶長再興寺と同じ「平岡」姓の葺師が従事している．

おそらく京都の葺師であろう． このように17世紀の前

半までは主に京都のエ匠が関わっていたと考えられる．

17世紀の後半から同一人物や同じ系譜に連なるエ匠

の活動が把握されるようになる．園城寺境内には檜皮

葺の堂宇が多く， したがって檜皮葺師の名も多い．そ

こでまず葺師の活動をみて，次に大工，瓦師の活動を

みていくこととする（表ー 3).

(1) 葺師

葺師で17世紀後半に活躍するのは「久左衛門」であ

る．承応 4年 (1655)唐院四脚門から元禄 2年(1689)

南院観音堂まで見える．更に元禄 8年唐院大師堂の「高

木久左衛門盛重」も関連があるかもしれない13).

さて，葺師で最も注目されるのは「山口」を姓とし，

「今祗町」 「西今嵐町」に居住するものである．享保

5年 (1720)護法善神堂の「山口太兵衛」を初見とし，

寛政元年(1789)唐院大師堂の「山口太右衛門伯貞」まで

70年間活躍していたことが分かる． 文化10年 (1813)

三重塔の棟札に記された「檜皮屋」の名は判読出来な

いが，居住地が「山口」姓と同じ「西今蔵町」である

ため，関係があるかもしれない．そうすると「山口」

姓の葺師は100年に近く活動していたことになる．

その他として，安永4年 (1775)熊野社の「桑原治

郎衛門」から享和元年 (1801)熊野社の「桑原治郎右

衛門」まで見られた「桑原」を姓とし「石川町」に居

住する葺師がいる．

19世紀になると「別所村」に居住する「小林彦七」

の名が現れる．文政元年 (1818)の熊野社から嘉永 2

年 (1849)の観月舞台まで約30年間従事していた．

(2) 大工

慶長再興以後堂宇の再建は少なく，大工の活動は茸

師ほど明確でない．また，同姓の活動が継続的に長期

にわたるものがない．その中で「秋岡J 姓が単発的に

現れる．宝永 7年 (1710)熊野社の「秋岡加兵衛末次」

を最初に14), 天保 8年 (1837)熊野社の「秋岡五郎衛

門」まで確認でき，建物名不明の慶応元年 (1865)の

「秋岡五郎兵衛棟義」まで続く．以上述べた 「秋岡」

は同一姓ではあるが，居住地が「別所」と「車路」で

異なっており，繋がりが判然としない．

19世紀になると「川 （河）合」姓と「北村」姓が見

られる． 「川（河）合」姓のうち「忠兵衛」「松次郎」一

は「別所」に， 「忠七」は「北国」に居住しており，

同じ系譜の大工かどうか判然としない．また「北村」

姓は「吉兵衛」 「忠右衛門」 「忠兵衛」の 3名とも居

住地が不明である．

ところで， ある時期集中的に活躍が認められる大工

がいる．「川（河）原崎右（宇）兵衛尉菅原政作」は享

保 7~12年 (1722~27) にかけて唐院灌項堂・唐門や

護法善神堂の造営に携わる． また宝暦10~12年 (1760

~62) にかけて十八明神拝殿・三重塔・教待堂・唐院

大師堂で「大工五郎兵衛」 ・「宇兵衛」，「手伝（日用）

市兵衛」が一緒に仕事をしている．そしてここに葺師

として「（山口）太右衛門」が加わっている．

大津の町には大工仲間として百石町組・舟町組・八

町組・船頭町組・石橋町組・北国町組の 6組がある 15).

以上述べた大工はこれらのいずれかの組に所属してい

たであろう．

(3) 瓦師

瓦師は獅子口や鬼瓦に名を刻む．その中で注目しな

ければならないのが「飯塚出雲守」である． 「飯塚出

雲守」は松本村に居住している．元禄14年 (1701)の

勧学院玄関獅子口から寛政 7年 (1795)の新羅善神堂

獅子口まで18世紀に活躍している．この「飯塚出雲守」

は各地で活動していることが指摘されている 16).

ところで松本村に居住する瓦師として，早くも元和

7年 (1621)の総門鬼瓦に見られる．その他に「茂左

衛門」が正徳 4年 (1714)三重塔から宝暦12年 (1762)

教待堂まで約50年従事している．また「井上七左右衛
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表ー3 工匠の活動表

耳苗 師 大

久 山 口 1桑原 ！小秋岡 i川（河）合

左 治治林加五五忠松忠

門 衛右七衛兵衛衛郎

門衛 末衛門

門次

! I 

I ! 
E 

~g 
€ 
€ 
4 

~ 0 

910 

55 

工 瓦 師

I i北村

飯、原朝町臣町塚II I I 出雲1II層l守原朝栄臣--1けピi I ！ 左門叫I， 政1I  政

吉忠忠 七七

兵右兵 郎

衛衛衛

門

久
筒井I` ぼ斤峯

次

閻1697

直
悶
悶
開
悶
叩
叩
叩
叩
闊
悶
冒
悶
悶
悶
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7
8
1
m
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8
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識名 葺 師 大 工 瓦 師

久 高 山口 桑 原 小 秋岡 川（河） 合 北 村 飯塚出雲守 茂 政 政

餡工 左 木 太 茂 藤 太 太 太 治 治 林 加 五 五 忠 松 ,中c. ヽ 吉 忠 忠 藤 藤 左 七 七

梱 衛 久 兵 兵 兵 右 右 右 良 郎 彦 兵 郎 郎 兵 次 七 兵 右 兵 原 原 衛 郎

匠 門 左 衛 衛 衛 衛 衛 衛 衛 右 七 衛 兵 衛 衛 郎 衛 衛 衛 朝 朝 門

描 衛 門 門 門 門 衛 末 衛 門 門 臣 臣

阿名 門 政 伯 門 次 久 平 清 筒 別

盛 次 貞 峯 清 栄 井 所

重 次

789 I I I 

・-----

801 

801 

81~ 
81 ~ 
81~ 
814 

8H 

819 

゜821 

829 

830 

837 

840 

849 

849 

85( 

~71860 
~1860 
~91862 I I lo 
注 1.園城寺境内の諸堂宇及び境内の子院に関わるエ匠の中から、江戸時代17世紀後半以降複数の棟札や墨書、瓦銘に現れる

工匠を抽出し、該当する登料に0を付けた。

2. 資料番号は表ー1に等しい。

門」の名も見える．

19世紀には「筒井」の 「政七郎」 「政七」， 「別所

村」の 「政七」 「永坂政七」の名が知れる．

以上述べたように江戸時代園城寺のエ匠は葺師「山

口」 を除くと長期間に互って従事したものはなく，不

特定多数のエ匠が関わっていたと指摘しうる．

7. 熊野社の造営

熊野社の文亀元年 (1501)銘の棟札は 2枚あり， う

ち1枚には当社の由緒を記す． また『寺門伝記補録』

第五にも 由緒が載る．それらによると当社は，平安時

代末期の平治元年 (1159) に勧請され，同年10月3日

に金堂の辺りに神殿を造立し， 11月11日に熊野御正体

を遷御した． この日は智証大師が熊野山で三十講を始

め修する 日であった．

鎌倉時代末～南北朝初の境内の状況を描いた重要文

化財の 「園城寺境内古図」の 「中院」 には金堂の右斜

め上，現在とほぼ同じ位置に 「熊野社」と貼付けられ，

周囲を木々に囲まれた三間社流造向拝ー間の建物を描

＜．正面三間とも扉を構え，四方に縁を巡らしている．

屋根は檜皮葺であろう（写真— 6) . 現在の本殿は天保

8年 (1837)の再建にかかる三間社流造向拝三間檜皮

茸で，正面三柱間とも蔀を吊り，三方に縁を廻す（写

真ー 7).三間社流造ということでは境内古図と一致し，

基本的な形態は踏襲されている．

前述したように当社に関する棟札は20枚のこり， 16

回の造営年がわかる．棟札には「熊野権現社」 「権現

社」 「熊野大権現社」 「熊野三所権現社」 「熊野社」

と様々な名称を用いる．

応永 5年 (1398)は「上棟」 と記されており再建と

考えられる．年代から推察すると境内古図に描かれた

本殿が再建されたのであろう．文亀元年 (1501)の由

緒を記録した棟札には「上棟」と記し， 「自応永五年

至文亀元年百三年」とあり，応永再建本殿が文亀に再



有明工業高等専門学校紀要 第 29号 57 

:、e

写真ー 7 熊野社（天保8年）

建されたものと解される．

前述したように中世の棟札から知れる大工「重貞」

「国次」 「貞吉」 「国弘」は同一系譜に連なると考え

られ数代に互って当社の造営に関与していたことにな

る．

さて，元亀造営の本殿は文禄 4年 (1595)の親所で

は破却されずに残っており，『古記』には慶長6年(1601)

の修復とある．

この時の棟札は 2枚あり， 1枚には「上葺大工」を

記す． もう 1枚は右半分を欠いているが，「権現社頭」

「エ匠」が僅かに判読出来る．同年に再興された護法

善神堂にも 2枚の棟札がのこり， 1枚に「檜皮大工」

もう 1 枚に「木惣大工」の名を記している（写真— 8).

このことから熊野社の右半分を欠いた棟札には大工名

を記していた可能性が強い． 『古記』には「大工ハ京

助市」とある．

その後， 25・29・25・30・20・19・26・13・17・19

年後に修理を受けて天保 8年 (1837) に現本殿が再建

された．このように20年・ 25年・ 30年など定期的に修

理が執行されているように思われ， この本殿が重要で

あったことが窺える．現本殿の大工は「河合忠兵衛」

と「秋岡五郎衛門」両名である．

江戸時代の葺師として「奥村」「山口」「桑原」「小

林」が従事している．

さて慶長から天保までの間に大工を記した棟札が承

応 4年 (1655) と宝永 7年 (1710)の2枚あり，屋根

の葺替のみではなかったことが分かる．承応 4年には

「奉修理」と「奉上茸」の 2 枚の棟札がある（写真—

9) . 前者には「エ匠藤原久次」とあり（後者には葺

師は記さず），かなりの大工仕事が行われたことを推

測させる（宝永 7年の棟札は 1枚で，大工と上茸師の

名を連ねる）．仮に慶長時に再建されたとすれば54年

後の承応 4年にこのように大工が関わったとは考えに

くく，慶長時は『古記』のとおり修理にとどまってい

たと考えられる．

8. エ匠の居住地

(1) 慶長再興時

中世の棟札にはエ匠の居住地が銘記されていない．
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写真ー 8 護法善神堂慶長 6年棟札（左屋根，右大工）
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『古記』には慶長以前に 3名の大工を記し，そのうち

「休左衛門」（久左衛門，後に近江守と称する）と「勘

解由左衛門尉」の子「与左衛門」は慶長再興時に活躍

している．また大津に居住していたことも分かる． こ

れらのことから両者は園城寺のお抱え大工として寺の

近辺に居住していたと考えられる．

『古記』では慶長 5年 (1600)闘伽井屋の柱立に出

仕した11人の大工の居住地が確認される．「与左衛門」

「同子与次」 「近江守」 「加賀守」 「源左衛門」の 5

名は「此衆ハ当津衆」とあって，大津に居住していた

大工と推定しうる．そして「助市」 「助左衛門」には

「京衆」， 「藤左ヱ門」 「同子藤七」には「近江衆」，

「清左衛門」 「同子藤三」には「大和衆」と記し，そ

れぞれ京都，近江国，大和国に居住していたと考えら

れる．先述したようにこれらの大工は園城寺の主要な

堂宇の造営に関係している．

大工以外のエ匠として，唐院大師堂・熊野社・護法

善神堂の棟札に見られるように檜皮葺師は京都，特に

西京の葺師が多い．瓦は伏見のエ匠が関係している（表

-2参照）．

以上慶長再興寺のエ匠は境内中院の主要な堂宇に関

してのみ把握されたが， これらに関わったエ匠は園城

寺お抱えのエ匠・地元の有力な工匠そして京・大和の

工匠であった．

(2) 江戸時代

江戸時代には京都のエ匠は少なく，葺師 2名，大工

．飾師各 1名力河窟認される．寛永18年 (1641)唐院大

師堂の葺師「平岡」は京都のエ匠であろう．

江戸時代17世紀半ば以降のエ匠で居住地が銘記され

ているもの，或は類推でぎるものは延べ 127名になる

（表ー1中26~98, 「京」や「大津」など具体的な場所を

示さないものも含む）．これらの居住地を見るとほとん

どが園城寺近辺であることが分かる（図— 1) . 別所・

神出・車路・筒井17)の園城寺領や，北国（上・下） ． 

今祗 ・石橋・鹿関・尾花川・石川・桶屋などの大津の

町18)で， しかも金堂を中心とする半径 1kmの範囲内に

すべて含まれる． これらの町は，琵琶湖に向かって北

上する東海道から東側地域にはなく，すべて西側つま

り園城寺側に当たる．

工匠の居住地で最も多いのは 「別所」で延べ26名，

次に「今源（西今祗を含む）」が18名，「松本」が16名，

「北国（上北国・下北国を含む）」・「神出」が12名

と続く. 127名の中で園城寺領の別所・神出・車路・

筒井を総計すると延べ49名になり，園城寺のごく近所

に居住したエ匠が多いと言える．

さてエ匠の居住地が銘記されていない棟札もかなり

あるが，それらには居住地を銘記する際の規則がある

ように思われる．宝永 7年 (1710)熊野社や正徳 4年

(1714)三重塔の棟札では「別所」や「松本」ように

具体的な場所を示すと同時に「大津」の表記も見える．

この「大津」は園城寺領以外の「大津百町」のどこか

を示していると考えられる．このことは建物・年代と

も不明の棟札でも確認しうる（表ー 1中98). この棟札

はエ匠名と居住地から享保16年 (1731)三重塔棟札に

ほぼ一致している．それには「車路」 「神出村」 「松



有明工業高等専門学校紀要 第 29号 59 

図ー1 エ匠の居住地位置図
図ー 1 エ匠の居住地位置図 「ニューエスト滋賀県都市地図』（昭和63年1月）に園城寺他の社寺と

それらのエ匠の居住地を当てはめた。現諸施設名は最少限にとどめた。

本村」が具体的に記され，他は「大津」とする．「大津」

と記されるエ匠は名前から， 「太右衛門」は「今祗」，

「市兵衛」は「鹿関」に居住していたと推測しうる．

別の規則は園城寺領・大津の町名以外は銘記するこ

とである．享保12年 (1727)護法善神堂（写真ー10)の

棟札（写真ー11)は園城寺から離れている「京」や「松

本」は銘記する．居住地が銘記されていないエ匠の中

で， 「河原崎宇兵衛」は他の棟札で「別所」と確認さ

れ， 「山口藤兵衛」は「山口」姓であるので「今祗町」

に居住していたであろう．

以上 2つの規則にしたがうならば，例えば寛政13年

(1801)南院絵馬堂の棟札には「檜皮師」 「左官方」

「手伝方」には「石川」 「桶屋」 「北国」の大津の町

名を記し， 「大工」には居住地を記していないので，

園城寺領に居住していたと言えるであろう．また「大

工」のみ居住地を記さないことから大工は当然園城寺

領に居住していた者であるとの暗黙の了解があったと

も解される．

ところで，園城寺から離れた地に居住していたエ匠

も僅かではあるが従事している．先に幾度か名前のあ

った「松本村」には瓦師の「飯塚出雲守」や 「茂左衛

門」などがいた． また，慶応元年 (1865)の建物名不

明の棟札には「浅井郡丸山村」 「馬渡村」から葺師が

来ている．

「坂本」のエ匠は，五別所の一つ水観寺の明暦元年

(1655) と文政 4年 (1821)唐院唐門の 2件しか見ら

れず，非常に少ない．

以上述べたように松本の瓦師を除きエ匠の大部分は

園城寺近辺に居住していた． このことが江戸時代園城

寺の造営に関わったエ匠の一つの特色であると考えら

れる．

9. エ匠の活動

江戸時代において造営に関わったエ匠は寺の近辺に
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護法善神堂（享保12年）

写真ー 11 護法善神堂享保12年棟札

居住していた． これらのエ匠が園城寺以外ではどのよ

うな活動をしていたか，近世社寺建築の棟札などの悉

皆調査が行われていないので，全体的なことは分から

ない．但し，近世社寺建築緊急調査の結果による『近

世社寺建築工匠一覧 l』 19) (以下 『エ匠一覧 1』と略

記する）や修理工事報告書等の資料からいくつかのこ

とは確認される．

『エ匠一覧 1』は滋賀県内267件の社寺の造営に携

わったエ匠が記載され， これには園城寺境内の幾つか

の堂宇も収録されている． この『エ匠一覧 1』に収録

されたエ匠と表ー 1の園城寺のエ匠とを比較すると一

致したものが非常に少ないことが分かる．例えば，園

城寺の葺師として最も活躍した「山口」姓は全く見ら

れず，園城寺以外での活動が制限されていたとも理解

できる．

ところで『エ匠ー鹿 1』では，園城寺と関わりの深

い長等神社本殿の棟札を多数載せており，江戸時代に

行われた多くの造営が分かる．また，かつて園城寺の

l子院であった圏満院康殿に関しては修理工事報告書

でエ匠名が分かる 20)_ そこで園城寺との関わりが強い

社寺のエ匠を整理しながら園城寺のエ匠の活動の一側

面について調べてい く．

(1) 長等神社本殿

長等神社は新宮権現・山王新宮・新日吉社とも称さ

れており， 『寺門伝記補録』第五に「新宮権現祠」，

天喜 2年 (1054) に現在地に遷されたとある． 「境内

古図」の「南院」には「新日吉社」として方三間入母

屋造・向拝ー間に描かれている（写真ー 12). 当社は

『園城寺再興略記』や『近江名所図会』 21)にのる「五

社」の一つである．その五社とは新羅・護法・三尾・

新宮・十八明神社を指す．

当社本殿の棟札は明応4年(1495)から天保7年(1836)

現本殿の再建時まで13枚残る．これらの棟札から知れ

るエ匠（表ー4)の多くは，神社近辺に居住しているこ

とが分かる．但し， 「七左衛門」 「九太夫」の瓦師は

名前から松本に居住している者であろう 22).

ところで『古記』には慶長 6年 (1601) 「新宮社修
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表ー 4 長等神社本殿のエ匠

職 名！ 工 匠 名 居 住 地 年 代 根 拠

大工棟梁 木村権兵衛 i明応4(1495)

松井源四郎

葺師 太兵衛

嘉兵衛

利助

八兵衛

! 

清兵衛

次郎右衛門

LK工
勘兵衛 ， I 

！I 元禄5(1692)1 市井庄衛門藤原宗次

I l宝永7(1710)大工 I庄左衛門 I 1 棟札

門
治左衛門

棟札I彦兵衛 享保8(1723)
I 

葺師 1次左衛門

II 棟札
大工 兵衛 . I I下北国町 寛保3(1743)

葺師 兵衛 小川町 1 

大工 兵衛 布弥屋町
I 1 棟札

棟札

檜皮 兵衛

瓦師 左衛門

舒エ 山喜兵衛 噂上
葺師 檜皮岳八兵衛 3(1774) 棟札

葺師 I 八兵衛 8(1788) 棟札

葺師 l檜皮屋八兵衛 寛政7(1795) 棟札

大工
五兵衛門 ーしi！石（松橋本町） 文化8(1811) 棟札

瓦師 九太夫 I 
大工 嘉兵衛 文化9(1812)

瓦師 政七 別所村

檜皮師 治郎右衛門（桑原姓） 石川町

同 八兵衛 1丁

大工棟梁

同 北村忠兵衛久峯

脇大工 久兵衛

同 忠七（河合姓） 国）

同 利兵衛

同 宇八

同 宗八

家根棟梁 治郎右衛門（桑原 1町

同 八兵衛 小川町

鍛治師 伊藤源兵衛 七軒町

銹師

同
長右衛門 ，! I 烏丸松原

同 嘉七 御幸町御池

手伝棟梁 与八 石橋町

同 音七 上北国町

表中工匠名 ・居住地の（）は他の資料から確認できる事項を表す。
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理」とあり，文禄蕨所では破却されずに残っていたこ

とが分かる．その修理には園城寺お抱えの大工である

「与左衛門」とその子「兵治」 23)が関わっている．

江戸時代のエ匠として，寛保 3~天保 7年 (1743~

1836)まで約100年間葺師として「小川町」に住む「八

兵衛」が関係している．その他文化 9年 (1812) から

「石川町」に住む「治郎右衛門」が関わってくる．「治

郎右衛門」については園城寺では寛政13年 (1801) ・ 

享和元年 (1801) に見られ，同一の葺師であろう．一

方「八兵衛」は園城寺の葺師として全く現れない．

天保 7年の再建に関わった大工で， 「河合忠兵衛義

啓」は園城寺で文化10~天保 8年 (1813~37)の「河

合忠兵衛」と同一の大工であろう． また「北村忠兵衛

久峯」は園城寺で文化11~文政 2年 (1814~19)の「北

村忠右衛門久峯」と同じ系譜の大工と思われる．

上記の多数のエ匠にかかわらず園城寺のエ匠と一致

する人物は極めて少ない．そして一致しているエ匠は

慶長再興時と19世紀以降である．そこで江戸時代にお

ける当社のエ匠として， 18世紀までは園城寺と異なる

工匠が関わ っていたと指摘しうる． したがって， この

頃までは園城寺のエ匠の他での活動には制限が加わっ

ていたと推測される．

(2) 園満院哀殿

圏満院はかつて園城寺の 1子院の平等院であり，寛

和 3年 (987)園城寺中院に平等院として開創された．

現在の哀殿は，元和 5年 (1619)造営の女御御所御局

であった．寛永18年 (1641) に明正天皇から下賜され，

正保 4年 (1647)正月より再建にとりかかり，同年 6

月に完成した（写真—13). この時の棟札や後世の修理

に関する資料からエ匠が分かる（表ー 5).

正保移築時の大工「松井」姓は，園城寺では享保12

年(1727)護法善神堂の「松井源兵衛」と寛政13年(1801)

南院絵馬堂の大工「松井亀之助」がいる．また「松井

源左衛門」 ・ 「勘左衛門」と同一名が明暦 2年 (1656)

勧学院法蔵の「大工源左衛門，勘左衛門」に見られる．

これは正保移築時と年代が9年しか違わず，両者が同

一人物である可能性は大きい．前述した長等神社の明

応4年 (1495) には「松井源四郎」がいる． このよう

に「松井」姓で共通し，名前に「源」を付けており，

何等かの関連性があることを指摘しうる．

享保 2年 (1717)の「藤田」姓の大工， 「野口」姓

の葺師は初めて現れた． また天保13年 (1842)の「大

津下馬場」の「大工忠兵衛」も他で確認できない．

瓦師ではここでも「飯塚出雲守」が関わっており，

「清栄」は寛政 7年 (1795)新羅善神堂獅子口まで見

られた．飯塚出雲守は17世紀の終わり頃から18世紀に

かけて各地に多くの作品を遺している．

写真ー 13 圏満院哀殿・玄関（正保 4年移築 重文）

以上述べたように圏満院では江戸時代前期の移築時

にのみ園城寺のエ匠と関係があるように思われるが，

以後瓦師を除けば独自のエ匠が関わっていた．

(3) 早尾社

園城寺境内中心から離れて建つ早尾社のエ匠が知れ

るので紹介しておく （表ー 6). 

当社は『寺門伝記補録』第五の「鎮守神祠記目録」

に「早尾明神祠寺外」とある．現在地は新羅善神堂の

北北西約700メートルの位置に建つ． 「園城寺境内古

図」では「北院」右上隅に描かれている（写真—14).

当社は江戸時代園城寺領であった山上村に所在する．

現本殿は天明元年 (1781)再建の本殿（写真一15)を

取り壊して新築されたものである．天明本殿の棟木に

墨書があり（写真一16)24), 前の本殿（墨書には「先御

社」と記す）は慶長 9年 (1604) に建てられたことが

分かる． 『園城寺再興略記』には早尾社が文禄蕨所時

に破却されずに残こっていたことを記すが，慶長時に

再建されたのであろう．

さて「秋岡J姓の大工は，園城寺では宝永 7年(1710)

熊野社で初めて現れ， 18世紀後半は見えず19世紀にな

って再び現れてきた（表ー 3参照）．早尾社の墨書が示

す天明頃，園城寺での「秋岡」姓の大工は分からない

ので，早尾社と園城寺の「秋岡」両者の関連は不明で‘

ある．

墨書は天明時の大工が慶長再興時の大工の子孫のよ

うに書かれている． この記述が正しければ，慶長再興

時の大工と後世の大工が同じ系譜であり， 「秋岡」姓

が17世紀から18世紀後期までは確実に大工を継承して

いたことになる．そして「近江守」と書かれ園城寺や

早尾社の近くに居住していたものと想像される．

先に述べたように慶長再興時では境内を構成する主

要な堂宇の再興には園城寺のお抱えの大工や京・大和

からのエ匠が携わっていた．それに対し早尾社棟木銘

から重要度が高くない堂宇は，それ以外おそらく地元

のエ匠が主になっていたと考えられる．

(4) 五別所
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表ー 5 園満院哀殿・玄関のエ匠

職名 工 匠 名 居 住地 年 代 根 拠

大工 松井勘左衛門尉

I 

正保4(1647)
I 棟札同 源左衛門尉

同 勘兵衛

大工 松井勘左衛門尉 正保4(1647).卯．吉祥日 玄関棟札

同 源左衛門尉

同 勘兵衛

大工 藤田権兵衛 享保2(1717).10.吉辰 棟札

藤田伊兵衛

口獅子口銘

葺師 野口清兵衛

野口清五郎

藤原朝臣飯塚出雲守清栄 （松本） ！天明 3(1783).9.吉日

大工 忠兵衛 大津下馬場 天保13(1842).4.11 木連格子裏板墨書

弟清助

同亀七

枠松太良
I 

I 口忠□ロロ よしや町

瓦屋 政七 ， i (別所） 天保13(1842) 獅子口銘

表中居住地の（）は他の資料から確認できる事項を表す。

早尾社部分

五別所とは，近松寺 ・尾蔵寺 ・微妙寺 ・水観寺 ・常

在寺を指す．このうち近松寺のみ従来の場所にある．

微妙寺・ 水観寺は本堂のみ園城寺境内に移築され，尾

蔵寺 ・常在寺は廃寺となっている．

写真ー 15

表ー 6 早尾神社本殿のエ匠（天明元年棟木銘）

竺I秋；近江口吉; I疫:9(16:.)
田中五久郎

大工 I秋岡近江守末孫 1天明元(1781)

秋岡勘右衛門一与

奥野新三郎

さて園城寺所蔵の五別所に関する資料からエ匠を調

べてみる．安永 5年 (1776) 微妙寺では「河原崎J 姓

の大工が見え， これは園城寺で享保頃に活躍した者と

の関係が考えられる．また嘉永3年 (1850)善光寺如

来堂（近松寺）の 「秋岡五郎兵ヱ」は文化10年 (1813)

三重塔の「秋岡五郎兵衛」と同一人物であろう．一方，

水観寺・尾蔵寺天神・定光坊（近松寺）のエ匠は園城

寺では見られず，独自のエ匠が関わっていたと考えら



64 園城寺境内諸堂宇の造営に関わったエ匠について

ー
＇
町
り元

肉
社
ム
令
薗
各
苓
支

：一
度
長
合
C

象

＃
I
公
乎

!
 
"~ 

塵
〗

辰
歳

甲

慶
長
九

先
御
社

田
中
久
五
郎

丑
歳

辛

天
明
元

秋
岡
勘
右
衛
門
一
典

作
之

口

兵

衛

小

兵

衛

本

岡

□

口
國
嘗
時

□

太
右
衛
門

口
八
郎
大
垣
近
江
國
山
上
村
住

大
工
秋
岡
近
江
守
吉
久

皆
造
工

大
工
秋
岡
近
江
守
末
孫

甚
五
郎
庄
右
衛
門
筆
者

奥

野

新

三

郎

村

役

人

口

れる．

以上園城寺との関係が強い社寺の造営には，基本的

に園城寺と異なるエ匠が従事していた．そして， 17世

紀後半から18世紀後期にかけては園城寺のエ匠と一致

するものが見られない． しかし19世紀になると園城寺

のエ匠が他の社寺にも現れるようになり，活動の範囲

を広げてくる． このように圏城寺のエ匠の活動には一

時期ある程度の制限が課せられていたと推察される．

その中にあって松本に居住する瓦師は自由に活動をし

ていた．

10. ま と め

写真ー 16 早尾社天明元年棟木銘

園城寺の諸堂宇の棟札，墨書，瓦銘などの資料から

造営に関わったエ匠について若干の考察を行ってきた．

慶長再興においては中院の主要な堂宇の造営に関わ

った大工は中世からのお抱えの大工や近江，京，大和

の大工であった．京の大工は慶長再興に努力した照高

院道澄に重用された大工であり，道澄と方広寺大仏殿

に焦点をあてれば大和の大工は中井家配下の大工と考

えられ，金堂の再建に中井家が関与していたと推測さ

れる．

江戸時代のエ匠に関して明らかになった事は以下の

とおりである．

慶長再興から17世紀前半までは主に京都のエ匠が関

わっていた. 17世紀後半以降のエ匠は園城寺近辺に居

住しており，園城寺領に居住するエ匠が非常に多かっ

た．そして坂本のエ匠はほとんど従事していなかった．

工匠の中には「山口」姓の葺師のように18世紀にか

なりの期間活動したものもいたが，特定のエ匠がいた

わけではない．そういう意味で園城寺近辺に居住した

不特定多数のエ匠が造営に関わっていたことになる．

しかしこれらのエ匠も18世紀後期頃までは園城寺以外

での活動に制限が加わっていたことが圏城寺と関わり

の深い長等神社本殿等のエ匠から推測される．

中世と近世のエ匠の関わりとして， 「貞」がつく大

工が見られること， 「松井」姓で「源」を名前に付け

る大工が見られることがあげられる．

最後に本稿をまとめるに当たり，園城寺執事福家俊

彦氏には貴重な助言を得， また重要文化財の「園城寺

境内古図」の写真を提供していただき，『園城寺古記』

などの記録を拝見させていただいた． ここに記して感

謝の意を表する次第である．

注

1) 『滋賀県の近世社寺建築』滋賀県教育委員会，昭

和61年

2)園城寺で整理した「園城寺ー歴史資料ー」の中で
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次の棟札は未見である．宝暦12年 (1762)唐院日

吉山王社 ・天保10年 (1839)弁才天社・嘉永 6年

(1853)法泉院 ・安政 6年 (1859)一営院．また，

大津市指定の絵馬堂・地蔵堂の指定説明には享和

2年 (1802) ・文政 2年 (1819)の鬼瓦銘がある

ことを述べている．この鬼瓦銘も未見である．

3) 『園城寺古記』 『園城寺再興略記』と棟札 ・墨書

等から慶長年間に建立または修復された建物は次

のとおりである．尚，同一建物の年代の相違する

ものがあるため， （ ）に根拠を記した． 『園城

寺古記』は古記 『園城寺再興略記』は略記と省

略した．

慶長 3年唐院大師堂（古記 ・略記 ・棟札）

4年金堂（古記・略記・墨書），金堂鐘撞堂（古

記），教待堂（略記），三尾社拝殿（古記）

5年三重塔（略記），一切経蔵（略記），闘伽

井屋（墨書），勧学院客殿（墨書・古記），

尾蔵寺（略記），常在寺井熊野社（略記）

6年大門（古記・略記），三重塔（古記），光

浄院客殿（文書），金堂御供所（古記），

熊野社（古記・略記 ・棟札），新羅社拝

殿（略記），護法社井拝殿（古記・略記 ・

棟札），三尾社拝殿（略記），新宮社（古

記），水観寺（古記・略記）

7年三重塔（瓦銘），鐘楼（略記），一切経蔵

（古記・墨書）

8年微妙寺（略記）

9年護法社本地堂（略記），三尾社本地堂（略

記），近松寺（略記）

10年新羅社本地堂（略記），正法寺（略記）

17年十八名神社（棟札）

慶長年中弁オ天社（略記）

4)伊藤延男「蕃股試論」 『仏教芸術』 68号所収，毎

日新聞社，昭和43年

5) 『園城寺古記』は唐院蔵・明治 2年写本， 『園城

寺再興略記』は法明院蔵 ・嘉永元年写本

6)浅野長武「慶長年間に於ける園城寺の再興」 『圏

城寺之研究』所収，天台宗寺門派御遠忌事務局，

昭和 6年

7)慶長 3年10月18日 唐院祈始於食堂有之

11月 5日 唐院屋鋪開事

11月27日 唐院柱立有之

慶長 4年 5月27日 唐院棟上惣柱立

（古記では 5月23日に棟上）

8月24日 唐院供養法事

（古記では 5月24日に供養法事）

8)葺師平岡氏の活動や立場に関して永井規男 「西京

桧皮師と触頭平岡氏」（『日本建築学会近畿支部研

究報告集』 31号平成 3年）に詳しい．この中で平岡

氏の居住地に関して「下京おはせ丁」は「下京あ

くわうし丁」 （悪王子町）であると指摘している．

尚，慶長 6年の護法善神堂棟札は 「平岡山城守宗

久京四条悪口寺町」と読める．

9) 『古記』の開伽井屋の大工11人は与左衛門尉・同

子与次・近江守・加賀守・源左衛門尉 ・助市・助

左衛門尉• 藤左衛門尉 ・ 同子藤七 • 清左衛門尉・

同子藤三である．一方，実肘木の墨書には与次 ・

藤七•藤三の 3 名を除く 8 人を 「大工棟梁衆」 と

記している．

10)内藤昌『近世大工の系譜』，ペリカン社，昭和56

年

11)内藤昌・渡辺勝彦「豊臣家御大工藤右衛門につい

て」， 『日本建築学会大会講演梗概集』，昭和59年

12)注11)には園城寺金堂大工の 「藤左衛門」に関し

て， 「藤左衛門を藤右衛門の誤記ないしは誤読と

すれば，中井正清に比定できる可能性がある」 と

指摘している．

「藤左衛門」は『古記』では 「近江衆」とある．

もし 「藤右衛門」であれば「大和衆」となるはず

であり，誤記や誤読とは考えにくい．但し，園城

寺金堂に中井正清が直接に関係していなくとも中

井家或はその配下の大工が関わっていたことは十

分考えられる．

13)滋賀郡志賀町の重要文化財天皇神社本殿の貞享元

年 (1684)棟札写に「大津住高木久左衛門盛次」

がみえ（『重要文化財天皇神社本殿修理工事調査

報告書』昭和30年），大師堂の 「盛重」と同じ系

譜の葺師と考えられる．

14)元禄10年 (1697)金堂の墨書にある 1別所」の「大

工嘉兵衛」と 「秋岡加兵衛」とは居住地と名前の

読みが等しく同一人物の可能性もある．

15) 『滋賀県の地名』日本歴史地名大系25, 平凡社，

平成 3年．尚，吉田高子 「近江国における郡別大

工組の存続と分立について」 （『日本建築学会計

画系論文報告集』 411平成 2年）では百石町組・

船町組 ・ 八町組 ・ 小玉町組・石橋町組•松本組の

6組とする．

16)文化財に指定されている建物では浄厳院本堂（甲

賀郡安土町）の元禄11年 (1698)の平瓦銘 「瓦師

大津松本村飯塚庄左衛門」 「大津まつもと瓦師飯

塚勅左衛門」が最も古い．

17)筒井（居）は町や村として現れない． 「園城寺境

内古図」「南院」の「惣門」の名前の下に「筒井」

と小さく記す． また『寺門伝記補録』第九の『三
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院図説」で惣門より西が「筒井谷」という． 『近

江國滋賀郡誌全』（弘文堂昭和54)所収の「近江

國滋賀郡別所村誌」 （明治15年）に「筒井浄妙坊

址本村南部邸上ニアリ（以下略）」と記されてい

る．以上のことから筒井は園城寺の境内の一部

（現総門（境内古図の惣門とほぼ一致）の辺り）

か別所村南端の一部に当たると考えられる．

18)江戸時代の大津は，享保 7~明和 9年 (1722~72)

京都町奉行の支配の時代以外は大津代官所が支配

していた． その範囲は『近江輿地志略』 （享保19

年 1734, 小 島 捨市校注歴史図書社昭和43年）

に「当時大津の市街といふは南は追分町より北は

湖の岸を限り，西は三井寺領神出村の界北国町を

限り，東は松本高見町に至る．」と記され， 「其

町数凡九十三町 三の大路あり京町通，中町通，

浜町通 京町通の東極を高見町といふ．是大津領

と松本領との界也．」とある．

19)奈良国立文化財研究所 『近世社寺建築工匠名一

覧 1』昭和63年11月

20) 『円満院哀殿修理工事報告書』 重要文化財円満

院哀殿修理事務所昭和29年

21)文化11年刊行 昭和49年翻刻，柳原書店

22)江戸時代「飯塚出雲守」以外に松本に居住した瓦

師として，

「藤原朝臣村上七左衛門」元禄12.10.吉日

石津寺鬼瓦銘（東）

「瓦師島村九太夫政次」 元禄12.11.

石津寺鬼瓦銘（西）

「藤原氏瓦師井上七左衛門重信」享保19.2. 

志那神社本殿獅子口銘

「瓦師清水氏九太夫」 安永6.9.吉日

老杉神社本殿鬼瓦銘

などが修理工事報告書から分かる．長等神社本殿

の「九太夫」も松本の瓦師と考えられる．

23)慶長 6年造営の護法善神堂の大工として『古記』

には「与左衛門」と「同子与次」とあり，棟札に

は「藤原与左衛門尉定広」と「同子与次定治」と

ある．すなわち「与左衛門」＝「藤原与左衛門尉

定広」， 「与次」＝「与次定治」となる．そこで

『古記』の新宮社修理の大工の 「与左衛門」の子

「兵治」は「定治」の誤りと考えられる．

24) 旧本殿及び棟木銘は大津市尾花川在住の竹中弘氏が

撮影されたものであり，写真を項いた．ここに記

して感謝の意を表する次第である．
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明正寺本堂の建築について

松岡高弘
〈平成4年 9月29日受理〉

On the Building of the Main Hall in the Myoshoji Buddhist Temple 

The Myoshoji Temple stands in Miike, Omuta City. It belongs to the Otani sect of Shinshu. 

It is said that the main hall was built in the early 17th century. After its costruction, the hall 

was remodeled several times. The present hall is not what it was when it was first built. But 

there are some traces of the original sty le. The present hall can be restored to the original 

style which is characteristic of the old styles of the Jodoshinshu sect, for example, Mitsunarabi 

Butsudan (three Buddhist altars standing in line) in Naijin, no Buddhist altar in Kita Yoma, and 

the same floor height level of both Kita Yoma and Gejin. In these respects, the main hall of the 

Myoshoji Temple is a valuable and important building for the study of the main halls of the 

Jodoshinshu sect. 

Takahiro MATSUOKA 

1. はじめに

大牟田市三池に所在する明正寺は泉龍山と号し，真

宗大谷派に属して東本願寺の末寺である．寺伝には「創

立天正五丑三月十五日，縁由営寺開基筑後國三池城主

上継之助弟親春，天正年中東本願寺教如法主二帰依シ，

落飾シテ明圏卜改称ス，現今ノ地ニー宇ヲ創立シ，本

山ヨリ本尊並二寺琥等賜フ． 」とあ る．開基の明圏は

元和四年三月十一日寂している 1)• 

寺は三池街道に面して寺地を構え，東を正面とする．

街道よりやや入った所に山門を配し，その奥に入母屋

造桟瓦葺の本堂が建つ．山門から本堂に至るまでに，

南に納骨堂・鐘楼，北に庫裏が建つ2)• 現本堂の建立

年代は明らかでなく， また建立以後幾度かの改築を受

けている． しかし痕跡から建立当初の姿を推定するこ

とが可能であり，その建立当初には浄土真宗本堂にお

ける古い形態が見られ，貴重な遺構と考えられる．

そこで本稿は，本堂に遺された痕跡を示し建立当初

の形態を探り，復原された形態の建築的位置付けを行

うものである．但し，今回の調査は表面的なもののた

め充分調査出来なかった箇所もあることを最初に断っ

ておく． しかしこのことで明正寺本堂の価値が下がる

ものではない．

2. 本堂の現状

(1) 概要

桁行13.9m, 梁間14.8m,入母屋造，向拝 1間，桟瓦

葺である（写真—1·2). 屋根は昭和32年頃までは寄

棟造，茅葺で，向拝のみ瓦葺であった．大正 8年の『明

正寺財産蛋脹』には「本堂 藁葺」と記す．柱は総て

切面取り角柱とし，側柱上に組物を置かず直接軒桁を

受ける．軒は一軒，半繁垂木である．妻は横板を張り，

縦桟でとめた形式とする．

(2) 平 面

正面 1間通りを入側縁とし（写真ー3)'外陣境には

1間毎に柱を立て，無目敷居を付ける．外陣は奥行 3

間・間口 7間で，中柱を立て無目敷居で中央間 3間と

両脇間 2間に区画する （写真ー4・5).

内陣・両余間は外陣より 1長押分高く床を張る．内

陣は板敷で，中央に出仏壇形式で阿弥陀如来を祀り，

両脇は奥に仏壇を設けた後門形式とする （写真ー6).

両余間は奥に奥行半間の仏壇を設け， 畳 6枚を敷いた

部屋とする（写真— 7·8). 両余間の背面には部屋を

設け，内陣の背面は両者をつなぐ通路となる（図ー 1).

(3) 柱間装置

正面では内側にガラ ス戸，外側にアルミ サッシ戸を

入れている．両端間は内側に建具が入らず外側にアル

ミサッシの戸袋を取り付ける（写真ー 9).

側面では，入側縁部分を板戸引違とし，左（南）側

面では，外陣部分の 3間はアルミサッシ窓，南余間部

分は内部白漆喰壁・外部竪板張とする（写真—10). 右

（北）側面では，外陣部分は庫裏に接続して，前 2間

はガラス戸，残り 1間は最近の板壁とする．北余間部
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写真ー 1 正面 写真ー 5 外陣（中央間～右脇間）

写真ー 2 正側面 写真ー 6 内陣

写真ー 3 正面 1間通り入側縁 写真ー 7 南余間

~ ,_,, ____一n

写真ー 4 外陣（中央間～左脇間） 写真ー 8 北余間
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分では手前 1間をアルミサッシ戸，奥を内部白漆喰壁

・外部竪板張とする．それより後方は，開口部はアル

ミサッシ窓・戸とし，それ以外は， 内部は新建材，外

部は下見板張とする．

内外陣境には 3柱間とも両折金障子を吊り込み，余

間 ・外陣境には襖をたてる．内法長押上は，内外陣境

では中央間に天女，両脇間に迦陵頻伽， 両余間境では

内陣よりの 1間に龍もう 1間に鳳凰の彫刻欄間とし

て飾る．欄間より上方天井までは白漆喰壁とする（写

真ー11・12・13).

側廻りでは，内法長押より軒桁までを白漆喰壁とし，

正面 ・右（北）側面ではそ こに2本の貫を見せる（写真

-2参照） ．内部でも同様に内法長押より天井廻縁まで

大きな白漆喰壁とする（写真ー14).但し，内陣 ・余間

境の内陣側と入側縁・外陣境の入側縁側には貫 2本を

見せる（写真—3 · 6 参照） ．

外陣に立つ中柱には内外陣境まで飛貫がとおり，そ

の飛貫と天井廻縁までも白漆喰壁とする．

天井はすべて綽縁天井とする．現在の天井は昭和56

年に新調されたものである．現天井の上部に旧天井の

一部が残り，また旧天井廻縁はほとんど残っている．

(4) 向 拝

向拝柱は切面取角柱で石造礎盤上に立つ．海老虹梁

で側柱と繋がれ，向拝柱間に虹梁を架け，木鼻を出し，

中備えに暮股を置ぎ，柱上に三斗枠肘木（実肘木付き）

を据え，手挟を設ける（写真—15 ·16 ·17 ·18) . 

(5) 縁

正面 ・両側面の三方に切目縁を廻すが，側面縁は背

面柱通りまで届いていない．正面では切込み 3段の階

段を設ける．縁束のほとんどがコンクリート製に替わ

っている．

(6) 小屋組

柱は小屋内部には現れず，敷桁でとまり，小屋梁は

次のように架かっている（図ー2).

入側縁では二通りに 1間毎に立つ各柱から正面軒桁

まで梁間方向に小屋梁を架ける（写真— 19). 外陣では

桁行方向に中央間は 3 間梁，脇間は 2 間梁を三 • 四 ・

五通りに架け，梁間方向は，ろ ．に ・ほ ・と通りに 3

間梁を架ける．内陣と 両余間では外陣同様梁間方向に

2間梁を架け（写真ー20),南余間では七通りに 2間梁

を入れる．

小屋梁の上に束を立て，貫を背違いに通す．棟通り

束上に棟木を渡し，その上に更に束を建てて野棟木を

渡す（写真ー21).

茅葺から桟瓦葺に変更したときの改造や補強材が見

られる．

写真ー 11 内外陣境

彫刻欄間 中央間天女，両脇間迦陵頻伽

!!;,, 

写真ー 12 南余間外陣境彫刻欄間 鳳凰 ・龍

写真ー 13 北余間外陣境

外陣左脇間見返し
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ー四

向拝詳細

>, .--___ •.. ,_ —,.,.,. ふ,,,,,.. =, ュ・・,吐

写真ー 16 向拝詳細木鼻

写真ー 20小屋組 に通り （内陣側から外陣側を見る）

_ _:_ -:-テ一

写真ー 18 向拝詳細 中備え築股 写真ー 21 小屋組詳細棟木部分
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3. 柱間寸法

実測寸法にはばらつきがあり，それらを整理して建

立当初の計画寸法を求めた（図ー3).

本堂の柱は 6寸角（面内 5寸 2分）で，柱間は6.3

尺の畳と 6寸の柱との組み合わせで決められている．

(1) 桁行方向

い～は，へ～ちは柱間13.2尺である． これは6.3尺

の畳 2枚 (6.3尺X2枚=12.6尺）に 6寸の柱を加えた

値である．そして二通りのい～ろ・ ろ～は・ヘ～と・

と～ちの各柱間は13.2尺の半分の6.6尺となる．

は～へは同様に6.3尺の畳3枚 (6.3尺X3枚=18.9

尺）と 6寸の柱を加えた値19.5尺となり，ニ・五通り

では柱間はこれを 3等分した6.5尺とする．八通りのは

～へも19.5尺であるが，中央間のに～ほを 7.0尺とし

て他より5寸広い．このため脇間は～に・ほ～へが6.25

尺とやや小さくなり，内陣中央間を強調している．

い～ち通りの桁行全体は45.9尺となる．

ー通りは二通りと柱位漑が異なるが， 6.3尺を規準

にしている．中央間の又は～又ほが12.6尺と 2柱間分

とって正面を強調している．両端間は桁行全体 (45.9 

尺）から6.3尺の 6柱間分を引いた残り (8.1尺）を 2

等分した寸法である．

(2) 梁間方向

梁間方向も同様に6.3尺の畳と6寸角の柱の組み合わ

せである．ー～二は6.3尺の畳 1枚に6寸の柱を加えた

6.9尺であり，五～八は6.3尺の畳 2枚と 6寸の柱を加

えた13.2尺である． さて，二～五は19.6尺を数える．

畳 3枚に柱を加えれば19.5尺でよいが， 1寸大きい．

これは内外陣境で外陣側に長押が 1 寸出ており（図—

4参照）， この長押と無目敷居の間に 6.3尺の畳を 3

枚きちんと敷いていることから 1寸大きな寸法となっ

た．

-~八通りの梁間全体は39.7尺となる．八通りより

後方は6.3尺に無関係な寸法であり， また向拝の出も

同様である．

4. 痕跡及び復原

今回の調査は本格的なものではなく，表面的なもの

で終わってしまった． このため十分に調査が出来ない

箇所もあった． このような状況のもと痕跡から建立当

初の形態が復原しうる箇所は次のとおりである．

(1) 内外陣境柱間装置（図ー 4)

前述したように現在は内外陣境の 3柱間には両折金

障子を吊り込んでいる． しかし，両脇間には 2本溝の

鴨居が残り，それは畦が擦り減っていて使用されてい

□「？ぶ~~
「ー→―•→-・ →ー・一—.-r- ·一―・7 0 ―土

t ←千ー・→—→ t -~ ..; —+ ←・→ L. "'........ •——• ← -~i-----• .;ui 

ーブ"L

t 
← --7 j-----fnl::: 
. I ! f~: 六

r-----f-~----<>--+----~: I五L i j i=Jl: 四

13.2 0上19.50-----4-13.20」 -i~I=
二-~エご二ごごロー~1-.:::.
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゜
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ちとへ'"'、こによろし、

図ー 3 平面寸法図（単位尺）

たと考えられる．敷居は溝部分に板をはっているため

確認できない．鴨居の畦幅が5分あり，その数値から

当初は障子の引き違いであったと推定される．中央間

には無目の敷居と鴨居が取り付き，柱背面（内陣側）

に3間通しで 1本溝の鴨居が取り付く（写真ー22). こ

れも擦り減っており， また柱にも建具でこすった跡が

付いている． このため中央間は障子の引き分け戸であ

ったと考えられる．但し現在敷居は無くなっているが，

それをとめたと思われる釘跡が柱に残る．

内法長押上の欄間は現在彫刻欄間であるが，当初は

他の遺構から嵌欄間であ ったと考えられる．

写真ー22 内外陣境 内陣側の一本溝鴨居

(2) 内陣仏壇（図— 5)

現在は出仏壇形式をとっているが，は1七南面・ヘI

七北面には床から約2.3尺の仕口跡に埋木がある．こ

れは仏壇桓の跡と考えられ，柱上部にある仕口は落掛

と考えられる（写真ー23).

は八南面・ヘ／八北面には柱中心部分に板を張って，

貫を切断した跡を隠している．に／八とほ／八は布で柱
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を巻いていて外からは確認できないが，金槌でたた＜

と音の違いから埋木などの位置が分かり，は，八・ヘ，

八と同じ位置に貫があったことが確認される．そこで，

は，八～へ，八に貫が通っていたことになる．

は，七～へ，七には仏壇が取り付き，八通りは壁で仕

切られていたと推定される．

それではこの仏壇が3間通しのものなのか，それと

も三つ並び形式となるのか．に，八～ほ，八の柱間は 7

尺で広くとり，脇間と区別して中央間を強調している．

そしてに，八・ほ，八には，は，八・ヘ，八の埋木より約

7寸高い位置に痕跡が確認され，仏壇は同じ高さに無

く中央間を一段高くしていたと考えられる．そこで柱

間寸法を考應に入れると中柱が2本たち，三つ並び仏

壇の形式であったと推測される．但し各仏壇を区切る

間仕切りは無かった．

は，七・ヘ，七上部には組物を置く（写真ー24).この

実肘木の絵様は向拝のそれと類似し，当初のものでな

く，後門形式に改造したときに取り付けたものと考え

られる．落掛より上の柱には壁の痕跡が無く，当初は

開放であったと推定される．

(3) 北余間床高（図— 6)

ぃ，六南面には現内法長押より7.8寸低い位置に長押

襟輪欠があり，釘跡も残る（写真ー25).ぃ，五にも同じ

高さに襟輪欠がある．また現在い，五の位置で，五通り

の長押とい通りの長押が留めの納まりになっていない

（南余間のち，五では長押が留めに納まる）．このこと

より内法長押は現位置になく， 7.8寸低い位置に取り

付いていたと考えられる． この高さは外陣内法長押と

同高である．

ぃ，五～い，六には引違い戸が入っているが，長押の

位置が低くなると，内法高さが5.44尺となって非常に

低く，出入りには不便を来たす．長押の差7.8寸は外陣

畳と余間畳との床高の差に一致する．そこで右余間床

は当初外陣と同高であったと推定される．
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写真ー 25 北余間い，六長押襟輪欠痕跡

のた付いた柱を用いている．

(4) 北余間仏壇（図ー7)

現在は奥行半間の仏壇が設けられている．その仏壇

の中に見えるろ／八の東面北側には上述と同じ高さに長

押襟輪欠がある．そして釘跡も残る．そこで内法長押

は外陣と同高でろ／八まで廻っていたことになる．

比七北面の内法長押は柱面で止まっており，そこに

は襟輪欠が見られる．そこで長押は更に奥にまで延び

ていたと考えられる．ろ／八にはこの長押に対応する襟

輪欠はない．したがって長押はは／八まで延びていたと

推測される．

以上述べたように仏壇の中に長押が取り付いていた

ことになり，一般的でない． したがって現仏壇は後補

と考えられる．

それでは背面には何も無かったのか．ろ／八には長押

襟輪欠と同じ高さに埋木が残る．これが何の仕口痕か

判然としない．但し仕口の底は仕事がきたなく，当初

のものかどうか疑問に残る．仮に当初とした場合，床

の間が想定されるが，床の間の中に長押が取り付くこ

とも一般的でない．そこでこの調査では北余間には何

もなく 8畳の部屋であったと考えた．

(5) 内陣・余間背後

内陣には奥行半間の三つ並び仏壇が取り付き，は， J¥

～へ，八は壁で閉じられていた．内陣から背後に行く出

入口はない．南余間は奥に仏壇があって背後に行けな

ぃ．北余間の背面通りに出入口があったかどうか判然

としない．

さて，九・十通りの柱は本堂の他の柱より面が小さ

く， また材質も異なり，そして整った柱を使って，当

初の柱と思えない．そこで当初は八通りまでであった

と考えられる．

九通りの柱には風化が無く，にI+• ほ／十の西面（背

面側）は風化が見られ，鴨居も風化し，かつて外部に

面していたと考えられる．その他の柱は新建材に隠れ

て様子力河窟認出来ない．

以上のことから九・十通りは当初はなく，後に後門

形式とした際の増築部分である．そして十通りまでの

時期が一時あったと考えられる．その後十ー通りが増

築されて，現在見られるような背面になったと思われ

る．

(6) 入側縁

現在は南から畳を敷き詰め，北端の一部に板敷が見

られる．前述したように本堂は6.3尺の畳と6寸角の柱

の組み合わせで寸法が決定されており，外陣桁行の内

法寸法は畳 7枚と無目敷居 (6寸幅） 2本の幅を有す

る (45.3尺）．入側縁には無目敷居がなく， この板敷

部分は無目敷居 2本分に相当する．

外陣・入側縁境の無目敷居は，外陣側では柱の面を
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拾い，入側縁側では面内に納め，柱面と一致しない．

そこに畳を敷いた場合，畳端と無目敷居との間に隙間

が生じて納まりが悪い． このことから入側縁は当初畳

敷でなく，板敷であ ったと考えられる．

(7) 側廻柱間装置

正面柱間の現在の敷居鴨居が当初のものかどうか分

からないが，引違いの建具以外の建具の痕跡は見られ

ず，当初は引違いの戸であったと考えられる3) • そし

て正面両端間には無目敷居 ・鴨居が取り付き，建具は

無く，開放であ ったと思われる．現在その位置にアル

ミサッシの雨戸の戸袋が付き，当初もそこは雨戸であ

ったと考えられる． したがって正面は障子の引違戸と

図ー 8 向拝旧繋梁仕口図又は，ー （単位尺）
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写真ー 26 重要文化財西徳寺本堂

（滋賀県伊香郡木之本町）内外陣境

外側に板戸の雨戸であ ったと思われる．

左（南）側面の外陣部分は床から 2.1尺の位置に窓

の敷居が残る．右（北）側面の外陣部分は 3柱間とも

障子の引違い戸であった．

当初の背面は八通りであるが，その外壁に関しては

はっきりとは分からない．内陣仏壇の背後壁は，九・

十通りの小屋裏から確認される．それは貫の内側に竪

板を張った形式とする．八通りの柱には2.4尺毎に貫を

入れ，計4本入る（図ー 5参照）．柱面には壁の間渡し

穴は無く，柱は汚れていない．このことから土壁では

なく竪板張であ ったと考えられる．

は八～へI八には内陣床から8.4尺と3.8尺の位置に

柱欠きや埋木がある．柱欠きは仕事がきれいで当初の

ものと思われる．背面は土壁でなく，貫に接して竪板

が残っているため，当初は竪板張であった．そして，

柱欠きを積極的に使用するならば，柱面の位置に設け

た板壁を納める部材の仕口ではなかったかと思われる．

つまり背面は二重の板壁としていたのではなかろう

か．南余間では，内部白漆喰壁・外部竪板張としてお

り，その内部を竪板張としたような形式ではなかった

かと思われる．

(8) 向 拝（図ー 8)

現在の向拝は虹梁の渦や若葉，募股などの細部様式

から18世紀後半のものと推測される．又は1ー・又ほI

ーには海老虹梁の下に繋材の仕口が残る． この仕口が

当初のものかどうか分からず，当初から向拝が設けら

れていたかどうかも不明である．但し現向拝よりも一

代古い向拝があったことは確実であり，その仕口位謹

から海老虹梁と異なる繋材であったと推定される．

5. 建築的特徴

前節で復原した箇所をまとめる（図ー 9).

本堂は桁行 7間，梁間 6間，寄棟造，茅葺となる．

正面 1間通りを板敷の入側縁とし， その奥に奥行 3間

の外陣をとる．外陣は中柱を建て無目敷居で，中央間

3間と両脇間 2間に区切られる．内外陣境は中央間障

子引分戸，両脇間障子引違戸となり，余間・外陣境は

襖 4枚引違である．内陣と南余間は外陣より 1長押分

床が高く，北余間は外陣と床高が等しい． したがって

北余間の襖は南余間より大きくなる．内法長押上の欄

間はおそらく筑欄間となるであろう（写真—26).

内陣は奥行 1.5間で，背面に奥行半間の三つ並び仏

壇を設ける．南余間も奥行1.5間で畳 6枚を敷き，奥

に奥行半間の 2間通しの仏壇を構える．北余間は仏壇

のない奥行 2間の 8畳となり，まだ仏間化していない

居室的な部屋となる．

復原した明正寺本堂の建立当初の形態を，現在多く

見られる浄土真宗本堂と比較すると，内陣と北余間，

そして外陣の構成が特に注目される．

ところで，浄土真宗寺院本堂に関して従来櫻井敏雄

博士などの詳細な研究がある 4). それらによると，内

陣に関しては一般に， 三つ並び仏壇或は 3間通しの仏

壇から後門を有する形式に変化していくが，本山や別

院クラスの寺格の高い寺では当初から後門形式とする

ものもあ った．一般末寺では江戸時代前期には本堂の

建築や荘厳に対して本山により厳しく規制を受けてい

たが，中期以降は出仏壇，後門や金欄表具（内外陣境

両折金障子・彫刻欄間），丸柱，宮殿，厨子など一定

の礼銀を納めることで本山から許可されている． した

がって一般末寺では，内陣は三つ並び仏壇とし，後門

形式は江戸時代もかなり後にならなければ見られない

と指摘されている．

現存する浄土真宗本堂の中で最も古い遺構は岐阜県

高山市にある照蓮寺本堂である． この本堂は永正元年

(1504)頃の建築と考えられている．本堂は保存修理

工事の際に内陣や右余間（外陣から見て）などの変化

が把握されている 5) • すなわち，内陣においては 3間

通しの仏壇から三つ並び仏壇，そして後門形式と変化

し，また右余間には仏壇を設け床を外陣より高くする．

内外陣境は 3柱間とも襖引違いとし，欄間は歳欄間

である． また外陣を 3分する中柱間にも嵌欄間を入れ
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る．内外陣境から 2間前の柱位置に桁行方向に無目敷

居を入れて矢来内とする．

明正寺本堂は，照蓮寺本堂と同様な変遷をたどって

おり，その建立当初には内陣に後門がなく背面を仏壇

としていることや北余間に仏壇が無く，外陣と床高が

同じなど浄土真宗本堂の古い形態を有していると指摘

しうる． しかし相違点もあり，この点に明正寺本堂の

特質を見ることが出来る．それは内外陣境の建具と矢

来内の構成である．

内外陣境の建具は照蓮寺本堂では 3柱間とも引違の

襖であったが，明正寺本堂では障子で中央間を引分戸

とする． この場合障子をすべて端に寄せると柱間が2

間分開放でき，中央間引違の場合よりも多く開放でき

る．すなわち内陣が良く見えるようにと中央間を引分

戸にしたと考えられる．

矢来内は一般に，平面では無目敷居で区画し，更に

飛貫や虹梁で他の外陣とは区別する．照蓮寺本堂では

平面の無目敷居はあるが，外陣立面では区別されない．

一方明正寺本堂では平面の無目敷居もなく，外陣立面

では飛貫が同高に内外陣境まで延びて，区別されない．

このように外陣の構成にも古い形が見られる．但し，

明正寺本堂は外陣が奥行 3間と浅く，矢来内を示す無

目敷居を取り付ければ外陣が狭くなり，そのため矢来

内を明確にしなかったとも考えられる．そしてそのか

わりに柱に添木してそれを円形に彫り，結界としての

棒を渡していたと思われる（写真ー27).但しこれが当

初からのものかどうか不明である．

明正寺本堂は平面形式では南北の余間が異なってい

て左右対称ではない． しかし規模的には左右対称とな

っており，整理された形態を示している．

以上述べたように明正寺本堂は浄土真宗寺院本堂の

古形態を有しながら整理された形態をとっていると指

摘しうる．

6. まとめ

明正寺本堂は建立当初，内陣仏壇・内外陣境建具・

北余間と外陣の構成に浄土真宗本堂の古い形態を見る

ことが出来る．そして堂内の柱は面取りが比較的大き

く，のた付いた柱を用いるなど，当堂の古さが感じら

れる．但し，この本堂の建立年代については，記録的

資料がなく，また細部意匠からも不明である．

現向拝は虹梁絵様・木鼻など細部意匠から18世紀後

半の改造と推測され，また内陣の実肘木の絵様が向拝

のそれと類似しており，三つ並び仏壇を後門形式に改

造したのもこの頃と考えられる．そこで，本堂がそれ

以前の建立であることには間違いない．現時点ではこ

れ以上のことは分からない6) • 

本堂の建立年代がはっきりしないのば惜しまれるが，

浄土真宗寺院本堂の古形態が確認される点で貴重な遺

構であり，また九州における浄土真宗寺院本堂に関す

る研究が殆ど行われていない状況において，今後研究

を進める上で明正寺本堂は重要な位蹟を占めるものと

思われる．

最後に本稿をまとめるに当たり，滋賀県教育委員会

文化財保護課村田信夫氏と橋本工務店橋本市郎氏には

貴重な助言を賜った．実測調査において明正寺住職三

池昌世氏にはお世話になり，また有富和歌子・大野弘

子・山田恵美子の 3氏には実測調査の協力を得た． こ

こに記して惑謝の意を表する次第である．

注

1) 『大牟田市史』 （昭和19年刊行） 昭和49年復刻

名著出版創立年に関して寺の控には天正 5年3

月13日とある．

2)寺にある指定文化財としては，本堂の前に大牟田

市指定有形文化財（考古資料）の明正寺六地蔵幡

があり，永正年間頃のものと推定されている．

3) 『福岡県の近世社寺建築』 （福岡県教育委員会

昭和59年）には正面柱間装置に関して「もとは蔀

の部分が多かったらしい．」と説明しているが，

蔀の痕跡は確認できなかった．

4)櫻井敏雄「浄土真宗寺院本堂の成立過程」 『仏教

芸術』 102・104号所収昭和50年毎日新聞社

『京都府の近世社寺建築』 京都府教育委員会

昭和58年

5) 『重要文化財照蓮寺本堂移築修理工事報告書』

重要文化財照蓮寺本堂移築修理委員会 昭和35年

6) 『福岡県の近世社寺建築』では明正寺本堂の建築

年代を17世紀初と推定している．これにしたがう

ならば当堂は九州における浄土真宗本堂の中で 2

番目に古い遺構となり，極めて貴重な建物といえ

る．
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大牟田市における高齢者の住宅•生活環境に関する研究(2)

高齢者の意識について

北 岡敏郎
〈平成 4年9月30日受理〉

A Study on the Housing and the Living Environment for the Elderly 
at Omuta City.(Part2) 

The object of this study is to improve the housing and the living environment for the elderly_ 

In this paper I report on the consciousness of the elderlies. 

Toshiro KITAOKA 

1. は じ め に

前回 ， 高齢者の身体的状況・住宅•生活環境につい

て報告した*l• 一般に，研究はある課題に沿って分析

していくが，高齢者問題は諸要素が複雑に絡み合った

部分が多く，このような場合，細かく分析する中で思

わぬ落とし穴に陥ることが応々にしてあり，時には視

野を広げた分析も必要である． また，加齢と共に他者

への依存度が強まる対象に対して，従来の計画論の延

長線上で果して対処し得るのかという疑問もある．そ

こで，今回は前回のア ンケート調査票に記入された意

見・要望の中から，高齢者が今何を考えているのかと

いう，いわば高齢者観とでも呼ぶべきものを抽出し，

その対応の方向性を模索する．高齢者自身も，この新

たな複雑な境遇の中で，とまどいながら，なかばあき

らめ， しかし一方では，生きる様態を模索しており，

アンケートの最後に，自分の言葉で種々の意見・要望

等を表現している．だからこそ，それを抽出した定性

的分析が一定可能であると考える．

要望は多岐にわたり，総花的ではあるが，おおよそ

経済生活，就労，地域・家族生活（交流• 生きがい），

福祉，医療，住宅，地域環境の項目にわけて分析する．

なお，要望は長文のものが多かったため，その意図を

変えないように要約し，できるだけ多く掲載した（以

下，意見・要望は文頭に• 印をつけ，ゴシック体で表

現）が，複数項目にまたがるものは分割し，同種の類

似要望は 1つにまとめた．調査は1989年11月時点のも

のであり *2, その後行政施策が行われ，状況がかわっ

ているもの等見受けられるが，そのまま掲載した．ア

ンケートの調査回収票は1044票であり，そ のうち意見

・要望が寄せられたものは243票である ．

2. 経済生活

まず，高齢者の生活の特徴は大半が無職となり，年

金•生活保護・子供からの仕送り等により生計を立て

ることになる．その年金生活についての意見をみると

・身体障害者の 4級で，労災年金では生活費が不安

(40男）*3 

•生活保護をもらうようになって助かっている

(50女）

・老後の経済的不安 (50女）

•団塊の世代としては，年金等にかなリの経費を徴

収され，老年化した時は我々に年金を支払う世代

が少ない（不詳）

・勤労者のための市か国による積立年金制度を

(55女）

・65オ年金支給はひどすぎる， 60オ支給を (60.-.-.,65

オまで仕事がない） (65男）

•国民年金・老齢年金受給途中で死亡した時，厚生

年金同様夫婦の残リに半額支給を (65男）

• 国民年金だけでは無理，安心して老後の生活がで

きるよう生活保護を (70男）

高齢前のまだ若い世代では漢然とした経済的不安・年

金制度そのものの存続の不安であるが，高齢者では具

体的な年金制度の不備・支障等に関わる要求がみられ

る．それに対しては

・年金の引き上げ (40女， 50女， 55男）

が要望されている．これらの不安は生活費としての不

安であり，その生活費を圧迫するものには

・物価上屏が不安 (60女）

・持ち家だが土地は借地のため地代の上昇が心配

(60女）

といった物価・地代などの上昇があげられる．これら
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は，年金生活というある枠内での生活に対し，それを

圧迫する要素である．同様の要泰として税金等への関

心がいやが応にも高くなる．

・税金を安くして，年金で生活できるように (60女，

60男）

・年金生活者には 3%の消費税は負担が大きい，廃

止して (60女， 65男， 65女）

・年々目減L）する年金所得を真剣に考えて，年金の

上昇率より税金等公的支出額の上昇が高く，税金

等公的支出を生活の維持できる範囲内に (60男）

・年金暮しは一銭でも安いほうがよい，古い家でも

あリ家税のいくらかでも控除できないか (65男）

その中で

・収入がなくなっても不動産税，国保の支払いをす

るのは困る，税はすえおきにして，死後家・土地

を市が売却して納めるシステムを (55女）

といったシステムの提案もある．身寄りのない高齢者

が，生きている間の生活の安定のために私有財産を担保

するというビンテー ジ方式*4の持ち家版ともいえるも

のである． さらに少しでも豊かな生活を考えると

・文化的楽しい生活をするには年金のみでは不足が

ち （不詳）

という状況のようである．

3. 就 労

高齢者にと っての仕事とは何か，仕事（労働）にど

のような意味があるのであろうかむろん生活費を得

るためという意味は大きい．当然ながら， 60オ代まで

の男性にこの要求は多いが，特に，定年年齢と年金受

給年齢との隔たりは，その間の生活保障要求の比重が

高まらざるを得ない．

・雇用の確保を (40男）

•若い障害者 （たとえば透析を受けている ） には仕

事を見つけるのが大変 (40男）

・厚生年金支給を65オに延期する話があるが， 60オ

からにして老人でも働ける職場の確保を (40男）

・大牟田で営業が続けられるかどうか，碓立された

経済政策なくして充分な高齢化対策など砂上の楼

閣安心して自営できる大牟田にすること，それ

から福祉 (45男）

•高齢者に働ける職場をつくること， 53オで停職，

60オ （年金支給の）までどうやって食べてゆくの

か，その年令になっても年金額は少なくなってい

る現在，年金だけで生活できるとは思えない， 1可

が何でも働く場所が欲しい，働く意欲があるのに

働けないのはつらいこと (50女）

・仕事の紹介など就労対策 (65男）

・年令・体力に応じた仕事を，年金の所得に応じた

減額では就職を考えさせられる (65男）

しかし， 一方では

・経験なる知識を生かした再就職のあっせん，生き

がいを助けるボランティアヘの誘い (65男）

・企業の人事募集には年令制限があり，仕事ができ

ない，人手不足のおり仕事のできる高齢者の能力

を死滅させないで (65男）

という，高齢者の能力は社会的資源としての有用性が

あり，その価値の社会的位置づけ（役割を見いだすこ

と）が必要なことを訴えている．また，それは高齢者

にとっても単に生活費をねん出し，働く意欲を満足さ

せるだけにとどまるものではな く

・年金生活の足しをかね，老人痴呆の予防，健康維

持をはかるため働ける職場を (60男）

・健康とボケ防止のため，仕事のできる人には仕事

を与える (75男）

ゃ

・体が元気で動ける間は何か貢任をもたされたほう

が張りがある，仕事の紹介対策を (40女）

•賃金が安く ても仕事をしたい，高齢者をあまリ年

よリ扱いにしてもらいたくない (50男）

•高齢者が出来るような仕事場を ( 60男 ）

•高齢者にできる仕事を与えることによって希望が

もてる (65男）

にみられるように， 日常的に健康的生活を少しでも長

く維持するための手段でもあり， さらに生活を続けて. . . . 
いくための生きがい，生活にはりあいを持っための要

素でもある．

4 . 地域・家族生活

就労の問題は単に高齢者自身のみの問題ではなく，

若者に対する就労要望として捉えられている．それは

端的に言えば若者のいる町への要望である．

•若い人の就職のため大きな企業の誘致を ( 40男，

40女）

・子供が少なく，就業先も思うにまかせない大牟巴

ではこれから先老人夫婦，独居老人が多くなる

(40女）

・若者を地域にとどめる方法を (45女）

・若者の集まる大牟田に (45女）

•若い人の職場が先決 ( 60女 ）

•若者たちに魅力ある街づくリ，建物づくリを

(65男）

・脱石炭対策による若い人の大牟田離れ対策 (65女）

これらは若い世代と地域全体で共存して，活気のある

町に住みたいという要望のあらわれでもある が， さら
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に，先の就労問題と合わせ，子供との同居のあり方に

も影響してくる．

・子供が地元で仕事をもち，同居できるように

(40男）

• 同居できるよう，大牟田で働けるようにし，子ど

もはもっと親をみるべきで，親も子どもの住む土

地に住むこと (40男）

・子供の働く場所を (45女）

• ある程度よい状態であれば，自宅で家族と共に暮

らしたい，しかし子供が地元就職難しいので別居

する覚悟をしている (50男）

・親子は同居，近居が理想，子供の一人は地元に勤

務できる企業誘致を (50男）

・娘，息子と離れて生活，子は就職の場があればと

いう，まったく出きぬ相談で老夫婦でここで一生

を終るよう (55女）

•若者が増える学校 （大学等 ） の施設が増え，地元

に家族の一人でも就職できたら （不詳）

・子供と近くで暮らすことができたらと思うが，転

勤があリ，現状では無理 (60女）

・大牟田再開発による企業誘致で子の就職 (65男）

・将来子ども達と生活していかれれば (70男）

つまり，単に家族観としての同居のあり方や住宅事情

による同居不可能論等の前に，地方都市では若い世代

の就労問題が同居形態を大きく左右することにもな っ

ている．その視点にたって一人暮らし，高齢者夫婦世

帯の増加現象に対処する必要があろう．

さて，その同居については，調査票の世帯配布によ

る記入のしにくさもあり，意見は少ない．

・家族が協力して，家族の事は貢任を持ってやる

(45女）

・15分ばかリのところに祖母がおリ，毎日行き，月

に5日程寝泊リする (55女）

・子供も親をみる気はあっても今の社会では不可能

な事 (60女）

・老人ばかリでなく老若男女まざリ合って暮らすこ

と （不詳）

•若い嫁さんと年老いて行く人の思いやリが一番

心のふれあい，思いやリが心のよリどころ，施設

ができても，人間どうしの温かい心が一番(75女）

一方で，先の同居を可能とする就労条件と共に同居扶

養の困難さもあり

・親と同居している子供で，普通のサラリーマンの

収入であれば税金の免除等の優遇措置があれば同

居も増える (65男）

という，同居奨励の助成措謹の提案もある．又，仮に

同居できても，高齢者が長期のねたきり等になると家

族の介護負担の問題も大きい．

・（高齢者をかかえていると ）主に嫁の立場の者の

大きな負担になっている (50女）

・看護人が看病疲れ，現在入院生活を送っている

(75女）

このよ うな状況で高齢者はどの様に考えているのか

•本人及び家族の希望があれば安楽死の制度をとっ

てもいいのでは，何の希望もはリもないのにただ

生きているということは社会悪になる (45男）

•寝たきりになって長生きしないことが望ましい，

本音です，高齢化は個人，家族，社会のそれぞれ

の立場で実行せねばならず，ひとつのところで全

てはまかなえない，三者が協力しても充分なこと

はできない (55男）

・家庭生活が維持できなくなった時どうなるのか

(55女）

・薬づけ，寝たきりで寿命がのびても，幸せとはい

えない (60女）

•今から考えても先の事はわからない，考えてもど

うにもならないことが多く，その時点で決めるこ

とにしている (65女）

•長生きしたばかリに家族もおらず，高血圧症から

半身不随となリ病院生活，貯えもなく (80女）

現状のどうしようもなさ，はたまた将来の不安から，

生きることへの自暴自棄的な発想も無理からぬことで

はある． しかし，その一方で将来的展望に望みをつな

いでいる．

・先進諸外国のようなゆったリした生活ができる福

祉社会を (40男）

・老人福祉を充実し，一人暮らしの孤独感がない，

長く生きてよかったと思える社会を (70男）

そのためには，高齢者を大切にする教育をも っと重視

すべきだという意見もあるが

・老人を尊敬し，大切にする社会をつくる教育の充

実 (60男）

・高齢化社会に対処するには経済問題のみでなく，

教育 ・環境・食物等の周頸が総合的に重要，特に

知育，体育に偏重して徳育をおろそかにしている

(60男）

・老後の世話は子・孫がするということを小学校教

育等にとりいれる (80女）

そうとばかりは言えないのは先にもみたとおりである．

いづれにしても，具体的施策以前に

•真の老人対策は物質的な面ばかリではだめで，精

神的安寧感がないと一面的対策になリがち (50男）

・物資の豊かさと心の貧しさがアンバランスで不安

(60女）
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•心身ともに健康で生きてこそ本当に生きていると

いえる (60女）

•皆様がいろいろ心配してくださると思うと安心し

て暮らせる，できるだけ迷惑かけないようにしま

す (60女）

とかく，物的，ハード的対応が求められやすい（そ

れさえ現状では多くの自治体で低水準にとどまってい

る）が，若い世代の， あるいは家族・地域の何らかの

高齢者へのソフト的対応が，まず生きることへの支え

になるという意見である．そして高齢者自身の問題と

して

•かならず通る道なのでそれなリの用意はしている，

物質面より精神面，夫婦仲良く健康に，自分の生

きがいと楽しみをもち続けられたら幸せ，いまか

ら捜している (40男）

・何もかも公共のものをあてにして世話をしてもら

う事には限度がある，できる限リ自助努力をすべ

き (50男）

・老人はあくまで自立することを前提に考えるべき

(55男）

•若い時から計画性を持ち，社会の重荷にならない

よう皆が協力 (55女）

•今後，若い時から生活設計を自ら考えていく べき

(60男）

・できるだけ自分のことは自分で生きていきたい

(60女）

・健康と若者に迷惑かけぬように老化予防にはげみ

たい (60女）

・過保護にならぬよう，自分の能力でできることは

自分で措置し，社会一般通念上の常識で判断して

限界である者を措置 (70男）

•あまリ人に頼らず，自分は自分で生きていく 事，

老人だといってあまやかしている方がおかしい

(75女）

・幸福であることは健康であること，一人一人が日

常生活に気をつけ，自分でできることは自分でや

ってゆくこと (75女）

というように，まずは自立を高齢者自ら考えるべきと

している．その上で，高齢者同士あるいは若い世代と

の交流（付ぎ合い）が重要となってこよう．

•思いやリ，暖かい気持ちで接すること ( 50男 ）

・隣近所に目を注ぐ，助け合いの自治会.E8J内会の

成長を (55女）

• これからは遠くに住む子供達よりも，同年代の仲

間との交流が大切な時代になる (55女）

・仕事はしているが，同年翡の友達をつくリ，話しノ

合いながら過ごしてゆきたい (55女）

・誰もが声をかけられるような環境づくリ (55女）

・老後安心して生活できる社会システムを (60男）

•主人は歩行が困難なので外出が少なく，人づきあ

いが少ない，運動不足で心配している (60男）

・自治会活動ー若い世帯とギャップがあリ，どれだ

けついてゆけるか心配 (65女）

・近隣か町内で高齢者は助け合える制度づくリ

(65女）

・老人は淋しい，できるだけ声をかけてもらいたい，

それが生きるささえになる (80女）

これらの交流は日常的な挨拶や付き合い程度のものか

ら，生きがいを持った活動への要望へとつながってく

る．

・老人の生きがいを検討して欲しい (45女）

•高齢者の生きがい対策として文化サークルやスポ

ーツクラブを (50女）

・老後のために生きがいとか楽しみを少しでも多く

と思い，趣味のサークル等へ参加している，ほと

んどが市中心地のサークルに参加しているが，校

区内でのサークル活動が少ない (50女）

•一人暮らしになったら淋し くなる，教養 ・ 文化サ

ークル等多ぜいの人が参加できる行事を安く開催

する，町の中心部に憩いの場を，公民館活動に人

昌が制限されていることは問題，行事に参加しな

い人をどうするか，老人を話の中心に引出す （年

寄しか知らない昔の出来事，話をききだす）

(55女）

・年老いて一人きリになるのはつらくて淋しい，話

し相手がいれば助かる，地域毎に集う場所を，趣

味・ 健康・スポーツ…を適して語りあえる集まリ，

その核になる人材（ボランティア）があれば

(60男）

・体はまだ動けるが，働こうにもその場がなく， 学

ぽうにも講義を受ける大学もない，労働と知的楽

しみをもちえない (60男）

•高齢者の生きがい対策 ( 60女 ）

・老人会について詳しく知リたい，会員の資格は誰

が決めるのか (60女）

現在盛んに各地で，趣味・サー クル ・スポーツ等を

通して生きがいづくりが求められている．それらの多

くは，自治体主導・ 一部の民間ボラ ンティア主導が多

いが，受動的ではなく，高齢者が主体的に活動できる

必要があり，その場を提供し，そのきっかけをしかけ

ることも必要となってこよう． それは高齢者の中に，

自分達の満足するレベルだけではな く

・遊休地を老人に貸し，花や野菜を植えることによ

リ町はきれいになリ，生きがいも出る (40男）
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・許される持ち時間を社会参加とボランティアに生

きたい (60女）

・目下健康，老人も町の美化のため協力できないも

のか (70男）

というように生きがいを社会への貢献にも見いだし，

個人レベルから地域・社会レベルヘと対象が広がる要

素を持っているからである．つまり，高齢者は世をは

かなむ一方で，自立し，交流し，生きがいを見いだし，

ひいては社会に貢献したいという要求も合わせ持って

おり，それが社会システムの上で組織化されていない

ところに問題が存在していると思われる．

5. 老人福祉

諸外国に比較して一般に老人福祉は遅れているとい

うわが国の状況の中，社会福祉の充実への要望は多い．

・老人福祉の充実を (40女， 50女，55男，60女，不詳）

•高齢者の身障者対策はどのようになっているのか

不安 (55女）

•一人暮らしの病弱者の福祉を ( 65女 ）

その中には，安易に福祉に頼ろうとする姿勢を批判し

たものもあるが，まず自立を考えた上での福祉をとい

う主張とみてよかろう．

•福祉の行き過ぎも考えもので，家族の親子の関係

をズタズタにする危険性もある，親子代々安心し

て生活でき自営でき，働ける都市であればよい

(45男）

ここではさらに具体的な福祉の項目に分類して意見

を検討する．

0交通機関

高齢者の住宅外への活動を支える手段として，公共

交通機関の整備・充実等への要望が多い．又，その需

要があるからこそ，それへの援助要求が特に高齢者で

高まっているといえよう．

・公共性の高いバスの無料乗車を (40男）

・公共の交通機関の充実 (60男）

・70オ以上のバスの無料化を (65男）

•高齢者バス利用の割引 ( 65女 ）

・車がないのでバスの整備を (75男）

• 70オ以上にはバスの割引制度，タクシー代の割引

制度も (75男）

・70オ以上の高齢者はほとんど足の不自由を訴えて

いる，病院の適院，文化施設等への参加は不便，

交通機関の配慮を （路線・回数） (75女）

それは交通手段としての自動車を保有していないとい

うことだけではなく，

・老人の自転車の乗リ方，ルールを教えないと危険，

70.......,75オ以上は車の運転，自転車もやめさせるべ

き (40女）

というように，高齢者自身が次第に自力での自転車・

自動車利用に対応しにく くなるからであり，逆にその

ことからも，今後ますます公共交通機関への依存性が

高ま っていく ものと考えられる．

OPR・情報サービス

・ショートステイ，デイサービス，ホームヘルパー

を平易な邦語に修正し，これらの制度を広く市民

に浸透させ，高齢者世帯にはガイドプック配布を

(40男）

・市よりの情報として福祉の在リ方，大切さ等市民

にわかリやすく広報してもらいたい (60女）

•高齢者向けの月 1 回の高齢者だよリの新聞の刊行

(65女）

これらにば情報サービスの大切さ，それも高齢者向

けと一般市民向けとに分けて考えることが心要であり，

又，高齢者同士のコミュニケーションのためのメディ

アの提案も傾聴に値しよう．

以下，個々のサービスについての要望を列挙するが，

中にはすでに施策化しているあるいはす ぐにでも施策

化可能なものもある．

0相談サービス

•各地域に健康相談等，日常的に気軽に相談できる

市役所と保健所と直結するような窓口を (50女）

•生活保護の相談サービスを ( 70男 ）

0給食サービス

・給食サービスを (40女， 45女，60男）

・70オ以上は希望者に有料でよいから給食配達サー

ビスを (50女）

•一人暮らし，高齢者世帯，自宅療養中の病人への

給食システムを (50女）

0入浴サービス

・寝たきリ老人の入浴サービス車の充実 (60男）

0非常時の通報システム

•一人暮らし老人に緊急峙のブザーをそなえ，町内

に闇こえるようにする (65女）

・非常時の場合の連絡ベルを親密な近所へとリつけ

る (70男）

0手当・無料化

・老人福祉関係の手当の充実 (40女）

・公的施設の無料化 (50女）

•一人暮らしの低所得者には国民健康保険料を無料

に (50女）

•高齢家族を世話している者への手当 ( 50女）

• 70オ以上は暖冷房電気料の無料化 (60男）

・大牟田健康センター入浴料金を65オ以上1日500円

に (65男）
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0その他のサービス

・ショートステイは要望があれば特養等が窓口にな

リ， 2 ,..._, 3日後にはリフト付きの送迎バスで預け

入れ可能となるように (40男）

・支所の廃止は年金の現況届けを出すのにたいへん

(40女）

•一人暮らしの葬式を ( 55女 ）

• いざ火災の時気が動転しておリ，そんな時にも簡

単に使用できる消火器 (65男）

• 自動車運転免許の更新は高齢者に限リ，市町村の

警察署で (70女）

・一年間病気をしなかった人に健康賞を (75男）

・介護用具の無料貸与 (80女）

0ホームヘルパー・訪問介護サービス

福祉活動への関心が高いものに訪問介護要求がある．

それらは主に一人暮らし老人に対しての訪問であり，

その具体的内容は，話相手，相談，見回り，家事介護，

看護（動作介護か）等である．特に，具体的介護とと

もに話相手といったソフト的要望も多いようである．

•在宅看護の充実 （軽費か無償） (40女）

・老人一人暮らしの人に市が親切に家庭訪問しても

らいたい (40女）

・独居老人は何を楽しみに生きてゆくのか，毎日短

時間でも訪周に行って欲しい (45男）

・身体不自由な人にはサポートが必要，税は多少増

えても仕方ないが，直接税の消費税は生活費を苦

しくする (50男）

• 自分が身体の自由きかなくなった時老人ホーム

ではなく自分が住んでいる地域で暮らせるような

ホームヘルパー制度を （不詳）

•一人暮らし老人等の話相手が少ない，民生委員の

活動 (50男）

・ホームヘルパーの増員と老人家庭への保健婦等の

訪周 (50男）

•一人暮らしの通報システムと訪問看護の充実

(50女）

•一人住い （一戸建て ） 老人をときどき見回るよう

に (50女）

・介護ポランティアの充実 (60男）

・ホームヘルパーの充実（最低週 2・3回）(60男）

・ホームヘルパー等の充実 （在宅看護福祉）と公費

拡充 (60男）

• 70オ以上に各家庭訪問 （ホームヘルパー）(65女）

・時たまくたびれたリ，貝合がちょっと悪い時相

談したリ，部屋掃除や食事の用意をしてくれる人

(75女）

6 . 医 療

医療に関しては

・医療の充実 (45男）

・年金生活で入院できる病院を，不足分は福祉の方

で (50女）

•長期入院の老人のタライ回しのないよう ( 50女 ）

・医療費が心配 (60男）

•市立に通院しているが設備の改善を (60女）

•安心していれる信頼性のある病院を (65女 ）

・どこの病院にもいつでも往診のできる医師がほし

い (65男）

・60---...,69オまでの医療の充実 (75男）

といった一般的な施設・設備の充実から経費や安心感

の問題が存在し，高齢者の医療ではアクセスや運営等

で身近な病院が求められている．一方で，一般患者側

からみれば

•井戸端会議的に病院に適わない ( 45女 ）

という批判もある．無論これはすでに社会的問題にな

ったことである． この一般患者とのあつれきについて

言えば，高齢者は身体的に医療利用が増えざるを得ず，

利用時の交流も止むからぬことではあるが，むしろ日

頃の高齢者同士の交流の場（機会）が少ないことも，本

来的な医療の目的外の交流を助長している側面もあろう．

さらにその点も含め， より専門的な老人病院，特に痴

呆性の老人病院が求められている．

・老人病院の充実 (55男， 60男）

・痴呆がひどくなった時のことを考えると痴呆専門

の病院を (45女）

・老人性痴呆症になった場合の公共施設 (65男）

・痴呆性老人の入院病院を (70女）

また，寝たきり老人に対する施設要求には深刻なもの

があるが，その際介護，看護のあり方も問題とな って

くる．

•寝たきリになった場合を考えると病院のベッド数

を増やして (45女）

•家庭で介護困難な痴呆老人，寝たきリ老人受容施

設 (45女）

・完全看護の病院を （年金でできるよう ） (55女）

・夫婦が二人とも突然倒れて動けなくなった場合，

早急に看病してもらえる施設 (60男）

・寝たきリとなった場合，患子夫婦が共働きで介護

できないので入院施設，高齢者養護施設を(60男）

・親と同居し，寝たきリ，重度の痴呆性になると看

護に限界がある，高齢化社会になると病院も老人

が増え，治療よリ呑護の方が比重がかかり看護婦

も大変，そこで昼は家族の付添看護ができ，夜は
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看病から開放されるような施設 (70男）

7 . 老人ホーム

前回の報告では，高齢者ほど同居志向が多 く，逆に

同居している若い世代で老人ホーム志向が増えたが*5' 

世代を越えて老人ホームの要望が多い．

・老人ホームの施設を増やして (50男， 60男， 60男，

60女， 65女， 70男， 75男）

その老人ホーム利用の契機とし ては

・老後の身の回りの世話，介護の不安をなくすため

老人ホームの増設を (55男）

・日常生活が一人でできなくなった場合，老人施設

にすぐはいれるように，また安価に (65女）

・身体は健康でも心身の異常 （例えば少しの知恵遅

れ）で入所もかなわぬ人のための施設 (70男の嫁）

•一人住まいの高齢者で，失災 ・死亡· その他の危

険がある人を収容できる公的老人ホームを （不詳）

・老夫婦で一人暮らしになった時すぐに入居できる

老人ホームを (70女）

があげられ，一人暮らしや自立が不可能とな った場

合の施設として要求されているようである． これらの

要求が顕在化しに くい理由の一つに経費の問題が存在

し，高齢者にその改善要望が多いようである．

・年金生活で入れる低料金の老人ホームを (45女，

55男， 60女， 65男， 65女， 70男， 70男）

・夫婦で年金で入れるホーム (40男）

・年金生活者でも気楽に入れる有料老人ホームを数

多く（年金の額に応じて徴収してもらってかまわ

ない） (70女）

また，経費以外に老人ホームに求められる施設の性

格としては

・現在の老人ホームは貧しすぎるか，高級化すぎて

庶民的でない，一般人が老後安心して遠慮なく生

活できるホームを (40男）

•明る ＜楽しい公営の老人ホームを ( 45女 ）

・やすく明るい，誰でもがはいれる有料老人ホーム

で老人同志お付き合いをしながら暮らしたい

(55女）

・老人ホームと呼ぶとなんとなく暗いイメージが付

きまとう，ある程度デラックスなホテルの感じの

明るい環境の中で，娯楽室・レストラン (3食付

き）等がある市営のマンション (55女）

といった明る くて楽し くなることや

•安価で入居できる健康管理の充実した老人ホーム

(40女）

• 自分が持っている年金で入所できるような差別の

ない，病気になっても寝たきリになっても安心で

きる老人ホームを (60男）

・病院施設つきの公営有料老人ホーム (60女）

•本人の健康保持が前提条件で，再起困難な病気に

なれば退寮病院へ移行となる．病気の場合も統

合された施設で心産なく生涯を過ごせる完全老人

ホームをしかも年金で可能に (70男）

•一人暮らしで病気したら厚生年金程度ではいれる

有料老人ホームを (70女）

健康管理が充実し，病気にな っても安心して生涯を過

ごせるものが要望されている．特に，前者は40~50代

に集中し，後者は高齢者に多い．それらのためには

•一定の場所に集めて介護者の数・移動等を容易に

する (55男）

ということも必要であろう． また，先の「明る くて楽

しい」という施設としては

•若いスタッフに世話されながらも，余力のある老

人の力をいかす場 （食事の世話・レク等）で生き

がいとなる (40女）

・公共の老人ホーム，孤立した施設ではなく，病院

・図書館等を含め，乳幼児から青年・壮年まで交

流できる共逹の場，例えば大牟田では延命公園周

辺に子供の家・青年の家・体育館等と一緒の敷地

内に老人の家を作ってほしい (50女）

ということからすれば，建物の平面計画や空間計画は

むろんのこと，施設の運営そのものも重要となってくる

が，それらに加えて施設の配置計画，他施設との関連

性もさらに重要な問題のようである．

・ホームは社会と隔絶させず，町のなかにおきコミ

ュニケーションを保てるよう (55男）

・老人ホーム等辺ぴなところにもっていかなくて，

小学校のそば等子供達の中にまじわるように，子

供も老人のまわリの中でふれあえるように (45女）

・保育園・幼稚闊の横につくリ，若い人・子供との

ふれあいが頻繁にできる場所，たとえば町のど真

ん中 (45男）

・老人と身寄リのない子供と一緒に生活できる施設

(55男）

これらも前述同様40~50代の高齢者予備軍に多い意見

である．すなわち高齢者では老人ホームに健康管理・

安心を求めているのに対して，高齢者予備軍の世代は

「明るさ」 「楽しさ」を求め，それは他世代（特に，

子供）との交流・ふれあいの中にイメー ジされている．

つまり，今までの一般的施設は単体施設として完結さ

せ，同種の施設との分担という計画論であ ったが，高

齢者施設においては，対象が異なる施設との関連性にお

いて成立あるいは有効に機能するという計画論ーそれ

が施設の複合化を意味すると考えるのはいささか短絡
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的すぎるが一の必要性を示唆している．

8. 高齢者向け住宅

・老人用住宅 (70男）

高齢者向け住宅に対しては主に公営住宅についての

要望が多い．そこでは年金で支払い可能な低家賃が望

まれるのは老人ホームと同じである．

・高層の 3---...,4階にはいっている人，収入の少ない

中で高い家賃を払っている人への老人向け住宅

(45男）

・ （今ある特別養護老人ホームは）低年金者には高

嶺の花，老人村 （住宅）を (55女）

・年金生活者には家賃を安くして欲しい (60男）

•国民年金で入居できる住宅と設備 (65男 ）

• 1万円以内で老夫婦で薯らせる住宅を (65女）

具体的な要望としては一人暮らし等の高齢者のみ世

帯への住宅要望が多い．

・子供のいない人たち同志で助け合っていける老後

団地を (45女）

・健康で充分一人で暮らせる人のための安い家賃の

老人アパート (50女）

•一人暮らし老人の住宅対策 ( 55女 ）

•一人暮らし老人のための一部屋のアパートを，人

の好き嫌いが激しく，好きな食物を自分で作リた

いからホームはだめ (55女）

•一人暮らしの老人が充実した日常生活のできるよ

うに高齢者用の住宅計画を (60女）

•安全性一老人の一人暮らしに安心して住める老人

住宅を (60女）

・子供と住めない者，身寄リのない者，世話をする

者のいない人への公共の老人集合住宅を作リ，病

院もその一角に作リ，老齢年金等でまかなってい

けるシステムを (45男）

•一人暮らしの身体不自由者に対して住宅を （医療

施設と一体になった） (65女）

・足が悪いので，病院近くに平屋の市・県営住宅を

(70女）

そこにはお互い助け合っていけるための一定の高齢者

の集中と医療施設との関連性があげられている． しか

し，団地の全体計画に関しては，先の老人ホームと同

様に世代が入り交じ った計画が要求される．

・住としては独立していても，何らかの形で若い人

との交流を計る事ーボケ防止と生きがい (50女）

・住宅団地は若い人半分，年寄り半分の世帯数が理

想的 (60女）

その意味では，同居住宅も必要になるが，市営住宅の

狭さがその同居を不可能としている．

・市営では同居は狭すぎ (2K) C不詳）

・住居の充実があれば同居可能となリ，一部の老人

の保護・養護は一族で責任がもてる (50男）

・高齢者両け住宅は平屋がよい，炭坑住宅跡地を利

用して建設 (3世代同居） (65男）

そのため

・下階に住みたい．階段の昇リ下リが苦痛 (55女）

・市住 2Kで狭く，若い人の入居がなく，独居老人

• 生活保護者・核家族の入居者ばかリ， 3軒を 2

軒で使用して広くしてほしい (60女）

といった提案がみられ， 多世代との共存，高齢にな っ

て対応しづらくな ったときの対応等住宅規模を含めた

住みかえの システム，つまり間取りと運営システムに

おける柔軟性が求められている．

設備・付属施設等への要望は以下のとおりである．

• 3世代が同居でき，車椅子が使用でき，段差のな

いエレベータ一つきの公営住宅 (40男）

・高齢者住宅を一老人用広場やゲートボール場も

(50女）

•高齢者の住宅は身障者の住宅並に，予算を考慮す

るなら老人ホームを建設して諸設備の充実を

(50男）

・車椅子が使用できる住宅を (60女）

・高齢者住宅内に奉仕活動のできる人を入居させる

(60女）

・ガス漏れが一番心配で，ガス風呂でなく，電気温

水器を (60女）

・老人向けの日当リのよい家 (65女）

・身障者住宅の設借と家賃の充実，日当たリのよい

住宅を (75男）

持ち家等に対しては融資 ・助成要望が多い．

•安い賃貸住宅や個人で高齢者向きアパート ・ 住宅

を建築する場合国 ・県が住宅公庫のように融資

をうけやすいシステムを考える (45男）

・住宅公磨，厚生年金から借リ入れてマイホームを

手にいれたが，支払いや税金が高い (50男）

・老齢者住宅建設の補助 (80女）

・農業をしているが，自分の土地に家を建てるのに

手続きがわずらわしく，その費用も高い (60男）

・私の住んでいる回リはよい環境だが，調整区域と

かで子供の家も思うように建てられない (60女）

9. 地域環境

地域施設としては

・健康管理のためのジョギングコースを (55男）

・高齢者向けの健康維持のための運動公園 (60女）

・図書館建設や文化施設等が充実していくことは本
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当にうれしい (45女）

•青年の家みたいな高齢者の家を ( 45女）

・緑の多い公園や図書館等憩いの場を (55男）

・老人どうし知らない人が多い，老人の会合場所を

(60男）

•三川地区にも憩いの場として大きな温泉センター

を (60男）

・鉱山の空地開放による福祉施設拡充 (65女）

等健康増進のためのスポーツ施設や文化施設・交流施

設等が種々あげられている． それらは中央施設である

場合や次にみられるように各地区（校区単位）の地域

施設としても設定される必要があろう．

・校区毎に，月 1回校区民が集まリおしゃベリでき

るところ (50女）

•安い費用で使える公民館等の施設を ( 55男 ）

・気楽に出入リできるサークル等のための施設を

(55女）

•各地域に高齢者用の福祉施設 （入浴，リハビリ室，

談話室）等を (65男）

・老人福祉施設の充実，各地の児童遊園のような高

齢者の憩いの場を (65女）

・老人の運動場健康づくリ設偶，各校区にゲート

ボー）レ場 (75男）

又，ユニークな発想ではあるが，毎日出かける「老人

園」という性格の新たな施設像が提案され，既存の自

由参加型の施設と異なる恒常的参加型の施設像が考え

られる可能性もあろう．

・老人保育園を (40男）

・夫婦共働きで家には誰もおらず，淋しいらしい，

老人園 （子供の幼稚園と同様）に毎日出かけられ

たら（年齢不詳男）

次に道路環境についての要望が多いことも特徴的で

ある．特に，道路の安全性，具体的には道路の段差・

手摺り，道路幅，通行規制の要望が多い．

・道路3---..,4段の階段でも手擢リを (40女）

・郊外の道路の悪いところをなおしてもらいたい

(45男）

・郊外の道路整備を（狭い） (50男）

・道路が狭くて車がはいれない (55女）

・終戦後の戦災市営住宅払い下げ地区で住宅密集地

区で，道路も狭く，夜間は不法駐車も多数，大火

災及び消化活動の妨げが心配 （不詳）

•県道で自転車でスムーズに行けるよう段差を滑ら

かに (65男）

•歩道のない道路での車の制限速度教育・規制を

(65男）

・視力が弱ったら人道，車道の境の段差が不安，高

さを少なくゆるい斜面で，はっきリわかリやすい

表示を (70女）

最後に外灯や排水溝の整備への要望もある． これら

は安心の面• 安全性の面・管理の面での要望である．

・外灯を増やして (45女）

•高齢者の家のまわリは夜明る＜してほしい( 50女 ）

・裏町で失が消えたように淋しい，細い道路でも安

心して歩けるように (60男）

• 中心地区の整備に較べ，私の居住地区は下水・排

水溝すら手がつけられていない，早急に周辺地区

の整借を (45男）

・近所の用水路の溝さらえ，川さらえ，草刈リは大

変，しっかリしたコンクリートの側溝に (45女）

・家のまわりの側溝に蓋を，掃除に困る (65女）

10. まとめ

高齢者の問題はまさに複雑多岐にわたる．その中で

高齢者は世をはかなみ，展望を見いだせないまま， 日

々を不安に暮らし，一方では何とか生きていこう，そ

のためにまず自立し，若い世代と共存し，生きがいを

見いだそうとしている．おそらく誰にもその両方の思

いが存在し，日々揺れ動いているのであろう．そのよ

うな高齢者に対して，住宅や施設をどう考えてゆけば

よいのであろうかその方向として，ここでは以下の

2点が提起できよう．

1)高齢者の多様な生活を保障してゆくこと．そのた

めには各方面からの対策が必要となるが，一方でそ

れらを総合化することが行政に求められる． またそ

れらの対策は，高齢者が安心できるようソフトな側

面に立脚することが第一であり，施設はむしろその. . . . 
場づくりの手段（契機）として位置づけ，平面計画

上，運営上の柔軟性を有することが求められよう．

2) 高齢者を孤立させないこと．そのためには高齢者

と他の世代が日常生活の上で密着した システムを構

築することが求められ，特に施設等では，禽蛉屠が....... 
主対象ではない他の施設との相乗効果が期待できる

運営と配置計画も今後重要となろう．

註

* 1 大牟田市における高齢者の住宅• 生活環境に関

する研究 (1) 有明工業高等専門学校紀要第28

号

*2 調査については前掲書*1 P97註*2参照

*3 年齢は40オ以上を 5オ刻みに10階級に分類し，

性別をつけて年齢階級順に掲載

*4 神奈川県住宅供給公社が横浜市に建設したビン

テー ジ ・ヴィラ．高齢者が終身介護・ケアを求
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めて持ち家や土地を公社に売却し，代わりに公

社住宅の生涯居住権を購入する方式

*5 前掲書*1 P95 14行
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Si3N 4 のX線応力定数の測定

大 山司朗
〈平成4年9月30日受理〉

The Measurement of X-ray stress constant of Si心

Fine ceramics has been used in various fields. When it is manufactured and processed, the 

residual stress is introduced. This introduction often causes breaking. Therefore, the measure-

ment of residual stress is very important. X-ray stress measurement is one of useful methods 

measuring the residual stress without breaking. But as for ceramics the method of measurement 

is not established yet. We carried on the experiments on X-ray stress constant required for X-

ray stress measurement, and we report the results. 

Shiro OYAMA 

1. 緒 ロ

近年，耐熱性，耐食性，耐摩耗性に優れだ性質を有

するファインセラミックスがいろいろな用途に使われ

るようになったが，セラミックスは引張応力，衝撃に

弱いという欠点を有する． ところがその製造過程や加

工過程において残留応力が導入されることが多い． こ

の残留応力の為小さな付加荷重によりセラミックスが

破損することもあり得る． ょってこの残留応力を非破

壊的に測定することが重要となってくるが，その一つ

として最近試みられているのがX線応力測定である．

このX線応力測定法はフェライト系鉄鋼材料とオース

テナイト系鉄鋼材料については測定法標準が定められ

ているが，セラミックスについては未だ確立されてい

ない． そこでX線応力測定に必要な X線応力定数を求

める実験を Si3 N 4について行ったのでここに報告す

る．

2. X線応力定数

図1のように，資料面法線と X線回折面法線とのな

す角をゆとするとき， ゆと X線回折角8そしてX方向

の応力 (5X の間には

(j X =― 2 (1~ 十 ll) cot 0. (O贔゚）
という関係が成り立つ． ここでE, v, 0oはそれぞれ

測定材料の縦弾性定数，ポアソン比，無ひずみ状態の

X線回折角である．この式から解るように，（ と
a 20 
a <f) 

びxは直線関係にあり， X線入射角¢ を段階的に変えて

いきそのときどぎのX線回折角 0を測定し¢ に対する

x
 

i 
図 1 X線回折

20の変化率（警忍）を求めれば応力のが計算されること

になる． しかしながら既知のびxを段階的に与えていき

そのときどきの（警忍）を求めてこれを直線近似したと

きの傾き Kと

K'=-
E 

2 (1 +J.I) 
cot0。

は必ずしも一致しない． よって実際X線応力測定をす

るには， この実験により求められたKを用いることに

なる． このKをX線応力定数という．
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3 . 実 験

3. 1 試験片

材料は純度約90%, 成形圧力98MPa,焼成温度1700

~1800℃，比重3.24の京セラ製 Si3N4を使用した．受

け入れ寸法は3.5X4. 5X55で， これをダイヤモンド砥

石を使いまず粒度175番の砥石で切り込みlOμmとして

断面寸法3.1X4.lまで削り，その後 325番の砥石で切

り込み 5μmとして3.OX4. 0まで削った．またその後中

性洗剤により超音波洗浄を行った．実験に使った試験

片の寸法精度は断面の両端の寸法差がlμm以内あでニ

た．

3. 2 縦弾性係数の測定

X線応力定数を求めるには，既知の応力を与えてそ

のときどきの（警及）を求める訳であるが， この応力は

試験片面にはったひずみゲージから見出される表面ひ

ずみを縦弾性係数で割ることにより求められる．ょっ

て応力設定にはこの材料の縦弾性係数が不可欠である．

縦弾性係数の測定は，図 2のような 4点曲げ負荷装蓋

l
9
 

55 
図2 縦弾性係数測定用 4点曲げ負荷装置

に試験片を取り付け，島津オートグラフにより段階的

に荷重をかけていき，試験片にはり付けられたひずみ

ゲージによりひずみを測定する． この荷重から計算さ

れる曲げ応力とひずみの関係を最小二乗法により直線

近似し，その傾きから縦弾性定数を求める．実験は試

験片 4本についてそれぞれ 2回測定した．その結果を

表 1に示す．この平均値をとって縦弾性係数はE=325

GPaとする．またこの中の一つの応カーひずみの関係

図を図 3に示す．次に他の一本についてポアソン比を

求める実験をした．縦ひずみと横ひずみの関係は図4

のようになり， これを最小二乗法により直線近例して

試験片 縦弾 性係 教 GPa

A 
322.01 
326.12 

B 
328.58 
327.24 

C 
322.15 
324.41 

D 
325.51 
32~.36 

平 均 32 5. 1 7 
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表 1 縦弾性係数

400 

200 

100 

゜゚

Specimen: A 

図3

500 1000 -6 
Strain E (xlO) 

応カーひずみ図

ポアソン比V =Q. 264を得た．

3. 3 X線応力定数の測定

上記の試験片のうち 3本に対して，図 5のような 4

点曲げ負荷装置を用いて，応力を段階的に加えていき

そのときどきの20-sin2¢ 線図の傾きを求め，それら

の関係をプロットしたのが図 6, 7である．実験は理

学電機製のX線応力測定装置PSPC/MSFを使い，

測定条件は， X線CrKa, 回折面 (411)面と (212)面，

電圧50kV, 電流30mA, スムージング点数11, 士2.5° 

10回揺動，¢並傾法で行った．又X線回折角20の計算
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3001- I I Specimen: A 
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Longitudinal strain (x 1 o-6) 

図4 ポアソン比

は， (411)面については半価幅法と放物線法で， (212 

）面についてはピーク位置の近くに他の小さなピーク

があり半価幅法が使えなかったので放物線法のみで計

算した．そして応力と28-sin2 </; 線図の傾きの関係を

最小二乗法で直線近似し，その傾きから応力定数を求

めた． その結果を表 2に示す． この平均値をとると，

回折面 (411)については半価幅法ー1141.8MPa/deg 

放物線法ー1090.1 M Pa/deg, (212)面については，放

物線法で —1072 . 4 M Pa/degとなった．

4. 考 察

10 I~ 
図 5 応力定数測定用 4点曲げ負荷装置

まず縦弾性係数の測定では，図 3に見られるように

直線性が非常に良く，各試験片の縦弾性係数の値もば

らつきが少なく信頼性があるものと思われる．次に応

力定数の測定では，図 6, 7に示すようにかなりのば

らつきが見られた.E, v, Boを使って応力定数K'を
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図 6 応力と20-sin2 c/; 線図の傾きの関係 (411)面
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Specimen: A 
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試験片 半価幅法 放物線法 放物線法

A -1179.5 -1108.0 -1063.6 

B -1124.9 -l091.3 -1093.2 

C -1121.1 -1071. 1 -1060.3 

平 均 -1141.8 -1090.1 -1072.4 
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Specimen: C 
Diffraction plane (212) 

g_ 
~300 ゜ Parabola fitting 

表 2 応力定数（単位 MPa/deg) 

計算すると

(411)面で 0o=62.77゚ として K'=-1154.6 MP  a/deg, 

(212)面で 0o=65.81゚ として K'=-1007.9 MP  a/deg 

となる． これと実験から求めた値を比べてみると，実

験値は (411)面では計算値よりも絶対値が小さく， （ 

212) 面では大きい． このように実験値が計算値のど

ちら側にある，あるいは計算値よりどれだけ大きいと

かいう傾向性も見られない．実際の応力定数の値が，

計算値を補正することにより求められないかと期待し

たが今回の実験では見当たらなかった．図には出して

いないが， 20-sin2 cf線図の直線の乗りは非常に良く，

それにもかかわらず図 3の直線性が悪いのは，応力負

荷装置に欠陥があるのかも知れない．

5. まとめ

Si3N4に対し縦弾性係数の測定および応力定数の測

定をしたが，縦弾性係数はばらつきも少なく E=325

GPaを得た．応力定数は (411)面については半価幅法

で—1141. 8 MP  a/deg, 放物線法で—1090 .1 MP  a/deg, 

(212)面については放物線法でー1072.4MPa/degを得

たがばらつきが大き<' 4点曲げ負荷装置の見直しを

する必要があるのではないかと思われる．
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図 7 応力と 28—sin2cp線図の傾きとの関係 (212)面
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水溶性切削剤の深穴工具切れ刃の

クレータ摩耗へおよぽす影響

田口紘ー・明石剛
松川真也・赤沼 進（日立精機）

〈平成4年9月30日受理〉

The Influence of Water-Soluble Cutting Fluid 

on the Crater Wear on Deep Hole Drill Edges 

The large crater wear occurs on inside cutting edge of BT A tool when water-soluble 

cutting fluid is applied, and the wear causes the tool life. It was confirmed that the crater wear 

on inside cutting edges was influenced by the difference of cutting speed. 

This paper is described the results of the measured temperature on the sliding surface of 

chip, the hardness of chip, and the coefficient of friction on the tool-work boundary surface. 

Koichi TAGUCHI, Koj i AKASHI 

Shinya MATSUKAWA, Susumu AKANUMA 

1. 緒 戸

ガンドリルやBTA深穴加工工具は切りくずの排出，

案内部や切れ刃の摩耗防止のため多量の不水溶性切削

油剤が使われてきた．近年MC工作機械の発展にとも

ない， この種のエ具のMC機への適用において水溶性

切削油剤の使用が試みられている． しかし加工精度や

特にエ具寿命に大きな問題が生じている．

穴加工工具ではエ具外周部で最高切削速度となる

が， その内側の切れ刃は中心部の速度 0まで切削速度

が減少し，必ず低切削速度部が含まれる. BTA方式

深穴加工工具で水溶性切削剤を適用した場合，外周部

よりも，むしろその内側の切れ刃でクレータ摩耗が大

きく発生し， この部分のクレータ摩耗で工具寿命とな

る場合が多い． このような条件での超硬合金工具の摩

耗についての研究は非常に少なく 1)2) 3) , 十分な原因

の究明，対策がなされているとは認め難い．

本研究は，旋削実験により，深穴加工工具の内側切

れ刃のクレータ摩耗が切削速度の相違によるものであ

るかを確認し，その原因の究明を試みる．

本報告ではその原因が切り くずの冷却度の相違にあ

る，すなわち，低切削速度ほど切削温度が低 く，切り

くずの流出速度も低いので早く冷やされ，切りくずの

硬度が増し，切りくずのすくい面接触圧力が大ぎくな

るのではないかという予想のもとに，以下の実験を行

なった．

2. 低切削速度域におけるクレータ摩耗

穴加工工具では切れ刃の外周コーナの摩耗が穴径に

重要な影響をおよぼし，また縮小穴が加工された場合

には，加工穴のエ具締め付けによるエ具のねじり破損

を招くので， この部の摩耗が最小になるように切削条

件を設定する．切れ刃の内側の部分は切削速度が遅く

なると同時に切削量もその部の半径に比例して少なく

なるので一般的には摩耗量も減少する．

特にクレータ摩耗は一般的には酸化摩耗や拡散摩耗

など熱的摩耗であり，低速切削条件ではほとんど生じ

ないとされてきた．実際乾式あるいは不水溶性切削油

写真 1 BTA工具
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下の切削での低速切削では問題にならないほど少な

し、4)• 

ところが超硬合金チップを持つBTA工具での深穴

加工に水溶性切削油を用いると冷却性の良い油剤を用

いたにもかかわらず低速域で非常にクレータ摩耗が大

きく，逃げ面のフランク摩耗よりもこのクレータ摩耗

で切れ刃の破損が起り工具寿命に達している．

図 1にその例を示すが， この例では外周切削速度を

70m/minとし，摩耗が最低に抑えられているが，内側

の中切れ刃のクレータ摩耗が非常に大きいことが認め

られる．

そこでこの摩耗原因を究明するために旋削実験を行

なった．

2-1. 実験方法

図 2にエ具形状を示す. BTA工具に合わせすくい

角，逃げ角，アプローチ角を 0°'10°'28.5゚ とし

た．また平行形チップブレーカ（幅2.5mm, 深さ0.6mm) 

を設けている．被削材は S55C, 工具材種はP20, M 

20, K20 (日立ツール）の 3種を用意した．切削条件

は切削速度10~100 m/min, 送り0.1 ~0. 5 mm/rev, 切

込み 2mmとし，切削油剤はエマルジョン (10倍希釈，

JIS W 1種ー 2号，ハ ングスタ ーファ2000, 給油量3

P, /min) を用いた．切削速度の影響を調べるのが目的

であるから切削距離を1000m一定切削後摩耗量を測定

した．

クレータ摩耗形状は1/lOOOmm目盛のダイヤルゲージ

を0.1mmずつ移動させながら深さを測った．

2-2. 実験結果

図 3にクレータ摩耗の形状例を示す．図より切れ刃

から1.0mm付近で最大深さとなり，切れ刃から0.3mmま

ではクレータは生ぜず，すくい面に平行に摩耗してい

ることがわかる．他の条件でもクレータが生じるとき

はほとんどこのような形状となった．
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図 6 送りとクレータ摩耗深さ

図4にエ具材種をパラメータに切削速度の影響を示

す．図より低切削速度ほど摩耗が大きいことが明臼で

ある．切削速度lOm/minとlOOm/minでは 8倍以上の

差がある．特にP種は高速域ではほとんどクレータは

生じていないが低速域では他の材種とほぼ同じ摩耗を

示している．またフランク摩耗も低速ほど摩耗が大き

い（図 5) . 

図6に送りを変化させた場合の結果を示すが，切削

速度に対して著しい相違が見られる．すなわち高速

度条件 (lOOm/min)では高速度ほど摩耗が増大してい

るが，低速度条件 (20m/min)では逆に低送りほど摩

耗が大きい．つまり高速・高送りという重切削ほど摩

耗が増大するという従来の一般に見られる結果のほか

に，低速・低送りという軽切削ほど摩耗が増大する．

このことは今までに報告のない，新しい現象である．

3 . 切りくずすべり面温度

低速・低送りにおける摩耗の原因を究明するために

切りくず裏面の温度を測定した．図 7に示すようにエ

具チップの裏面より約0.5mmの穴をあけ， 0.3mmのアル

メル・クロメルの熱電対を差し込み，その先端をすく

い面の上にわずかに突出させ，切りくずがすくい面を

滑って行くとき， この熱電対に接するようにした．熱

電対の位置を最初切れ刃から約 1mmのところに設け，

一連の測定の後，切れ刃を再研削すればより切れ刃に

近いところの温度が測定できる．写真2にすくい面側

からみたところを示す．

図8に送りをパラメータにして切削速度と切りくず

裏面温度の関係を示す．図 9に乾式の場合を示す．湿

式の場合，低速から40m/minまでは急傾斜で温度が上

昇するが，それ以上はなだらかに上昇している．一方

乾式の場合は20~30m/minまでは急激に上昇し，それ

以上はわずかな上昇でほぼ一定に近い．湿式の場合を
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(b)湿式の場合

1.0 

切りくずすべり面温度の切れ刃からの温度分布

図 6の摩耗の大きな範囲と照合すると， 450℃以上と

200℃ 以下に分けられる． クレータ摩耗が切りくず裏

面温度に関係するとすれば 200℃ 以下で摩耗する原因

があることになる．

図10に切れ刃からの距離による温度分布を示す．乾

式では切りくずがすくい面を滑っていくとぎの摩擦熱

が蓄積されるので刃先より約0.8mmほど後方に最高温

度部が生じるが，湿式では切削剤による冷却効果の方

が大きいためそれより手前から急激に温度が下がって

いることが分かる． クレータ摩耗の大きな刃先から

0. 6-1. 0mmの位置の温度は丁度急激に冷却される場所

であるが，図11に示すように測定位躍0.67mmおよび

0. 79mmの両方とも摩耗の大きかった条件では温度はや

はり400℃以上，および200℃以下となっている．

4. 切りくず硬さと温度

前節で 200℃以下の温度でクレータ摩耗が大きいこ

とについて切りくずの硬さが影響しているのではない

かと考えられる．すなわち切削速度が低い範囲では，

切りくずが生成されてすくい面上を流れていく間に急

冷されて硬さに変化があるのではないかという予想で

ある．

3
゜
恥
哺
g
g
0
7
Jり
t
り

t
〉

o
g

600 

400 

200 

熱電対

0 ● V=20 m/mrn 
切れ刃からの距離

△ ▲ V=50 m/min1 
白抜 0.67mm 

□ ■ V=lOOm/min 
黒 0.79mm 

ロー―-ロ

-------
□---ロ

~ 

△ --■6_  --． 
--------△ ~ •—-—• 

■□ ::=▲ ------ e ▲。/
,----,-------

工具材種 M種(MZO)

図11

図12

0.3 0.4 

送り mm/rev 

送りと切りくずすべり面温度

0.2 0.5 

テストピース

支持台

電気炉

切りくずの高温硬度測定装置

切りくず
耐熱パテ

ヽ

¢30 

図13 テストピース

そこで切りくずの高温での硬さを測定することに

し，図12および図13に示すような高温硬度測定装置を

製作した．装置の構造は電気炉内に支持台を置き，テ

ストピースを適当な高さに固定する．電気炉の蓋に

荷重用押し棒と温度測定用の穴をあける．荷重を加え
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図14 加熱温度と切りくず硬さ

500 

るときにショックを与えないようにデッドウェイト

(20N) はばねを介して加えるようにしてある．切り

くずの厚さは約 0.7mmあり，曲がっているので支持ブ

ロックの上に耐熱パテで固定し，測定部の平面を出す

ために切りくずの表面を0.15mmほど研削している． し

たがって測定されているのは切りくずすべり面表面で

はなく，表面よりわずかに内側の硬さを測ることにな

る．圧子は超硬合金チップを 130度の角錐に仕上げて

用いた．図14に結果を素材，および素材の文献値と共

に示す．素材や文献値では200~300℃で青熱脆性によ

る硬さの上昇が見られるが切りくずでは加工硬化され

ているためか常温で硬く温度上昇にともない硬さは低

下し 200℃ 以上ではほとんど一定になっている．切り

くずの硬さは確かに 200℃ 以下では上昇するがその割

合は10%弱であり，それが直接低切削速度域での大ぎ

な摩耗に結び付くとは考え難い．ただしこの実験で使

用した切りくずは切削速度50m/minの時のものである

ので各速度で生成される切りくずで硬さが異なる可能

性がある．

そこで生成された切りくずの裏面（すくい面と接す

る面）硬さを測定した．測定にあたり，切りくず裏面

は生成過程において大きな応力と高温度のもとに塑性

変形するので，その変形の位置的なばらつぎを考慮

し， 1試料について 4箇所測定し平均硬さを求めた．

測定はマイクロビッカース硬度計を用いた．結果を図

15に示す．図より乾式では切削速度が高いほど切り '¥

ず硬さは低下しているが，湿式では予想に反して高速

度ほど切りくずは硬くなっている． これは加工後の切

りくずが冷却された後の硬さであることを考慮しなけ
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すべり速度と工具ー被削材摩擦力

ればならないが，山崎ら 3) の高温ほど切りくずすべり

面組織は細かく硬いという報告と湿式切削については

傾向が一致しているが， クレータ摩耗の結果を説明す

るには矛盾している．
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5. エ具ー被削材の摩擦力

低切削速度域におけるクレータ摩耗の原因として考

えられる切りくずと工具すくい面の摩擦力の増大がな

いかを吟味するためにエ具ー被削材間の摩擦力の切削

速度，切削剤による影響を調べた．図16に実験装置の

概要を示す. AST式切削動力計を旋盤の刃物台に固定

し，その動力計に超硬合金チ ップを組み付けたス ロア

ウェイバイトを装着した．チップの前切れ刃角2.8゚以

外は全ての角度（す くい角，逃げ角）は 0度である．

被削材にはチップの角のコーナ部（半径0.8mm)の厚さ

の中央で接触するようにしている．押し付け力600N,

滑り速度10-lOOm/min として摩擦力を測定した．乾

式では実験前に被削材，工具ともエタノールで洗浄し

油膜などの付着物を取り除いている．図17に結果を示

す．乾式では低速で摩擦係数が0.5程度と大きいが高

速になるにつれ滅少している． これは接触面が高温に

なり酸化膜などにより潤滑性が良くなったものと考え

られる． これに対し湿式では低速で摩擦が小さく高速

では増加している． これは低速では切削剤の潤滑性が

よく働いて摩擦力が低減し，高速では接触面が高温に

なるため切削剤が蒸発し潤滑作用が十分に行なわれな

いためと推測される．

6 . 結 a 

BTA方式深穴加工において水溶性切削剤を使用す

ると工具の中心に近い低切削速度域でクレータ摩耗が

大きいという現象の解明のために種々の実験を行なっ

た結果は次のとおりである．

(1) 高速・高送りという重切削による従来の高摩耗

条件のほかに，低速・低送りという軽切削条件にお

いても非常に摩耗することがわかった．

(2) クレータ摩耗の大きな切りくずすべり面温度の

範囲は400℃以上と200℃以下に分けられる．

(3) 湿式加工での切りくずすべり面硬さは低速ほど

軟らかい．

(4) 生成後の切り くずを再加熱したときの硬さの低

下はわずかである．

(5) 工具ー被削材摩擦係数は，湿式の場合低速ほど

小さい．

以上，超硬合金工具で鋼を水溶性切削剤で加工した

場合，低速・低送りという軽切削条件で摩耗が大きく，

そのとき工具すくい面を滑って行く切りくずの温度は

200℃ 以下であることがわかったが，その原因を究明

するために調べた切りくずの表面硬さは軟らかく， ま

た摩擦係数も小さく， これらのことは原因とは考え難

く，他に原因があるものと思われる．
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曲がり穴の測定法・装置の開発

田口紘ー・近藤誠四郎・松野了

原 槙 真 也・明石剛
く平成 4年 9月 30日受理〉

The Development of the Device for the measurement of Curved Hole 

For the measurement of curved hole, the device which utilize plate springs is developed. 

Sensors are strain gages which was adhered plate springs in the device.When the device is inserted 

the hole to be measured, plate springs are bent according to the inclination of guide-rings, then the 

occuring strain on spring surfaces is measured for diciding the displacement of hole. 

The curved pofile is caluculated by means of cumulating the displacement of hole during minute 

lengths. 

The developed device can display the curved profiles on real time. 

Koichi TAGUCHI, Seisiro KONDO, Ryouji MATSUNO, 

Sinya HARAMAKI and Koji AKASHI 

1. 緒 戸

昨今の精密機械加工の技術の発展は目覚ましいもの

がある．しかし深穴加工については穴の曲がりの原因

が工作機械の精度に依存しないものもあり 1)2), 場合に

よっては非常に大きな誤差を生じている．そしてその

制御については全く成されておらず，著者らの研究室

で開発し現在実用化に向けて研究を続けているのが現

状である”•

さらに曲率の大きな曲がり穴の加工については，放

電加工を用いて試験的に行なった曲がり穴加工の可能

性を示した報告4)が一例あるだけで，ほとんど無いと

いってよいほどである．しかし曲がり穴加工の必要性

については高精度機械部品の冷却用など開発されれば

非常に利用価値が高いと予想される．

また曲がり穴の測定方法もその対象がないので当然

であるが確立したものはない．現在，土木工事関係で

トンネルなど大きな穴で三角測定やレーザービームを

使って行なわれているが，機械部品の穴では直径100

mmを越えるような比較的大きな穴でも特定の場所

を超音波測定器などで壁の厚さを測って穴位置を測定

ずる（真直穴）程度のことが行なわれているのみで，

大きな曲がりのある小径穴の曲がり形状を全体的に測

定する方法は，現在見当たらない．

真直深穴加工における穴の曲がりの測定については

すでにレーザービームとキューブコーナプリズムを使

用した方法を加工中のエ具先端位置のオンライン測定

に適用して研究を続けており，また加工後の穴の測定

には測定管の先端に測定子（ひずみゲージを添付した

板ばね）を取り付けた測定装置（深さ・直径比50程度

まで可）を試作し，研究実験に使用している．

本研究は今までに確立してきた測定方法をヒントに，

測定管をフレキシブルにし，その中に歪ゲージを添付

した板ばねを入れることにより，穴の曲がり形状を推

定・測定しようとするものである．

2 • 測定原理

測定子に必要な条件は， (1)自由に曲がった穴の内面

に沿ってフレキシブルに曲がり得るものであること，

(2)曲率あるいは変位を検出できるセンサを取り付け得

ること，である．

本研究で考案した測定子の基本原理は板ばねを被測

定穴に沿わせて曲げ，その表面歪を検出しようとする

ものである．図 1に概念図を示す．

板ばねは軸方向に垂直な面内の互いに直角な 2方向の

曲率が測定できるためと，測定子にどの方向へも曲が

り得るように板ばねをねじってある．歪ゲージは板ば

ねの垂直・水平になるところに貼り付ける．また測定
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ガイドリング
ヽ

ひずみゲージ（伸）

被測定穴

ブシュ
（基準位置，方向）

図 1 測定原理

子が被測定穴に沿うように外側にガイドリングを設け

ている．各方向に対して複数の歪ゲージを貼っておき，

多数のデータを得ればばらつきなどの誤差を少なくす

ることができると考えられる．穴の入り口にはブシュ

を設け，その中に測定子を置いたときに基準位置と基

準方向を定める．

3. 測定子設計(1)

前述測定原理のところで述べた板ばねをねじる構想

は実験室での試作において製作が困難であり，またガ

イドリングの取り付けも工夫を要するので，図 2に示

すようなガイドリングに短く切った板ばねを結合した

構造のものを試作することにした．板ばねは交互に90

度方向を変えて取り付ける．曲がり穴のなかでは穴の

曲率半径Rにたいして，板ばねの曲率半径 rは図 2か

ら次のように求まる．

r与B. _-12_ 
2 

(1 
f 
） 

板ばねの表面のひずみ量cは，板厚を tとすると

t f・t 
c=-=  

2r R(f-b) 

板ばねの取り付けは，ガイドリングの両側に互いに

直交するようにスリットを切り，そのスリットに板ば

ねを差込み，接着剤で固定した．ゲージからの配線の

ためにガイドリングには穴をあけてある．

叶 戸
亡

'" - ---l¥ - I 

500 

|>
900 

A
 

b=20 

図 2 測定子試作 1号
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t=0.5mm, t=50mm, b=20mmとすると

c=0.83/R 

直交型ひずみゲージを板ばねの表裏に貼り，ブリッジ

を組むと出力は約2.6倍になるので，出力歪csは

cs=2.6 c=2.2/R 

普通，歪計の感度は10-sであるから，この測定子の出

力感度（曲率 1/R) は4.5* 10―7 (半径 R=2200m)で

あることになる．

試作 1号には先端から第 2節よりゲージを貼り，各

ばねの歪を測定できるようにした． したがって第 2,

第 4,第 6節のばねからは水平方向，第 3,第 5,第

7節からは垂直方向の曲率が測定される．この測定子

の出力検定については，半径Rが 300500 800 1400mm 

の半円溝（半径 12.5mm) をアクリル板に NCフライ

ス盤で加工したものを作成し，基準半径とした．その

なかに測定子をはめ込みそのときの出力歪から Rと

csの関係式を求めた．表 1に検定結果を示す．

表 1より測定回数におけるばらつきは少ないが，各

節間の相違が大きい．次式のような近似式の係数を求

めると

A 
R=ー百

cs 

第 4節の相関係数が最もよく (0.99992)計算値と実測

値の差は 1%以内である．第 2節，第 4節では各々最大

7,..___,3%の差があった．

4. 曲がり測定子試作 2号

試作 1号ではガイド部をすべり案内にしたが，実際

に使用してみると摩擦がかなり大きく滑らかな挿入は

やや困難であった．そこでガイド部を円周方向，軸方

向とも転がり案内として設計し直し試作第 2号を製作

した．図 3にそのガイド部形状を示す．内側のボール

ベアリングが円周方向の回転を，外周のローラで穴壁

との軸方向ころがり接触をする．板ばねの幅15mm,測

定子直径40mmである. 1号器と同様の検定を行なっ

た結果を表 2に示す．

5. 深さの測定

測定子の深さの測定には，センサとして種々の方法

が考えられるが，市販のセンサの中からレーザフィー

ドモニタ（キーエ ンス製， FC型）を用いることにし

た．このセンサは次のような特徴を持っている．

1) 非接触型である．

2) 移動する被測定物にマークなど付ける必要がな

し,_

写真 1 測定子試作 1号

表 1 試作 1号歪出力検定結果

第 2節

半径 (mm)

回数 1400 800 500 300 
1 2145μSt. 3693 5715 7765 
2 2148 3690 5708 7698 
3 2145 3705 5710 7708 
4 2138 3685 5700 7725 
5 2130 3693 5695 7738 

平均 2141 3693 5706 7727 
A=l.0011 B=l.1868 相関係数=0.9941

第 4節

半径 (mm)

回数 1400 800 500 300 
1 2038μSt. 3432 5183 8258 
2 2025 3410 5183 8318 
3 2028 3432 5180 8333 
4 2055 3463 5183 8368 
5 2093 34 72 5170 8355 

平均 2048 3442 5180 8326 
A=l.5243 B=l.1025 相関係数=0.9999

第 6節

半径 (mm)

回数 1400 800 500 300 
1 1830μSt. 3148 4963 6725 
2 1825 3170 4960 6715 
3 1858 3168 4958 6643 
4 1855 3168 4958 6535 
5 1840 3175 4940 6415 

平均 1842 3166 4956 6607 
A=0.8311 B=l.1880 相関係数=0.9930

3) 被測定物の材質を問わない．

4) 移動量はlμm単位で出力することができ，非

常に短い間隔で測定できる．

5) 最大速度 lOOmm/sまで精度よく測定できる．

このセンサを穴の入口に取付け，測定子の後方のフ

レキ シブルチューブの移動量を測定する．外観を写真

3に示す．
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図3 測定子試作 2号

写真 2

表 2

箇

数

1

2

3

4

5
均

宦

ー

数

1

2

3

4

5
均

2

回

平

第

1

回

平

第

測定子試作 2号

試作 2号歪出力検定結果

半径 (mm)

1800 1200 800 500 300 
1788μSt. 2399 3521 5468 9332 
1630 2368 3339 5462 9052 
1691 2112 3467 5762 9320 
1801 2033 3326 5835 9424 
1788 2295 3430 6036 9424 
1739 2241 3417 5713 9310 

A=3.6278 B=l.0299 R=0.99216 

半径 (mm)

1800 1200 800 500 300 
1495μSt. 1856 2997 5267 7831 
1520 1703 3198 5292 7611 
1507 1923 2765 5359 7 428 

1593 1868 2924 5353 7636 
1593 1831 3052 5249 7660 
1542 1836 2987 5304 7633 

A=3.5557 B=l.0264 R=0.99068 

6 • 

写真 3 深さ測定子

データ処理プログラム

データ処理プログラムは大きく分けると，曲がり穴

の位置（深さ）およびその位置における板ばねの歪を

取込む測定部と，取込んだデータを元に曲がり穴の形

状を計算し描画するデータ処理部の二つの部分からな

る．固 4に流れ図を示すとともに以下にその概要を述

べる．

6.1 曲がり穴の測定部

本測定装置では，位置情報を得るために移動量測定

器（深さ測定子）を用いている．移動量測定器とパソ

コンはRS232Cを用いて「4800bps, 7ビット，偶パリ

ティ，ストップビット 1」という条件でデータ通信を

行なっている．移動量測定器はパソコンからの変換開

始の依頼信号を受信するとただちに現在の位置情報を

アスキーコードでパソコンに送信する．すなわちパソ

コン側では必要に応じて位置情報の送信依頼を行ない，
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送信されてきた位置情報を数値に変換してやればよい．

本測定では，測定子の移動を手作業で行えるようにし

ているので移動速度が一定でなく，また場合によって

は測定子を後戻りさせる場合もあるので，これらに対

応した処理も行なえるようにした．

歪情報を得るためには動歪計を用いている．動歪計

は歪量を電圧として出力するので，本測定装置では

AD変換器を用いて歪情報をパソコンに取込んでいる．

流れ図では省略したが，あらかじめ基準となる曲率半

径と歪の関係を測定し，近似値として次の式（前述）

を求めた．

R= 
3.6278 * 106 

€ 
1.0299 

ただし， R:曲率半径， c:歪
(a) 

(b) 

本プログラムではこの式を用いて，歪情報を取込む

とただちに曲率半径を計算し，位置情報とともに内部

メモリに記憶し，測定状況をモニタできるようにディ

スプレイにも表示する．測定が終了するまでこれを繰

り返し，終了した時点でファイルに出力するようにし

た．

図4 データ処理フローチャート

6.2 データ処理部

曲がり穴の形状は前項で求めた「位置ー曲率半径」

データから計算し求めている．形状計算のアルゴリズ

ムを簡単に述べると，移動前の座標を (xO,yO), 曲率

半径を R,次の測定点までの移動距離を dpとすると

移動後の座標(xl,yl)は点(xO,yO)をある点（ここでは

式を簡単化するため原点とする）を中心とし半径を R

とする円周上を dt=dp/R(rad)だけ回転させた点と

考えられるので次式が成り立つ．

[xl yl]=[xO yO][ 
cos dt sin dt 

-sin dt cos dt ］ 

さらに，次の座標を計算するには新たに回転の中心

30.0 
-----—理論値

25.0 

-----.___, § 20.0 

乏 15.0 

長~10.0

5.0 

0.0 

写真4 曲がり穴モデル

゜
50 1 00 150 200 250 300 350 400 450 

深 さ (mm)

図5 曲がり穴形状測定結果

105 
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となる点 [(xl,yl)と円の中心を結ぶ線上にある］を求

め，同様な計算をすればよい．

なお本プログラムでは全ての計算が終了すると曲が

り穴の形状を描画するとともに，計算結果をファイル

に書込むようにした．これは後に形状を確認したいと

きなどにいちいち計算をやり直さなくてもよいように

するためである．

7. 曲がり穴モデルの測定

写真 4に曲がり穴モデルを示す．モデルは入り口か

ら180mmの深さまでは真直でそこか ら半径400mm

の円弧で上方にカーブし，その後半径 600,.....,360mmの

円弧で反転している．

図5に測定結果を示す．実験は前述のように別に用

意した 5種類の基準半径溝によって，半径ー出力歪の

関係式を得た後，測定子をガイドリングDまでモデル

穴に押し込んだ状態から測定を始めた．測定子ばねは

ガイドリングABCDで決定されるからである.A

,.....,Dの長さは150mmであり，モデル穴はその間は真

直である．この点での歪を 0として以後の測定歪を計

算する．したがってスタート後30mmで先端のAリン

グは半径400mmの上向きカーブにさしかかり，以後

130, 230, 330mmで次の曲率半径の部分にさしかか

る．測定子ばねの中心はそれより 75mm遅れることに

なる．歪出力が変化を始めるのはスタート後約30mm

であるが，モデルは同じ半径の部分が100mmであり，

ガイドリングA,.....,D間の距離より短いので，最初の曲

がり部分の半径400mmが測定されることなく先端ガ

イドリングAは次のカーブに入ってしまうことになっ

ている．図にモデル曲がり穴形状の数回の測定値と理

論値を表わしているが，曲率の変化のところで前述の

ように測定値が急激に変化せず丸みが付くことになる

が，ほぽ形状を表わすことができた．穴の変位のばら

つきが最深部 (400mm)で約 3mmあり，また平均変

位の値も約 5mm小さ く測定されている．

8 . 考 察

今回，試作した装置ではばねの方向を曲げの測定方

向に正確に合せることが困難で目分量に頼ったことに

よるばらつきが含まれているため，この点の改善が必

要である．また穴の変位量の誤差も計算方法すなわち

ガイドリングAの位置を算出できるようにすれば曲率

変化部の丸み誤差が減少し，より精度の高い値が得ら

れると考えられる．

9. 結 戸

板ばねの歪みから，穴の曲がりを測定する方法を開

発し，一応形状を表わすことができた．

今後の改善項目として次の事項が挙げられる．

1, 測定子の回転角度の検出方法の開発．

2, 穴の変位の計算方法の改善
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管内気泡流の流動パラメータに及ぼす気泡のかく乱効果＊

猿渡慎一・佐藤泰生＊＊

く平成 4年 9月30日受理〉

Effect of Bubble Disturbance on Flow Parameters in 
Two-Phase Bubble Flow in Vertical Pipe 

For a bubble flow in a vertical pipe, a equation has been proposed as to the eddy diffusivity due 

to the additional turbulence caused by bubble agitation. In this study the validity of the equation is 

examined again from a point of the mixing length of liquid phase due to bubble disturbance. Good 

agreement was obtained when the predictions by the proposed equation have been compared with the 

experimental data. 

Then, the relation between flow parameters and liquid Reynolds number is investigated by 

means of the proposed equation. As the result, the effect of bubble disturbance on shear strees 

distribution and wall shear strees is relatively small when liquid Reynolds number is larger than 105. 

Shinichi SARUW AT ARI and Y oshifusa SA TO 

1 . まえがき

管内気泡流における液相の乱流構造をはあくするう

えで，気泡のかく乱効果を知ることは重要な因子であ

り，この方面の研究も進められている(!). 著者らは前

に，ボイド率分布が既知である気泡流の液相の乱れを，

液相が本来所有する乱れ成分と気泡が液中を運動する

ためにさらに付加される乱れ成分とに 2分し，それぞ

れにうず粘性係数を(2),(3)を提案した．しかしながら，気

泡のか く乱効果を表わす式については信頼できるデー

タによる検討が必要であると感じていた．

本報では気泡のかく乱成分を表わすうず粘性係数に

対する提案式を気泡のかく乱による混合距離の観点か

ら検討する．つぎに，これらの式を用いて液相レイノ

ルズ数と流れとの関係を調べる．

2. 気泡のかく乱効果を表す式の再検討

著者らは管内気泡流の運動量輸送に関して次式を以

前に提案した(2).

＊平成 3年11月16日 日本機械学会九州支部・中国四国支

部合同・熊本地方講演会にて講演

＊＊熊本大学工学部

dut r* 
＝ 

dy* (1-a) (坑+c'+ c") /Rut 

て 1

r*=~=(l-B 1正 dr*)r* 
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+Bf ar*dr* /r* 
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ここで， m およびて＊は局所の液速度とせん断応力で

あり， c'は液相が本来所有する乱れに対するうず粘性

係数， c"は気泡のかく乱効果を表わすうず粘性係であ

る．また， Rは管半径， yは壁面からの距離， aはボイ

ド率， rwは壁面せん断応力， d叶ま気泡径， U叶ま気泡の

終端速度， utは摩擦速度，およびB=gR/u戸である．

まず，式(4)中の定数 Krが十分な精度で確定していな

かったので，これを液速度分布の実験値により決定し
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た．つぎに，その妥当性を気泡のかく乱による混合距

離の点からも調べた．

2 . 1 定数 Kと液相速度分布の関係

定数氏の値を変えて式(1)によって得られた液相速

度分布と，液相に生じる乱れが液中を気泡が運動する

ためにさらに付加される乱れ成分のみから成る場合の

著者らの実験（表 1) とを比較してみた．その結果を

医 1(a)と(b)に示す．図(a)はCASElの， (b)はCASE2の

液速度分布の結果を示したもので，図中の0印が実験

値であり，曲線は式(1)による計算結果である．図から

明らかなように， K戸 1.2で両者の一致は良好である．

また，氏の値を1.2より小さく，すなわち気泡のかく乱

効果を比較的小さく見積ると液速度は壁面に近い領域 ゴ
で実験値より小さく，コア部で大きくなる分布となる. 1.0 

それに対し氏の値が， 1.2より大きくなると Kべ1.2な

る場合と逆の分布となる．

2. 2 気泡のかく乱による液相の混合距離

プラントルの混合距離理論を気泡流にも適用すると， 0.5 

気泡のかく乱による液相の混合距離[は次式のように

表わされる．

-PLUV = pd"2(血―)2=叩,,duL 
dy dy 

dut = r* 
dy* (1-a) (1.1L +c")/Rut 

・・・ (9)

ここで， u"とv"は気泡のかく乱による液相の速度変動

成分である．また，表 1に示すような平均液流速 (jL)

基準のレイノルズ数 ReLが ReLく2300なる流れでは，

液相に生じる乱れは気泡のかく乱成分のみと考えられ

るので，式(1)は

・・・・・ (10)

となる．ここで， ReL=丘D/坑 (1-a)である．

そこで，表 1に示す流れのf"の実験値を求めてみる．

すなわち，壁面せん断応力の実験値を用い，式(2)と(10)

より局所のc"を求める． この場合液速度分布としては

実験値に合うような式を与えた．つぎに，このc"と式(9)

より[を求める．このようにして得られた結果と式(4)

表 1 図 1に示す実験の主要パラメータ

CASE ・JL JG a ReL dB UB てw 0.5 

[m/s] [m/s] [ -] [ -] [mm] [m/s] (pa] 

1 0.50 0.10 0.12 1470 3.7 0.20 3.00 

2 0. 50 0 .15 0 .16 1540 3. 7 0. 20 3. 07 

1) Gas phase : Air 

-2) Liquid phase : 62 wt% aqueous glycerol 
(2.1戸 10―5面 /s)

3) Re=jLD/(l -fi)2.1L 

4) System pressure: 117 ........... 120 KPa 

と(9)より求めたf"の計算結果との比較を医 2(a)と(b)に

示す．なお，図中の0印は実験値であり，実線が計算

結果である．いずれの場合も両者の一致は良好である．

このことから気泡のかく乱成分を表わすうず粘性係数
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図 1 液速度分布と Kの関係
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図 2 気泡のかく乱による液相の混合距離

（計算値と実験値との比較）

の式として(4)式が有効であると考えられる．

3. 液相レイノルズ数と流れとの関係

他の条件を一定とし，液相の流束のみが変化する場

合の流動状態を 2例について調べた．基礎データとし

ては表 2に示す Malnes<4>と佐藤ら(3)の実験を用いた．

3 . 1 液相速度分布とせん断応力分布

図 3(a)と(b)にいくつかの液相レイノルズ数における

液相速度分布を示す． 図中の実線はc' と€"を考慮した

場合であり，一点鎖線はボイド率分布は存在するが気

泡のかく乱効果を無視したもの (c"=0)である．壁面

を除けば，いずれの場合もコア部の液速度分布には気

泡のかく乱の影響は顕在化してこない．

つぎに，せん断応力分布と液レイノルズ数の関係を

図 4(a)と(b)に示す．液レイノルズ数が大きくなるにつ

れ，せん断応力分布は単相流のそれに近づき， ReL=2

X 105では単相流のせん断応力分布に非常に近い分布

となる．したがって，液レイノルズ数が105以上になる

とせん断応力分布に及ぼす気泡群の影響は小さくなる

といえる．

3. 2 壁面せん断応力

図5は壁面せん断応力と液レイノルズ数との関係を

表 2 液レイノルズ数と流れとの関係の検討に用いた実

験の主要パラメ ータ

JL Jc a ds D Expenmenter 

[m/s] [m/s] [ -] [mm] [mm] 

EX. 1 0.60 0.088 0.10 4.5 46.0 Malnes<4> 

EX. 2 1. 0 0. 24 0 .17 4. 6 26. 0 Sato et al.<3> 

Working fluids: Air and Water 

System pressure : 134 KPa (EX. 1) and 115 KPa (EX. 2) 
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図 3 液相速度分布とレイノルズ数との関係

（表 2に示す流動条件の液速度のみを変化）

ぶ

示したものである．図中の縦軸はc'とc"を考慮した場

合の壁面せん断応力四とボイド率分布は存在するが，

気泡のかく乱効果を無視したときのそれrwoとの比で



llO 管内気泡流の流動パラメータに及ぽす気泡のかく乱効果＊
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ある．いずれの場合も液レイノルズ数が大きくなるに

つれrw!rwoの値は 1に近ずき， ReL>2X105になるとそ

の値は 1 に非常に近い値となる．したがって， ReL~2

Xlげでは壁面せん断応力に及ぽす気泡のかく乱効果

は相対的に小さいものと考えられる．

4. あと が き

著者らが前に提案した管内気泡流の気泡のかく乱効

果を表わす式を気泡のかく乱による液相の混合距離の

観点から検討した．つぎに，その式を用いて液レイノ

ルズ数と流れの関係を調べた．得られた結果は次のよ

うに要約される．

(1)気泡のかく乱効果を表わす式(4)中の Krの値とし

て1.2が妥当である．

(2)式(4)を用いて計算した気泡のかく乱による混合距

離と実験値との一致は良好であった．

(3)液レイノルズ数が105以上になるとせん断応力分

布や壁面せん断応力に対する気泡群の影響は相対的に

小さくなる．
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色による電気絶縁材料の劣化判定について (III)

—測色センサの測色データ解析—

塚本俊介・須藤修一
く平成 4年 9月 30日受理〉

On the Diagnosis of Thermal Degradation of Insulating 
Materials by Color Measurement (III) 

A New Method of Analyzing Color-change 
Data occurring in Color-sensing-device 

We discussed the possibility of the application of the color measurement method to insulation 

diagnosis in our former reports. 

Recently, we studied the change of three indices in the L *a*b* color space. 

This report presents the change of the b* is more available than the color difference△ E*ab as 

the analyzing method of color-change of insulation material. 

Syunsuke TSUKAMOTO and Syuichi SuooH 

1 . まえがき

高圧回転機の絶縁劣化を，絶縁材料の色の変化を追

跡しながら判定する「測色法」について，本誌第26号

と第28号に発表してきた．第26号には，測色法による

絶縁劣化判定理論と基礎実験結果を，第28号には，絶

縁監視用測色センサの開発，について述べたが，どち
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図 1 劣化度一色差曲線

らにおいても測色データの解析は「色差」を使用して

行なって来た．「色差」とは， L*a*b*表色系を使用した

時に得られる 3つの測色値，すなわち①L*; 明度，②

a* ; 色度（赤成分），③b*; 色度（黄成分）のすべての

成分の変化を網羅したものであることから，一番適切

な指標であると考えてきた．

しかしながら，本誌第26号に示した劣化度一色差曲

線は固 1に示すように，途中から飽和を示している．

これは，モニタ材として使用したエポキシ樹脂の熱

劣化に伴う L*a*b*色空間における色の軌跡が，図 2

図 2 L *a*b*色空間における軌跡の例（エポキ シ樹

脂， A点が未劣化試料の座標）
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のようになることから当然である．

つまり「色差」とは，末劣化試料（図 2のA点）と

劣化試料の各座標点間の距離であるから，図 2のよう

なスパイラル・ダウンを描く軌跡の場合には，どこか

で飽和もしくは減少をするのである．

それでは色差以外の方法で，劣化と相関性の高いも

のはないかと，データの解析を行なったのが今回の報

告の内容である．

なお，劣化判定理論については，本誌第26号で述べ

たので，そちらを参照願いたい．

2. L*a*b* (エルスターエースタービース

ター）表色系

色を数字で表わす表色系には，多くの種類があるが

著者らは L*a*b*表色系を用いている. L*a*b*表色系

は， XYZ系のスペクトル三刺激値を使用しており，色

違いの程度を表わす時に専ら使用されている．正式な

名称は「CI E 1976 (L *a*b*)色空間」という．図 3

にL*a*b*色空間を示す．

ここで L*は明度指数で明るさを表わし， a*b*はク

ロマティクネス指数と呼び，色度（それぞれ色相と彩

度）を表わす．すべての色は図 3の空間のどこかに位

置する．例えば今，図 3においてA, B 2つの色があ

るとすれば，その両者の色の違い，すなわち色差△ E

*abは， A・B2座標点間の距離となり

△ E*ab={(△ L*)2+(△ a*)2+(△ b*)2}112………(1) 

で表わされる．

3. 用いた試料；測色センサ

今回の解析に使用したデータは，測色センサの劣化

試験から採取したものである．

白L*

-a  ＊ 

緑

色差△E* ab 

写真 1に測色センサ単体を，写真 2に回転機に実装

する場合を想定して，模擬スロットに測色センサを装

着した様子を示す．

なお，スロットに窓をつけたり，つけなかったりし

たのは，次の理由による．高圧回転機ではコイルを固

定子スロットに挿入し結線した後，工ポキシ樹脂で固

定子全体を含浸し，加熱硬化させる．このとき，樹脂

に収縮応力が発生するが，その応力が測色センサに及

ぽす影響を調べるために設けたものである．写真 2の

右側の模擬スロットの鉄板の中央に長円形をしている

のが窓である．

これらの 3種類の試料を， 210「C]の熱風循環恒温槽

内で熱劣化させ，半日から68日まで， 10回の測色を行

なった．測色は跨 HOYA-SCHOTT社製の測色計，

HCS-2000を透過色方式で使用した．

4. データ解析

エポキシ樹脂の活性化エネルギーはこれまでに何度

か算出しており，今回は以前算出した42.叫kcal/mol〕

を使用することにして，劣化温度は， 210「C]の 1温度

点とした．

(2)式は，劣化の換算時間0を表わし， 0はそのまま劣

化度として扱えるものである．

写真 1 センサ単体

窓

-b*青

黒

図 3 L *a*b*表色系 写真 2 模擬スロットに装着した測色センサ
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0= f 0 exp(一麿虐） dt・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・(2) 

ここで，△ E=42200 [cal/mol], R=l.986, T=210 

+273=483[K]を代入し，それぞれの劣化時間 tにお

ける劣化度0を計算した．

次に計算した0を横軸にとり，測色値をプロットし

ていくのであるが，まず最初は従前のように 0一色差

をプロットした．それを図 4に示す．

この図から分かることが 2つある．ひとつは，まえ

がきで述べたとおり， 0=10―16付近になると色差は，飽

和減少してしまう．つぎはセンサ単体と模擬スロット

に装着した場合とのバラッキが大きい．このバラツキ

は，工ポキシ樹脂の硬化収縮による応力が原因と思わ

れるが，まだ定量的な把握はできていない．

次に，色差の飽和・減少を防止するための工夫とし

て， 「累積色差」を算出してみた．「色差」は図 5に示

すように，それぞれの劣化試料と未劣化試料間の座標

姻
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＊ + a (赤色）

色差＝瓦で

累積色差＝瓦B+BC

図 5 色差と累積色差

点間距離で表わされるのに対し，「累積色差」は，前回

測定値との座標点間距離を累積していくので，劣化が

進んでいる間は減少することはない．連続して測定し

ていくとすると，図 2のスパイラル軌跡の長さになる．

そうしてプロットしたのが固 6の， 0-累積色差曲

線である．飽和・減少現象はなくなったが，バラツキ

が多い問題はそのままである．

そこで今度は， L*,a*, b*それぞれ単一の指標を0

に対してプロットしてみた．その結果が，図 7' 図8

図9である．

図7において， 7番めのデータ以降 L*が段違いに上

がっているが，これは測定プローブの清掃を劣化期間

中に行なったため，それ以降の測定値の明度が高く

なったものである．図7から， L*は熱劣化と共に，徐々

に低下していくということが分かる．図 8の0-a*曲

線からは，劣化が進んでも a*方向の変化は少ないこと

が分かる．

図 9は0-b*曲線である．色差を左右する 3つの要

素 L*,a*, b*の中で， b*の値がいちばん大きいので，
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図9は図 4と形が類似している．劣化が進むと b*が増

大し（黄色く変色し）あるところまでくると b*は減少

（黄色成分が減少）してくるので，飽和・減少がある．

これについては，前述の「累積」の概念を利用して解

決できる．さらに図 9は図 4に比べ，バラツキが小さ

いという長所が認められる．これは応力による測色値

の変化は，光の透過度，つまり明度 L*の変化が主で，

色度 a*,b*には影響が少ないからと思われる．

最後に， 0-累積色差曲線を作成して図10に示した．

図10より， 3種類の試料間のバラッキが少ないことが

分かる．また劣化が進むにつれて，曲線の傾きはより

大きくなることが認められた．これは劣化に対して，

「測色値の感度」が増大したことになる．

゜
10-1B 

図10

,6-17 
劣化度 0[h] 

,6-16 

0ー累積 b*曲線

ぃ，データ（特に明度 L*)の連続性を失なわせる失敗

をした．しかしこれは，実機の絶縁診断に対して測色

法が適用された場合のことを考えると，数十年という

回転機寿命の間には，まま起こり得ることであろう．

例えそういう事象が起きた場合でも，明度ではなく，

色度を指標として採用しておけば，影響が少ない，と

いう利点が考えられる．つまり L*,あるいは色差より

もb*を指標にしておく方が有利である．

光ファイバに応力が働くと，光の透過度が減少する

と言われている児光が減少しても色度は変化しない

のが， Lヽ*a*b*表色系の基本的性質である．このことか

らも， L*より b*の方が指標としてより適切である．こ

の応力の影響については，今後定量的な実験を行ない，

検討する予定である．

参考文献

1) DEL T. ]ENSTROM and CHIN-LIN CHEN 

A Fiber Optic Microbend Tactile Sensor Array 

Sensors and Actuators, 20 (1989) 239-248 

5. ま と め

劣化度0に対して，よく変化して，かつバラツキの少

ない指標として，累積b*がより適していることが分

かった．

測色期間中にたまたま測色プローブを清掃してしま
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電子情報工学科内LANと学内LANの構想と現状

瀬々浩俊・堤 豊・山下 巌・松野了ニ
〈平成4年9月30日受理〉

The plan and present status of the LAN in the department 
of Electronics and Information Engineering (E. I. E) 

and the campus LAN in our College. 

The construction of LAN in the new E. I. E building has started with 3WSs and 4PCs last 

year. The LAN is connected to the KARRN network with a public telephone network and to a part 

of other department users in our campus with the private telephone network. 

In this paper, the aim, the plan of hardware and software construction, and the present status 

of the E. I. E department LAN and the campus LAN in our college are discribed. 

Hirotoshi SESE, Yutaka TSUTSUMI 

lwao YAMASHITA, Ryouji MATSUNO 

1. まえがき

近年の情報処理技術の進展， とりわけコンピュータ

ネットワーク技術の進展はめざましい．

電子情報工学科はコンピュータ技術のハード及び‘ノ

フト，特にその接点を重視した教育を行い，将来のコ

ンピュータ関係技術者を育成することを目標としている．

こうしたこともあり，電子情報工学科の建屋を作る

ときに，将来LANを入れるとの構想があり，イーサ

ネットケーブルの敷設のための貫通穴が準備された．

さいわいに，建屋完成（平成 3年 3月）後すぐにイー

サネ ットケーブルの敷設と WS3台が導入出来たので，

これをベースにコンピュータネットワークの構築の第

一歩を踏み出すことが出来た．

このとき立てた構想とその後の進展状況， これを拡

大した学内ネットワーク構想とささやかながら始めた

その第一段階の運用，について報告したい．

LANをはじめとするコ ンピュータネ ットワークは

ソフトウェア特にヒューマンウェアが大事であり，そ

の運用・活用がキーとなっている．また，企業のネッ

トワークと違い，更には大学とも異なり，特に高専で

は資金も人材も相対的に不足している．企業や大学と

同じことは出来ないし，その大学でもネ ットワ ークの

運用は大学院生のボランティアにも頼っているのが現

状である．

我々は高専の規模，現状を踏まえながら，高専教官

の二つの指命，教育と研究にどう生かしてゆくかを探

ってみたい．今回はその最初の報告である． まだスタ

ートしたばかりであり，構築構想を主体とし，初期の

実現段階の運用経験を加えて報告する．

2. 電子情報工学科棟LAN

2. 1 LANの導入のねらいとシステム要件

LAN導入のねらいは下記の 3つである．

・情報専門学科としての実務経験

・研究支援と教育支援

• その他

情報専門学科としての実務経験

日本のコンピュータネットワークは普及の初期段階

にあり． コンピュータネ ットワークの経験者はす くな

ぃ．我々も利用経験を積み研策の必要がある．

工業の中でも特に進歩の早いコ ンピュータの世界で

は常に新しい技術に接している必要がある．一言で言

えば紺屋の白袴になりたくない． また，先端技術分野

でもあり，新しい研究課題が色々ある．

研究支援と教育支援

教官には大きく二つの使命，教育と研究がある．高

専教官は大学の教官と異なり，学生の生活指導に時間

が取られることと，授業時間数が多いことで，必ずし

も研究がしやすい環境にない． この二つの指命の内，

研究支援を主とし，教育支援を従で計画した．外部と

の接続ネットワークが研究を主体としたものであるこ
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と，教育支援を主とすると事務処理にも首を突っ込む

必要があるが，そこまでの手が回らないことが主な理

由である． しかし，電子情報工学科棟は教官室が4つ

の階に分散しており，教官同士の顔を合わせる機会が

少なく，また授業等があって全員の集まる機会がほと

んどとれないこと，等で相互連絡や簡単な事項でも調

整や意志決定がしにくいこと，は早急に解決したい，

その他

設備の有効活用を考えて学科棟内の一部設備にカー

ド入出退方式を導入した．この管理にも問題点があり，

いずれコンピュータ管理化したい． また， FAXの配

送もコンピュータ配送化したい．

こうした事を考え，表 1の課題をかかげた．しかし，

これを一度に実施することは現実を考えると設備費用

的にもマ ンパワ ー的 （平成 3年度 1名，平成 4年度 2

名）にも不可能である． また，使用者の習熟を考える

と段階的にやった方が良いとも言える． したがって，

長期的に段階をふんで実施して行くことにした．

長期計画で段階的に実行するので下記を考慮した．

(1)システムの変化に耐える

（もともとネットワークは変化するものである．）

(2)マルチベンダーの機器が使える

（このコンピュータ分野の技術進歩は早い．）

(3)5年間は基本方式の変更がない

（順次機器を追加する積み上げ方式でシステムを構築

するので基盤はしっかりしておく）

(4)概略の長期計画を立て実施段階で詳細をつめる

システム設計の要件

(1)全教官室に端末をおき，各部屋から利用する．

（朝来たとき端末の電源を入れ，帰りに電源を切る）

(2)電子掲示板は学内用，学科用，学生用と分離する．

（学科の議論内容は学生や他学科に見せたくない）

(3)WSと高機能プリンタを複写室におき，利用者の

共用とする．

W Sはプリ ントアウ トの最後の詰め，アウト プッ

トに利用する．

（パソコンでは文書の体裁を確認出来ない．試験問題

のアウトプットは複写室に他人，特に学生がいない

ことを確認して行う必要がある）

(4)学科事務室にWSをおき，会議，面会予約，会社

情報，に利用する

(5)セキュリティ上必要な機器は鍵のかかる部屋にお

くものとする．

第 1表 電子情報工業科LANの課題

情報専門学科としての実務経験と課題

コンピュータネットワーク技術の研究

チームコンピューティングの研究

〈研究と教育の業務支援〉

研究業務

学外との連絡……………電子メール

学外との情報交換………電子掲示板

学内での連絡……………電子メール，電子フォン

学内での情報交換………電子掲示板

論文作成・・・・•…•• ・・・・・・• …•文書作成から印刷まで
（簡易）電子図書館……電子化辞書・ハンドブック

技術計算・・・・・…...... …・・・・FORTRAN, C, ライブラリ

実験支援…………………ファイルデータアクセス

ソフトウェア作成支援…ファイルデータアクセス

ハードウェア設計支援…ファイルデータアクセス

商用データ

ベースアクセス………将来課題（利用料金の問題）

〈教育業務支援〉

学科内での連絡…………電子メール

学科内での情報交換……電子掲示板，電子フォン

文書作成…………………文書作成から印刷まで

スケジュール管理………個人スケジュール管理

部屋や機器の利用予約…共同利用物の管理

多目的教室OHPとの連携…将来課題

ファイルをOHPに直接表示

学生電子電光掲示板……将来課題

5年， 4年教室への連絡

教育データベース………将来課題

〈その 他〉

カードロックスシテム

の管理….....…•• • …•将来課題

ファックス送受信………将来課題

(6)学外通信機器 (MODEM) は 1個所に集める．

（保守管理の容易さとセキュリティの保持のため）

(7)サーバは24H運転とする． （夜間，休日いつでも

使える）

(8)停電瞬断に備えて無停電電源をおく．

(WSは停電でメモリーが破壊され，復旧に時間がか

かる）

(9)自宅のパソコンからもサーバにアクセス出来る．

（家でも仕事ができる．家から連絡できる）

(10) (重要な）ファイルは利用者が自分でフロッピー

にバックアップする． （個人データのバックアッ

プまで管理者の手が届かない）

(11)実験室の機器との接続を考えて全実験室にイーサ

ネットケーブルを張る．

(12)T V受信用同軸ケーブルの活用を考える．

（各教官室，学科事務室，多目的教室に端子がある．

学生教室への電光掲示板を考える）
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2. 2 ハードウェアの設備構想と整備状況 成4年度末での完成予定である．

ネットワークを構築する上でどういう形態で進める 現時点のサーバWSは1台でその仕様を表 2に，サ

かは色々な選択枝がある．集中か分散か ?LANとし ーバWSの設置状況を写真 lに示す．来年度には，電

てどんな方式を選択し，学内をどう区分し，接続する 子掲示板のセキュリティ確保と負荷分散のため，サー

か？メインフレーム (MFと略称），ワークステーシ バwsを学内用と学科用に分離したいと考えている．

ョン（以下WSと略称），パ‘ノコン（以下PCと略称 教官室のパソコンはNEC製PC9801で，フロッピー

）のいずれをベースとするか，等である． ディスクベースでも使用可能である．設置台数は現在

結論を下記に示す． の在籍人員分の 6台で，将来的には10人の教官， 3人

(1)複数台のWSをサーバとし，教官室の端末にはP の技官，非常勤講師分の 1台を加えて14台とする予定

Cを置く， WSとPCの複合方式とする． である．

(2) LANはThickEthernet (10base5)とする． その他として，学科事務室にWSl台，複写室にW

(3)他学科との接続は当分の間校内交換回線を利用す S 1台と高性能プリンタ 1台を置く予定である．

る．将来的には光ケーブルを使用し，ルータ経由 通信機器は，現在，九州大学との通信用と学内他学

の接続としたい． 科通信用の19.2 KbpsのMODEM2台，学内の他学科

(4)学外のネットワークとの接続にも当初は公衆電話 の教官や学校外からの教官のアクセス用に2400bpsの

回線を利用したuucp接続方式とする． （経費問題 MODEMを3台置いている．

が解決出来れば）将来的には専用線を使用したIP 通信関係は将来的に問題の多いところで，教育用W

接続としたい. sが入ってきて学生に電子メールや校外からのコンピ

(5)校内外からの利用者アクセスのため一般交換回線 ュータアクセスを許したときのトラフィック，校内交

と安価な MODEM を使用したダイアルアップの 換機の容量，セキュリティ，専用回線 (Ip接続），

TTY接続回線を準備する． 費用負担，等の検討事項があるが経済性を考えながら

基本全体構成計画を図 1に示す．実線のところが平， その時点の最適な方法を探って行くことになろう．．

九大

学内

牛内

牛内

牛内

匡

ISDN回線もその内に経済的に利用可能となろう．

<I支官） （非常 tha師室） 教官室 （孜官室）

（技官） （教官室） 教官室 教官室

図 1 電子情報工学科内LAN基本全体構成計画
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本体
型式
CPU 
仮想記憶領域

主記憶
内臓HDD容量
拡張可能HDD容量
FDD 
シリアルI/F
その他
追加オ プション

周辺機器
CRT 
ハードディスク

カセットMT
CD-ROMドライプ

MODEM 

表 2 サーバWS

S-4/2 
SPARC IU/FPU (40MHz) 
lGB/プロセス

32MB (最大64MB)
207MB 
7.5GB 
3.5inch 1. 44MBX 1 
RS-232CX 2 
Ethernetl/F, SCSl(4.8MB/s) 
RS-232CX 8, セントロ 1/FX1 

17inchカラーXl
X5611A(661MB) X 1, 
X5612A-2 (1.0GB) X 1 
X660A (150MB) X 1 
X559-CDP X 1 
TR-2000 (19.2kbps) X 2, 
MD24FS 7 (2400bps) X 3 

2. 3 ソフトウエアの整備構想と整備状況

WSをサーバとしたとき， WSの基本 OSはUNIX,

LANにイーサネ ットを使用したとき，通信プロトコル

はTCP/IPにすることは現在の常識事項である. PC 

用の端末ソフトウエアはIP接続， tty接続いずれもVT

100のエミュレータとなろう．

問題はアプリケー ションソフトウェアである．

学校で使うコンピュータで最大の悩みはアプリケー

ションソフトウエアを買う資金である．特にパソコン

では掛け40数台の費用がいる．一円入札問題もあって，

学校といえども従来のように只でソフトウエアを貰う

ことは期待できない． さらに，コンピュータメーカの

表 3 ワークステーション VSパーソナルコンピュータ

ソフトウェア比較表

ワークステーション バーソナルコンピュータ

ソフトウエアの種別 ソフトの名称 価格 ソフトの名称 価格

オペレーティング
UNIX 無料 MS-DOS 20,000 

基本 システム

ソ ウインドウ
X-Window 無料 MS-Windows 20,000 

システム

<ゥ ネットワーク UNIXに含む 無料
Netware/ 

50,000 
工

MS-Mailなど

ア 編集プログラム GNU Emacs 無料 VZ-editor 9,800 

>文 日本語ワープロ
Emacs+ 

無料 一太郎など 59,800 
日本語Tex

英文ワープロ Emacs+Tex 無料 WordStarなど 部無料有料（）一

Pascal GNU Pascal 無料 Turbo Pascal 19,800 

プ
ロ C言語 UNIXに含む 無料 Turbo C 29,800 

グ

ラ FORTRAN 機種による 198,000 MS-FORTRAN 99,800 
ミ

ノ Lisp KCL 無料
IC-LISP, 

100,000 
グ RUN/Lispなど

Prolog Pro log/KABA 無料 Prolog/KABA 無料

写真 1

保守サービスの有償化と子会社委託化でソフトウエア

の定期メンテナンスも困難になって来ている．

最近では商用のコンピュータネットワークにフリー

ソフトウエアが流れるようになったが， この世界の先

輩格はワークステーションによる各種ネットワークに

流れるWS用ソフトウエアである．その種類， 量とも

多く，バージョンアップも期待できる．表3にWS用

とPC用のソフトウエアの比較を示す．

商用ソフトウエアとこれらのフリーソフトウエアの

違いを以下に述べる．

商用ソフトウエアは動作をメーカが保証する． ドキ

ュメントがしっかりしている．サポートや教育体制が

ある． しかし，すべてに費用がかかるし， ‘ノースコー

ドが公開されていない等の欠点がある．一方，フリー

ソフトウエアは動作を必ずしも保証はしない． ドキュ

メントが少ない． 自分でインストールをし，動かない

ときも自分で処置しなければならない．ただし，使用

は無料であり， ソースコードが公開されているので教

育に使える，自分で改造出来る，等の利点がある．ソ

フトウエアに払う費用がないとすれば，たとえ労力を

払ってでもこれを利用するしかない．

現在WSで利用出来る主なフリーソフトウエアを表

4にしめす. PASCALのコンパイラが含まれていな

いが， GNUで開発中と聞いている． これらの入手方

法として，ネットワークからダウンロードする方法，

CD-ROMが安い費用で配布または販売されているもの，

雑誌の読者や会員の希望者にテープまたはフロッピー

を回覧して複写をする方法，等がある．是近のもので

は. JUSがCD-ROMで今年 6月から会員に配布してい

るものが日本語化のものを含んで一番利用しやすいも

のである． （但し， JUSの会員になることが条件であ
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表 4 フリーソフトウエアの例

オペレーディングシステム
Mach (CMU unix) 
386BSD (UCB 386 unix) 
Linux (386 unix) 

言語処理
gas (GNU assembler), gawk (GNU awk), 
gee (GNU C compiler), bdg (GNU debbager) 
g++ (GNU C++), TILE Forth (GNU Forth) 
f2c (Convert Fortran77 to C or C++) 
flex (GNU lex), KCL (Kyoto Commonlisp) 
scm (GMU Scheme) 
VPS2 (CMU Commonlisp OPS5) 
GhostScript (GNU PostScript) 
perl, SB-Prolog, GNU Smalltalk 
Little Smalltalk, GNU sed, bison (GNU yacc) 

文書整形
groff (GNU roff) 

図形処理
gnuplot, 

データベース
gdb (GNU database management library) 
oleo (GNU spreadsheet) 
INGRESS (Relational DBMS) 

エディタ
GNU emacs, Epoch (GNU emacs for X) 
elvis (GNU vi) 

アプリケーション
GRADSIM (Connectionist Network Simulator) 
PlaNet (PDP Network Tool) 
atree (Adaptive Logic Network Simulator) 
magic (interactive VLSI layout editor) 
MAEstro (Multimedia Aut4oring Environment) 
JACAL (symbolic math package) 
CLM (Common Lisp Music), CM (Common Music) 
Grass (Geographic Resource Analisys Support System) 

通信
GNU fax 

表 5

目項
操作環境
かな漢字変換システム
メール
かな phone
ニュース
日本語文書整形
日本語辞書検索
英語スペルチェッカー
英語文書整形

簡易数値計算
パターン検索処理
グラフィック言語
プログラミング言語

表 6

PC98用
項

製品名

一般利用者環境 (PC)

内容
Nemacs 
Wnn (Egg, jserver, uum) 
Rmail, mail 
Kphone 
Gnus, (Cnews, NNTP) 
日本語 Tex(LaTex) 
lookup (dserver) 
ispel 
nroff, troff, Tex (La Tex) 
calc 
gawk, perl, sed 
ghostscript 
C 
日本語 FORTRAN
GNU Pascal 

PC用タミナルソフトウエア

目

エミュレーション

通信回線
通信プロトコル

内容
LANW orkPlace又は
Centre NET SLIM/TCP 
VT-100 
イーサネット
Telnet, Ftp, (NFS) 

P C98用
項

製品名
エミュレーション

通信回線
通信プロトコル

目 内 六
合

hterm 
VT-100 
公衆回線（直結も可）
Telnet, kermit. 

る）

こうしたことを考えて，利用出来るフリーソフトウ

エアを最大限に生かすことにした．

WSのOSはSunOS4.1. 1 (JLEL 1), WSからの操作

環境はXウインドウ X11R5を主体(opennwindowも使

用可）， PCからの操作環境は日本語emacs(CRTの分

解能からウインドウの使用は無理）とした．また，か

な漢字変換にはWnn, 日本語文書整形には日本語Tex

を使用した．詳細を表 5に示す．

なお， PC用の端末エミュレータはイーサネットか

ら利用の PC には商用の LANWorkPlace, Centre 

NET SLIM/TCP, 電話回線からのアクセス用にフリ

ーソフトウエアの htermを利用している．これを表 6

に示す．

2. 4学外との接続及び接続状況

現在国内で使用中のネットワークには，商用のパソ

コンネットワークと，主として大学等で使用中の学術

目的のネットワークの二つがある． 日本の商用ネット

ワークではPC-VAN,NIFTY-Serve, などが有名である．

また， 日本の学術目的のネットワークを図 2に示す．

WIDE INTERNET. JAIN, TISNが基幹部分を構成し

ている. JUNETもこの中で構成されている．九州・

山口地区では図 3の構成である．主な大学は加入して

いるが，高専では徳山高専，熊本電波高専，佐世保高

専， と少ない．

当高専が加入するとすれば，研究目的と費用負担能

力からすればJUNETが適当となる． しかし， JUNET

は従来のやり方での運用管理の限界に達し，ネットワ

ークの編成替えが始まり，地区毎にまとめてそれを全

国に接続することになった．九州・山口地区は KARRN

(Kyushu Area Regional Research Network)の傘下に

入ることとなり，直接の接続先は九州大学情報工学科

のコンピュータにお願いした．接続方式はダイアルア

ップ公衆回線を使ったUUCP方式で最高速度19.2Kbps 

のMODEMで日に 4回間欠的に接続される．平成 4年

5月時点の九州・山口地区ネットワーク加入者分布図

を図4に示す．

2. 5演習室との接続構想

現在情報工学演習室には40台のスタンドアロンのパ

ソコンがあり，プログラミング教育に使用している．

しかし， このままでは設備的に専門教育が出米ないの

で， ワークステーション設備をいれて学生にも UNIX

システムをベースにした教育をしようと計画している．

この特別設備予算が通れば，目標を下記のように考え，

段階的に実施する予定である．
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WIDE INTERNET 
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図 3 九州・山口地区におけるネ ットワー ク接続図 (1992年5月現在）
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図4 九州・山口地区ネ ットワーク加入者分布図

研究と教育支援

学生の教育

UNIXの基本操作

エディタ操作と日本語入力

プログラミング教育

電子メール及び電子掲示板の教育

日本語文書の作成

電子メールによるレポートの提出

電話回線アクセスによる家庭学習

コンピュータ資源の有効利用

空き時間のコンピュータパワーをネットワークから

教官や学生が利用

2. 6利用者教育と運用体制

こうしたネットワークを構成したとき，誰がソフト

ウエアのインストールをし，誰が日常管理（電子メー

ルが滞留してないか？ディスクがオーバーフローして

ないか？）をするかである．ネットワークで異常や故

障が発生したとき，誰が修理するかである．早く修理

しないと利用者に迷惑がかかる．場合に依っては接続

相手先の学校や利用者に迷惑がかかる．ネットワーク

は地理的に離れているので修理には多大の時間を要す

る場合が多い．専任の職員を確保出来なければ，ネッ

トワークの維持管理は教官がボランティアベースで維

持して行くしかない． ソフトウエアが専門の教官とい

えども維持管理は直接の研究対象ではない．

従来のホストベースのコンピュータ室はメーカのカ

ストマサービスエンジニアがソフトウエアのバージョ

ンアップや故障時の修理をやってくれた． しかもコン

ピュータはコンピュータ室の中にあり広域に分散して

いない．学生の指導とメーカヘの故障修理依頼がほと

んどである．

UNIXをベースにしたWSネットワー クではこれが

出来ない．特にフリーソフトウエアを利用したところ

は自分でやるしかない．大学ではここに大学院生のボ

ランティアが生かされているが高専では望むべくもな

P. 

電子情報工学科では将来的にソフトウエアの技官 1

名と数名の教官のボランティアでやって行くことにな

る．故障や異常があっても，教官は教育や研究が優先

するので即時対応はかなりの困難が予測される． この

ときは我慢の精神が必要となろう．

次に利用者教育であるが，有明ネットワークフォー

ラムといった形のものを不定期に開催してスタートし，

将来的には学内にある電子計算機運営委員会の下にこ

の会議を位置づけして，利用方法の研究発表，ネットワ

ーク技術情報の交換，人間の交流をはかり，学内全体の

ネットワーク化の推進力としたい．ネットワークの参

加者は自分のことは自分でする (Doit yourself) 

の精神で‘，自分の端末は自己管理をお願いしている．

こうしてネットワーク管理者の負担を少しでも軽滅し

たし).

2. 7利用状況と問題点

現在，学科内の相互連絡に電子メール，学科内の会

議の連絡，主任会や厚生補導委員会等の会議の報告，

学校行事の仕事分担の決定には電子掲示板を利用して

いる．全員が顔を合わせる機会が少ないので，情報の

伝達も早く，簡単な意志決定はスムーズになった．た

だ，会議出席者がすぐにその結果をインプットしてく

れないとそのままになってしまう場合がある．

しかし，学科会議は報告事項が減り，重要で討議が

必要なもの，微妙な問題を含んだものに専念出来るよ

うになった．なお，平成 4年の 9月から学科会議等の

教官への連絡は全て電子掲示板に切り替えた．

ニュース（電子掲示板）の利用は日本国内に制限し

ているが大変量が多いので見るのが大変である．まだ，

見るだけが多いが， 自分の見たいところ，見る項目が

決まれば大変役にたっ．コンピュータ関係といわず学

会等の開催案内もニュースに流れており， 見逃すこと
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表 7 コンピュータ関連以外の主なニュース項目

有明高専内配布
ariake. ecs. inform 
ariake. ecs. misc 
ariake. ecs. q-and-a 
ariake.ecs.test 

日本国内配布
fj. announce. ※ 

fj. book. ※ 

fj. forsale 
fj. general 
fj. guide. ※ 

fj. lectures 
fj. living 
fj.mail 
fj. misc 
fj. meetings 
fj. net-people 
fj. papers 
fj. questions. ※ 

fj. rec. ※ 

fj. sci. ※ 

fj. soc. ※ 

fj. sys. ※ 

fj. wanted 

九州地域内配布
kyushu. ※ 

有明高専電子情報のお知らせ
ヶ なんでも
ヶ 質問と回答
ヶ テスト用

お知らせ
本の情報，議論
売り，交換の情報
j?net全員に関係する記事
不ットワークガイド
聞かれてはいないが教える情報
生活情報
メールに関する議論
投稿場所が分からないとき
会合案内
人の情報，尋ね人
論文，質問，議論，論文探し
各種質問とその回答
レクレーションの情報，記事
科学関連の情報，議論
社会関連の情報，議論
各種コンピュータシステム
情報が欲しいとき

九州地域内配布の各種情報

ができなくなった．表 7はコンピュータ関連を除いた

主なニュース項目である． （もともと， コンピュータ

の研究を基盤に出発しているのでコンピュータ関連項

目は多い） ariakeは有明高専内， kyushuは九州地域内，

fjは日本国内を流れるニュース項目である．

この原稿を書くのにネ ットワークを利用したらとの

案があったが，日本語 Texの準備と習熟が間に合わず

断念した．

現時点の問題は大きく 3点ある．

利用者の操作や言語修得の習熟度をどう上げるか？

フリーソフトウエアの内容把握とインストールエ数

をどう確保するか？

トラ ブル処理（ソフトウエアの内容理解が必要だが

書いたものが少ない）をどう早くするか？

3. 学内LAN構想

学内LANについての問題は大き く二つある．利用

者がコンピュータに詳しくないこと， システムの維持

・運用の管理者をどうするかである．予算が潤沢であ

れば別であるが，大々的に導入しても現状では利用者

教育，運用管理とも手がまわらず利用者が一部の人に

限られるであろう． しかし，将来的には必要事項であ

り，研究しておくのが望ましい． この場合， CADは

別に考えたい．各学科のニーズ，必要なソフトウエア

が異なる上，容易に手にはいるフリーのソフトウエア

がない．

九大ヘニニ竺［日~------------H 電気
,-------------------・--・ 

, , : .... ヽ -::• - . 'l・ ニ. ,-ー・一チ・ー・一_,___一9―̀―9●.. ヽ..ギ、.......・'! :;Ji務： . ・- ' .. ー・• · - · - - ー· •·-·-·一・・・・・・・・・一ー・；_., ー・ー.... .. ・-.. dial接統（個人）

三 : .、 口

ロロニ
(1)第 1段陛 学内しAN (平成 4年度）

uucpまたは SLIP接続

・ロ
ロロロ

(2)第2段階 学内しAN (平成 5-6年度）

SしIP接続または IP接続

(3)第 3段階 学・内しAN (平成 10年度位）

図5 学内LAN構想

また，学内LANを事務部門ともどう関連づけるか

も問題である．

学内LANの構築は電算機室の機種更新と絡めて考

える必要はない．学内LANというと大上段に構えた

がるが先ず各学科でほとんどの教官個人が持っている

パソコン，一部の学科にあるWSを各学科内でどう結

びつけ，活用するかである． この場合ネットワークの

世話を誰がするか，少なくともそのキーマンが各学科

に必要である． まず，このキーマンを養成して学科の

LANを構築し，そして全体のネットワークにもって

行くことが近道である． こうして研究教育ネットワー

クを段階的に構築し，最後に事務部門と接続する．

事務部門も考えなければならないがまずは外して考

えることにする．
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3. 1学内 LANのねらい

研究・ 教育支援が主体となろう．一般科の文化系教

官がUNIXの操作や文書処理の操作を覚える必要があ

るかどうかは議論のあるところかも知れない．当分は

パソコンの利用と商用ネットワークの利用で良いとも

言える． しかし，電子メールとニュースは利用して欲

しいものである． また，コンピュータを利用した文学

の研究等もあり，分野によってはおおいに利用が必要

となろう． さらに，事務処理もUNIXWSへ移行する

傾向も出ており，いづれは利用の必要が出よう． しか

し，理科系の教官は当然利用が必要であろう．

研究支援

学外との連絡情報交換

他学科との連絡情報交換

文書作成

技術計算

図書の検索

教育支援

主事室からの連絡

他学科との連絡情報交換

3. 2ハードウエアの構想

各個人が持っているパソコンを端末として利用を開

始し，そのパソコンを学科内のWSに接続をし，その

WSを全体に結び付けて学内 LANを構築することに

したい．学科によっては利用状況や手持ちの機器が異

なるので次のような段階をとるようにしたい．図 5に

学内LANの構想を示す．

第一段階 少数利用者とキーマンの養成

電子情報工学科は別にして，学校内 5学科（一般科

を含む）の利用者を校内電話回線でMODEMを使って

電子情報工学科WSに間欠接続で接続する．その場合，

処理能力の関係もあり，各学科の利用者は1-2名位と

している．利用者個人が準備するものは図 6に示すよ

うにパソコンは別として， 2400bpsのMODEMだけで

よい． この段階はすでに実施に移されている．

第二段階 電子情報工学科と電算機室・電気工学科

との接続

電算機室，電気工学科にWSをサーバとした LAN

を構成し， その科のWSと電子情報工学科のWSと校

内回線で接続する． （費用が許せば光ファイバーで接

続したい）

その他の学科では一部利用者を校内電話回線で電子

情報工学科に間欠接続する．

電 話 回 線

ヘ

図6 パソコン端末（エミュレータ使用）

第三段階 全学科及び電算機室教育設備との接続

機械工学科，建築学科， を含んだ全学科の LANを

構築する．一般科，特に文系の利用者をどう接続する

かは利用者の必要性次第であろう．基本的には一般科

の事務室に 1台のWSをおいて各教官と LANで結ぶ

ことになろう．

また，電算機室学生教育設備との接続があるが， こ

れは， このコンピュータ設備更新時期に行うことにな

ろう．

3. 3 ソフトウエアの構想

基本的には電子情報工学科LANのソフトウエアの

考え方に準じる. (2. 3を参照）

その他として，現在図書館で導入している図書検索

のソフトとそのデータのインプットをどうネットワー

クに結び付けるかである．技術計算に関しては，統計

計算のような共通的に使うソフトウエアは別にして，

各分野に応じた技術計算のライブラリは各学科で準備

することになろう．

3. 4電算機室との接続

現在すでにある MACやWSを活用して，ネットワ

ークを構成し，電子情報工学科や電気工学科のネット

ワークと接続して一般に開放し，先進的利用者の教育

に利用する．そして，本格的には電算機室設備の更新

時に，学内ネットワークとの接続を考え，一般利用者

教育の内容をどうするか？その時の教育設備をどうす

るか？空き時間のコンピュータパワーをどう活用する

か？を検討する．長期的には夜間や休日の自宅からの

利用，個室に端末を置きカードで利用，等を検討する．

こうした場合，管理負担をなくす方法を同時に考えな

いと結局利用が難しいということになる．

ねらいは下記となろう．

一般情報処理教育

プログラ ミング

文書作成

CAI 

図書検索

家庭学習
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空き時間コンピュータパワー

各学科で検討（リモートアクセスが前提条件）

3. 5運用体制構想

新しい電子計算機運営委員会の役割は，

(1)一般情報処理教育の運用管理

この下に例えば， CAI開発会議

(2)ネットワーク運用管理

ネットワーク会議

の二つの仕事をすることになる．各学科の代表は1-2

名となりその内の 1名は各学科のネットワーク管理者

がなることになろう．

学内ネットワークの代表者は技術的・対外的なこと

もあり，電子計算機運営委員会の中に位置づけした代

表の資格のもとに電子情報工学科の教官が務める必要

があろう．

また，電算機室の教育補助をかねた専任の技官が必

要となろう． これにはUNIXシステム管理が出来るソ

フトウェア技術者が望まれる．

3. 6利用状況

数名の人がすでに電子メールと電子ニュースの利用

を始めている．当分は利用者の増大より，キーマンの

養成が主体となろう．

4. あとがき

電子情報工学科内の電子メール，電子掲示板もよう

やくその活用が本格的に始まった．参加者が増加し，

常に端末を ONにして，使いだすとその真価が発揮さ

れて来る．キーボードイ ンプットが気にならなくなれ

ば非常に便利であることが実感出来ると思う． コンピ

ュータネットワークも人間のコミュニケーションの道

具の一つであり，利用者の活用いかんによっては，仕

事をよりスムースにし，今より豊かな人間関係を構築

する手段となる．

電子情報工学科のLANも学内ネ ットワークも構築

の緒についたばかりであり， これから本格的に取り組

まねばならない．特に利用者をどう増やし，新しい利

用法を開拓してゆくかがキーである． こうしたことを

含め継続的に報告を出して行きたい．

謝辞

学科棟新設時にWSの導入に御配慮を項いた前校長

竹村先生，機器の設置等に御努力項いた事務関係者に

お礼を申し上げます．

ここでKARRN加入の状況を簡単に報告する．

当校の加入は，電子情報工学科棟LANの運用を開

始した平成 3年9月から加入の具体的検討を開始し，

平成 3年12月5日に九州大学情報工学科の荒木先生を

尋ねて加入のお願いをするとともに技術的事項をつめ，

その後すぐに加入の書類を出し，平成 4年3月に接続

機器の準備ができたあと， 4月18日には最所先生と大

学院の学生に来ていただいて試験接続を完了， 9月7

日に正式開通をした．加入書類の提出から正式開通ま

で時間がかかったのは前に述べた JUNETの編成変え

が大きく影響している．

なお， この場を借りてKARRN加入に御尽力項いた，

KARRNスタ ッフの皆 さん，九州大学の，荒木先生，

最所先生，古川先生，情報工学科の大学院生にお礼申

し上げます．
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ポリウレタンの熱分解に関する研究（第16報）

PyHRGC-FTIRによるa,y-ジフェニルisoープロピルアロハナートの熱分解生成物の同定

吉武紀道・古川睦久＊
〈平成 4年9月30日受理〉

A Study of Thermal Degradation of Polyurethanes (16) 

Identification of Pyrolysis Products of a, r-Diphenyl iso-Propyl Allophanate 

by PyHRGC-FTIR Method 

Synopsis 

The thermal decomposition mechanism of a, r-diphenyl iso-propyl allophanate as model 

compounds for the cross linking site in polyurethane networks was investigated by PyHRGC-FTIR. 

The pyrolysis was performed at 250,350 450 and 550℃ . A 25m long capillary column coated by 

Silicone OV-1 was used. The degraded products were identified by use of a reference system 

attached to FT-IR. The primary degradation reaction was dissociation of allophanate into phenyl 

isocyanate and iso-propyl carbanilate followed by dissociation of iso-propyl carbanilate pro-

duced into phenylisocyanate and iso-propyl alcohol. However decarboxylation of the iso-propyl 

carbanilate fragment took also place at 550゚C. A few amount of diphenyl carbodiimide was 

observed when the pyrolysis temperature was 350~550℃. 

Norimichi YOSHITAKE and Mutsuhisa FURUKAWA* 

1. 緒 戸

ポリウレタンの熱分解生成物は多種にわたり複雑で

あり，直接分析することは因難である．従ってこの分

析を円滑にするために，ポリウレタン原料や，ポリウ

レタンを構成する化学結合を有するモデル化合物を熱

分解し，熱分解生成物の分析同定を行い，熱分解機構

を検討し，その結果をポリウレタンの熱分解機構の基

礎資料とすることが必要である．

ジフェニルアルキルアロハナートの熱分解について，

これまで我々は直鎖状アルキル基の熱分解機構への影

響を PYHRGC-FTIR7),DP-MS9・10)で検討し，次

ポリウレタンの熱分解は通常熱分解ガスクロマトグ

ラフィー(PyGC),PyGC-MS, 直接熱分解マススペクト

ロメトリー(DP-MS),熱分析(DSC,DTA, TG), FT-IR 

等により研究されてきた． しかし高分解能熱分解ガス

クロマトグラフィ―-Fourier変換赤外吸収分光法

(PyHRGC-FTIR) による報告は，ポリマー一般につ

いてもあまりないが1-8), ポリウレタンについては我

々の先の報告7)のみである．

本報では，ポリウレタンの網目構造の一つであるア

ロハナート結合のモデル化合物である a,yージフェニル

-isoープロピルアロハナート (DPiPA)の熱分解生成物

の分析を，溶触シリカキャピラリーカラムを用いたPy-

HRGC-FTIRで行なった．種々の熱分解温度による熱

分解生成物の同定の結果と熱分解機構について述べる．

のような熱分解機構を明らかにしてきた．

1) ウレタンとイソシアナートヘの熱解離反応

HO O HO 

◎ Nも丘OR' → ◎遠OR' +◎心0(1) 

◎ 
2) イソシアナートとアルコールの熱解離反応

HO 

◎飩OR' →◎戸CO + R'OH (2) 

3)脱炭酸反応による第一級アミンとオレフィンの生成

~g 
◎ NCOCH2CH2R'→ 合~NH汁COサCH2 =CHR (3) 

4)脱炭酸反応による第二級アミンの生成

HO H 

◎飴OR' → ◎ >-NR'+CO2 (4) 

メチルアロハナートは(1)の熱解離反応を経て，生成

したウレタンは(2)の反応によりイソシアナートとアル
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コールに解離する． しかしながらエチル基以上の直鎖

アルキル基のそれは(1)の反応を経て(2)の反応の他に(3)

の反応によりアミンとオレフィン， CO2を少量生成した．

生成したウレタンの熱分解については， 1870年， A.

W. Hoffmannが，芳香族ウレタンは， 170~180℃でイ

ソシアナートアルコ ールに熱解離することを認めて以

来，向山， Dyer その他の研究によって認められてい

る反応機構に従っていた．

本研究では枝分かれアルキル基の熱分解への影響を

明らにするために DPiPAを用いた. DPiPAの熱分解

では先に報告した a, yージフェニルエチルアロハナー

卜7)よりウレタンの熱分解機構中の脱炭酸反応 (3式）

が多く観測されると予測される．

2. 実験

2. 1 試料

a,y-ジフェニルisoープロピルアロハナート (DPiPA)

はKogonの方法11)により isoープロピルカルバニレート

(IPPC: フェニルイソプロピルウレタン）とフェニル

イソシアナート (PhI)との反応により合成した.IPPC 

はPhI と 2—プロパノール (IPA) から合成した． これ

らの化合物の純度は元素分析， IR等により確認された．

図 1 に a' ァ ー ジフェニルiso—プロピルアロハナート

(DPiPA) の構造を示す．

H O 0 

◎ N-t-Nふ0-CH(CH山

◎ 
M.W.298 

図 1 a, y-Diphenyl iso-Propyl Allophanate 
(DPiPA) 

2.2 装置

熱分解装置（島津製作所KK製PYR-2A型）を備えた

ガスクロマトグラフ（同所製GC-14A型）を， FT-IR

（米国ニコレー社製FT-IR710型）にインタ ーフェー

スを介して接続して用いた．

PyHRGC-FTIRで得られた結果は，それぞれデー

タ処理装置（島津製作所製： CR-4AD, ニコレー社製

：ワークステーション620型）で処理した．

2.3 測定

熱分解温度は250, 350, 450, 550℃ とした． カラム

の昇温速度は初期温度を40℃ とし毎分10℃で280℃ ま

で昇温した後， 280℃で測定終了まで保った．キャピラ

リーカラムにはポリジメチルシロキサン系のシリコン

OV-1.25mx0.3mmを用いた．キャリヤーガスにはヘリ

ウムを用いた．

約 2~ 3mgの精秤した試料を，所定の温度に達した

水平型の熱分解装謹に挿入し，瞬時に熱分解させた．

熱分解された試料は，まずGCのキャピラリーカラ

ムで分離され，ついで凝縮されないよう280℃ に保温さ

れたトランスファーラインを通り FT-IRの280℃に保

温されたライトパイプに達し， MCT検出器により検出

された． その後分解試料は再びGCに戻り FID検出器

で検出された．検出結果はGC及びFT-IRそれぞれの

データ処理装置によりプロッター，ディスプレイに記

録または表示された．

FT-IRではGram-Schmidt-Reconstruction(IRクロ

マトグラム， IRのMCT検出器により得られるクロマ

トグラム）， Chemigram(官能基別に波数を指定して

描いたクロマトグラムで， GC-MSにおけるマスクロ

マトグラムに相当する．）， ピークの検索等の処理を行

表 1 各ピークの保持時間及びピーク強度＊の熱分解温度による影響

-F I Dクロマトグラムによる

熱分解温度 PKNo. Rt PI(%) 熱分解温度 PKNo. Rt PI(%) 

250℃ 1 3.4 22.4 450℃ 1 3.4 40.0 

2 6.6 32.2 2 6.7 44.2 

3 3 

4 14.5 39.3 4 14.3 6.1 

5 16.5 6.2 5 16.5 9.9 

350℃ 1 3.2 16.9 550℃ 1 2.9 45.3 

2 7.6 69.3 2 6.3 4.2 

3 3 6.9 44.8 

4 15.0 11. 8 4 

5 16.6 2. 1 5 16.5 5.6 

＊注 5つの主ピークの総面積に対する各ピークの面積％
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い，熱分解生成物を同定または推定した．検索はFT-IR

に組み込まれた Aldrichのデータベースにより行った．

データベースの数は約5000であった.PyHRGC-FTIR 

において通常は時間軸として保持時間 (Rt)で表すが，

GCのデータをハードディ スクに取り込む点として，デ

ータポイ ント (DP) でも表している. GCのFID検

出器により得られるクロマト グラムをFIDクロマト グ

ラムとし， Rt, ピーク面積％を求めた．

IRクロマト グラムにおいては検索，ケミグラムによ

る定性分析を主とし，定量については参考にとどめ，

FIDクロマトグラムにおいておおよその定量的関係を

検討した．

3 . 結 果

3. 1 FID及び IRクロマトグラム

図2,3に熱分解温度250,350, 450, 550℃ における

FID及びIRクロマト グラフを示す．主なピー ク5本を

考察の対象とした． ピーク番号を両クロマトグラムと

も対応するRtに合わせ， PK.1~5とした．ピークを認

めがたい場合にも対応するRtの箇所に番号を記した．

なおFIDクロマトグラムでは熱分解温度250℃のPK.

2の後にブロードなピークを認めたが， （図2の250,

450℃ におけるPK.3 *が相当する.)IRクロマトグラ

ムには明確ではないこと，又熱分解温度550℃ おいて

PK.5以降にいくらかの微小ピー クを認めたが，共に考

察の対象から外した．

表 1に， FIDクロマトグラムにおけるRtとピーク強

度 (PI)を示している. PIは5本のピー クの総ピーク

面積に対する各ピー ク面積％で示した．

図2,3に示す250℃での熱分解で得られた両クロマト

グラムにおいてPK.2, 4は鋭いが， PK.1はブロードで

あった. PK.4が最大ピー クであった.350℃ではPK.

1,2,4の他に， PK.5がわずかに認められた. PK. 2が

最大で， PK.4は滅少した. 450℃ ではPK.1, 2, 4, 5が

認められた. PK.2が最大であ ったが，PK.4は減滅し

た.PK.5が微小ながらやや増加した.FIDクロマトグ

ラムにおいてはブロードなPK.1がやや増加した. 550 

℃では， これまでのPK.1,2, 5の他にPK.3が現れ，最

大ピークとなった. PK.4は消滅した. PK.1はさらに

増加したが， PK.5はIRクロマトグラムでは鋭い明確な

ピークとして増加を示した．

IRとFIDクロマトグラムでピー クの大小関係，数が

異なったりしているのは，双方の検出感度が物質によ

り異なること， IRクロマトグラムにおけるピーク処理，

FIDクロマトグラムにおける無機ガスに対し，感度を

有さないこと等，諸原因が考えられる．

3.2ピーク強度への熱分解温度の影響

表 1にFIDクロマトグラムに基づく各ピークの量的

な関係を示しているが，これと図 3のIRクロマトグラ

ムより検討した．

PK. Iは，熱分解温度が上がるにつれ漸増の傾向を示

した. PK.2は熱分解温度上昇と共に増加したが， 550

℃では滅少した.PK.3は250~450℃ではピークとして

は得られなかったが， 550℃で顕著に得られた.PK.4 

は250℃で顕著に得られ，以後350,450℃ と熱分解温度

上昇につれて減少し， 550℃で消滅した. PK.5はむし

ろIRクロマトグラムより250℃ではピークとしてはほと

んど認められなかったが， 350,450, 550℃ と熱分解温

度が上がるにつれて増加の傾向を示した．

t::: PK. 4 
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2160"'2120cm―1 

V a-N=C=N 

it PK.5 

1130-lOOOcm―1 

v-C-0 

so 80 

DPiPAのv-c = 0, v .-N = C = N, 
域におけるケミグラム

v-C-0領

3.3 クロマトグラムのピークの同定

それぞれのピークについて， FT-IR装置付属のア

ルドリッチのデータベースを主体に検索とケミグラムと

より同定または推定した．その結果を図4, 5に示す．

図4は検索結果を示しており，上段は検索の結果の

スペクト）レ，下段は未知ピーク， PK.l, 2, 3のスペク

トルである．

図 5はPK.l, 4, 5の同定又は推定のための v-C=0, 

Vasyn-N=C=N, V -C-0領域におけるケミグラムを示す．

PK. lについては， 500℃ におけるスペクトルの検索
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と，更に1130~lOOOcm-1領域でのケミグラムにより0

Hのv-C-0の吸収が認められたこと，及び試料の構造

から考えて， 2-プロパノールと同定した.PK.1のスペ

クトルには他に炭酸ガス等が混在していることが推察

された. PK. 2, 3は， 550℃ におけるスペクトルの検

索よりそれぞれフェニルイソ シアナート，アニリンと

同定された. PK.4は， v-C=O領域である1740~1700

cm -1のケミグラムにおいて顕著に現れていることと，

試料の構造よりフェニルイソプロピルウレタン (IPPC)

と同定された. PK.5は， Vasyn-N=C= N領域である2160

~2120cm -1のケミグラムに，明確に現れていることと

試料の構造より考えてジフェニカルカルボジイミド

(DPCD) と同定された．

4. 考 察

以上の各ピークの同定と熱分解温度の強度変化の結

果から熱分解機構を考察すると以下のようになる．

DPiPAは，熱分解温度250~450℃では，次の式1,

2に示すようにIPPC(PK. 4) とPhl(PK. 2)へ，更

にIPPCはPhlとIPA(PK.1)への熱解離反応であり，

脱炭酸反応は認められない．しかし， 550℃以上で了二

リンの生成を認めることが出来たことにより，かなり

高温においては式 3に示すような脱炭酸反応が起こる

と考えられる．

カルボジイ ミドはエチル基の時に 7)比較して，より

顕著に現れ， 350℃より微量ながら認められ， 450,550 

℃ではかなりの増加を示した． これは式 4に示すよう

にPhl二分子より縮合したものと考えられた．

1. 比較的低温での熱分解 (250~450℃)
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図 6 アロハナートの熱分解経路

l. 熱分解温度， 250-450℃

DPiPA → Ph! + IPPC 
IPPC → Ph! + IPA 

2. 熱分解温度， 550℃

DPiPA —• Ph! + Aniline + CO2 
+ CH2=CH-CH3 (7) 

3. 熱分解温度， 350-550℃

2PhI → DPCD + CO2 (8) 

以上の結果に基づき三次元ポリウレタンのアロハナ

ート結合の熱分解スキーム考えると，

比較的低温では，図6中a, ついでbの箇所で，比較

的高温では， aついでcの箇所で熱分解することが認め

られ，熱分解温度により，熱分解経路が異な った．

(5) 

(6) 

5. 結 仝
岡＿＿―-ロ

a, Yージフェニ）レ isoープロピルアロハナートを熱

分解温度を変えて熱分解した結果，主たる熱分解生成

物は五種類であった． それらを検索とケミグラムによ

り同定， または推定した．

1. 比較的低温 (250~450℃)ではDPiPAは，まず

IPPCとPhlに熱分解するが， IPPCは更に PhIと2-

プロパノールに解離した．

2. 比較的高温 (550℃)における熱分解では脱炭酸

反応が認められた．炭酸ガスはPK.1のIRスペクトル

中にIPAと共に認められた．

3. 550℃ でアニリンが顕著に認められた．

4. 550℃ではすべてPhiやアニリン等の生成物ま

で熱分解し IPPCは認められなかった．

5. より高温側における熱分解ではPhIからDPCD

を生成した．生成量はエチル置換基の場合7)に比べて

多く， 350℃より認められ， 450,550℃ ではかなり認め

られた．
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Cranford試論

品 川尚司
く平成 4年 9月30日受理〉

An Essay on Cranford 

On Cranford G.D. Sanders makes his comment that"The best name for the sort of writing in 

Cranford is, perhaps, gentle satire, …, the humor becomes all the more resplendent by being shown 

against a background tinged with sadness." 

This is very persuasive and taking his view into consideration, we would try to study the life an 

attractive heroine, Matilda Jenkyns, lived for about a generation and how the women's society in 

Cranford changed in thirty years or so. 

Hisashi SHINAGAWA 

我々は科学・技術の画期的な発明発見が世界に社会

的な激震を起し，我々の生活を混乱させ，秩序を破壊

し，社会制度や組織を一変させ，そしてやがて一つの

時代が定着してゆくことを歴史から学んでいる．

近いところでは，その代表的な事例をイギリスの

ヴィクトリア時代に見ることが出来る．例えば K.

チェズニーはこの時代の変り様を説明して，それは人

類の有史以来2000年の変化に匹敵すると云った -1)

1763年から1781年の20年弱の間に GamesWattが

発明し改良を重ねて製作した，いわゆる themodern 

condensing steam engineはNewcomenのsteam

engineと比較した場合，その燃料効率は約 4倍という

強力なもので，これが19世紀の近代的資本主義経済の

基調となる工場制大量生産方式を可能にし，ヴィクト

リア時代のイギリスに空前の富と繁栄をもたらし，同

時に無数の農民労働者を地方から工業都市に吸収する

という社会構造の一大変化を引き起した．

人々が物質的豊かさに眼を奪われ，社会秩序の混乱

も手偉い，享楽に心が傾斜する時に， 1859年 Charles

Robert DarwinはOn the 0ガgin of Species by 

Means of Natural Selectionを発表し，社会の激しい

変化に歩調を合せるように，いやむしろそれに追い打

ちをかける様に，キリスト教の根本を揺がす思想的な

ー大事件をもたらした．

この近代的資本主義社会は未熟で，社会学的実験室

の様相を呈し，いわゆる two nationsを作り出し，

Mary BartonやNorthand Southの中で Mrs.Gas-

kellが忠実に描いている様な階級の対立抗争と労働

者の悲劇をもたらした．科学・技術が宗教に取って変

る勢いを示す時代に，小説家もそれぞれの立場に立っ

て作品を発表した.Mrs. Gaskellの後輩 GeorgeEliot 

は実証主義的哲学的合理主義に拠り棄教する．しかし

Mrs. Gaskellは牧師の妻として夫の仕事を助け，

Manchesterの貧民層にはいり，労働者とその家族の

家畜にも劣る悲惨な生活を具さに見て，その経験をも

とに MaryBartonを書き，いわゆる社会小説の分野で

注目を集めて文壇に登場した．

これが契機となって Mrs.GaskellはDickens,

Charlotte Bronte, Carlyle, Wordsworth等当時の思

想・文学界の錘々たる連中と親交を結ぶようになった．

1852年12月には彼女は DickensのHouseholdWords 

の創刊号に，乞われて OurSociety of Cranfordを寄

稿し，以後都合 9回同誌に続きものの作品を発表した

が，その後これを一つの作品にまとめるため，多少手

を加えて整理し， 16章からなる作品に仕上げ， 1853年

6月に Chapmanand Hallから atype of narrative 

half way between the informal essay and the novel2> 

という形式で Cranfordを出版した．

この作品が発表された当時の批評を見ると， The

Examinerは匿名で……thewriter of this unpretend-

ing little volume with hardly the help of any artifice 

the novelist most relies upon, and showing you but 

a group of the most ordinary people surrounded b-y 

the commonest occurrences of human life, has yet 

had the art to interest you as by something of your 

own experience, a reality you have actually met 
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with, and felt yourself the better for having 

known,3>と作者は小さな町の人々が日常生活の中で見

せる親切や犠牲的な行為を気負わずに描き上げ，読者

自身の経験から素直に共感出来る世界を見せてくれる

ことを紹介し Cranfordis the most perfect book of 

its kind that has been published for many a day.4>と

高く評価した. 1853年 6月の TheA thenaeumでは

……the beauty of the book is this―that our 

author has vindicated the"soul of goodness"1 living 

and breathing and working in an orbit so limited 

and among beings so inane and so frivoluous as 

those whom she has displayed. Touches of love and 

kindness, of simple self-sacrifice and of true 

womanly tenderness, are scattered throughout the 

record ; and with no appeal, and for no applause, 

but naturally and truthfully just as they are found 

in the current of life. Then, there is rare humour in 

the airs and graces of would-be finery which the 

half-dozen heroines displays> -… 

と作者が独特の女性社会Cranfordを舞台に，善意

の存在を保証し，好意と親切，さり気ない自己犠牲と

いう庶民の心に宿る美徳と，女故の社会的無知が醸し

出す得難い humourの世界を，大向うを意識せずに描

いたその特有の世界を評価している．

そして Charlotte Bronteは1853年 6月 9日付の

Mrs. Gaskellへの手紙でIhave read it over twice; 

once to myself and once aloud to my Father. I 

found it pleasurable reading---graphic, pithy, 

penetrating, shrewd, yet kind and indulgent6>と作家

らしく簡潔に作品の持味について書いている．

海外に目を移すと，フランスではこの作品を冷やか

に扱ったが，アメリカではこの作品を小説の新しい形

式として高く評価し， Cranfordは広く全国の読者の心

を捕えたと言う.7) 

新しい小説の形と云えば， W.A. CraikはCranford

を次の理由で買わない立場を取っている 8)• 即ちこの

作品は MaryBartonやNorthand Southの様に plot

を持たぬこと，物語の中心となる主人公がいないこと，

物語の規模が小さいことを彼は指摘する．しかし W.

A. Craikの主張の根拠は長編小説を基準にしたもの

で論点に遍りがあり，この後 Samuel ButlerのEre-

whonなどが登場したことを考えると， W.A. Craik 

の考えには無理があると云うべきだろう．

In Cranford the quiet humours and the equally 

quiet disasters of the lives of middle-class ladies in 

a small country town are perfectly caught. The 

society delineated is almost entirely feminine and 

the work is a little triumph of literary tact.9> 

という Walter Allenの考え，さらには G.D.San-

dersの

The best name for the sort of writing used in 

Cranford is, perhaps, gentle satire, …， yet in it is 

nothing mordant…In Cranford, indeed, Mrs. Gas-

kell's humour reaches its height. It is true that the 

humour is blended throughout with pathos ; but 

after all there is a very thin line of demarcation 

between true humour and pathos, and the humour 

becomes all the more resplendent by being shown 

against a background tinged with sadness ... 10> 

という批評は，いずれもこの作品の本質と特徴を簡

潔に表現している．そして G.D.Sandersの意見は

Walter Allenよりも一歩踏み込んだものである．

ところでこの作品は物語の語り手"私いつまり Mary

Smith (以後‘‘私、、と記す）が先住の地 Cranfordの友

人 (MissDeborsh Jenkyns, Miss Matilda Jenkyns, 

Miss Pole) を訪ねた時，見聞したことを，約30年余

り，即ち一世代の時の展がりの中で語るエ ッセイ風物

語がその内容となっているが，この30年余りの時の経

過がCranfordの社会に或る変化をもたらした事を見

逃すわけにはいかない．以下この様な視点から Matil-

da Genkyns (以下 Mattyと記す）を中心にして G.D.

Sandersの云う humorとpathosの微妙な接点にも

注意しながらこの作品を考えてみたい．

2 

Cranfordという町の紹介から始めることとする．こ

の町の modelはMrs.Gaskellが少女時代を過した

Knutsfordにあると云われるが，この町は Drumble

(Manchesterがモデルとなっている）という busi-

ness cityから20マイル離れた位置にあり，この両者を

結んで鉄道が走っている．

Cranfordの特徴は，矢張何と云っても女性中心社会

ということである．その頂点にいるのが故Glenmire

伯爵の sister-in-lowのMrs.Jamiesonで，彼女は老

僕の Mullierとelegantpovertyを信條として暮して

いる．従ってこの町の貧しい人の生活は厳しく簡素で，

お金は商売を連想させるという理由で誰も話題にしな

い風潮がある．そして貧乏を隠そうという人がいると

皆それに気付かぬ振りをする．つまりお金を費すこと

はここでは vulgarand ostentatiousであって，欲しい
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ものがあってもそれは嫌いなものという素振りをする

という asort of sour grapeismが支配する社会であ

る．

この社会の実質的な中心人物は MissDeborah Jen-

kyns (以下 Deborahと記す）である．彼女は前の教区

牧師，故 Mr.Jenkynsの長女で， Dr.Johnsonに私淑

している父親自慢のよく出来た女である．この Debo-

rahを中心に Miss Pole, Matty, Mrs. Forrester, 

Lady Glenmire, Mrs. Gordon等が Cranfordの社交

界を形作っている．

ところでCranford唯一の紳士は外科の開業医 Mr.

Hogginsである．町の人は彼の技術と人柄を高 く買い

信頼しているし， Mattyもその例外ではない．

Cranfordの特徴は以上の通り女性中心の社会であ

るということ，そして Mrs.Jamiesonの所為か貴族趣

味的な気取りと誇り，見えと痩せ我慢，親切と奉仕，

自己犠牲といったものが混然と社会全体に浸透してい

ることである．つまりここは businesscity, Drumble 

の様に活発な生産事業活動が行なわれている所とは全

く異質の社会で，Mrs.Jamieson以下の御婦人方は何

がしかの蓄えをもとに偲統的な価値に疑問を持たず，

品位を失なわず，慎ましく生きる人々なのである．も っ

ともパーティーの後カード遊びが始まると， Mrs.

Jamiesonは早速居眠りを始め，遊びに熱中する御婦

人連は我知らず賭事に没頭して，目の色が変るという

凄まじさを見せるのだが．

ところで作者は Cranfordを何故この様に金銭の利

害とは無縁の女性社会に仕立てたのであろうか.Cran-

fordの面白さは MaryBartonやNorthand Southを

背景にして見ないと味えない. North and Southの

Carson父子を思い出してみよう．ヴィクトリア時代の

イギリスは資力さえあれば工場経営者として社会の前

面に踊り出て，支配力を駆使して富を集めることが出

来た．挙句の果てはお金持ちは金力にもの云わせて物

的享楽を満喫したり，気だるい退屈な生活をこぽすこ

としか何もすることがないという経営者の妻がいたり，

売春婦に現をぬかす紳士面した男達が幅を利かす社会

であった．これに対する皮肉が Cranfordの女性社会

に込められている．

だからと云って， Mrs.Gaskellは掌を返す様に女性

社会を賛美しないで，女性ならではの神経の細やかさ

と着眼の妙を発揮し， Cranfordの女性達の日常を生き

生きと描写していくのである．

ところで我々はある問題について明快な意見の持ち

主に相遇した時，自分の意見や立場を改めて検討し直

して，ものごとがよく見えてくることがある．比較対

照法的思考とでも云うのであろうか．

作者はこの方法を用いて CranfordにCaptain

Brownの家族を登場させ，薬味代りの口喧嘩しか起ら

ぬ安定した平穏な町に外の風を入れて旋風を起し，

Cranford風の慣習やものの考え方をおさらいしてみ

る．

3 

Captain Brownは退役軍人で鉄道会社に務める60

才位の颯爽として年令を感じさせない男．家族は病弱

の長女 MissBrownと明るい素直な次女 MissJessie 

Brownの娘二人である．

Cranfordにば'tobe a man was to be vulgar 11/'と

いう命題があり，貧しさを隠すやせ我慢の慣習がある

ことは紹介済みだ．ところがCaptainBrownはCran-

ford風に云えばvulgarであり，男性であることは勿

論のこと，貧しさを公言しで憚るところがない．貧し

くとも道徳的でお上品さを尊ぶ Cranfordの女性社会

の秩序を攪乱する反逆者が町に出現したことになる．

ところがCaptainBrownが 1年半 Cranfordで暮し

た後，町の女達は彼に対する見方を変えた．

それは一口で云えば彼の人柄の所為であった．彼の

人物を説明するために用いられた表現を列挙してみる．

それは blindto all the small slights, and omissions 

of trivial ceremonies·friendly• manly frankness, 

excellent masculine common sense・fasility in 

devising expedients to overcome domestic 

dilemmas12>等々となる．

そして Hehimself went on in his course, as un-

aware of his popularity as he had been of the 

reverse , 13) 

彼は何時の間にか Cranfordの女性から頼られる存

在になっていたのだ.Captain BrowonがCranford

の社会に適応しようと努力したのではなく，女性達が

Captain Brownの颯爽とした男性らしい風格ある人

柄を評価し，その見方を変えたのだ.Captain Brown 

の現実処理能力は軍隊生活経験から身についたものだ

が，国運の危機を救うことを目的として，極限状態に

最小の犠牲で，最大の効果をあげることを常に考えな

がら，適確な状況判断と臨機応変の処理能力養成に励

んだ者からすれば， Cranfordの問題は真面目に対応す

れば容易に解決出来るものとなろうか．ところがこの

素晴らしい臨機のオが CaptainBrownの命取りにな

るという悲しむべき皮肉な事件を作者は後で描いて見

せる．

Captain Brownにも心配事がある．長女の病弱は彼

の手が及ばぬ家庭の不幸である．しかし彼は次女Jes-

sieと力を合せて，その治療のために出費を厭わず最善



136 Cranford試論

を尽す．この麗しい Brown父娘の姿に心打たれ，町の

貧しい人達は取り立ての野菜を戸口にそっと置いてゆ

＜．富者が貧者に施しをすることは，いわば当然の行

為だが， Mrs.Gaskellは余裕が不足を補うという常識

的合理性とともに，貧者の施し即ち不足が不足を補う

という非常識かつ不合理の存在とその価値について考

えさせる．

Mrs. Gaskellは，牧師の妻という立場もあって，施

し・慈善行為について考えるところがあったに違いな

い．作者は今上に紹介した貧者の施しの場面の他に，

DeborahとMatty姉妹の場合を描いている．施し物

をする行為，慈善行為，更には自己犠牲の行為はどう

あるべきなのかということが，今挙げた例によって示

されている様に思われるが，詳細は後でまた触れるこ

とになる．

話題を CaptainBrownに戻す.Captain Brownに

ついて語る時，次の事に触れないわけにはいかぬ．彼

はThePickwick Papersの愛読者であるということだ．

‘‘私、、のために Deborahが開いたパーティーの席上，

Captain BrownはDeborahがDr.Johnsonの信奉者

であることを知らず，Dickensの面白さを話題にし，彼

女が持ち出す Rasselasを全く知らず，お互いの話は全

く噛み合わず座が白らけてしまう．

Dr. Johnsonに私淑する立場から Dickensを軽蔑す

るという Deborahの態度も， Dickensが面白いからと

いって Dr.Johnsonをいまいましく思うという Cap-

tain Brownの様子もおかしい話だ. RasselasとThe

Pickwick Papersとを同じ範鋳に入れて考えるという

のは Dr.JohnsonとDickensを文筆家という項でく

くることと同様に無茶な話で，古典学者・詩人・文筆

家 Dr.Johnsonと時代の売っ子小説家を同じ分野に入

れて考える無理も手偉い，この二人は自説に拘り対立

反目する．

この両者の対立は，第三者から見ると全く意味がな

いもので，二人の知識教養の貧弱さを暴露するにすぎ

ないお笑い草だが，当人達は大真面目なので始末が悪

いのだ．この種の滑稽さを Mrs.Gaskellは独特の哀感

を込めて見事に描く．

この DeborahとCaptainBrownの対立を除けば，

Captain BrownはCranfordの社会に数々の好影響

を与え，折角評判が良くなっているのに，いやむしろ，

だからこそと言うべきか， CaptainBrownの素晴らし

い資質が彼を滅すという皮肉な運命が待ち受けている．

Dickensを読みふけり，ふと顔を上げると， Captain

Brownは少女が線路を横切って母親の許に走り寄る

姿を見る．既に列車は接近中なので彼は突嵯の判断で

少女に駆け寄り，彼女を母親の胸にほうり上げた瞬間

思わず足許が滑り，礫死する．不測の事故が彼の落命

に直結した．死期迫る長女の為に最善の努力を惜しま

ぬCaptainBrownは，偶然出会った少女の命を救い

ながら愛娘の最期を見取ることが出来ぬという運命に

読者は粛然となる．一命を拾った少女と母親の喜びは

Captain Brownの無念の死と娘の深い悲しみと引き

換えになっている．不幸な娘のために父親が自己犠牲

を厭わぬということは本能的自然発生的であり，また

倫理的意志的な積極性を伴う行為で，理性と情念の間

に間然とする所のない世界であるが，線路を横断する

少女を見た時， CaptainBrownは自分の経験と能力か

ら，彼女を無事に助けることが出来ると予測したのだ．

しかし，表現は穏当ではないが，自己犠牲を意識しな

い行為が決定的な自己犠牲へと発展してしまうのであ

る．

Captain Brownの突然の事故死を知った時， Cran-

fordの女達は真剣に応分の対應をする．例えば

Deborahは新聞記事を見た突端，思わず"Poor,dear 

infatuated man14> ! と口走るのだが， CaptainBrown 

に代って MissBrownの看病に一問脱ぐ張切り様で

あったし， MissBrown亡き後独り取り残された次女

Jessie Brownの一切の面倒を見る決心をする．

その理由は Cranfordの知的指導者 Deborahに相

応しいものである.Jessieの年収は20ポンド，それに家

具売却代金が多少手許にはいる．しかしこれで生活は

出来ないので， Jessieは自活の方法として，お針子，子

守り，女中，店員と 4種の職業を考えるが，本人の申

出とは云え Deborahの答えは"No"である. "some 

people having no idea of their rank as a captain's 

daughter.is>"と周囲の配慮の無さに Deborahば憤慨

する．お金のために名誉を捨てるのかと云うのである．

孤独の Jessieの人生に転機をもたらすのは Major

Gordonの彼女への変らぬ愛である.Captain Brown 

とかって同じ連隊所属だった MajorGordonは旅先

のRomeでCaptainの訃報を知り，帰国すると Cran-

fordにJessieを訪ねて来る.Jessieが18オの頃，彼は

彼女に一目惚れしたのだ．

当時Jessieは父を助けて姉の MissBrownを看病

しなければならない状況にあったので， MajorGor-

donの折角の求愛を受入れることは出来なかったのだ．

ところがCaptainBrownの事故死と姉 MissBrown 

の死によって，かって結婚の障害となっていたものが

消滅してしまったのだ.Jessieの不幸は，立場を変えて

Major Gordonから見ると， 10数年来の変らぬJessie

への愛が稔る端緒となるのだ．

Cranfordが読者にある種の清涼感を与える原因は

ここにある様に思われる．時（の経過）は我々の過去
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の感動や強烈な思念，恋情などを稀薄にするものだが，

Cranfordの恋物語は時とともに風化し色褪せるとい

うことなく現在に蘇るのである．

ヴィクトリア時代にロンドンを筆頭にして各都市で

人間の性悪説を裏書する種々の俗悪な行為が横行した

史実を考える時に，綺麗事に過ぎぬという批判がある

かも知れないが，これは Outof sight, out of mindと

いう｛里諺への挑戦であろう．

以上 CaptainBrownとCranfordという関係を軸

にCranfordの社会を描いたが，次に Cranfordに最も

相応しい女性 Mattyへと話題を移して行く．

4 

Mrs. GaskellはCranfordを描くために，二組の姉

妹を効果的に配置している．物語の出の部分では

Brown姉妹が，そして以後の部分では Jenkyns姉妹

が，とりわけ物語の後半から終盤にかけては Mattyが

重要な役割を果して効果を上げている．

さて Cranfordの町に最も相応しい女性は矢張

Mattyである．彼女は童顔で明朗な優しい性格の女性

であるが，何事も姉の様に上手にこなすことが出来ぬ

ことを気に病む愚妹である．従って理知的な女性の切

れ味と威厳に欠けるかも知れないが，姉に対する劣等

意識は畏敬の念と表裏をなしていても，それが姉に対

する感［青的な対立や反感となることはない．そして年

を重ねても乙女の羞らいと慎しみを忘れず，良心に忠

実に従い，利に活淡としている．

Mrs. GaskellはMattyを描き Cranfordを滋味溢

れる作品に仕立てるのに成功した．以下今述べたこと

について検証をしたい．

Mattyを描くには，その背景を確かめておく必要が

ある. Mattyの父親は現職Mr.Hayterの前任の教区

牧師であった．彼が結婚したのは27オ．そして妻の

Mollyは18オであった. He (Mr. J enkyns) cared 

nothing how she (Molly) was dressed.16>つまり女性

の外見に全く関心はなく，彼は専ら花嫁の愛の言葉を

待っていたという男である．一方花嫁になる Mollyは

white Padousayを身にまとう日を夢見ている美人の

誉高いお嬢様育ちで，知性教養に欠け，心身共に脆弱

な娘であった．

この両親の間に Deborah,Matty, Peterという三人

の子供がいて，姉は既に紹介した通りオ媛で Cranford

の社交界の中心的存在，一方弟の Peterは母親の愛を

一身に浴びて育った少年で，冗談と悪戯で衆人の注目

を集め悦に入っているという極楽とんぽである．

この Peterの悪戯が原因で家庭に大きな亀裂が走る

ことになる．

長女 Deborahは，紹介した通り，父親自慢の模範的

な出来た娘，ところが Peterはこの Deborahが赤ん坊

を抱いて庭を散歩する姿に変装し，道行く人の注目を

引く．立派な牧師の娘が結婚話はないのに赤ん坊をあ

やしているとなると Cranfordの女性社会では衝撃的

な醜聞の種となる．

この度を越した悪戯を見た父親は激怒して，人だか

りの現場で Peterを折檻する．するとこれが原因で

Peterは家を出て，海軍にはいり，以後父子の関係は再

び正常に戻ることはない．この事件が端緒となって，

母親は心身共に衰え果てて死ぬ．

この家庭の悲劇は，要約すれば，確固とした思想信

條のもと，教養を深め，質実に生きることを願う生き

方と，物的な豊かさ，享楽的人生に価値を求める生き

方との対立と相克を意味するのだが，結果としては，

偉統的価値即ち正統の前に享楽主義が敗北したと云う

のであろうか．作者はこの事件を親と子の縦軸の中で

描いているので，この問題に対する Peterの姉二人の

反応は明らかではなく，物語に幅がないのが残念であ

るが，ともかくもMattyの家庭には，父親と姉Debo-

rahの偲統的正統派的な価値観と，母親と Peterに見

られる現実的享楽的な生き方とが共存していた．

5 

さて話題を Mattyへと移し，彼女の人柄をみること

が出来る二，三の挿話を紹介する．あるパーティーの

席で MissPole, Mrs. Forrester等を相手にして

Mattyが幽霊談義をする場面がある. Mrs. Forrester 

は一世代上の女なのでghostsから death-watchesに

至るまでその種の話の一切を信じている迷信家である．

一方の MissPoleは奇術の種明しに関心が強いとい

う具合で，ものごとは科学的合理的に説明がつくもの

と考える女性である．

そこで Mattyはどうかと云えば，本心では Mrs.

Forrester派即ち迷信家なのだが，流石，才媛 Miss

Deborah J enkynsの妹と云われたいばかりに， Asis-

ter of hers (Deborah's) to be superstitions ! It 

would never do.11Jと云う言葉がこわくて，両者の間を

取り，その場を取繕う弱さと見えを気にする平凡な女

の一面もある．

次に MattyとMr.Holbrookの恋物語に移る.Mr. 

Thomas HolbrookはMissPoleの従弟で Cranford

から 4, 5マイル離れた所に住む yoemanである．彼

はMattyに魅かれ再三求婚したが，断わられ，以後独

身を貫いている．二人が結婚に至らなかった理由を

Miss Poleはこう云う．
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"…She was willing enough, I think ; but you 

know Cousin Thomas would not have been enough 

of a gentheman for the rector and Miss Jenkyns."… 

"…they did not like Miss Matty to marry below her 

rank…and somehow they are related to Sir Peter 

Arley: Miss Jenkyns thought a deal of that."1s> 

貴族の血を引く家柄の娘と自作農風情の男との結婚

を父と姉が認めるわけにいかなかったと云う．社会の

慣習と徳統，階級制度が男女の愛情の障壁となったの

だ．

それから約40年の時が流れて MissPoleの推測が

正しかったことが証明される事になる．＂私、が Matty

と買物中に，背の高い痩せた DonQuixote風の老人が

店にはいって来る．二人は予期せぬ再会を果たすので

ある．彼は結婚話が断られた経緯を知っているので，

今は亡き Deborahのことに触れても，決しで恨みがま

しい言葉は吐かず， "yourpoor sister ! Well, well ! 

we have all our faults.19>'1と大らかである．

Mr. Holbrookとの再会後の Mattyの様子を‘‘私、ヽ

は次の様に書いている．

She went straight to her room, and never came 

back till our early tea-time, when I thought she 

looked as if she had been crying.20) 

40年振りに Mattyと再会した Mr.Holbrookは6

月の或る日に， MissPoleとMattyと‘‘私、、を自宅に

招く．‘‘私、、は Mattyがこの招きに飛びつくと思った

が， Mattyの心は二つの間で揺れる. She did not 

think Deborah would have liked her to go.21>しかし

一方では彼女の本心が顔を出すのだ. She was in a 

tremor at the thought of seeing the place which 

might have been her home, and round which it is 

probable that many of her innocent girlish imagina-

tions had dustered.22> 

Mattyにとって姉DeborahがCranfordの女性社

会を代表していた様なものだから，姉亡き後も問題が

出て来る度に姉の意思を確めたいとふと考えてしまう．

そして同時に自分の正直な気持との間に心が揺れるの

である．歴史と億統に育まれた社会と個人の問題を

Mattyなりに考えるのである．

では Mattyに心寄せた Mr.Holbrookとはどんな

男性なのか．彼を知るに相応しい話題を拾うことにす

る．

先づ彼は紳士階級の仲間入りを名誉と思う節はない．

Thomas Holbrook Esqと呼ばれるよりは Mr.

Thomas Holbrook, yoemanで充分であると考える

様な人物である．そして彼は方言を話し， Hedespised 

every refinement which had not its root deep down 

in humanity.23J 

‘‘私、、の感想を云えば，

I never met with a man, before or since, who had 

spent so long a life in a secluded and not impressive 

country, with everincreasing delight in the daily 

and yearly change of season and beauty.z4> 

19世紀のイギリスは工業化近代化の時代の流れの中

で，地方の人々が豊かさを求めて離農した時に， Mr.

Holbrookは時流に動揺せず，農民の生活にいささか

の疑念も抱かず，自然の美しさを賞でながら静穏孤独

の境地を楽しむのである．彼の家のたたずまいを見て

みよう．

The rest of the pretty sitting-room-―looking 

into the orchard, and all covered with dancing tree 

shadows-was filled with books. They lay on the 

ground, they covered the walls, they strewed the 

table. He was evidently half as homed and half 

proud his extravagance in this respect. They were 

of all kinds— poetry and wild weird tales prevail-

ing. He evidently chose his looks in accordance 

with his own tastes, not because such and such were 

classical or established favourites.2sJ 

彼の蔵書にその考え方が現われている．ここには

DeborahとCaptainBrownが，愛読書故に反目し

合ったあの滑稽さを笑うような，読書を自由に楽しむ

空間がある. Mr. Holbrookは或る権威に従って文学

を楽しむのではない．彼の場合文学は彼の自由な精神

生活の一部であって，彼の人生と融和している．

MattyはMr.Holbrookの素朴質実な独特の境地

を具さに見て，彼のことを MissPoleに

"What a supenor man your cousm must be." 26>と

云い， MissPoleが"…he'sa great reader: but I am 

afraid he has got into very uncouth halrts with 

living alone." 21>というのに対し， "Oh! uncouth is 

too hard a word. I would call him eccentric ; very 

clever people always are ! 2si"とMissPoleの少々手

厳しい態度に対して， MattyはMr.Holbrookの肩を

持つ．

40年を経た後も MattyはMr.Holbrookに変らぬ

好意を抱き続けていたのが傍目にも分るのである.I 
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(Mary Smith) saw how faithful her poor heart had 

been in its sorrow and its silence.29> 

Mr. Holbrook訪問の後， Mattyは一番上等の帽子

を被り密かに Holbrookの来訪を待ち焦がれる．する

と或る日，彼は Mattyを訪ねて来て Paris旅行計画を

告げる．この話を聞くと彼女は

"I don't believe frogs will agree with him ; he 

used to have to be very careful what he ate, which 

was curious in so strong looking a young man."30> 

と云い，旅先の Mr.Holbrookの健康と食事につい

て，いかにも女性らしいきめ細かな心配をする．この

Mattyの心配は不幸にも的中し， Mr.Holbrookは

Parisで客死してしまう.Captain Brownとともに

Mr. Hollrookの死はまさに‘‘あらまほしき人、、の死で

ある.Mrs. Gaskellは作品の中でよく魅力的な人物の

死を描くが，それは自然の摂理を越えた不遇の死で，

物語に重苦しい雰囲気を与え，ままならぬ人生の実態

を思い知らせてくれるだが，この¥¥あらまほしき人、、

の死は， Mrs.Gaskellの場合は，幼くして生母を失っ

た深く悲しい体験と関りがあるのかも知れない．かく

あるべきこと，かくありたいことが実現することが如

何に難しいことかという認識が彼女の考え方の基本に

あるように思われる．

6 

MattyとMr.Holbrookの40年を経て尚色褪せぬ

恋物語の哀しい結末から，読者は Mattyの年を感じさ

せぬ清純素朴な人柄を見て静かな喜びを感じ，同時に，

折角再会を果した Holbrookを失い，深い悲しみに沈

むMattyに共感し同情するに違いない．しかし

Mattyは次の様な面白い一面があることを忘れては

ならない．

Mattyは無邪気，大真面目であるが故の滑稽さもあ

る．次の例を見てみよう．＇‘私、、が Jenkyns姉妹を訪ね

た時のことである．彼女等は新しい carpetを買ったの

で嬉しくて仕方がない．それが何時迄も新しく美しく

とは誰しも考えることで，陽焼け色褪せが気になるの

で，姉妹は大真面目で日指しの移動に合せて陽焼け防

止用の古新聞紙を移して行く．家事生計に細心の注意

を傾け，無駄を慎しむという Cranfordの女の面目躍

如という一幕であり，ここに作者の女性らしい細やか

な観察眼の鋭さを見る．

次の例は更に興味深い Mattyの倹約家振りの一面

である．彼女は見えにこだわる女なので，日頃は蠍燭

を二本灯している振りをしたいが，それは勿態ないか

ら一本で我慢しようというのが本音である．二本灯し

ているという証拠を示す為に彼女は蠍燭を一本ずつ交

互に灯してその目減りの高さを入念に合せて消すので

ある．では Mattyは吝薔家なのかと言えば決してそう

ではない．いやむしろ彼女の良心の前には利害得失の

勘定書はない．

次に示す例は，彼女が利害得失よりも良心に忠実に

従い，社会的な責任を果すことを重視したものだ．‘私、、

がMattyの家に滞在中の一日，‘私、、の父から Matty

がTheTown and Country Bankの株主か否かを訊

ねる手紙が届く．彼女は株主総会の通知を受取ってい

て，"私、、の父を directorに選ぶ心算でいる．彼女は株

主として銀行の経営状態を監視する程の投資家ではな

いので，銀行の危機を関知する筈はない．

彼女は姉Deborahに気がねなしの初めての買物に

出掛けてゆく時，次の様な場面に出会う．

Mattyの横では，妻の為に約30シリングの shawlを

求めようとする農夫がいる．しかし店員は農夫が差し

出す銀行券の受取りを断る．その理由は The Town 

and Country Bankの倒算にある．

Mattyもgownを買いたいと思っていたが，農夫が

店員とのやりとりの中で，

"It's hard upon a poor man,"…"as earns every 

farthing with the sweat of his brow…Lizzie must do 

on with her cloak for a while. And you figs for the 

little ones―I promised them to'em-I'll take 

them; but the'bacco, and the other things,"31> 

という話を聞くと， Mattyは株主としての責任を感じ

始めるのだ．額に汗して真面目に働いた農夫がやっと

手にした金で妻や子供が喜ぶものを買おうとした時，

それは紙くず同然と云われたのだ．

この場面の一連の動きから銀行倒算の事実を知った

時，

Matty put on the soft dignified manner peculiar to 

her, rarely used, and yet which became her so well 

32) 

Mattyのこの時の姿は物語の中で最も注目すべき

ものと私は考える．銀行の倒算は Deborahが大事に

守ってきた地位と名誉と誇りを支える経済的な基盤の

崩壊を意味する．とすれば Mattyは，農夫にも増して

動揺し，絶望的な怒りに誘われてもよいではないか．

にも拘らず Mattyは今迄表に現わしたこともない穏

やかな威厳に充ちた態度でこの事件を聞いた．これを

彼女の個人的な問題として考えるとき，今迄何かにつ

けて Deborahを意識して行動した彼女の自信の無さ
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と頼りなさの影がここに見えないのだ．更に社会的な

視点から彼女の態度を捕えてみると， Deborahが維持

した来た Cranfordに於ける名誉ある地位を失なう不

運に見舞われながら，彼女はかえって人の哀しみ， 喜

びをありのままに受容する心境に浸ることが出来たと

いう自覚が，穏やかな威厳のあるもの腰となって現れ

たのではないか．

さて前に Deborahが郵便夫 Thomasに施し物をす

る時の様子を紹介したが， Deborahの態度は領主様が

下々の家族，子供の様子を聞き乍ら，施し物を分配す

る様を連想させるもので， Mattyはこの堅苦しく儀式

めいた姉の態度を恥かし く思い，ただ密かに金を渡し

たものだ．しかし今は何事につけ Deborahを意識して

行動した以前の Mattyではない．彼女は突然の事件に

困惑する農夫の窮状を救うため，紙くず同然の銀行券

を金貨と交換することを申し出るのである．

Mattyの行動の根拠は銀行株式保有者としての素

朴な責任感であって，彼女は銀行倒算問題の将来の解

決の見通しを持っている訳ではないし，銀行制度につ

いて全く無知なことは自覚しているので，‘‘私、、は彼女

の状況判断と行動の軽卒さを心配すると，彼女は

"Why, then it will only have been common hon-

esty in me, as a shareholder, to have given this good 

man the money. I am quite clear about it in my own 

mind ; but, you know, I can never speak quite as 

comprehensively as others can…"33) 

と言う．そして‘‘私、、が彼女の気前の良さを喧うよ

うに， TheTown and Country Bankの銀行券を見た

ら，相手を選ばず金貨に変えてやるのが義務だと考え

ているのかと聞くと，彼女は

"My dear, I never feel as if my mind was what 

people call very strong; and its often hard enough 

work for me to settle what I ought to do with the 

case before me. I was very thankful to-I was very 

thankful that I saw my duty this morning, with the 

poor man standing by me; put its rather a strain 

upon -me to keep thinking and thinking what I 

should do if such and such a thing happened and, I 

believe, I had rather wait and see what really does 

come, and I don't doubt I shall be helped then if I 

don't fidget myself, and get too anxious before 

hand. You know, my love, I'm not Deborah…34) 

と答え，農夫と金貨を交換した行為は，彼女のその

場の直観的な行為であって， Deborahの様に信念に

従って行動したのではないという．つまり彼女はある

問題に相遇した時，信條に従って当為を思惟するなど

真平だが，徒らに感情に流されて自分を見失う様なこ

とはせず，分際を弁えた女性なのだ．

ところで TheTown and Country Bankへの投資

を主張したのは Deborahであったが， Mattyば'She

(Deborah) could not have borne to come down in 

the world-she had such a noble, lofty spirit." 35)と云

い，この事件を契機に Mattyらしい生き方を考えるの

だ．

7 

銀行倒算の煽りを受けて Mattyも破産同然の憂き

目に会う．既に述べた通り Cranfordでは，お金は商売

を連想させるから俗悪なものという考えがあるので，

お金を話題にすることを避ける風潮があるのだが，

‘‘私、、は Mattyが自活する最良の道はお茶の小売り屋

を開くことだという結論に至り，そのことを提案し，

周囲の賛成も得た．

ここに至る迄には多少の経緯があり，例えばMrs.

Jamiesonは2, 3日考えた末にやむを得ず賛同した．

‘‘私、、の腹案として浮んだものは，先生，ピアノの教

師，服地模様描き，そして蠍燭の芯作りといったとこ

ろだ．先生が出来ればこれに越したことはないのだが．

"No, there was nothing she could teach to the 

rising generation of Cranford, unless they had been 

quick learners and ready imitators of her patience, 

her humility, her sweetness, her quiet contentment 

with all that she could not do.3s> 

彼女は，我慢強さ，謙遜，やさしさ，何も出来なく

ても物静かに満足しているという，生徒としてはこの

上もない従順な性質の持主であるが，一方先生ならば，

相手はもの分りのいい生徒でなければならないという，

如何に素晴らしい人柄性質を持っていても先生が出来

る知的な能力を備えていないのだ.Mattyに先生が務

まるはずもない．

結局， Mattyの危機を救うのは，彼女の人柄に魅せ

られている Cranfordの友人達である．‘＇私、、の父の一

言がそれを充分に語りつくしている．

"See, Mary, how a good, innocent life makes 

friends all ground." 37) 

Mattyの店開きには如何にも彼女に相応しい話が
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幾つかあるのでそれを紹介しよう．男性の客扱いが苦

手で子供好きの彼女は，なけなしの蓄えをお菓子商売

に投資する．同業者 Mr.Johnsonに対する気配りもそ

の一つである. MattyはMr.Johnsonに挨拶に行く

と，彼は自分の客と Mattyの客は階層が異なるので心

配無用と言い，上客には Mattyの店を紹介するとい

う．

彼女の同業者への配慮は自由競争弱肉強食の事業家

意識からは馬鹿げた話となり

"My father called this idea of hers"great noureuse" 

and wondered how trade people were to get on if 

there was to be a continual consulting of others' 

interests, which would put a stop to all competi-

tions directly." 38) 

‘‘私、、の父が住む Drumbleでは全く考えられないこ

とが Cranfordでは起きるのである.Cranfordには時

代の先端を走る生産工業都市 Drumbleの活気はない．

従って工業都市がかかえる社会問題即ち階級間の対立

や反目はないが， Cranfordの博統社会にも，緩やかで

はあるが，確かな足取りで変化が起きているのだ．

かってCaptainBrownは貧しさを公言し， Cranford

の社会慣習にさざ波を起しながら，男性的素直さ，公

正さ，問題処理能力の見事さで町の女性達の尊敬と信

頼を集めた.Mattyも， Cranford社会の常識に叛き商

売に手を染め， Cranfordの社会の偲統に一石を投ずる

生き方を選択したけれど，これは‘‘私、、を中心にした

Cranfordの女性達の意識の変化に支えられた結果で

あった．

Mattyの自立の姿は人々の眼に次の様に映る．

It was really very pleasant to see her unselfish-

ness and simple sense of justice called out the same 

good qualities in others. She never seemed to think 

any one would impose upon her, because she should 

be so grieved to do it to them.39> 

そして‘‘私、が見るに Peoplewould have felt as 

much ashamed of presuming on her good faith as 

they would have done on that of a child.40> 

Mattyのunselfishness,simple sense of justice, 

good faithがCranfordの人に静かな感動を与え，遅

播きながら Mattyの自立生活，即ち姉Deborahの考

え方に拘束されない新しい生活が始まるのである．

business city, Drumbleの波が静かに Cranfordを洗

い始め， Mrs.Jamiesonを先頭に押し立てて， Deborah

の采配で動いていた貴族的な自己充足的な狭い社会が，

約一世代の時を経た後，堅い衣を脱いで庶民的な社会

へと一歩踏み出した．これは侮統的階級制度に守られ

て維持されて来た Cranford社会が，間接的にせよ，

Drumbleに代表される工業都市の発展によって生じ

た，いわゆる工業化社会の影響を受け始めたことを意

味するだろう．

そこで＇‘私、、は Mattyの新しい生活の門出に当り，

・・・the world must be very bad, for with all my 

father's suspicion of everyone with whom he has 

dealings and in spite of all his many precautions he 

lost upwards of a thousand pounds roguery by only 

last year.41> 

とい う認識を新たにするのだ．そして¥¥私、、の父が

言う様に， Mattyの世界とも云うべき suchsimplicity 

might be very well in Cranford, but would never do 

in the would.42>敢えて云うならばCranfordとMatty

には，時代と社会の認識において好ましい或る種のず

れがあるのだ．

8 

以上， CranfordをMattyを中心にして考えてみた

訳だが asort of sour grapcismの社会 Cranfordを描

こうとした作者の頭には資本主義経済による国家発展

の大道を唸りを上げてばく進する社会，つまり人類の

歴史が経験したことのない自由な競争社会に生まれた

種々の社会問題，就中，成金経営者に鼻面を取られて

働く無学善良な労働者，例えばJohnBartonや

Devon portの苦難と貧困生活の問題があった．そして

これはいわゆる男性中心の社会がもたらした問題で

あった．

もっとも，一方では科学技術の発達の結果を生産技

術に見事に取り入れて物質的に豊かな近代文明社会を

実現させたのも又男性中心の社会であった．これに

よって都市に集中する多数の人々は工場制生産体制が

産み出した巨大な富の分け前を手に入れ，いわゆる都

市型中産階級層を形成し，そのために激動する社会が

比較的安定した姿で維持されるという好ましい結果を

生んだことも事実であった．

しかし，同時に，経済の自由競争原理に調子を合せ

て，俗悪な趣味風俗が Manchesterなどの工業都市に

氾濫し，窃盗，追い剥ぎ，泥棒紳士，盗品故買，物乞

ぃ，詐欺，売春等が横行する世の中でもあった．

作者がこうした男性中心の社会から眼を移して
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Cranfordの様な静かな偲統社会に着目した意味は大

きい．

いわゆる男性中心の社会の功罪に正対し，そこから

眼をそむけずに MaryBartonを書いた Mrs.Gaskell 

は，そこに収まらぬ別の社会，即ち工業社会とは無縁

の女性中心の静かな田舎町を舞台に，女性達の日常を

描くことは，時代の喧騒から離れている故に一層意味

があると思ったに違いない．

Cranfordは女性社会だから MaryBarton以下の長

編小説の物語の様に heroが活躍する場面は少ないが，

それでも CaptainBrown, Mr. Holbrook, Dr. Hog-

ginsという個性的で独特の魅力を備えた男が登場し，

物語に重要なアクセ ントを付ける役割を果し，そして

また彼等の人柄，即ち俗悪，横柄，傲慢，狡猾，打算

などの片憐すら感じさせぬ誠実質朴さは，語らずして

Mr. Carsonの様な成金階級に対する批判となってい

る．

そして主人公Mattyの爽やかな魅力をたたえた人

柄，即ち，姉Deborahの様に Dr.Johnsonに私淑し，

知的で常識豊かで，礼儀作法を身につけ，何処から見

ても欠点がないオ媛のそれと異るとはいえ，素直善良

で，自分の欠点を自覚し，多少気弱だが，陰気で萎縮

したところは無く，良心と正義の前には誠実さを貫き，

自己犠牲を厭わぬ女性像を創造したことは Mrs.Gas-

kell独特の精神が然らしむるところではないか.Mrs. 

Gaskell's success in Cranford arose as much from 

her skill in choosing as from her power of 

inventing43Jという小説作法上の評価もさることなが

ら，結局は作家の人格が Matty創造の根幹をなしてい

ると云わねばならぬ．

CranfordはMaryBartonや Northand Southなど

の様な長篇社会小説に比較するならば， TheCranfor-

dian attitude of life is difficult to define44>という面

無きにしも非ずということもあり，又主題の規模，問

題の性質から云っても，作品としての価値は劣るかも

知れないが，作者がこの作品に込めた主張の一端は，

即物的価値，物質文明の繁栄を旺歌する虚栄と欺眺の

時代を陰で支えるものは， Mattyの様に一見愚昧に見

えても人間として最も大切な徳目，即ち良心に恥ぢぬ

こと，正義の前には自己犠牲を顧みない名もない女性

達なのだというのではないか．

最後に G.D.Sandersが云う Mrs.Gaskellの

humourについて述べるならば，宮田光雄は「キリスト

教と笑い」（岩波新書）の中で，カールバルトの「ユー

モアはすべての自己稲賛と自己賛美の反対である

…」45)という言葉，さらには「キリスト教のもつユーモ

アはけっして良いこと，嬉しいことのみを認め，暗い

こと，不吉なことに目を閉ざすナイーブな見方と同じ

ではない」46)ということを挙げ，キリスト教に見られる

ユーモアの定義を紹介しているが， Mrs.Gaskellの

humourもキリスト教の信仰に根ざしているもので，

カールバルトの言葉は Mrs.Gaskellのhumourの精

神と認識とを代弁していると云えないだろうか．
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ハーディ『日蔭者ヂュード』試論

中本 潔
く平成 4年 9月30日受理〉

On Thomas Hardy's Jude the Obscure 

Jude of Jude the Obscure does not strike us as the hero of the novel. I have examined the way 

Hardy treats Jude. 

Kiyoshi NAKAMOTO 

Thomas Hardy (1840-1928)のJudethe Obscure1> 

(1895年）は彼の最後の長編小説で，その三年前に出版

された Tessof the D'Urbervillesと共に彼の多くの作

品の中でも最も人気があり，またしばしば比較検討さ

れてきたものである．この二つの作品は共に，形式，

内容の両面において多くの共通する点を持っている．

当時のイギリス社会の宗教，結婚制度，因襲などを批

判した社会性の強い作品であると同時に，作品の形式

の面から見ると，他のほとんどの小説の主要人物が劇

的形式 (DramaticForm)で描かれているのに対し

て，この最後の二作は主人公の生涯に視点を集中した

叙事詩形式(EpicForm)がとられている，とアーバー

クロンビー2>(Abercrombie, L) は指摘している．そ

して二つの小説の主人公を取巻く他の登場人物の性格

も，その人物の性別が逆転しているだけで，非常に似

かよっている．スュー (Sue)にはエンジェル (Angel)

が，アラベラ (Arabella) にはアレック (Alec)が対

応している．スューとエンジェルは精神的なものを重

視して，アラベラとアレックは卑俗なものを表すよう

に思える．

『ヂュード』を一読してみると，この作品が社会性

の点では様々な重要な問題をもった傑作の一つである

ことは認めるにしても，ハーディの描く悲劇としては

われわれに与える感銘は弱いように思われる．読者の

魂をゆさぶるという点で，『テス』に比べると芸術作品

としての完成度が劣るのではないか．ハーディの作品

の大きな魅力である美しい自然の描写がほとんど無い

ことも，われわれが不満を覚える理由の一つかも知れ

ない．しかしその最大の理由は作者の主人公ヂュード

の扱い方にあると思われる．主人公ヂュードの成長と

共に彼の悲劇を見て行こうと思う．

(1) 

ヂュード・フォーリー (JudeFawley) は気の弱い

心優しい少年である．ウエセックス (Wessex)の一寒

村メアリーグリーン (Marygreen)でパン屋を営んで

いる一生独身の大伯母ドラシラ (Drusilla)に引き取ら

れている貧しい孤児で，読書の好きな勉強家である．

普通の子供のように昼間の学校にも行けぬ貧しい夜学

生の身の上である．彼は一日六ペンスで，成上りの百

姓トラウザム (FarmerTroutham)の畑で鳴子を鳴ら

してカラス追いの仕事をしなければならない．ある日

のこと，鳥を追いながら，食欲が妨げられる鳥たちが

だんだんかわいそうになってきて，鳥に麦をついばま

せて了う．彼には，今の自分自身と同じように，「あの

カラスたちも，何の用もない世界に住んでいるのだ」

(They seemed, like himeself, to be living in a 

world which did not want them.) (p. 11) と思えて

くるのだ．彼は生来ものに感じ易い，やさしい心情の

持主で，小鳥の巣を取って来ても，翌朝かわいそうに

なり，巣を元の場所へ戻しに行ったり，木が切り倒さ

れるのを見ては，血を流して苦しむ木を想像して同情

し，地を這うミミズは，それを踏み潰さないようにつ

まさき歩きをするといった具合である．この彼の「い

わば性格の弱さ」が彼の生涯の悲劇を暗示している，

と作者は述べる. (This weakness of character, as it 

may be called, suggested that he was the sort of 

man who was born to ache a good deal before the 

fall of the curtain upon his unneccessary life should 

signify that all was well with him again.) (p. 13) 

「性格の弱さ」がヂュードの無用者意識と，自分を殺

して他者への配慮を俊先させる彼の態度を育て上げて
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行く．暇を出されたヂュードは，大伯母に「両親と一

緒に神に召されていた方が幸であったかも知れない．

どうしてあの先生と一緒にクライストミンスターに連

れていって貰わなかったのだ．お前の親の血統には一

人もものになった者はいないし，これから先も出る筈

はない」などと言われると，豚小屋のそばの姦の山に

寝そべっては，自分の存在が不必要なものだと，ひし

ひしと感じるのだった．「世の中の出来事は，こちらの

思い通りにはならぬ．大人になりたくない」 (If he 

could only prevent himself growing up ! He did not 

want to be a man) (p. 15) と願うのだった．

ところで，学問の都クライストミンスター (Christ-

minster) はヂュードが村の学校で敬愛していたフィ

ロットソン (Phillotson)先生が住んでいる市である．

その憧れの市を一目見ようと，ある日のこと遠出をし

て古い納屋の屋根の上に登って，ヂュードにとっては

神々しいエルサレムにも思えるクライストミンスター

の辺りを望む．「あれは光明の市だ．あそこには知識の

樹が生えている．人間を教えようとする人達の湧き出

て来て，そして出掛けるところ．高僧博識の住む城と

も言える所なのだ．

It had been the yearning of his heart to find 

something to anchor on, to cling to---for some 

place which he could call admirable. Should he find 

that place in this city if he could get there ? Would 

it be a spot in which, without fear of farmers, or 

hindrance, or ridicule, he could watch and wait, and 

set himself to some mighty undertaking like the 

men of old of whom he had heard ? (p. 24) 

と思っては，「あそこなら，僕にふさわしい所だ」と思

い込むのであった．「何か錨を下ろすもの，鎚りつくも

の」の必要なヂュードは，一日の忙しいパン屋の仕事

のかたわら読書に熱中した．大伯母もこの子の本好き

なことは認めていて， 'Theboy is crazy for books, 

that he is. It runs in our family rather. His cousin 

Sue is just the same---so I've heard.'(p. 9) と語っ

ているところだ．語学も独学で修得した．苦労のかい

あって，ラテン語やギリシア語にも精通するように

なってくると，「光明の都」への憧れも一層強くなって

いく．クライストミンスターヘ去ったフィロットソン

先生に倣い，学問と知識のその市へ出て，大学に入り，

やがて高位の聖職者になりたいという夢をふくらませ

る．そしてその夢こそがヂュードの心の支えであり，

青年期の苦闘の毎日の慰めとなるものであった．フィ

ロットソ ン先生に送ってもらった古本の文法書は，ぁ

る意味ではヂュードに幻滅を与えるものでもあった．

なぜなら文法書というものは，彼が無邪気に想像して

いたような秘法の書などではなくて，苦労した上で全

部暗記しなければならないものだと知ったからだ．幻

滅を感じながらも，それでも学問の都への憧れは彼を

苦学独学の道へと励ますのであった．パン屋の小僧で

石エの徒弟は 4, 5年のうちにラテン文学，教父文学

をも修得し，ギリシア語の聖書を読みこなし，古今の

学者，詩人，宗教人たちからの引用が出来るほどの博

識を身につけるようになっていた．

あと 2, 3年もするとクライストミンスターで学問

に没頭できると思い，これから学ぶべき古典の数々，

タキトウス，ヘロドトス，プラトン，セネカなどの名

を次々に口にしていた正にその瞬間にアラベラ (Ara-

bella Donn) との運命的な出会いとなる．明るい未来

に思いを馳せながら，将来の計画に心を奪われ，知的

高揚が最高潮に達した時，養豚業者のむ娘アラベラは

去勢豚の特徴ある部分を投げつけて，ヂュードの気を

引くのに成功する．いかにもハーディらしい運命の出

会いであり，主人公ヂュードの悲劇の始まりなのであ

る．高貴なものと卑俗なものとの対比であり，人生の

小さな皮肉，所謂運命のいたずらであるが，この作品

にもこういうコントラストが数多く見出される．作者

は別の所で次のように述べている．

Of course the book is all contrasts---or was 

meant to be in its original conception. Alas, what a 

miserable accomplishment it is, when I compare it 

with what I meant to make it ! ---e·g• Sue and 

her heathen gods'against Jude's reading the Greek 

testament ; Christminster academical, Christmin-

ster in the slums; Jude the saint, Jude the sinner; 

Sue the Pagan, Sue the saint ; marriage, no mar-

rige ; &c, &c.<3 

アラベラは「黒い目，胸は丸く盛り上り，厚い唇，

見事な歯並びを持ち，コーチンの卵のような肌の色で

完全な実在感あふれる雌の動物」であった．アラベラ

は正しく「性」の象徴なのだ．ヂュードには全く予期

しないものであったが「相通う一瞬の閃きがあり，や

がて起り得る親和力の無言の報せがあった」 (there

was a momentary flash of intelligence, a dumb 

announcement of affinity in posse, between herself 

and him, which, so far as Jude Fawley was con-

cerned, had no sort of premeditation in it. (p. 43) 

と作者は語るのだが，主人公ヂュードはこのあと「人

間に知られた最も激しい情熱」の試練を受けることに
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なる．アラベラには性格の上で何か欠けるものがあり， ヂュードに向って，アラベラは言うのだ．「貧乏人だっ

また向学心の妨げになることも十分自覚しながらも， て生きて行かなきゃならないわ，豚は殺されるものよ」

ヂュードは自分が彼女に引かれていくのをどうするこ (Poor folks must live. Pigs must be killed.) (p. 76) 

とも出来ない．アラベラが自分の心の中に君臨し始め， 少年の頃，「大人になりたくない」と言っていた

自分が今までとは全く別人になったという気にさえな ヂュードと全く対照的なアラベラの姿が見える．粗野

る．一体書物が何だというんだ，自分は女性というも な点はあるにしろ，生き生きとして生活力にあふれ，

ので始めて生き甲斐を見出した，女を愛することはす 全く実在観にあふれている．

ばらしいことだ，と思うのだ． 喧嘩の挙句，アラベラがヂュードの大切にしていた

書物までも投げ捨てるに及んでは破局は決定的となる．

What were his books to him? What were his 性格の不一致と生活力の無さから，ヂュードを諦めた

intentions, hitherto adhered to so strictly, as to not アラベラは，家財道具ー式と共にヂュードが彼女に

wasting a single minute of time day to day?'Wast- 贈った写真入りの額縁までも競売に出す．ヂュードの

ing !'It depended on your point of view to define もう一度出発前に会ってくれとの願いも無視して，親

that : he was just living for the first time : not と共にさっさとオーストラリアヘの移民として旅立っ

wasting life. It was better to love a woman than to てしまう．

be a graduate or a parson ; ay, or a pope ! (p.54) 「フォーレ一家の者は縁組には向かぬ．お前もわし

大学卒業生になるよりも，牧師になるよりも，いや法

王になるよりも，女性はすばらしい， と天にも昇る気

持が続いたヂュードではあったが，さすがに交際が

二ヶ月にも及ぶと，何か充たされないものがあること

に気付く．そしてアラベラが生涯の伴侶とするには相

応しくない事を悟り始める．しかし切角捕まえた男を

逃がしたくないアラベラは友人に入れ智恵されて，子

供を身ごもったとの口実を設けて結婚を迫る．ヂュー

ドはこの計略に簡単に引っかかる．女性の標本として

は，大して値打ちもないと判っていても，名誉心のあ

る青年として，自己犠牲の傾向のあるヂュードは，出

来てしまった事の責任はとると決心してアラベラとの

結婚に踏み切る．

しかし二人の仲がうまく行く筈もなく，石エの年季

奉公をしながら結婚生活を必死に支えたヂュードで

あった．しかしアラベラが以前女給をしていた事が判

ると，愛情よりも憎しみの情が強くなった．その上二

人の結婚の直接の理由であった妊娠も全くの嘘であっ

たと知ると，ヂュードには結婚という社会習慣に何か

おかしな不当なものがあるように思えて来た．やがて

二人はほどなく「豚殺しの場面」で決定的な破局を迎

えることになる．豚を殺すのに，ヂュードは豚が長く

苦しむのを見るに忍びず，一気に殺して血を抜くのだ

がそのために肉の質を台なしにして了う．アラベラは

肉質を良くするために，できるだけ時間を掛けて殺す

ようにと主張する．ミミズも踏み潰せないヂュードは

そうは出来ずに，ーと思いに殺してしまう．そうして

いてよろけた弾みに，血を入れていた桶を踏み倒して

しまって，その血を使って作るソーセージも作れなく

なる．やっとのことで殺した豚の死を見届けて喜ぶ

の言うことを聞いて，嫁をもらわぬ方が良かったのに」

(The Fawleys were not made for wedlock: it 

never seemed to sit well upon us. There's sommat in 

our blood that won't take kindly to the notion of 

being bound to do what we do readily enough if not 

bound. That's why you ought to have hearkened to 

me, and not ha'married.) (p. 82) と大伯母は言うの

であった. (a tender-hearted fool)であるヂュードは

夫を経済の函数と見る現実主義者のアラベラに見捨て

られたのだ．しかし結婚したいという事実はそのまま

残った．そして，この不調に終ったアラベラとの結婚

はヂュードの意識の上では潜在的な罪の意識となって

ずっと後までも尾を引くことになる．メアリーグリー

ンのこの寒村での出来事にヂュード・フォーリーの悲

劇全体の萌芽が見られるのである．

(2) 

さて，メアリーグリーンの村で「情熱」の洗礼を受

けたヂュードは，彼の「学問」，「野心」の試練を受け

るべく，クライストミンスターヘとやってくる．「光明

と学問の市」への浪漫的な夢を抱き，学者になること，

それから出来れば高位の聖職者になろうとの野心を固

めていた．夜学でのフィロットソン先生も，「学位を得

て聖職に就く」という理由でクライストミンスターへ

去っていた．その先生がもたらした野心をそっくり踏

嬰する形でヂュードも先生の後を追った．

アラベラとの不幸に終った結婚生活で中断していた

学問の夢を実現すべくやって来たクライストミンス

ターではあったが，憧れの大学を目指して，学問に向

い苦闘する中にも，孤独の淋しさから，愛の対象を求

めてやまない．以前大伯母の家で見たことのあるいと
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このスューの写真を送ってもらった際，大伯母からの

手紙には，この市に住んでいるスューについて，会わ

ない方がいいとの忠告があった．「スューやその身内に

会って，フォーレ一家にいざこざを起さないように」

(he was not to bring disturbance into the family 

by going to see the girl or her relations) (p. 101) 

こういう忠告を読むと返って，まだ見ぬいとこへの思

慕がつのる．いとこ同志の結婚は悲劇的なことになる

と充分承知の上でスューに会いたいと思うのだ．しか

し彼女との出会いも以外に早く訪れ，ある日，むこう

から尋ねて来て約束の場所で会うことが出来た．

He remembered now that she was not a large 

figure, that she was light and slight, of the type 

dubbed elegant. (p. 106) 

話しの中でたまたまフィロットソンの名が出て来て，

彼女も知っていることが判る．聖職者にはならずに，

今なお村の小学校の校長をしている事を知り幻滅を感

じて，久しぶりに会ってみると，昔の悌はなく，その

上先生が自分のことを覚えてさえいないのに驚くので

あった．

ヂュードはスューと知り合うや，たちまちその魅力

に引かれて行く．他に誰一人として知る者の居ないこ

の市で，自己流ながら心優しい先生が見たら涙をこぽ

すだろうほどに苦労して勉強に励んだ．実力では大学

生に負けぬと思えるほどの自信がありながら，入学の

件が難航するというような孤独とうっ屈の日々が続く

と，自分を支えるために「何かすがりつくもの」が

ヂュードには必要であった．

スューは，アラベラとは全く対照的で，鋭い感受性

の持主で，大の読書家で，様々の詩人の詩句を暗唱し

ミルやスインバーンを引用するほどの知性の持主であ

る．そしてこれらの読書によって培れた知性は，彼女

を因製を脱した新しい型の女性に育て上げているよう

に思えた．体制に反抗するようなポーズをとるのが

スューのもつ特徴の一つに見えるのであった．彼女も

家庭的に不遇であって，幼くして母を失い，父とも早

い時期に別れ孤独に暮らしている．読書と因製的な女

を脱しているという意識が彼女の淋しい生活の支えで

はないだろうか．

スューは勤めていた教会用の聖具店と異教の石膏像

のことで辞めざるを得なくなり，ヂュードは彼女を師

フィロットソンの助教師として雇ってもらう．一人暮

らしの先生は，若いスューと一緒に仕事をし，勉強を

していくうちに，彼女のことが脳裏を去らなくなる．

二人の姿を見て，ヂュードは二十オも年上の教師が彼

女の恋の相手になるはずはない， と思いながらも嫉妬

に悩むのだ．

そのうち，何とかして大学に入るチャンスを得んも

のと，ヂュードは思い切って学寮長や大学のお偉方へ

手紙を出した．たった一つだけ返事の来た手紙には，

「あなた御自身の領域にとどまり，従来の職をお続け

になる方が，他の道を採用なさるよりも成功の機会は

はるかに多いだろうと存じます」とあった．

'Sir, ---I have read your letter with interest and ; 

judging from your description of yourself as a 

working-man, I venture to think that you will have 

a much better chance of success in life by remaining 

in your own sphere and stick to your trade than by 

adopting any other course. That, therefore, is what 

I advise you to do. Yours faithfully, T. Tetuphenay. 

'To Mr. J. Fawley, Stone-man'(p. 140) 

書かれている内容といい，わざわざ「石エ」と書き添

えた宛名書きといい，社会的段階を一段でも登ること

がいかに困難なことであるかを悟らされるヂュードで

はあった．しかし「自分のように努力したものが大学

に入れないのはおかしい．何故入れてもらえないのか」

と激しく怒り，たまらなくなって下宿を飛び出して大

学まで行き，その門脇の塀にヨブ記の一節を書きなぐ

る．「我も汝らと同じ心あり．我は汝の下に立たず．誰

か汝らの言いし如き事を知らんや．」 (Ihave under-

standing as well as you ; I am not inferior to you , 

yea, who knoweth not such things as these ?') (p. 

142)ついでに酒場に行き，酒をあおり，ひとあばれし

た後，ラテン語で信仰箇条を暗唱してみせて，うっぷ

んを晴らす．ヂュードは酒に救いを求める傾向がある

と作者は語る．スューの下宿に救いを求めようと思う

が，やがて恥しくなってメアリーグリーンの大伯母の

家に帰る．そして自分の今おかれている状況は正に「地

獄」だと実感し，メアリーグリーンの村の牧師補に面

会を求めて，心中を告白する．牧師補の口から，大学

は出ていなくても，仮免状説教師のような形で神に仕

える仕事ができると知らされて，ヂュードは開眼する．

ただその牧師補は強い酒は避けるようにという忠告だ

けは忘れなかった．大学とそれに続く高位聖職者とい

う彼の永年の夢はこれで実質的に終止符を打つことに

なる．唯一通の拒絶の手紙だけで彼は十年来の夢をか

なぐり棄てて省ることとしない．他の道を探ろうとも

しないヂュードはあまりにも諦めが早いとは言えない

だろうか．
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(3) 

学問を諦めたヂュードは，愛他的な生き方をしたい

という当初の目標に立ち返る． もともと愛他的な生活

を望んでいて，学問を尊重し，勉強好きな性質を持つ

ところから，他人を教え導く職業に就きたいと願って

聖職者への道を選んだのであった．しかし今や学問の

道は断たれたと感じた彼は，仮免状説教師への道を志

すしかなかった．そうした彼には，社会の片隅で，名

もなく一生を送ることにこそ宗教人としての真の姿が

あるように思えるのであった．過去の願望とはがらり

と変ったこの新しい考え方に照してみると，今までの

「大志」の中には俗っぽい「野心」の臭いを嗅ぎつけ

るのだ．

It was a new idea---the ecclesiastical and altru-

istic life as distinct from the intellectual and 

emulative life. A man could preach and do good to 

his fellow-creatures without taking double-firsts in 

the schools of Christminster, or having anything but 

ordinary knowledge. The old fancy which had led 

on to the culminating vision of the bishopric had 

not been an ethical or theological enthusiasm at all, 

but a mundane ambition masquerading in a sur-

plice. He feared that his whole scheme had degener-

ated to, even though it might not have originated in, 

a social unrest which had no foundation in the 

nobler instincts ; which was purely an artificial 

product of civilization. (p. 153) 

大学入学という輝かしい夢は早くも崩れ去り，何と

か聖職者への道を辿ろうとするヂュードは，異教徒的

でキリスト教に不信心な気持を持っているスューにむ

かって次のように告白する．「人間は何かを信頼しなけ

ればやって行けないと思いますよ．何でもかんでも幾

何の問題みたいに証明してから信じ込むような悠長な

暇はないんです．ぽくはキリスト教を信じます．」

(Well, dear ; I suppose one must take some things 

on trust. Life isn't long enough to work out every-

thing in Euclid problems before you believe it. I 

take Christianity.) (p. 183)しかし野心的要素を棄て

て，ひたむきに聖職への道を辿る場合に，まず第一に

本質的に宗教的な生活の実践ということが問題になる

筈なのだが，青年ヂュードには自分の魂を悩ます

スューの存在があった．立派な宣教師になるためには，

ヂュードは「余りにも多情，多感」であった．そして

「絶えず内部で霊と肉との相争う生涯で，肉のみが必

ずしも勝つとは限るまい」 (Yethe perceived with 

despondency that, taken all round, he was a man of 

too many passions to make a good clergyman ; the 

utmost he could hope for was that in a life of 

constant internal warfare between flesh and spirit 

the former might not always be victorious.) (p. 230) 

と感じるのだ．

ところでスューは，正式の教員資格を取るために

フィロットソンの庇護を受けてメルチェスターの師範

学校には入っている．そのスューは時々ヂュードと会

ぅ．彼女はフィロットソンと婚約しているのだが，婚

約などどうでもいいことだと言ってヂュードとのデー

トを重ねる．自分より 18オも年上の45オの小学校長と

婚約するようになったのは，彼女を苦労して師範学校

に入れて，費用を出してくれた恩義に報いるためでも

あったと言う．俗世間的な価値感を起越していて，男

女双方の魂の昇華を目的とする「シェレイ風な」恋愛

至上主義者に思えるスューにも，こういう恩義などと

いう因襲的価値観は持ち合せているのは不思議だ．

ある日，ヂュードとスューは遠出をして，行き暮れ

で帰れなくなり，とある農家で一夜を明かさなければ

ならなくなる．この帰途スューは乞はれてヂュードに

自分の写真を与える．そしてこの無断外泊のため学校

に命じられた謹慎処分を破って学校を逃げ出して，

ヂュードの下宿へ立寄る．途中川を渡るときに濡れた

ものを赤々と燃える暖炉の火に乾かしながら，スュー

は自分のこれまでの生活の一部を話す．このような状

況の中では，孤独な二つの魂が，暖かな親近感を抱き，

その場の雰囲気もあって，彼女はかつてないほど素直

になる．そして18オの時，クライストミンスターの大

学生と知り合ったことを語る．彼とは15ヶ月間一緒に

暮らしたが，それは「殆ど男同志」の生活，つまり肉

体関係を拒否した生活であったこと，彼はこの彼女の

冷い態度に失望して，苦悩のうちに病を得て死んで

いったことを語る．この肉体忌避は，スューの最も

スューらしい所で，この態度は，この大学生にとどま

らず，夫となったフィロットソンに対しても，またの

ちに一緒に生活を始めた後，ヂュードに対しても相当

期間つづく．

この下宿の場は二人にとっては，より望ましい関係

の出発点になり得たはずだし，二人の関係は好転する

かに見えた．しかしスューは突然フィロットソンとの

挙式を知らせてくる．その少し前には，ヂュードは，

「もう愛したければ，ヂュード，愛していいわ」 (p.

175)との待望の言質を得ていたので，彼は一層わから

なくなる．スューはまことに謎なのだ．その上，こと

もあろうに，ヂュードが自分を愛していることを知り
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ながら，フィロットソンとの結婚の仲介役，花嫁の引

渡し役を依頼するのだ，スューという女性は他人の心

の痛みに鈍感だと言える．全く自己中心的な女で天使

のような精神的な女などではない．ヂュードはこの頼

みを，苦悩の末に結局承知して，スューが彼の下宿か

ら結婚式場へ行けるように下宿の一室を里家として彼

女に提供する．スューがサディスト 4)とするなら，

ヂュードはマゾヒストである．こういう風に愛する者

のために自分を殺す姿，忍耐する姿を見せるとき，

ヂュードはにわかに生彩を放ってくる．そして作者は

この姿を英雄的だと評するのだ．がこれはあまりにも

人が良すぎるとは言えないだろうか．ヂュードは自分

が一歩身を退くことによって問題解決を計るのだ．

スューをこの奇妙な結婚へと踏み切らせたのは，

ヂュードが推測するように，彼がこの直前に自分には

妻があると打明けたからであろう．これを聞いた彼女

の言葉は，日頃の言動とは全く裏腹に，知性のかけら

も見えず，唯の女の嫉妬を表していると言える．

嫉妬のために，いはば衝動的に結婚に飛び込んだ

スューは，かつての大学生との生活同様フィロットソ

ンとの形式だけの夫婦生活を続ける．やがて「あの人

は友人としては好きだけど夫として暮らすのは拷問

だ」などと言いだすようになり，こうした告白を聞い

たヂュードは動揺し，二人は情熱に負けて，いとこと

してではない接吻をしてしまう．かくして学者たらん

ことを望み，それに失敗してからは，聖職につきたい

と努力したヂュードは，このことで自らの不適格を覚

ぃ，宗教書を焼き捨てて，今後は偽善者でない，罪深

い者との自覚のもとに，己れの情熱を処理しようとす

る．

(4) 

大伯母の葬儀の際に改めて二人の愛を確認した

スューはフィロットソンとの別居を決意してヂュード

と一緒に暮らすことになる．しかし彼女は彼の勧めに

もかかわらず結婚の手続きを取ることをしぶる．結婚

は本来自発的であるべき愛を法的に強制する「鉄の契

約」だとして嫌うのだ．その上ヂュードとも「昼間だ

けの生活」を主張する．ヂュードは不満ながら，この

いかにもスューらしい提案にしばらくは従わざるを得

ない．「最高の愛の形式は相互の充分な誠意による」と

信ずる心優しきヂュードは頼るべきものも居ない彼女

に結婚を強制することはしない．しかしヂュードの前

に姿を見せ始めた先妻アラベラに，彼が親切な態度を

見せた時に， スューは嫉妬と不安から逆に， 「あなたを

寄せつけなかったからと言って，セックスの判らない

人間ではないのよ．私はあなたのもの．お好きなよう

に」

'I am not a cold-natured, sexless creature, am I, 

for keeping yoじ atsuch a distance? I am sure you 

don't think so ! Wait and see ! I do belong to you, 

don't I ? I give in !'(p. 318) 

こう叫んで，二人の愛は完成する．そして結婚の正式

な形式を履むことを約束する．それ故に同棲を法律上

の結婚に切りかえる事が残された問題だが「法律上の

結婚は男を捉えるための卑劣な低級な手段」と考える

スューにとっては，これが幸福に至る道だとはどうし

ても思われない．愛を殺し，愛の自主性を損うものと

思われるのだ．教会や登録所へ三度も出かけても，結

局実行するに至らずに，婚姻の形式を遂にとらせな

かったのはスューの病的なまでもの sensitivenessの

故であった．

しかし二人の生活は，正式に結婚していないという

理由で，世間がうるさくなる．ヂュードの仕事の注文

もだんだん減ってくる．定住して教会関係の石エの職

を維持していくことがだんだん難しくなってくる．教

会の十戒文字の修復も，いかがわしい男女の手には任

せられないとの理由で取上げられて了った．その上，

「職人相互向上協会」の委員の地位も正式に結婚して

いないという理由を仄めかされて追われることになっ

た．その以後二人は，失職と，それに続く貧困，病気

などと闘かい，苦しい放浪同然の日々を送ることにな

る．スューは市や縁日には，子供づれで駄菓子売りに

まで出かけるのだった．

ヂュードは，苦労を重ね，さんざん世の辛酸をなめ

たあと，昔の夢もおおかた断たれ，最後の心の寄り所

として，その昔の夢の跡であるクライストミンスター

へとやってくる．市中が大学祭のお祝いでさんざめ く

中，そこに集っていた昔の顔馴染みの庶民たちに，自

分の今の境遇を釈明しながら演説をする羽目に陥る．

ヂュードは病に憑かれたように勢いづいて，自分の想

いをむなしくぶちまける．だが聴衆が耳を傾ける筈も

なく，彼は自分を理解してもらいたいのではなく，自

分で今の自分を納得させたいだけなのだ．「自分は失敗

したけれども，間違っていたとは思はない．敗北に同

意したのは貧困であって，意志ではない．」

'However it was my poverty and not my will that 

consented to be beaten. It takes two or three gener-

ations to do what I tried to do in one ; and my 

impulses---affections---vices perhaps they should 

be called---were too strong not to hamper a man 
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without advantages; who should be as cold-blood-

ed as a fist and as selfish as a pig to have a really 

good chance of being one of his country's worthies.' 

(p. 389) 

「結局，おそらく僕は，今日非常に多くの人々を不幸

にしている，精神的にも社会的にも不安な精神のくだ

らぬ犠牲者であったんでしょう」 (I was, perhaps, 

after all, a paltry victim to the spirit of mental and 

social restlessnes, that makes so many unhappy in 

these days.) (p. 389) と虚しく息巻くヂュードであ

る．これに対してスューは涙ながらに慰めるのだ．

'You weren't that. You struggled nobly to acquire 

knowledge, and only the meanest souls in the world 

would blame you !'(p. 390) 

この慰めは主人公ヂュードの短い生涯を言い表す言葉

として十分意味のある言葉であろう．この直後に一大

カタストロフィーが起る事は知る由もないのだが，雨

の降る中，その夜泊るべき宿さえもまだ決まらないで

いる時に，現在自分のおかれている立場を全く弁えな

いで，誠に高踏的な言辞を弄するに至っては，いかに

もヂュード的ではあると思えても，現実感に欠けてい

て，感銘を与えないのだ．唯作者がヂュードの弁護を

しているように思える．

直後に悲劇が起る．アラベラがヂュードの子だと

いってオーストラリアから連れて来て，押しつけて

いった11オぐらいの，まるだ大人みたいな子供 Little

Father Timeが，スューはこの子を超人的な博愛主義

からわが子と一緒に育てていたのだが，子連れ故に

片っぱしから宿を断られる両親の姿を見て，幼い異母

弟二人を殺して，自分も首を吊って了ったのだ．

この惨事は無神論者であったスューを精神的に完全

に粉砕してしまう．これは神の前の儀式を蔑視したた

めの神罰だと感じた彼女は，神の目から見て，自分は

フィロットソンの妻であると言って，自分の感情を無

理に押し殺して，フィロットソンのもとに帰る．スュー

に去られたヂュードは全く生ける屍同然である．絶望

した彼は酒に走る．この時たまたま寡婦になっている

ヂュードの先妻アラベラが再び彼の前に現れる．酒に

全てを忘れんとしていたヂュードは，アラベラ父子に

謀られて大酒し，無意識の中に再婚を約束させられる．

今や，ヂュードの唯一の願いは一目スューに会うこと

となった．彼は病を冒し，雨の中を遠出を散行して，

辛うじてこの目的を遂げる．スューはヂュードの許に

戻ることはなかった．病の悪化したヂュードは，アラ

ベラが花火見物に出かけている間に，ョブの絶望の言

葉を口誦みながら，短い苦難の一生を終る．

こういう「傾向」，「性格」をもつ青年を扱った小説

の主人公としては，それにふさわしい生涯の終り方だ

と思える．しかしヂュードの人生に対する態度には不

満を覚える．なるほど，彼の健気な向学心に感心する．

があまりにも弱い性格には失望を禁し得ない．これま

で見て来たように，ヂュードは人生の岐路に立ち，状

況が不利になると，必ずといっていい位に，自ら身を

引いてしまう．アラベラがオーストラリアヘ去る時，

自分が見捨てられた時でさえ，もう一度正式に別れを

しようと言ってやって，優しさを示した．大学入学が

一つの学寮長からの返事で不可能を知ると，それだけ

で，今まで抱いていた夢をすて，大学卒業資格がなく

ともやれる仮免状説教師への道を選ぶ．その上自分の

性格は聖職者たるにふさわしくないと思うと，宗教関

係の書物を全て焼いてしまう．愛する女の結婚式でそ

の式の仲介役さえ引き受ける人物である．教会の十戒

銘文の修繕の仕事を取上げられる際は，相手の商売筋

を台無しにしたくないとの考えから抵抗なしに引き下

がるのだ．酒色の誘惑には意気地ないほど無抵抗であ

る．

E. Blundenによるとハーディは ThomasGrayの

"Elegy"に描かれた田舎の教会墓地に眠る，志ならな

かった天才青年”の姿を書きたかったという．その結

果となったのがこのヂュード像であるとすれば，違う

と言いたくなってくるのだ．運命にしろ，社会にしろ，

ヂュードはそれに向って闘おうとしなかった．ただ自

分の「傾向」に敗けたのだ，テスは愛する人のため人

を殺した．ヂュードは自分を殺した．

今回は，粗筋を追って主人公ヂュードの生涯を検討

したが，この作品にはまだまだ多くの問題が残されて

いるように思われるので将来の課題にしたい．
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ワ
ー
ズ
ワ
ー
ス
は
、

『序
曲
』
の
創
作
の
過
程
を
あ
る
と
き
は
奔
流
と
な
っ
て
流
れ
る
川
、

ま
た
あ
る
と
き
は
停
滞
し
た
川
の
流
れ
の
比
喩
を
用
い
て
描
写
し
て
い
る
。
第
七
巻
で
は
、

「
序
歌
」
創
作
当
時
の
激
し
い
創
作
へ
の
熱
情
を
「
豪
雨
さ
な
が
ら
」
の
「
奔
流
」
と
表
現

し
、
創
作
活
動
の
停
止
を
流
れ
る
川
の
ざ
わ
め
き
が
「
聞
か
れ
な
か
っ
た
」
と
言
う
。
ま
た

第
九
巻
の
冒
頭
で
は
、
フ
ラ
ン
ス
滞
在
中
の
出
来
事
の
叙
述
を
躊
躇
し
た
こ
と
を
、
大
き
く

反
転
し
流
れ
て
来
た
道
筋
を
遡
行
す
る
擬
人
化
さ
れ
た
川
の
流
れ
に
た
と
え
て
い
る
。
『
序

曲
』
創
作
は
、
あ
る
段
階
で
は
「
飲
み
込
む
海
」
に
ま
っ
す
ぐ
に
進
ん
で
行
く
こ
と
を
拒
絶

す
る
流
れ
の
よ
う
に
進
展
し
た
こ
と
が
こ
の
川
の
比
喩
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
第

十
三
巻
で
は
、
詩
人
は
流
れ
の
比
喩
を
用
い
て
『
序
曲
』
の
主
題
に
も
言
及
し
て
い
る
。
こ

の
作
品
の
主
題
で
あ
る
想
像
力
の
誕
生
、
成
長
発
展
、
枯
渇
、
復
活
が
、
川
の
流
れ
が
そ
の

源
泉
か
ら
海
に
注
ぐ
ま
で
の
過
程
に
な
ぞ
ら
え
て
説
明
さ
れ
て
い
る
。
あ
る
と
き
は
地
下
に

潜
り
、
ま
た
あ
る
と
き
は
地
表
に
溢
れ
出
る
川
の
媒
体
に
よ
っ
て
想
像
力
の
発
展
が
巧
み
に

表
現
さ
れ
て
い
る
。

『
序
曲
』
に
は
詩
人
の
精
神
を
指
し
示
す
流
れ
の
比
喩
表
現
が
多
く
見
ら
れ
る
。
ケ
ン
ブ

リ
ッ
ジ
在
学
中
の
ワ
ー
ズ
ワ
ー
ス
の
精
神
は
ホ
ー
ク
ス
ヘ
ッ
ド
の
下
宿
家
の
庭
先
を
流
れ
る

小
川
に
例
え
ら
れ
て
い
る
。
「
閉
じ
こ
め
ら
れ
て
」
人
工
の
水
路
を
流
れ
る
小
川
は
、
在
学
中

の
青
年
ワ
ー
ズ
ワ
ー
ス
の
、
平
穏
な
日
々
の
虜
と
な
っ
た
精
神
の
象
徴
と
な
っ
て
い
る
。
し

か
し
、
こ
の
覇
気
の
な
い
精
神
は
一
時
的
な
も
の
で
、
ワ
ー
ズ
ワ
ー
ス
の
精
神
と
い
う
大
河

は
脈
々
と
流
れ
る
。
「
流
れ
」
の
比
喩
表
現
は
、
幼
少
時
の
体
験
を
通
し
て
、
幼
い
な
が
ら
も

着
実
に
形
成
さ
れ
て
い
く
少
年
の
精
神
の
描
写
に
も
使
用
さ
れ
て
い
る
。
自
然
と
と
も
に
生

き
る
羊
飼
い
に
そ
の
源
を
発
し
た
少
年
の
人
間
愛
は
、
悲
惨
と
悪
徳
の
世
界
ロ
ン
ド
ン
に

あ
っ
て
も
、
変
わ
ら
ず
に
脈
々
と
流
れ
て
い
た
。
そ
れ
は
、
小
さ
な
流
れ
が
「
―
つ
の
流
れ

に
融
合
し
」
、
さ
ら
に
他
の
細
流
を
寄
せ
集
め
て
大
き
な
大
河
と
な
る
よ
う
に
、
過
去
の
そ
の

時
々
の
体
験
と
そ
の
影
響
が
寄
せ
集
ま
っ
て
大
き
な
人
間
愛
と
な
っ
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
ま

（
結
び

人
の
精
神
と
目
を
慰
め
て
も
く
れ
る
、
と
。
詩
人
は
、
光
と
水
の
イ
メ
ジ
ャ
リ
ー
を
用
い
て
、

湖
底
の
実
物
と
水
面
に
映
っ
た
反
射
物
を
見
分
け
る
こ
と
の
困
難
さ
に
た
と
え
て
、
記
憶
を

た
ど
っ
て
過
去
を
振
り
返
る
と
き
、
現
在
の
自
分
と
過
去
の
自
分
を
見
分
け
る
こ
と
の
困
難

さ
を
説
明
し
て
い
る
。
詩
人
は
、
記
憶
の
不
可
思
議
さ
を
説
く
の
に
比
喩
の
手
段
に
依
存
し

た
が
、
こ
こ
で
も
見
事
な
効
果
を
あ
げ
て
い
る
。

た
こ
の
脈
々
と
流
れ
る
精
神
は
、
ア
ル
プ
ス
の
壮
大
な
光
景
を
目
前
に
し
て
も
異
質
な
反
応

を
示
さ
な
か
っ
た
。
湖
水
地
方
の
自
然
と
の
交
流
を
通
し
て
、
自
然
の
本
質
は
ワ
ー
ズ
ワ
ー

ス
の
魂
に
す
で
に
刻
み
込
ま
れ
て
い
た
の
で
、
ア
ル
プ
ス
の
壮
大
さ
を
前
に
し
て
の
反
応
も

彼
の
「
魂
の
流
れ
」
に
注
ぎ
込
む
一
支
流
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。

読
者
は
、

『序
曲
』
の
中
の
い
く
つ
か
の
「
流
れ
」
の
比
喩
表
現
を
詩
人
の
過
去
探
索
を
表

す
も
の
と
し
て
読
む
こ
と
も
で
き
る
。
第
九
巻
一
行
か
ら
九
行
の
エ
ピ
ッ
ク
・
シ
ミ
リ
の
擬

人
化
さ
れ
た
川
は
、
過
去
を
執
拗
に
探
索
し
て
き
た
詩
人
の
姿
で
も
あ
る
。
こ
の
自
ら
の
意

志
を
持
っ
た
、
意
図
的
に
逆
行
す
る
川
は
詩
人
自
身
で
あ
る
。
こ
の
一
節
で
は
川
（
詩
人
）

の
逆
行
は
、
詩
人
の
精
神
形
成
に
寄
与
し
た
過
去
の
源
泉
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
過
去

探
索
の
比
喩
と
な
っ
て
い
る
。
川
の
源
を
探
索
す
る
試
み
は
、
ま
た
詩
的
精
神
の
発
展
の
跡

を
探
索
す
る
試
み
で
も
あ
る
が
、
詩
人
は
第
二
巻
で
自
ら
の
精
神
を
川
に
例
え
て
、
精
神
を

分
析
す
る
こ
と
の
困
難
さ
を
説
い
て
い
る
。
さ
ら
に
、
連
続
体
で
あ
る
精
神
に
は
そ
の
厳
密

な
源
（
始
ま
り
）
は
存
在
し
な
い
の
だ
か
ら
、
自
ら
の
精
神
形
成
に
寄
与
し
た
源
を
探
し
当

て
る
探
索
の
試
み
は
不
可
能
だ
と
の
否
定
的
見
解
を
詩
人
は
導
い
て
い
る
。
ま
た
、
過
去
を

探
索
す
る
こ
と
は
記
憶
を
辿
る
こ
と
だ
が
、
そ
の
記
憶
の
不
可
思
議
さ
を
扱
っ
た
も
の
が
、

第
四
巻
の
「
ゆ
っ
く
り
動
く
小
舟
」
の
直
喩
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
詩
人
が
過
去
を
探
索
す
る

際
の
記
憶
の
不
可
思
議
さ
を
比
喩
的
表
現
で
説
明
し
た
も
の
だ
が
、
光
と
水
の
イ
メ
ジ
ャ

リ
ー
を
用
い
て
、
湖
底
の
実
物
と
水
面
に
映
っ
た
反
射
物
と
を
見
分
け
る
困
難
さ
に
例
え
て
、

記
憶
を
辿
り
過
去
の
自
分
と
現
在
の
自
分
と
を
見
分
け
る
こ
と
の
困
難
さ
を
説
明
し
て
い
る
。

＊
本
稿
を
ま
と
め
る
に
当
た
っ
て
は
、
熊
本
大
学
の
吉
田
正
憲
先
生
の
「
旅
す
る
川
ー
_
『
序

曲
』
の
イ
メ
ジ
ャ
リ
ー
に
関
す
る
考
察
」
（
『
熊
本
大
学
英
語
英
文
学
第
三
三
号
』
）
を
参
考

に
し
な
が
ら
、
考
察
が
進
め
ら
れ
て
き
た
。
論
文
を
通
し
て
貴
重
な
助
言
を
下
さ
っ
た
吉
田

先
生
に
心
か
ら
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。
ま
た
本
稿
は
、
第
十
七
回
イ
ギ
リ
ス
・
ロ
マ
ン
派

文
学
研
究
会
で
「
ワ
ー
ズ
ワ
ー
ス
の
時
間
意
識
に
つ
い
て
ー
過
去
へ
の
執
着
」
の
タ
イ
ト
ル

で
口
頭
発
表
し
た
内
容
の
一
部
を
加
筆
・
訂
正
し
た
も
の
で
あ
る
。

T
h
e
p
r
e
l
u
d
e
(
T
e
x
t
 of 1
8
0
5
)
,
 
e
d
.
 

E
r
n
e
s
t
 d
e
 S
e
l
i
n
c
o
u
r
t
 (
L
o
n
d
o
n
 :
 Ox
f
o
r
d
 

U
n
i
v
e
r
s
i
t
y
 Press, 1
9
3
3
)
.
 

（注）

-9-



ワーズワースの時間意識について 『序曲』の中の過去探索の様々な比喩表現 155 

T
h
a
t
,
 so

m
e
t
i
m
e
s
,
 wh

e
n
 I
 th
i
n
k
 of t
h
e
m
,
 I
 se
e
m
 

of m
y
 self 

w
o
 c
o
n
s
c
1
0
u
s
n
e
s
s
e
s
 
c
o
n
s
c
1
0
u
s
 

T
 

A
n
d
 of s
o
m
e
 o
t
h
e
r
 B
e
i
n
g
.
 (II. 

2
8
-
3
3
)
 

現
在
の
自
己
と
少
年
時
代
と
の
間
に
は
大
き
な
隔
た
り
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、

そ
れ
で
も
そ
の
少
年
時
代
は
精
神
の
中
に
そ
れ
自
体
の
存
在
を
持
ち
続
け
て
い
る
。
そ
れ
ゆ

え
、
現
在
の
意
識
と
少
年
時
代
の
意
識
と
い
う
二
重
の
意
識
を
持
ち
、
現
在
の
自
己
と
少
年

時
代
の
自
己
を
詩
人
は
意
識
す
る
、
と
い
う
の
が
よ
く
知
ら
れ
た
こ
の
一
節
の
解
釈
で
あ
る
。

一
見
し
た
と
こ
ろ
、
過
去
と
現
在
の
距
離
の
大
き
さ
は
少
年
時
代
を
失
っ
た
と
い
う
喪
失
感

を
伴
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
読
者
が
こ
の
距
離
を
、
現
在
の
ワ
ー
ズ
ワ
ー
ス
と
過

去
の
ワ
ー
ズ
ワ
ー
ス
を
切
断
し
て
い
る
隔
た
り
と
し
て
解
釈
す
る
の
は
誤
り
で
あ
ろ
う
。

ワ
ー
ズ
ワ
ー
ス
に
あ
っ
て
は
、
過
去
と
現
在
の
分
断
は
有
り
得
な
い
。
そ
の
こ
と
は
、
前
節

の
精
神
の
比
喩
的
表
現
と
し
て
の
「
流
れ
」
の
考
察
が
実
証
し
た
と
お
り
で
あ
る
。
で
は
、

精
神
の

「流
れ
」
は
連
続
す
る
―
つ
の
統
一
体
で
あ
る
に
も
拘
ら
ず
、
二
重
の
意
識
に
驚
き
、

自
ら
を
捉
え
あ
ぐ
ね
る
詩
人
の
姿
は
何
に
起
因
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
原
因
は
過
去
と
現

在
の
距
離
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
詩
人
の
記
憶
力
の
不
可
思
議
さ
に
由
来
す
る
よ
う
に
思
わ

れ
る
。過

去
を
探
索
す
る
こ
と
は
記
憶
を
辿
る
こ
と
だ
が
、
記
憶
の
不
可
思
議
さ
を
扱
っ
た
非
常

に
精
妙
な
過
去
探
索
の
比
喩
的
表
現
に
、
我
々
読
者
は
『
序
曲
』
第
四
巻
の
中
頃
で
遭
遇
す

る
。
過
去
探
索
の
旅
で
記
憶
を
辿
る
詩
人
自
ら
を
、
静
か
に
進
ん
で
行
く
小
舟
か
ら
身
を
乗

り
出
し
て
、
湖
底
に
横
た
わ
る
実
物
と
水
面
に
反
射
さ
れ
た
物
と
を
見
分
け
よ
う
と
す
る
人

の
姿
に
な
ぞ
ら
え
て
い
る
直
喩
は
見
事
な
記
述
だ
が
、
こ
の
比
喩
に
は
現
在
の
自
我
と
過
去

の
自
我
と
の
乱
反
射
の
精
妙
な
様
子
が
読
み
取
れ
る
。

A
s
 o
n
e
 w
h
o
 h
a
n
g
s
 d
o
w
n
-b
e
n
d
i
n
g
 f
r
o
m
 t
h
e
 side 

0
 f
 a
 s
l
o
w
-m
o
v
i
n
g
 B
o
a
t
,
 up
o
n
 t
h
e
 b
r
e
a
s
t
 

0
 f
 a
 still 
w
a
t
e
r
,
 so

l
a
c
i
n
g
 h
i
m
s
e
l
f
 

W
i
t
h
 s
u
c
h
 discoveries a
s
 his e
y
e
 c
a
n
 m
a
k
e
,
 

B
e
n
e
a
t
h
 h
i
m
,
 in 

t
h
e
 b
o
t
t
o
m
 of t
h
e
 d
e
e
p
s
,
 

S
e
e
s
 m
a
n
y
 b
e
a
u
t
i
o
u
s
 sights
,
 we

e
d
s
,
 fishes
,
 fl

o
w
e
r
s
,
 

G
r
o
t
s
,
 pe

b
b
l
e
s
,
 ro

o
t
s
 of trees
,
 an

d
 fancies m
o
r
e
 ;
 

Y
e
t
 o
f
t
e
n
 is 
p
e
r
p
l
e
x
'd
,
 an

d
 c
a
n
n
o
t
 p
a
r
t
 

T
h
e
 s
h
a
d
o
w
 f
r
o
m
 t
h
e
 s
u
b
s
t
a
n
c
e
,
 ro

c
k
s
,
 an

d
 s
k
y
,
 

M
o
u
n
t
a
i
n
s
 a
n
d
 c
l
o
u
d
s
,
 fr

o
m
 t
h
a
t
 w
h
i
c
h
 is 
i
n
d
e
e
d
 

T
h
e
 r
e
g
i
o
n
,
 an

d
 t
h
e
 things w
h
i
c
h
 there a
b
i
d
e
 

In their true d
w
e
l
l
i
n
g
;
 n
o
w
 is 
c
r
o
s
s
'd
 b
y
 g
l
e
a
m
 

0
 f
 his o
w
n
 i
m
a
g
e
,
 by
 a
 s
u
n
b
e
a
m
 n
o
w
,
 

A
n
d
 m
o
t
i
o
n
s
 t
h
a
t
 a
r
e
 sent h
e
 k
n
o
w
s
 n
o
t
 w
h
e
n
c
e
,
 

Im
p
e
d
i
m
e
n
t
s
 t
h
a
t
 m
a
k
e
 his t
a
s
k
 m
o
r
e
 s
w
e
e
t
;
 

|
 S
u
c
h
 p
l
e
a
s
a
n
t
 office h
a
v
e
 w
e
 l
o
n
g
 p
u
r
s
u
e
d
 

I
n
c
u
m
b
e
n
t
 o

'er t
h
e
 s
u
r
f
a
c
e
 of p
a
s
t
 t
i
m
e
 

W
i
t
h
 like s
u
c
c
e
s
s
;
 
(
I
V
,
 

2
4
7
-
6
4
)
 

こ
の
引
用
で
、
真
っ
先
に
読
者
の
心
を
打
つ
も
の
は
、
清
明
さ
の
中
の
不
可
思
議
さ
で
あ
ろ

う
。
こ
の
不
可
思
議
さ
は
、
詩
人
内
部
で
の
現
在
と
過
去
と
の
乱
反
射
を
詩
人
自
ら
気
付
い

て
い
る
こ
と
に
由
来
す
る
。
こ
の
不
可
思
議
さ
は
ま
た
記
憶
の
作
用
の
不
可
思
議
さ
で
も
あ

る
。
あ
た
か
も
湖
底
に
沈
む
美
し
い
事
物
、
草
、
魚
、
花
、
洞
窟
、
小
石
、
木
の
切
り
株
を

明
瞭
に
見
る
か
の
よ
う
に
、
詩
人
は
過
去
の
光
景
を
は
っ
き
り
と
眺
め
る
。
し
か
し
、
そ
の

光
景
は
、
「
影
」
す
な
わ
ち
、
水
面
に
反
射
し
た
岩
山
、
空
、

山
々
、
雲
の
い
た
ず
ら
に
よ
っ

て
干
渉
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
過
去
の
光
景
（
湖
底
に
沈
む
事
物
）
は
、
水
面
に
反
射
し

た
「
自
分
自
身
の
姿
の
輝
き
」
、
日
の
光
、
ど
こ
か
ら
送
ら
れ
て
来
る
の
か
わ
か
ら
な
い
動
き

に
よ
っ
て
ま
す
ま
す
見
分
け
難
く
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
詩
人
内
部
で
の
過
去
と
現
在
の
乱
反
射
で
あ
る
。
詩
人
が
「
影
」
を
現
在
に
よ

る
過
去
へ
の
侵
入
と
し
て
捉
え
て
い
る
こ
と
は
、
驚
異
に
値
す
る
。
通
常
は
こ
の
逆
で
、
過

去
の
記
憶
の
影
が
現
在
に
侵
入
し
て
く
る
。
詩
人
の
捉
え
方
は
、
ま
さ
に
過
去
が

「
そ
れ
自

体
の
存
在
」
を
も
っ
て
内
部
に
保
持
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
。
詩
人
の
内
部
で
、
現
在
の

意
識
に
よ
っ
て
生
ず
る
影
は
過
去
の
記
憶
に
侵
入
し
て
い
る
。
こ
の
直
喩
は
、
詩
人
が
過
去

を
探
索
す
る
際
の
記
憶
の
現
象
を
比
喩
的
表
現
で
説
明
し
た
も
の
で
あ
り
、
ほ
ぽ
次
の
よ
う

な
内
容
を
読
者
に
伝
え
て
い
る
だ
ろ
う
。
記
憶
を
た
ど
る
こ
と
は
不
可
思
議
で
あ
り
、
記
憶

を
た
ど
れ
ば
現
在
と
過
去
の
分
か
ち
難
い
自
己
意
識
の
不
可
思
議
さ
に
直
面
す
る
。
ど
の
部

分
が
純
粋
に
過
去
の
自
分
で
、
ど
の
部
分
が
現
在
の
自
分
な
の
か
判
然
と
し
な
い
。
こ
の
不

可
思
議
さ
は
、
過
去
を
見
る
詩
人
の
目
と
精
神
を
当
惑
さ
せ
る
が
、
ま
た
他
方
、
そ
れ
は
詩
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ロ
⇒、

て
ど
こ
か
分
か
ら
な
い
が
、
川
は
い
つ
で
も
そ
の
源
と
結
び
付
い
て
い
る
。
↓
詩
人
の
過
去

は
潜
在
的
だ
が
、
詩
人
は
い
つ
で
も
そ
の
過
去
と
結
び
付
い
て
い
る
。
（
三
）
川
は
現
在
そ
の

源
か
ら
ど
ん
な
に
遠
く
離
れ
た
と
こ
ろ
を
流
れ
て
い
よ
う
と
も
、
そ
の
源
か
ら
断
ち
切
ら
れ

る
こ
と
は
な
い
。
↓
詩
人
の
現
在
は
過
去
と
の
間
に
ど
ん
な
に
大
き
な
距
離
が
あ
ろ
う
と
も
、

現
在
の
詩
人
は
自
ら
の
過
去
と
断
ち
切
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
。
（
四
）
隠
れ
た
源
は
絶
え
ず
流

れ
を
供
給
し
、
流
れ
を
新
た
に
す
る
。
↓
詩
人
の
潜
在
的
な
過
去
は
絶
え
ず
詩
人
に
滋
養
物

を
供
給
し
、
詩
人
の
精
神
を
新
た
に
す
る
。
こ
の
よ
う
に
ま
と
め
て
み
る
と
、
川
は
記
憶
の

作
用
の
比
喩
的
説
明
と
し
て
解
釈
で
き
る
。
そ
の
記
憶
は
人
生
の
す
べ
て
の
段
階
を
統
合
し
、

現
在
の
人
生
を
過
去
と
い
う
源
泉
で
活
力
あ
る
も
の
に
す
る
。
こ
の
よ
う
に
整
理
す
る
と
、

上
に
引
用
し
た
大
文
字

(River)

で
記
さ
れ
た
「
川
」
は
決
し
て
自
然
の
流
れ
で
は
な
い
。

自
ら
の
意
志
を
持
っ
た
、
意
図
的
に
逆
行
す
る
川
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
川
は
詩
人
自
身
で

あ
る
。
読
者
は
、
そ
の
逆
行
を
、
通
過
し
て
来
た
場
所
に
立
ち
帰
っ
て
、
詩
人
の
精
神
形
成

に
寄
与
し
た
過
去
の
源
泉
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
過
去
探
索
の
試
み
の
比
喩
と
し
て
、

読
む
こ
と
も
出
来
る
。

詩
人
の
川
の
源
を
探
索
す
る
旅
は
、
ま
た
同
時
に
自
分
の
詩
的
精
神
の
発
展
の
跡
を
探
索

す
る
旅
で
も
あ
る
。
詩
人
は
第
二
巻
で
自
分
の
精
神
を
川
に
た
と
え
て
、
自
ら
の
精
神
を
分

析
す
る
こ
と
の
困
難
さ
を
説
い
て
い
る
。

W
h
o
 k
n
o
w
s
 t
h
e
 individual h
o
u
r
 in w
h
i
c
h
 

H
i
s
 h
a
b
i
t
s
 w
e
r
e
 first 
s
o
w
n
,
 ev

e
n
 a
s
 a
 s
e
e
d
,
 

W
h
o
 t
h
a
t
 shall 
p
o
i
n
t
,
 as
 w
i
t
h
 a
 w
a
n
d
,
 an

d
 s
a
y
,
 

'T
h
i
s
 p
o
r
t
i
o
n
 of t
h
e
 river of m
y
 m
i
n
d
 

C
a
m
e
 f
r
o
m
 y
o
n
 f
o
u
n
t
a
i
n●
9
(
I
I
.
 
2
1
1
-
1
5
)
 

H
a
r
d
 t
a
s
k
 to 
a
n
a
l
y
s
e
 a
 soul
,
 in w

h
i
c
h
,
 

N
o
t
 o
n
l
y
 g
e
n
e
r
a
l
 h
a
b
i
t
s
 a
n
d
 desires
,
 

B
u
t
 e
a
c
h
 m
o
s
t
 o
b
v
i
o
u
s
 a
n
d
 particular t
h
o
u
g
h
t
,
 

N
o
t
 in 
a
 m
y
s
t
i
c
a
l
 a
n
d
 idle s
e
n
s
e
,
 

B
u
t
 in t
h
e
 w
o
r
d
s
 o
f
 r
e
a
s
o
n
 d
e
e
p
l
y
 w
e
i
g
h
'd
,
 

H
a
t
h
 n
o
 b
e
g
i
n
n
i
n
g
.
 (II
.
 

2
3
2
 
|
 3
7
)
 

詩
人
に
と
っ
て
川
を
逆
行
し
て
そ
の
源
を
辿
る
こ
と
は
、
詩
的
精
神
の
発
展
の
跡
を
辿
る
観

点
か
ら
過
去
の
個
別
の
時
間
に
た
ど
り
着
き
、
各
々
の
時
間
の
意
味
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

を
意
味
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
厳
密
な
意
味
で
果
し
て
可
能
だ
ろ
う
か
。
こ
の
二
つ
の
引
用

を
読
む
限
り
、
そ
れ
は
不
可
能
だ
ろ
う
。
例
え
ば
、
幾
何
学
の
よ
う
な
あ
る
体
系
に
よ
っ
て
、

全
体
を
部
分
に
還
元
す
る
こ
と
、
分
割
し
分
解
す
る
こ
と
を
好
ま
な
い
詩
人
は
、
引
用
（
イ
）

で
、
個
人
の
精
神
の
発
展
は
連
続
す
る
川
の
特
性
を
帯
び
て
お
り
、
個
人
の
精
神
は
心
理
学

的
分
析
を
拒
む
も
の
だ
、
と
思
索
し
た
上
で
、
流
れ
る
川
の
一
部
分
を
切
り
離
し
た
り
、
あ

る
い
は
ま
た
、
そ
の
正
確
な
源
に
辿
り
着
く
こ
と
は
、
不
可
能
だ
と
主
張
し
て
い
る
。
引
用

（
口
）
で
は
、
人
生
の
様
々
な
段
階
が
重
な
り
合
い
、
相
互
に
関
係
し
合
っ
て
複
雑
な
統
一

体
を
形
成
し
て
い
る
の
が
精
神
で
あ
っ
て
、
そ
の
中
で
は
、
習
慣
、
欲
求
、
明
白
な
思
索
も

始
ま
り
を
持
た
な
い
、
と
詩
人
は
主
張
す
る
。

精
神
は
一
っ
の
統
一
体
で
あ
り
、
そ
れ
に
帰
属
す
る
「
一
般
的
習
慣
」
「
欲
求
」
「
も
っ
と

も
明
白
な
個
別
の
思
索
」
は
い
ず
れ
も
そ
の
始
ま
り
を
も
た
な
い
が
、
そ
れ
ら
は
相
互
に
関

連
し
合
っ
て
連
続
し
て
い
る
、
と
い
う
主
張
が
こ
の
二
つ
の
引
用
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
解
釈

だ
が
、
習
慣
、
欲
求
、
思
索
は
ど
れ
も
記
憶
に
蓄
積
さ
れ
た
過
去
の
営
み
の
総
体
に
他
な
ら

な
い
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
精
神
も
ま
た
過
去
の
営
み
の
総
体
で
あ
る
と
言
え
る
。
引
用
（
イ
）

に
は
、
種
子

(seed)
、
川

(river)
、
源
泉

(fountain)

の
比
喩
が
見
ら
れ
る
が
、
種

子
、
源
泉
は
発
生
あ
る
い
は
発
生
の
瞬
間
を
指
し
示
す
も
の
と
し
て
、
川
は
内
部
に
連
続
す

る
流
れ
あ
る
い
は
持
続
を
指
し
示
す
も
の
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
区
別
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
（
イ
）

の
"m
i
n
d
"
と
（
口
）
の
"
soul
"
と
は
同
じ
意
味
で
、
そ
れ
は
ぷ
oul
'の
『
ポ
ケ
ッ
ト
オ
ッ
ク
ス

フ
ォ
ー
ド
辞
典
』
に
よ
る
定
義

'a
true 
self
'の
意
味
だ
と
解
せ
る
。
す
る
と
、
連
続
体
で

あ
る
本
当
の
自
我
、
精
神
に
は
そ
の
厳
密
な
源
は
存
在
し
な
い
と
、
自
ら
の
精
神
の
形
成
に

寄
与
し
た
源
を
探
し
当
て
る
探
索
の
試
み
に
対
し
て
、
詩
人
は
否
定
的
見
解
を
与
え
て
い
る
。

詩
人
の
現
在
の
自
我
は
あ
る
が
ま
ま
に
詩
人
本
人
の
精
神
と
し
て
直
接
に
意
識
さ
れ
る
。

ま
た
一
方
で
詩
人
の
過
去
（
の
自
我
）
も

「
そ
れ
自
体
の
存
在
」
を
も
っ
て
詩
人
の
内
部
に

存
在
す
る
。
詩
人
の
内
部
に
は
現
在
の
自
己
と
過
去
の
自
己
に
対
す
る
二
重
の
意
識
が
常
に

並
存
し
て
い
る
。

• 
• 
• 

so w
i
d
e
 a
p
p
e
a
r
s
 

T
h
e
 v
a
c
a
n
c
y
 b
e
t
w
e
e
n
 m
e
 a
n
d
 t
h
o
s
e
 d
a
y
s
,
 

W
h
i
c
h
 y
e
t
 h
a
v
e
 s
u
c
h
 self
-p
r
e
s
e
n
c
e
 in 
m
y
 m
i
n
d
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に
応
じ
て
、
荘
厳
さ
と
優
し
さ
を
助
長
し
た
」
と
い
う
ア
ル
プ
ス
の
自
然
へ
の
反
応
の
仕
方

は
、
ま
さ
に
ワ
ー
ズ
ワ
ー
ス
の
湖
水
地
方
の
自
然
へ
の
反
応
の
仕
方
と
同
一
で
あ
る
。
ア
ル

プ
ス
の
「
音
」
と
「
景
色
」
は
、
湖
水
地
方
の
そ
れ
と
「
血
縁
関
係
に
あ
る
光
景
と
音
」

("
k
i
n
d
r
e
d
 s
p
e
c
t
a
c
l
e
s
 a
n
d
 s
o
u
n
d
s
"
)
 (
一
八
五

0
年
4
成
‘
―
二
、
三
二
四
）
で
あ
っ

た
。
こ
の
一
節
の
精
神
の
「
流
れ
」
の
比
喩
的
表
現
は
、
『
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
英
語
辞
典
』

の
ぷ
t
r
e
a
m
'Q
比
喩
的
表
現
「
一
方
向
に
向
か
う
、
連
続
す
る
一
連
の
影
響
」
の
定
義
が
見
事

に
適
応
で
き
る
例
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
「
一
方
向
に
向
か
う
、
連
続
す
る
一
連
の
影
響
」
を
表
す
ぷ
t
r
e
a
m
'の
比
喩
的
表
現
は

幼
少
時
の
体
験
を
通
し
て
、
幼
い
な
が
ら
も
着
実
に
形
成
さ
れ
て
い
く
少
年
ワ
ー
ズ
ワ
ー
ス

の
精
神
の
比
喩
に
も
用
い
ら
れ
て
い
る
。
ワ
ー
ズ
ワ
ー
ス
が
ロ
ン
ド
ン
滞
在
中
、
悲
惨
と
悪

徳
を
体
験
し
な
が
ら
も
、
人
間
に
対
す
る
愛
情
と
尊
敬
の
念
を
自
覚
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の

は
、
幼
時
に
自
然
を
背
景
に
し
て
観
察
し
た
人
間
（
羊
飼
い
）
の
印
象
が
深
く
影
響
を
及
ぽ

し
た
、
と
第
八
巻
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
幼
時
期
の
体
験
と
そ
の
体
験
を
通
し

て
形
成
さ
れ
る
精
神
を
、
流
れ

("
c
u
r
r
e
n
t
s
"
)
の
語
で
次
の
よ
う
に
記
述
し
て
い
る
。

S
u
c
h
 l
e
a
g
u
e
 h
a
v
e
 t
h
e
s
e
 t
w
o
 principles of j
o
y
 

I
n
 o
u
r
 affections
.
 I
 ha
v
e
 singled o
u
t
 

S
o
m
e
 m
o
m
e
n
t
s
,
 t
h
e
 earliest t
h
a
t
 I
 could, in 
w
h
i
c
h
 

T
h
e
i
r
 several c
u
r
r
e
n
t
s
 b
l
e
n
d
e
d
 into 
one, 

W
e
a
k
 y
e
t
,
 an

d
 g
a
t
h
e
r
i
n
g
 i
m
p
e
r
c
e
p
t
i
b
l
y
,
 

F
l
o
w
'
d
 in b
y
 g
u
s
h
e
s
.
 (VIII. 1

7
3
-
7
8
)
 

「
幾
つ
か
の
瞬
間
」
と
は
、
詩
人
の
精
神
形
成
に
意
味
の
あ
っ
た
過
去
の
出
来
事
を
少
年
ワ
ー

ズ
ワ
ー
ス
が
体
験
し
た
時
間
の
こ
と
で
あ
り
、
広
義
に
解
釈
し
た
「
時
の
諸
点
」
の
諸
点
と

も
理
解
さ
れ
る
。
「
喜
び
の
二
つ
の
根
本
要
素
」
と
は
、
一
っ
は
自
然
と
の
交
流
を
通
し
て
人

間
が
そ
こ
か
ら
汲
み
取
る
喜
び
で
あ
り
、
も
う
―
つ
は
、
人
間
へ
の
関
心
か
ら
派
生
し
て
く

る
喜
び
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
要
素
は
「
同
盟
」
し
て
、
相
互
に
補
完
し
な
が
ら
次
第
に
ワ
ー

ズ
ワ
ー
ス
を
人
間
愛
へ
と
導
い
て
い
っ
た
。
幼
児
の
頃
か
ら
、
こ
の
意
味
あ
る
瞬
間
は
点
在

し
、
そ
の
時
々
の
体
験
と
そ
れ
が
及
ぽ
す
影
響
は
「
―
つ
の
流
れ
に
融
合
し
」
、
気
付
か
な
い

う
ち
に
他
の
細
流
（
体
験
と
そ
の
影
響
）
を
寄
せ
集
め
て
、
つ
い
に
は
大
き
な
流
菫
と
な
っ

て
流
れ
る
大
河
と
な
る
。
そ
の
大
河
こ
そ
ワ
ー
ズ
ワ
ー
ス
の
精
神
に
他
な
ら
な
い
。
自
然
に

よ
っ
て
崇
高
化
さ
れ
て
い
た
羊
飼
い
に
そ
の
源
を
発
し
た
ワ
ー
ズ
ワ
ー
ス
の
人
間
愛
は
、
悲

惨
と
悪
徳
の
渦
巻
く
ロ
ン
ド
ン
に
あ
っ
て
も
、
変
わ
ら
ず
に
、
脈
々
と
流
れ
て
い
た
。

『序
曲
』
の
読
者
は
、
こ
の
作
品
の
中
の
い
く
つ
か
の
「
流
れ
」
の
比
喩
的
表
現
を
詩
人

の
過
去
探
索
の
メ
タ
フ
ァ
ー
と
し
て
読
む
こ
と
も
出
来
る
。
第
七
巻
「
ロ
ン
ド
ン
滞
在
」
ま

で
順
調
に
叙
述
を
進
め
て
き
た
詩
人
は
、
第
八
巻
の
「
回
顧
」
の
巻
を
挿
入
し
て
、
先
に
進

む
こ
と
を
躊
躇
し
て
後
戻
り
し
た
こ
と
を
、
大
き
く
反
転
し
て
元
来
た
道
を
引
き
返
す
川
の

流
れ
に
例
え
た
こ
と
を
、
筆
者
は
す
で
に
前
節
で
指
摘
し
た
。
こ
の
エ
ビ
ッ
ク
・
シ
ミ
リ
の

擬
人
化
さ
れ
た
川
は
『
序
曲
』
を
創
作
し
な
が
ら
過
去
を
執
拗
に
探
索
し
て
き
た
詩
人
の
姿

で
も
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
同
じ
詩
行
を
こ
の
視
点
か
ら
解
釈
し
て
み
た
い
。

A
s
 o
f
t
e
n
t
i
m
e
s
 a
 River, 
it 
m
i
g
h
t
 s
e
e
m
,
 

Y
i
e
l
d
i
n
g
 in 
p
a
r
t
 to 
o
l
d
 r
e
m
e
m
b
r
a
n
c
e
s
,
 

P
a
r
t
 s
w
a
y
'
d
 b
y
 f
e
a
r
 to t
r
e
a
d
 a
n
 o
n
w
a
r
d
 r
o
a
d
 

T
h
a
t
 l
e
a
d
s
 direct to t
h
e
 d
e
v
o
u
r
i
n
g
 s
e
a
 

T
u
r
n
s
,
 a
n
d
 will m
e
a
s
u
r
e
 b
a
c
k
 his c
o
u
r
s
e
,
 far b

a
c
k
,
 

T
o
w
a
r
d
s
 t
h
e
 v
e
r
y
 r
e
g
i
o
n
s
 w
h
i
c
h
 h
e
 cross'd 

In his first 
outset; 
s
o
 h
a
v
e
 w
e
 l
o
n
g
 t
i
m
e
 

M
a
d
e
 m
o
t
i
o
n
s
 retrograde, in 
like 
pursuit 

Detain'd. 
(IX. 1

—

9) 

そ
の
流
れ
は
‘
―
つ
に
は
懐
か
し
い
過
去
の
想
い
出
ゆ
え
に
‘
―
つ
に
は
自
分
を
飲
み
込
ん

で
し
ま
う
海
に
進
ん
で
行
く
こ
と
を
恐
れ
る
が
故
に
、
は
じ
め
に
通
過
し
た
源
ま
で
遠
く
後

戻
り
し
て
し
ま
う
、
と
詩
人
は
語
る
。
我
々
は
、
こ
の
一
節
の
擬
人
化
さ
れ
た
自
ら
の
意
志

を
持
っ
た
川
を
詩
人
自
身
に
置
き
換
え
て
読
ん
で
も
、
引
用
の
詩
句
に
は
何
の
不
自
然
も
生

じ
な
い
。
こ
こ
で
、
川
の
流
れ
1
1

詩
人
（
の
精
神
）
、
そ
の
源
1
1

詩
人
の
過
去
、
流
れ
の
行
き

着
く
先
の
海
1
1

不
確
か
な
漠
然
と
し
た
不
安
な
末
来
、
の
関
係
に
焦
点
を
絞
っ
て
、
コ
ン
テ

ク
ス
ト
を
『
序
曲
』
全
体
に
拡
大
し
て
詩
人
の
描
く
川
の
イ
メ
ー
ジ
を
ま
と
め
て
、
川
と
詩

人
を
入
れ
換
え
て
み
よ
う
。
（
一
）
川
は
海
よ
り
も
そ
の
源
に
し
ば
し
ば
引
き
つ
け
ら
れ
る
。

↓
詩
人
は
未
来
よ
り
も
過
去
に
よ
り
頻
繁
に
引
き
つ
け
ら
れ
る
。
（
二
）
川
の
源
は
隠
れ
て
い

）
過
去
探
索
の
比
喩
的
表
現
と
し
て
の
「
流
れ
」

- 6-
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し
か
し
な
が
ら
、
今
ま
で
述
べ
て
き
た
庭
先
の
小
川
は
大
河
の
流
れ
か
ら
み
れ
ば
一
時
的

で
、
部
分
的
な
も
の
で
あ
る
。
詩
人
の
精
神
形
成
の
大
河
は
『
序
曲
』
の
中
で
脈
々
と
流
れ

て
行
く
。
そ
の
こ
と
を
例
証
す
る
流
れ
の
比
喩
表
現
を
次
に
取
り
上
げ
て
み
た
い
。
ワ
ー
ズ

ワ
ー
ス
は
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
在
学
中
に
友
人
ロ
バ
ー
ト
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ
と
共
に
ア
ル
プ
ス
を
旅

行
し
た
。
詩
人
は
そ
の
時
の
印
象
を
こ
の
作
品
の
第
六
巻
に
記
し
て
い
る
。
そ
の
叙
述
を
締

め
く
く
る
に
あ
た
っ
て
、
ほ
ぽ
次
の
よ
う
な
主
旨
の
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
若
き
旅
人

と
し
て
の
彼
は
「
実
質
の
な
い
空
喜
び
で
も
っ
て
」
ア
ル
プ
ス
の
壮
大
な
光
景
を
眺
め
た
訳

で
も
な
か
っ
た
し
、
あ
る
い
は
、
壮
大
な
光
景
を
目
前
に
し
て
「
威
圧
さ
れ
」
身
を
「
伏
し

て
」
、
す
な
わ
ち
、
壮
大
さ
を
直
前
に
し
て
「
あ
た
か
も
精
神
が
無
で
あ
る
よ
う
な
」
気
分

で
、
ア
ル
プ
ス
の
光
景
を
眺
め
た
の
で
も
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
述
懐
し
た
後
で
、
精
神

と
壮
大
な
光
景
の
関
係
に
つ
い
て
詩
人
は
次
の
よ
う
に
意
見
を
吐
露
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は

一
八
五

0
年
版

『序
曲
』
か
ら
詩
句
を
引
用
し
た
い
。

Finally, w
h
a
t
e
'
e
r
 

I
 sa
w
,
 o
r
 h
e
a
r
d
,
 o
r
 felt, 
w
a
s
 b
u
t
 a
 s
t
r
e
a
m
 

T
h
a
t
 f
l
o
w
e
d
 into 
a
 k
i
n
d
r
e
d
 s
t
r
e
a
m
;
 
a
 gale, 

C
o
n
f
e
d
e
r
a
t
e
 w
i
t
h
 t
h
e
 c
u
r
r
e
n
t
 o
f
 t
h
e
 soul, 

f
o
 s
p
e
e
d
 m
y
 v
o
y
a
g
e
;
 
e
v
e
r
y
 s
o
u
n
d
 o
r
 sight, 

I
n
 its 
d
e
g
r
e
e
 o
f
 p
o
w
e
r
,
 a
d
m
i
n
i
s
t
e
r
e
d
 

T
o
 g
r
a
n
d
e
u
r
 o
r
 t
o
 tenderness, 

ー

t
o
t
h
e
 o
n
e
 

Directly, b
u
t
 t
o
 t
e
n
d
e
r
 t
h
o
u
g
h
t
s
 b
y
 m
e
a
n
s
 

L
e
s
s
 o
f
t
e
n
 i
n
s
t
a
n
t
a
n
e
o
u
s
 in 
effect ;
 

L
e
d
 m
e
 to 
t
h
e
s
e
 b
y
 p
a
t
h
s
 that, 
in 
t
h
e
 m
a
i
n
,
 

W
e
r
e
 m
o
r
e
 circuitous, 
b
u
t
 n
o
t
 less s
u
r
e
 

D
u
l
y
 t
o
 r
e
a
c
h
 t
h
e
 p
o
i
n
t
 m
a
r
k
e
d
 o
u
t
 b
y
 H
e
a
v
e
n
.
 (
V
I
.
 7
 
42
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53) 

「
私
が
見
た
も
の
、
聞
い
た
も
の
、
感
じ
た
も
の
は
何
で
も
、
類
似
の
流
れ
に
注
ぎ
込
む
一

つ
の
流
れ
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
」
「
類
似
の
流
れ
」
と
「
魂
の
流
れ
」
の
両
方
の
「
流
れ
」
は
、

そ
れ
ぞ
れ
ワ
ー
ズ
ワ
ー
ス
の
精
神
あ
る
い
は
刻
一
刻
形
成
さ
れ
て
い
く
精
神
の
比
喩
的
表
現

と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
し
か
し
、
「
類
似
の
」
と
言
う
限
り
、
比
較
対
照
さ
れ

る
要
素
が
二
つ
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
一
体
何
と
何
が
類
似
し
て
い
る
の
か
、
そ
の
曖
昧
さ
ゆ

え
に
こ
の
一
節
は
難
解
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

で
は
、
「
類
似
の
流
れ
」
と
は
ど
う
い
う
意
味
だ
ろ
う
か
。
こ
の
一
節
の
キ
ー
・
ワ
ー
ド
は

「
類
似
の
」

(
k
i
n
d
r
e
d
)

と
い
う
エ
ピ
セ
ッ
ト
に
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
語
を
読
み

解
く
こ
と
は
こ
の
引
用
全
体
の
理
解
に
役
立
つ
だ
ろ
う
。

"
k
i
n
d
r
e
d
"
の
語
は
「
類
似
の
」
と

い
う
意
味
の
ほ
か
に
、
原
義
と
し
て
「
血
縁
関
係
に
あ
る
」
と
い
う
意
味
を
も
つ
。
「
類
似
の
」

よ
り
も
「
血
縁
関
係
に
あ
る
」
の
方
が
よ
り
意
味
を
明
解
に
す
る
の
で
、
後
者
の
訳
語
で
解

釈
を
試
み
よ
う
。

"
k
i
n
d
r
e
d
"
の
修
飾
語
は
転
移
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
の
被
修
飾

語
は
す
ぐ
後
に
続
く
"
s
t
r
e
a
m
"
で
は
な
く
、
若
者
が
ア
ル
プ
ス
で
「
見
た
も
の
、
聞
い
た
も

の
、
感
じ
た
も
の
は
何
で
も
」
、
す
な
わ
ち
主
語
の
部
分
で
あ
る
。
「
見
た
も
の
、
聞
い
た
も

の
、
感
じ
た
も
の
」
と
は
ア
ル
プ
ス
の
自
然
の
こ
と
だ
か
ら
、

9
)

k
i
n
d
r
e
d
"
は
、
「
血
縁
関
係

に
あ
る
」
ア
ル
プ
ス
の
自
然
、
と
い
う
修
飾
語
ー
被
修
飾
語
の
関
係
で
理
解
さ
れ
る
。
で
は
、

ア
ル
プ
ス
の
自
然
と
「
血
縁
関
係
に
あ
る
」
も
の
と
は
何
か
。
そ
れ
は
、
湖
水
地
方
の
自
然

と
解
釈
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
す
る
と
、
問
題
の
語
「
血
縁
関
係
に
あ
る
」
は
、
湖
水
地
方
の
自

然
と
「
血
縁
関
係
に
あ
る
」
ア
ル
プ
ス
の
壮
大
な
光
景
、
と
い
う
転
移
し
た
修
飾
語
ー
被
修

飾
語
の
関
係
を
内
在
さ
せ
て
い
る
と
読
め
る
。
詩
人
は
、
ア
ル
プ
ス
の
印
象
を
締
め
く
く
る

に
当
た
っ
て
湖
水
地
方
の
山
々
を
念
頭
に
入
れ
、
ア
ル
プ
ス
の
自
然
と
湖
水
地
方
の
自
然
と

を
比
較
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ア
ル
プ
ス
の
壮
大
な
光
景
は
、
自
然
の
生
き
て
い
る

イ
メ
ー
ジ
と
し
て
詩
人
に
は
捉
え
ら
れ
た
が
、
そ
の
自
然
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
実
は
、
湖
水
地

方
の
自
然
と
の
交
流
を
通
し
て
、
す
で
に
彼
の
精
神
に
刻
印
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
従
っ
て
、

ア
ル
プ
ス
の
壮
大
な
自
然
は
湖
水
地
方
の
自
然
と
本
質
的
に
相
違
し
な
い
、
と
言
っ
て
い
る

よ
う
に
思
わ
れ
る
。

以
上
の
分
析
を
踏
ま
え
て
、
ア
ル
プ
ス
の
壮
大
さ
と
精
神
に
焦
点
を
あ
て
て
、
こ
の
一
節

全
体
を
読
み
解
こ
う
。
ア
ル
プ
ス
の
壮
大
な
光
景
も
本
質
的
に
は
湖
水
地
方
の
自
然
と
「
血

縁
関
係
に
あ
る
」
か
ら
、
そ
の
壮
大
さ
を
目
前
に
し
て
の
ワ
ー
ズ
ワ
ー
ス
の
精
神
の
反
応
は

今
ま
で
体
験
し
な
か
っ
た
よ
う
な
異
質
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
「
自
然
の
生
き
て
い
る
イ

メ
ー
ジ
」
は
、
湖
水
地
方
の
自
然
と
の
交
流
を
通
し
て
、
す
で
に
彼
の
精
神
に
刻
印
さ
れ
て

い
る
。
そ
れ
故
、
ア
ル
プ
ス
の
壮
大
さ
に
対
す
る
精
神
の
反
応
も
、
彼
の
「
魂
の
流
れ
」
の

中
に
注
ぎ
込
む
―
つ
の
支
流
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
ア
ル
プ
ス
体
験
は
、
脈
々
と
流
れ
る
「
魂

の
流
れ
と
同
盟
し
た
微
風
」
と
い
う
言
い
回
し
か
ら
も
、
そ
の
こ
と
が
肯
定
で
き
る
。
「
魂
の

流
れ
」
と
は
、
過
去
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
に
形
成
さ
れ
て
き
た
精
神
そ
れ
自
体
を
指
し
て

い
る
。
さ
ら
に
、
ア
ル
プ
ス
の
「
ど
の
音
も
、
ど
の
景
色
も
、
そ
の
持
っ
て
い
る
力
の
程
度

-5-
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向
に
向
か
う
連
続
す
る
一
連
の
影
響
」
と
い
う
定
義
を
出
発
点
と
し
て
、
『
序
曲
』
の
中
に
、

詩
人
の
精
神
を
指
し
示
す
「
流
れ
」

("st
r
e
a
m
';
river
';
 b

r
o
o
k
"
 "c
u
r
r
e
n
t
"
 fl
o
w
"
等）

の
比
喩
的
表
現
を
拾
い
あ
げ
て
み
よ
う
。

こ
の
作
品
の
中
で
は
詩
人
の
精
神
を
指
し
示
す
流
れ
の
比
喩
が
豊
富
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。

例
え
ば
、
少
年
ワ
ー
ズ
ワ
ー
ス
が
美
し
い
日
の
出
や
沈
み
行
く
太
陽
を
眺
め
た
と
き
、
「
過
剰

な
幸
福
で
私
の
血
は
流
れ
る
よ
う
に
思
え
た
」
（
二
、
百
九
一
ー
九
二
）
。
少
年
時
代
に
は
歓

喜
の
中
で
何
と
な
く
眺
め
た
そ
の
時
々
の
美
し
さ
ゆ
え
に
太
陽
を
愛
し
た
と
、
詩
人
は
回
顧

し
て
い
る
訳
だ
が
、
「
私
の
血
」
と
は
体
中
に
み
な
ぎ
る
感
情
の
媒
体
と
し
て
の
血
潮
で
あ

り
、
そ
れ
は
少
年
時
代
の
生
を
構
成
し
て
い
る
根
本
的
な
感
情
の
一
っ
で
あ
る
喜
び
そ
れ
自

体
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
十
七
歳
に
な
っ
た
ワ
ー
ズ
ワ
ー
ス
が
大
学
で
の
勉
学
の
た
め
ケ
ン
ブ

リ
ッ
ジ
に
や
っ
て
来
た
と
き
、
彼
は
次
の
よ
う
な
印
象
を
抱
く
。
「
そ
の
場
所
は
、
我
々
が
近

付
く
に
つ
れ
て
、
渦
潮
の
力
を
持
っ
て
い
る
よ
う
に
ま
す
ま
す
思
え
、
我
々
を
吸
い
込
ん
だ
」

(
-
―
-
、
+
|
+
-
）
。
こ
の
言
葉
は
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
で
の
学
生
生
活
に
何
か
不
吉
な
も
の
を
予

感
さ
せ
る
も
の
で
あ
り
、
渦
巻
の
比
喩
は
、
幼
少
時
か
ら
自
然
と
の
交
流
の
中
で
順
調
に
、

連
続
し
て
育
ま
れ
て
き
た
精
神
の
成
長
の
流
れ
が
断
ち
切
ら
れ
、
実
際
に
彼
が
そ
こ
で
の
生

活
に
困
惑
し
た
こ
と
の
予
兆
を
示
唆
す
る
も
の
と
し
て
適
切
な
表
現
と
な
っ
て
い
る
。
事
実
、

第
三
巻
の
ト
ー
ン
は
、
ケ
ン
プ
リ
ッ
ジ
で
の
学
生
生
活
が
あ
る
意
味
で
精
神
の
堕
落
を
象
徴

し
て
い
る
こ
と
で
、
一
貫
し
て
い
る
。
自
ら
の
精
神
の
弛
緩
が
み
ら
れ
、
周
辺
の
学
生
も
「
の

ん
び
り
し
た
、
和
や
か
な
人
々
」
で
あ
り
、
大
学
の
学
問
の
仕
方
に
も
馴
染
め
な
か
っ
た
、

と
詩
人
は
告
白
す
る
。

で
は
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
在
学
中
の
青
年
の
精
神
は
、
流
れ
の
比
喩
で
ど
の
よ
う
に
表
現
さ

れ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
ワ
ー
ズ
ワ
ー
ス
は
、
一
七
八
八
年
の
夏
休
み
に
第
二
の
故
郷
と
も
言

う
べ
き
ホ
ー
ク
ス
ヘ
ッ
ド
を
訪
れ
て
、
そ
こ
で
一
夏
を
過
ご
し
た
。
詩
人
は
そ
の
と
き
の
出

来
事
を
第
四
巻
に
叙
述
し
て
い
る
。
久
し
ぶ
り
に
懐
か
し
い
下
宿
に
帰
省
し
た
若
者
は
庭
の

中
を
流
れ
る
小
川
を
眺
め
る
。

A
n
d
 t
h
a
t
 u
n
r
u
l
y
 C
h
i
l
d
 o
f
 m
o
u
n
t
a
i
n
 birth, 

T
h
e
 f
r
o
w
a
r
d
 B
r
o
o
k
,
 w
h
i
c
h
 s
o
o
n
 a
s
 h
e
 w
a
s
 b
o
x
'
d
 

W
i
t
h
i
n
 o
u
r
 G
a
r
d
e
n
,
 f
o
u
n
d
 h
i
m
s
e
l
f
 at o
n
c
e
,
 

A
s
 if 
b
y
 trick insidious a
n
d
 u
n
k
i
n
d
,
 

S
t
r
i
p
p
'd 
o
f
 his v
o
i
c
e
,
 an

d
 left 
to d
i
m
p
l
e
 d
o
w
n
 

W
i
t
h
o
u
t
 a
n
 effort a
n
d
 w
i
t
h
o
u
t
 a
 will
,
 

A
 c
h
a
n
n
e
l
 p
a
v
e
d
 b
y
 t
h
e
 h
a
n
d
 of m
a
n
.
 (IV. 3
9
-
4
5
)
 

「
山
岳
生
ま
れ
の
気
ま
ま
な
子
供
」
は
少
年
ワ
ー
ズ
ワ
ー
ス
と
奔
放
な
小
川
を
同
時
に
指
す
。

自
然
に
流
れ
て
来
た
奔
放
な
川
は
、
下
宿
家
の
庭
先
で
「
閉
じ
こ
め
ら
れ
た
」
状
態
で
人
工

の
水
路
を
流
れ
る
川
に
変
わ
っ
て
い
る
。
庭
先
を
流
れ
る
そ
の
川
は
「
そ
の
声
を
奪
わ
れ
」
、

さ
ざ
波
を
た
て
て
、
な
ん
の
努
力
も
意
志
も
持
た
ず
に
、
静
か
に
流
れ
て
行
く
。
こ
の
去
勢

さ
れ
た
川
の
イ
メ
ー
ジ
は
ま
さ
に
ケ
ン
プ
リ
ッ
ジ
在
学
中
の
ワ
ー
ズ
ワ
ー
ス
の
精
神
状
態
に

類
似
す
る
。
「
可
愛
い
囚
人
よ
、
お
前
は
そ
こ
に
い
た
の
か
」
と
川
に
語
り
掛
け
て
、
さ
ら
に

こ
の
隠
喩
は
続
く
。

I
 lo
o
k
'
d
 at h
i
m
,
 a
n
d
 s
m
i
l
'd, 
a
n
d
 s
m
i
l
'd 
a
g
a
i
n
,
 

A
n
d
 in 
t
h
e
 p
r
e
s
s
 o
f
 t
w
e
n
t
y
 t
h
o
u
s
a
n
d
 t
h
o
u
g
h
t
s
,
 

'H
a
,
'
q
u
o
t
h
 I,'pretty P
r
i
s
o
n
e
r
,
 ar

e
 y
o
u
 there!

'
 

A
n
d
 n
o
w
,
 r
e
v
i
e
w
i
n
g
 s
o
b
e
r
l
y
 t
h
a
t
 hour,
 

I
 ma
r
v
e
l
 t
h
a
t
 a
 f
a
n
c
y
 d
i
d
 n
o
t
 flash 

U
p
o
n
 m
e
,
 an

d
 a
 s
t
r
o
n
g
 desire
,
 st

r
a
i
t
w
a
y
,
 

A
t
 sight of s
u
c
h
 a
n
 e
m
b
l
e
m
 t
h
a
t
 s
h
e
w
'd
 forth
 

S
o
 a
p
t
l
y
 m
y
 late c
o
u
r
s
e
 of e
v
e
n
 d
a
y
s
 

A
n
d
 all 
their s
m
o
o
t
h
 e
n
t
h
r
a
l
m
e
n
t
,
 to 
p
e
n
 d
o
w
n
 

A
 satire o
n
 m
y
s
e
l
f
.
 (
I
V
.
 

4
6
-
5
5
)
 

引
用
の
最
初
の
三
行
に
は
、
帰
省
し
た
若
者
の
小
川
に
対
す
る
優
越
感
と
懐
か
し
さ
が
込
め

ら
れ
て
い
る
。
し
か
も
、
優
越
感
の
方
が
懐
か
し
さ
よ
り
優
勢
で
あ
る
よ
う
に
思
え
る
。
一

方
、
四
行
目
以
下
は
当
時
を
振
り
返
っ
て
の
詩
作
中
の
詩
人
の
感
慨
の
叙
述
に
移
っ
て
い
る
。

ケ
ン
プ
リ
ッ
ジ
で
の
「
先
頃
の
単
調
な
日
々
の
過
程
を
ま
さ
に
適
切
に
表
す
象
徴
」
と
は
庭

先
を
流
れ
る
覇
気
の
な
い
小
川
で
あ
る
。
帰
省
し
た
若
者
が
、
庭
先
の
小
川
を
見
て
、
そ
の

小
川
と
同
じ
よ
う
に
覇
気
の
な
か
っ
た
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
在
学
中
の
自
己
を
諷
刺
す
る
気
に
な

ら
な
か
っ
た
の
は
不
思
議
だ
と
、
詩
人
は
感
慨
を
抱
い
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
庭
の
中
を
流

れ
る
小
川
は
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
在
学
中
の
ワ
ー
ズ
ワ
ー
ス
の
、
平
穏
な
日
々
の
虜
と
な
っ
た
精

神
の
象
徴
と
な
っ
て
い
る
。
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は
感
じ
、
躊
躇
し
た
様
子
が
次
の
詩
句
に
読
み
取
れ
る
。

A
s
 o
f
t
e
n
t
i
m
e
s
 a
 River, 
it 
m
i
g
h
t
 s
e
e
m
,
 

Y
i
e
l
d
i
n
g
 in 
p
a
r
t
 to 
o
l
d
 r
e
m
e
m
b
r
a
n
c
e
s
,
 

P
a
r
t
 s
w
a
y
'd 
b
y
 f
e
a
r
 to 
t
r
e
a
d
 a
n
 o
n
w
a
r
d
 r
o
a
d
 

T
h
a
t
 l
e
a
d
s
 direct to t
h
e
 d
e
v
o
u
r
i
n
g
 s
e
a
 

T
u
r
n
s
,
 an

d
 will m
e
a
s
u
r
e
 b
a
c
k
 his・course, f
a
r
 b
a
c
k
,
 

T
o
w
a
r
d
s
 t
h
e
 v
e
r
y
 r
e
g
i
o
n
s
 w
h
i
c
h
 h
e
 cross'd 

In his first 
outset ;
 so
 h
a
v
e
 w
e
 l
o
n
g
 t
i
m
e
 

M
a
d
e
 m
o
t
i
o
n
s
 r
e
t
r
o
g
r
a
d
e
,
 in 

like pursuit 

Detain'd. 
(
I
X
・
1
,
 9)
 

『序
曲
』
創
作
は
、
「
飲
み
込
む
海
」
に
ま
っ
す
ぐ
に
進
ん
で
行
く
こ
と
を
拒
絶
す
る
流
れ
の

よ
う
に
進
展
し
た
こ
と
が
、
擬
人
化
さ
れ
た
川
の
比
喩
で
表
現
さ
れ
て
い
る
。
「
飲
み
込
む
海
」

と
は
、
フ
ラ
ン
ス
滞
在
中
の
一
連
の
事
件
を
主
題
と
し
た
叙
述
で
あ
り
、
そ
れ
は
詩
人
に
と
っ

て
「
本
性
に
合
わ
な
く
て
、
扱
い
に
く
く
、
そ
れ
自
体
不
快
」
な
主
題
で
あ
っ
た
。
一
方
、

向
き
を
変
え
遡
行
す
る
川
は
、
幼
児
か
ら
ロ

ン
ド
ン
滞
在
の
時
期
ま
で
の
己
の
内
面
の
あ
ゆ

み
を
振
り
返
り
、
自
然
に
対
す
る
愛
情
か
ら
ど
の
よ
う
に
し
て
人
間
に
対
す
る
愛
情
が
育
ま

れ
た
か
を
、
詩
人
が
第
八
巻
で
回
顧
し
た
こ
と
を
含
意
す
る
。
以
上
の
こ
と
が
、
こ
の
川
の

比
喩
の
、
文
脈
か
ら
整
理
さ
れ
導
き
出
さ
れ
る
解
釈
だ
が
、
し
か
し
こ
の
比
喩
の
最
大
の
特

徴
は
別
の
点
に
あ
る
。
そ
れ
は
川
が
自
ら
の
意
図
を
も
っ
て
、
遡
行
す
る
運
動
を
遂
行
し
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
た
と
え
そ
の
川
が
擬
人
化
さ
れ
た
川
で
あ
る
と
い
う
点

を
考
慮
に
い
れ
て
も
、
な
お
注
目
に
値
す
る
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
の
川
は
常
識
を
逸
脱
し
た
、

下
流
か
ら
上
流
に
流
れ
る
川
だ
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
一
節
で
は
、
詩
人
は
明
ら
か
に
『
序
曲
』

創
作
の
過
程
を
こ
の
川
の
比
喩
に
象
徴
的
に
担
わ
せ
て
い
る
が
、
ま
た
同
時
に
こ
の
比
喩
は
、

精
神
の
過
去
探
索
の
運
動
、
過
去
の
記
憶
を
辿
る
運
動
を
も
暗
示
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
に

つ
い
て
は
次
の
節
で
、
こ
の
引
用
の
別
の
側
面
か
ら
の
解
釈
が
試
み
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

第
一
三
巻
で
は
ワ
ー
ズ
ワ
ー
ス
は
流
れ
の
比
喩
を
用
い
て
『
序
曲
』
の
主
題
に
も
言
及
し

て
い
る
。
想
像
力
は
、
『
序
曲
』
の
創
作
と
い
う
長
期
の
労
苦
を
支
え
、
推
進
し
て
来
た
本
質

的
な
原
動
力
で
あ
っ
た
と
詩
人
は
述
べ
て
、
自
分
の
生
涯
の
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
の
想
像
的
な

活
動
の
進
展
を
、
川
の
流
れ
が
そ
の
源
泉
か
ら
海
に
流
れ
注
ぐ
ま
で
の
過
程
に
な
ぞ
ら
え
て

T
h
i
s
 f
a
c
u
l
t
y
 h
a
t
h
 b
e
e
n
 t
h
e
 m
o
v
i
n
g
 soul 

0
 f
 ou
r
 l
o
n
g
 l
a
b
o
u
r
 :
 w
e
 h
a
v
e
 t
r
a
c
e
d
 t
h
e
 s
t
r
e
a
m
 

F
r
o
m
 d
a
r
k
n
e
s
s
,
 an

d
 t
h
e
 v
e
r
y
 p
l
a
c
e
 of birth 

In its 
blind c
a
v
e
r
n
,
 wh

e
n
c
e
 is 
faintly h
e
a
r
d
 

T
h
e
 s
o
u
n
d
 of w
a
t
e
r
s
;
 
f
o
l
l
o
w
'd 
it 
to light 

A
n
d
 o
p
e
n
 d
a
y
,
 ac

c
o
m
p
a
n
i
e
d
 its 
c
o
u
r
s
e
 

A
m
o
n
g
 t
h
e
 w
a
y
s
 o
f
 N
a
t
u
r
e
,
 a
f
t
e
r
w
a
r
d
s
 

L
o
s
t
 sight of it 
b
e
w
i
l
d
e
r
'd 
a
n
d
 e
n
g
u
l
p
h
'd, 

f
h
e
n
 g
i
v
e
n
 it 
g
r
e
e
t
i
n
g
,
 as
 it 
r
o
s
e
 o
n
c
e
 m
o
r
e
 

W
i
t
h
 s
t
r
e
n
g
t
h
,
 reflecting in 

its 
s
o
l
e
m
n
 b
r
e
a
s
t
 

T
h
e
 w
o
r
k
s
 of m
a
n
 a
n
d
 f
a
c
e
 of h
u
m
a
n
 life, 

A
n
d
 lastly, 
f
r
o
m
 its 
p
r
o
g
r
e
s
s
 h
a
v
e
 w
e
 d
r
a
w
n
 

T
h
e
 feeling o
f
 life 
e
n
d
l
e
s
s
,
 th

e
 g
r
e
a
t
 t
h
o
u
g
h
t
 

B
y
 w
h
i
c
h
 w
e
 live, 
Infinity a
n
d
 G
o
d
.
 (XIII
.
 171ー

8
4
)

『序
曲
』
の
全
編
を
通
じ
て
長
い
間
語
ら
れ
て
き
た
主
役
は
詩
人
自
身
で
は
な
く
、
実
は
、

想
像
力
と
い
う
精
神
の
力
で
あ
り
、
こ
の
想
像
力
の
誕
生
、
成
長
発
展
、
枯
渇
、
復
活
を
中

心
主
題
と
し
て
過
去
の
出
来
事
が
物
語
ら
れ
て
き
た
と
、
こ
の
川
の
比
喩
は
読
者
に
明
ら
か

に
す
る
。
こ
の
想
像
力
の
進
展
か
ら
我
々
は
永
続
す
る
命
の
実
感
、
我
々
の
生
を
支
え
て
く

れ
る
無
限
と
神
に
つ
い
て
の
大
い
な
る
思
考
を
引
き
出
し
て
き
た
、
と

『序
曲
』
の
主
題
が

核
心
に
触
れ
ら
れ
る
。
「
そ
の
裂
け
目
ー
棲
家
を
も
た
ぬ
水
の
声
が
立
ち
昇
っ
て
い
る
深
く
暗

い
通
路
に
、
大
自
然
は
宿
し
て
い
た
、
魂
を
、
万
有
の
想
像
力
を
」
（
十
三
、
六
ニ
ー
六

五
）
。
「
深
く
暗
い
通
路
」
に
源
を
発
し
た
想
像
力
と
そ
の
発
展
が
、
引
用
し
た
一
節
で
は
、

あ
る
時
は
地
下
に
潜
り
、
ま
た
あ
る
時
は
地
表
に
流
れ
出
る
川
の
媒
体
に
よ
っ
て
巧
み
に
表

現
さ
れ
て
い
る
。

（
二
）
精
神
の
比
喩
的
表
現
と
し
て
の
「
流
れ
」

次
に
、
『
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
英
語
辞
典
』
の
「
流
れ
」

's
t
r
e
a
m
'の
意
味
項
目
六
の
比
喩

的
用
法
の
例
で
、
先
に
示
し
た
、
（
二
）
「
連
続
す
る
一
連
の
証
言
、
事
件
、
あ
る
い
は
一
方

説
明
し
て
い
る
。
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の
過
去
探
索
の
直
喩
あ
る
い
は
隠
喩
と
し
て
し
ば
し
ば
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
で
あ
る
。
な
お
、
考
察
の
対
象
と
す
る
「
流
れ
」
を
意
味
す
る
語
は
主
に

"
s
t
r
e
a
m
"
、
"river"
、
"
c
u
r
r
e
n
t
"
、
"
f
l
o
w
"
、
"
b
r
o
o
k
"
、
"torrent"
と
そ
の
類
語
で
あ

り
、
使
用
す
る
テ
キ
ス
ト
は
、
特
に
断
り
が
な
い
限
り
、
一
八

0
五
年
版
『
序
曲
』
に
限
定

す
る
。

（
一
）
『
序
曲
』
創
作
過
程
の
比
喩
的
表
現
と
し
て
の
「
流
れ
」

第
四
巻
で
、
ワ
ー
ズ
ワ
ー
ス
は
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
入
学
後
に
最
初
の
夏
休
み
を
過
ご
す

た
め
に
ホ
ー
ク
ス
ヘ
ッ
ド

(
H
a
w
k
s
h
e
a
d
)
に
帰
省
し
て
、
そ
こ
で
か
つ
て
慣
れ
親
し
ん
だ

も
の
に
巡
り
会
う
。
そ
の
慣
れ
親
し
ん
だ
も
の
の
一
っ
で
あ
る
テ
リ
ア
犬
に
つ
い
て
述
べ
た

後
で
、
詩
作
し
な
が
ら
そ
の
犬
と
共
に
散
策
し
た
と
き
の
記
憶
を
辿
る
一
節
が
あ
る
（
四
、

八
四
ー
―
二

0
)
。
そ
の
犬
は
主
人
（
少
年
ワ
ー
ズ
ワ
ー
ス
）
に
従
順
だ
が
、
詩
作
中
の
主
人

の
奇
妙
な
性
癖
に
当
惑
す
る
。
「
詩
作
の
骨
折
り
」
を
重
ね
て
、
「
大
き
な
苦
痛
と
わ
ず
か
な

進
展
」
の
あ
と
で
、
突
然
、
魅
す
る
よ
う
な
詩
の
イ
メ
ー
ジ
が
心
の
中
に
湧
い
て
く
る
と
、

主
人
は
喜
び
の
あ
ま
り
犬
に
駆
け
寄
っ
て
、
何
度
も
そ
の
犬
を
掻
き
撫
で
る
。
夕
暮
れ
時
の

公
道
で
、
主
人
が
、
詩
的
霊
感
を
吹
き
込
ま
れ
た
か
の
ご
と
く
、
創
作
し
た
詩
を
唱
え
な
が

ら
歩
き
回
っ
て
い
る
様
子
を
詩
人
は
次
の
よ
う
に
直
喩
を
用
い
て
描
写
す
る
。

I
 

saunter'd, 
like 
a
 river m
u
r
m
u
r
i
n
g
 

A
n
d
 t
a
l
k
i
n
g
 to 
itself, •••(IV. 

ll0-11) 

そ
の
と
き
、
テ
リ
ア
犬
は
近
付
い
て
来
る
人
の
気
配
に
気
付
き
、
そ
の
こ
と
を
主
人
に
告
げ

る
。
お
蔭
で
、
詩
を
口
に
出
し
て
唱
え
て
い
る
こ
と
を
「
気
が
触
れ
て
い
る
」
と
誤
解
さ
れ

ず
に
済
ん
だ
と
、
詩
人
は
習
作
に
励
ん
だ
当
時
の
奇
癖
を
茶
化
す
調
子
で
追
想
し
て
い
る
。

ワ
ー
ズ
ワ
ー
ス
は
第
七
巻
で
ロ
ン
ド
ン
滞
在
中
の
出
来
事
を
描
く
に
当
た
っ
て
、
そ
の
冒

頭
で
そ
れ
ま
で
の
『
序
曲
』
創
作
の
過
程
を
、
あ
る
と
き
は
奔
流
と
な
っ
て
流
れ
る
川
、
ま

た
あ
る
と
き
は
停
滞
し
た
川
の
流
れ
の
比
喩
を
用
い
て
回
顧
し
て
い
る
。
囚
わ
れ
の
境
遇
か

ら
解
放
さ
れ
、
鼓
舞
す
る
微
風
に
迎
え
ら
れ
て
、

「
喜
び
の
序
歌
」
を
淀
み
な
く
歌
い
あ
げ
て

か
ら
五
年
が
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
と
詩
人
は
述
べ
た
後
で
、
そ
の
「
序
歌
」
創
作
当
時
の
激
し

い
熱
情
の
模
様
を
次
の
よ
う
に
振
り
返
る
。

• 

• 

• 

I
 

s
a
n
g
 

A
l
o
u
d
,
 in 
D
y
t
h
y
r
a
m
b
i
c
 fervour, d
e
e
p
 

B
u
t
 short-liv'd u
p
r
o
a
r
,
 like a
 torrent sent 

O
u
t
 of t
h
e
 b
o
w
e
l
s
 of a
 bu
r
s
t
i
n
g
 c
l
o
u
d
 

D
o
w
n
 Scafell, 
o
r
 B
l
e
n
c
a
t
h
r
a
'
s
 r
u
g
g
e
d
 sides, 

A
 w
a
t
e
r
s
p
o
u
t
 f
r
o
m
 H
e
a
v
e
n
.
 (VII. 4
-
9
)
 

こ
こ
で
は
隠
喩
と
直
喩
が
微
妙
に
作
用
し
合
っ
て
い
る
。
隠
喩
「
私
は
熱
狂
的
な
熱
情
で
深

い
が
短
命
の
大
騒
動
を
声
高
に
歌
い
あ
げ
た
」
の
「
大
騒
動
」
は
文
脈
か
ら
「
序
歌
」
創
作

時
の
詩
人
の
気
分
を
言
い
表
す
。
直
喩
「
ス
コ
ー
フ
ェ
ル
山
、
ブ
レ
ン
キ
ャ
ス
ラ
山
の
険
し

い
山
腹
に
、
張
り
裂
け
ん
ば
か
り
の
雲
か
ら
送
ら
れ
た
奔
流
、
天
か
ら
の
豪
雨
さ
な
が
ら
」

の
「
豪
雨
」
と
隠
喩
の
「
大
騒
動
」
の
二
つ
の
語
は
熱
狂
、
激
し
さ
、
短
命
と
い
う
相
互
の

類
似
性
に
読
者
の
関
心
を
向
け
さ
せ
る
。
こ
の
一
節
で
も
、
詩
人
は
「
序
歌
」
創
作
時
の
短

い
熱
情
を
「
大
騒
動
」
の
隠
喩
と
「
奔
流
」
の
直
喩
で
効
果
を
上
げ
て
い
る
。
さ
ら
に
「
序

歌
」
以
後
の
『
序
曲
』
創
作
の
進
展
を
記
述
す
る
に
も
、
詩
人
は
や
は
り
流
れ
の
比
喩
を
駆

使
し
て
い
る
。

B
u
t
'
t
w
a
s
 n
o
t
 l
o
n
g
 

E
r
e
 t
h
e
 i
n
t
e
r
r
u
p
t
e
d
 s
t
r
e
a
m
 b
r
o
k
e
 forth o
n
c
e
 m
o
r
e
,
 

A
n
d
 f
l
o
w
'
d
 a
w
h
i
l
e
 in 
strength, t
h
e
n
 s
t
o
p
p
'
d
 for y
e
a
r
s
,
 

N
o
t
 h
e
a
r
d
 a
g
a
i
n
 until 
a
 little 
s
p
a
c
e
 

B
e
f
o
r
e
 last 
p
r
i
m
r
o
s
e
-
t
i
m
e
.
 (VII. 9
-
1
3
)
 

創
作
活
動
の
停
止
と
再
開
の
繰
り
返
し
が
流
れ
の
比
喩
で
巧
み
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。
引
用

四
行
目
の
「
聞
か
れ
な
か
っ
た
」
も
の
は
、
流
れ
る
川
の
ざ
わ
め
き
で
あ
り
、
そ
れ
は
創
作

し
た
詩
を
吟
ず
る
詩
人
の
声
で
あ
る
。

第
九
巻
の
冒
頭
で
詩
人
は
、
再
度
流
れ
の
比
喩
を
用
い
て
、
フ
ラ
ン
ス
滞
在
中
の
出
来
事

の
叙
述
を
躊
躇
し
た
気
分
を
顧
み
る
。
こ
の
一
節
は
、
第
七
巻
ま
で
叙
述
を
進
め
て
き
た
詩

人
が
第
八
巻
の
「
回
顧
」
の
巻
を
挿
入
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
に
渡
航
す
る
以
前
の
こ
と
を
省
察

し
た
こ
と
を
、
大
き
く
反
転
し
、
流
れ
て
来
た
道
筋
を
遡
行
す
る
川
の
流
れ
に
例
え
て
い
る
。

幻
滅
と
苦
悩
を
嘗
め
た
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
体
験
の
叙
述
に
移
る
こ
と
へ
の
「
不
安
」
を
詩
人
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『
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
英
語
辞
典
』
は
ぷ
t
r
e
a
m
'
の
六
の
意
味
項
目
で
そ
の
語
が
様
々
な
対

象
に
適
応
さ
れ
て
生
ず
る
比
喩
的
用
法
の
例
と
し
て
、
（
イ
）
「
言
葉
、
談
話
の
連
続
す
る
流

れ
」
、
（
口
）
「
連
続
す
る
一
連
の
証
言
、
事
件
、
あ
る
い
は
一
方
向
に
向
か
う
連
続
す
る
一
連

の
影
響
（
作
用
）
」
、
（
ハ
）
「
恩
恵
の
ほ
と
ば
し
り
」
を
定
義
し
て
い
る
。
ワ
ー
ズ
ワ
ー
ス
が

（序）
第
＿
章
「
流
れ
」
の
イ
メ
ジ
ャ
リ
ー
＊

F
o
c
u
s
i
n
g
 o
n
 s
e
v
e
r
a
l
 figurative e
x
p
r
e
s
s
i
o
n
s
 o
f
 t
h
e
 "
s
t
r
e
a
m
"
 in 
T
h
e
 P
r
e
l
u
d
e
 (including s
u
c
h
 m
o
r
e
 o
r
 less s
y
n
o
n
y
m
o
u
s
 w
o
r
d
s
 a
s
 "river", "torrent", "flow", 

"current", "
b
r
o
o
k
"
)
,
 this s
t
u
d
y
 e
x
a
m
i
n
e
s
 W
o
r
d
s
w
o
r
t
h
'
s
 a
b
u
n
d
a
n
t
 u
s
a
g
e
s
 o
f
 similes a
n
d
 m
e
t
a
p
h
o
r
s
 d
r
a
w
n
 f
r
o
m
 it. 
A
n
 analysis, in selected contexts, 0
 f
 th
e
 

w
o
r
d
 a
n
d
 its s
y
n
o
n
y
m
o
u
s
 w
o
r
d
s
 m
a
y
 p
r
o
v
i
d
e
 s
o
m
e
 n
o
t
i
o
n
 o
f
 t
h
e
 poet's attitude t
o
w
a
r
d
 t
h
e
 past. T
h
e
 w
o
r
d
 is 
r
e
p
o
r
t
e
d
 to f
u
n
c
t
i
o
n
 a
s
 signifying figuratively 

(

1

)

 

t
h
e
 p
r
o
c
e
s
s
 o
f
 c
o
m
p
o
s
i
n
g
 T
h
e
 Prelude, (
2

)

 

t
h
e
 g
r
o
w
t
h
 o
f
 t
h
e
 m
i
n
d
,
 a
n
d
 (3
)

 

t
h
e
 poet's p
r
o
b
i
n
g
 into t
h
e
 1->ast. 
(
H
T
)
 

『
序
曲
』

O
n
 W
o
r
d
s
w
o
r
t
h
'
s
 T
i
m
e
'
C
o
n
s
c
i
o
u
s
n
e
s
s
 :
 

S
t
r
e
a
m
s
 a
s
 F
i
g
u
r
a
t
i
v
e
 E
x
p
r
e
s
s
i
o
n
s
 of P
r
o
b
i
n
g
 into t
h
e
 P
a
s
t
 

『
序
曲
』
の
中
で
用
い
た
"
s
t
r
e
a
m
"
の
比
喩
的
用
法
は
、
上
の
（
イ
）
に
対
応
す
る
も
の
と

し
て
、
（
一
）
『
序
曲
』
そ
れ
自
体
、
あ
る
い
は
『
序
曲
』
創
作
の
過
程
を
指
し
示
す
比
喩
的

表
現
と
し
て
の
"
s
t
r
e
a
m
"
、
次
に
（
口
）
に
対
応
す
る
も
の
と
し
て
、
（
二
）
詩
人
の
人
生
を

指
し
示
す
比
喩
と
し
て
の
"
s
t
r
e
a
m
"
、
（
口
）
か
ら
派
生
す
る
も
の
と
し
て
、
（
三
）
詩
人
の

精
神
を
指
し
示
す
比
喩
と
し
て
の
"
s
t
r
e
a
m
"
、
最
後
に
（
ハ
）
に
対
応
す
る
も
の
と
し
て
、

（
四
）
恩
恵
を
も
た
ら
す
も
の
を
指
し
示
す
"
s
t
r
e
a
m
"
の
四
つ
の
比
喩
的
用
法
に
分
類
が
可

能
に
思
わ
れ
る
。
本
稿
の
目
的
は
、
こ
れ
ら
四
つ
の
比
喩
的
表
現
の
中
で
、
（
一
）
の
『
序
曲
』

の
創
作
過
程
を
示
す
比
喩
と
し
て
の
"
s
t
r
e
a
m
"
と
(
=
-
）
の
詩
人
の
精
神
を
指
し
示
す

"
s
t
r
e
a
m
"
の
比
喩
的
用
法
を
ま
ず
考
察
し
、
次
に
こ
の
「
流
れ
」
を
意
味
す
る
語
は
、
詩
人

の
中
の
過
去
探
索
の
様
々
な
比
喩
表
現

ワ
ー
ズ
ワ
ー
ス
の
時
間
意
識
に
つ
い
て

H
i
t
o
s
h
i
 T
O
K
U
D
A
 

徳

田

仁

-1 -
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兼
金
又
重
装

市
得
於
何
慮

逸
郎
最
嫁
俗

債
直
甚
登
眩

分
寸
背
平
商

自
古
夷
民
愛

避
追
嘗
無
事

惣
領
走
京
都

便
是
買
官
者

有
司
記
暦
注

蹄
来
連
座
席

欲
酬
他
日
費

官
長
有
剛
腸

定
應
明
乱
察

盗
人
憎
主
人

精
露
入
冥
冥

骸
骨
作
灰
塵

葬
来
十
五
旬

廻
環
多
日
月

憶
昔
相
別
離

君
閑
泉
壌
入

天
西
典
地
下

哭
罷
想
平
生

曰
吾
被
陰
徳

惟
魂
而
有
露

唯
要
持
本
性

君
緻
我
凶
匿

君
察
我
無
惑

冥
理
逐
無
決

言
之
涙
千
行

聞
之
腸
九
轄

隈
馬
相
共
市

10
裏

多
是
出
邊
郎
」

為
性
皆
狼
子

弊
衣
朱
興
紫

野
心
勃
然
起

交
闊
成
不
軌

兼
嵐
如
意
指

豫
前
顔
色
喜

秩
不
知
年
幾

細
書
三
四
紙

公
堂
倫
眼
覗

求
利
失
綱
紀

不
能
不
切
歯

屈
彼
無
廉
恥

致
死
識
所
以

不
由
見
容
止

無
虐
博
音
旨

11
表

程
去
三
千
里
」

重
複
幾
山
水

寧
知
獨
傷
毀

我
劇
泥
沙
委

随
聞
為
哭
始

一
言
遺
在
耳

死
生
将
報
ハ
小

莫
忘
藷
知
己

終
無
所
傾
偕

撃
我
如
神
鬼

為
我
請
冥
理

自
弦
長
已
牟

生
路
今
如
此

幽
途
復
何
似

（付
記
）

「菅
家
後
集
j

の
翻
刻
を
お
許
し
い
た
だ
い
た
島
原
市
松
平
文
庫
及
び
島
原
市
教
育

委
員
会
の
皆
様
方
の
御
厚
意
に
対
し
ま
し
て
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

487
東
山
小
雪

零
白
初
冬
晩

誤
雲
獨
宿
澗

不
放
行
看
賞

客
魂
易
消
滅

拙
詞
四
百
言

以
代
使
君
誅

11
哀

五

言

」
山
青
反
照
前

疑
鶴
未
蹄
田

無
端
坐
望
憐

遇
境
獨
依
然

-6-
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詞
柑
獨
忌
緯

草
得
誰
相
視

思
将
臨
紙
窮

反
覆
何
遺
恨

微
々
拗
愛
築

合
掌
蹄
依
佛

厭
離
今
罪
網

絞
潔
空
観
月

誓
弘
無
証
語

熱
悩
煩
綾
滅

灰
飛
推
律
候

世
路
間
禰
険

帯
寛
泣
紫
毀

旅
思
排
雲
雁

一
逢
面
氣
敗

蹄
室
安
懸
磐

跛
詳
重
有
緊

強
望
垣
賭
外

山
看
逢
標
緑

俄
頃
嘉
身
健

形
馳
魂
祝
々

京
國
蹄
何
日

＊
 

却
尋
初
螢
仕

射
毎
占
正
鵠

東
堂
一
枝
折

祖
業
儒
林
登

光
榮
頻
照
耀

責
重
千
釣
石

具
瞭
兼
将
相

試
製
傷
嫌
錦

競
々
馴
鳳
展

筆
禿
迷
鹿
寵

8
哀

句
無
人
井
聯
」

詠
取
著
燈
燃

辛
酸
是
宿
縁

漸
々
謝
萱
謄

廻
心
學
習
祠

恭
敬
昔
渓
答

開
敷
妙
法
蓮

蝠
厚
不
唐
捐

涼
氣
序
岡
思

斗
建
指
星
躍

家
書
絶
不
博

鏡
照
歎
華
嶺

寒
吟
抱
撲
蝉

九
見
桂
華
園

局
門
嘲
脱
鍵

癒
雀
更
加
攣

楡
行
戸
購
前

水
憶
遠
渚
浚

等
閑
残
命
延

目
想
沸
連
々

故
園
来
幾
年

追
計
昔
策
堅

烹
寧
壊
小
鮮

南
海
百
城
専

州
功
吏
部
鈴

組
峨
競
榮
纏

臨
深
万
伐
淵

命
｛
曰
訣
動
賢

操
刀
憤
訣
鉛

慄
々
撫
龍
泉

」

9
表

＊
見
け
消
「
芳
」
を
消
し
て
右
に

「
ぷ
品
」
と
あ
る
。

脱
問
黄
埃
俗

櫻
花
通
夜
宴

器
拙
承
豊
澤

國
家
恩
未
報

潅
岳
非
忘
宅

風
描
同
木
秀

荀
可
螢
々
止

裂
巣
憎
笠
卵

法
酷
金
科
結

悔
忠
成
甲
冑

瑛
々
黄
茅
屋

吾
麿
能
足
芙

縦
使
魂
思
蜆

分
知
交
糾
纏

叙
意
千
言
裏

485秋
夜

九

月

十

五

日

黄
萎
顔
色
白
霜
頭

10
表

昔
被
榮
華
薔
組
」
縛

月
光
似
鏡
無
明
罪

賭
見
隧
聞
皆
惨
慄

※

486
哭
奥
州
藤
使
君

家
書
告
君
喪

病
源
不
可
警

曾
経
共
侍
中

雖
有
過
直
失

東
涯
第
一
州

盈
口
含
氷
雪

僚
屡
銅
臭
多

土
風
絶
布
悪

況
復
千
餘
里
外
投

今
為
貶
議
草
莱
囚

風
氣
如
刀
不
破
愁

此

秋

獨

作

我

身

秋

交
襟
紫
府
仙

菊
酒
後
朝
筵
禁
中
密
宴
、
徐
毎
預
之

9
裏

舟
頑
清
巨
川
」

溝
堅
恐
先
填

張
衡
登
麿
困

暗
滅
異
背
煎

見
漢
苔

胡
為
腟
々
金

捜
穴
叱
抵
縁

功
休
石
柱
鍋

悲
罰
痛
文
誕

茫
々
碧
海
濡

此
地
信
終
焉

其
如
骨
葬
燕

命
距
質
筵
尊

何
人

一
可
憐

九
月
廿
三
日
、
四
十
韻
、
五
言
滋
質

約
略
寄
行
李

被
人
厭
魅
死

了
知
心
表
裏

矯
曲
執
相
比

分
憂
為
刺
史

饒
身
帯
絃
矢

礫
人
煎
骨
髄

殷
勤
責
細
美

※
頭
注
に
「
陸
奥
守
藤
滋
宜

昌
泰
四
年
月
日
卒

（
イ
五
）

仁
和
二
年
滋
宜
為
蔵
人
」
と
あ
る
。

- 5-
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484
叙
意
一
百
韻

生
涯
無
定
地

職
登
圏
西
府

貶
降
軽
自
芥

慎
赦
顔
途
厚

牛
溶
皆
培
穿＊

 

老
僕
長
扶
杖

臨
岐
腸
易
斯

落
涙
欺
朝
露

街
衛
塵
溜
々

博
送
蹄
傷
馬

郵
亭
餘
五
十

税
駕
南
棲
下

宛
然
開
小
閣

嘔
吐
胸
猶
逆

肌
朋
争
刻
錢

信
宿
常
謬
泊

村
翁
談
往
事

妖
害
何
因
避

未
曾
邪
勝
正

移
徒
空
官
舎

荒
涼
多
失
道

井
甕
堆
沙
梵

陳
根
葵
一
畝

物
色
留
切
藷

其
父
共
公
卿

昔
金
如
沙
土

思
量
汝
於
彼

運
命
在
皇
天

名
何
替
左
遷

駈
放
急
如
弦

章
狂
踵
不
旋

鳥
路
惣
隈
鵬

疲
鰺
敷
費
鞭

望
闘
眼
将
穿

7
表

暗
聟
胤
杜
腸
」

原
野
草
芋
々

江
迎
尾
損
船

程
里
半
三
千

停
車
右
郭
邊

観
者
溝
遅
肝

虚
努
脚
且
紐

精
塊
幾
磨
研

低
迷
既
倒
懸

客
館
忘
留
連

悪
名
遂
欲
繹

或
以
賓
蹄
櫂

修
螢
朽
采
橡

廣
亥
少
盈
藤

緬
疎
割
竹
編

斑
辞
石
孤
拳

7
哀

人
居
就
不
悛
」

裳
時
幾
騒
偲

今
飯
無
隣
歓

被
天
甚
寛
恕

徒
銑
弾
琴
者

閤
巷
稲
辮
御

＊
見
せ
消
「
疲
」
を
消
し
て
右
に
「
杖
」

と
あ
る
。

俗
謂
頁
女
為
御
蓋
取
夫
人
女
御
之
義
也

藤
原
公
兼
堺
官
故
稲
其
女
他

随
時
雖
裾
切

同
病
求
朋
友

才
能
終
寮
剥

博
築
骰
邊
網

長
沙
々
卑
涅

爵
我
空
崇
品

故
人
分
食
嗽

既
慰
生
之
苦

＊
 

春
豊
由
造
化

荏
再
裔
陽
盛

土
風
須
漸
漬

苦
味
堕
燒
木

殺
傷
軽
下
手

魚
袋
出
垂
釣

貪
焚
興
販
米

＊
 飽

律
方
遺
臭

恕
己
梢
安
便

助
憂
問
古
先

富
貴
本
逃
這

苑
舟
湖
上
扁

湘
水
々
窪
潅

官
誰
只
備
員

親
族
把
衣
消

何
嫌
死
不
逍

付
度
委
陶
毀

清
和
朱
景
妍

習
俗
擬
相
沿

邪
嘉
布
裳
錢

群
盗
穏
差
肩

算
箪
換
叩
舷

行
濫
貢
官
綿

8
表

琴
磐
未
改
絃
」

已
上
十
句
、
伶
習
俗
不
可
移

＊
 輿

誰

開

口

説

唯

獨

曲

肱

眠

鬱

蒸

陰

諜

雨

晨

炊

斯

絶

煙

魚

観

生

鼈

釜

蛙

兒

括

階

雌

野

竪

供

薩

菜

面

兒

作

薄

鎧

痩

同

失

雌

鶴

飢

類

嚇

雛

店

壁

堕

防

奔

溜

庭

墜

導

濁

滑

紅

輪

晴

後

轄

翠

幕

晩

来

奏

遇

境

虚

生

白

遊

談

暗

入

玄

老

君

垂

迩

淡

荘

斐

虚

身

偏

性

莫

乖

常

道

宗

常

任

自

然

殷

勤

齊

物

論

治

恰

寓

言

篇

景

致

幽

於

夢

風

情

癖

未

径

文

花

何

慮

落

感

緒

此

間

牽

慰

志

憐

湯

術

銅

憂

羨

仲

宣

＊
見
せ
消
「
為
」
を
消
し
て
右
に
「
典
」

と
あ
る
。

＊
見
せ
消
「
鱗
」
を
消
し
て
右
に
「
飽
」

4

と
あ
る
。

＊
見
せ
消
「
裔
」
を
消
し
て
右
に
「
豊
」

と
あ
る
。
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不
須
一
曲
煩
用
手

雖
然
二
者
交
情
浅

詩
友
獨
留
填
死
友

只
嫌
吟
詠
渉
歌
唱

身
多
忌
緯
無
新
意

古
詩
何
慮
閑
抄
出

開
方
雖
窄
南
北
定

自
然
屋
有
北
窓
在

無
酒
無
琴
何
物
足

燕
雀
殊
種
逐
生
一

馴
押
燒
香
散
花
虜

感
應
不
嫌
又
不
厭

哺
々
噴
々
如
含
語

彼
是
微
禽
我
儒
者

※
尚
書
右
丞
藷
提
切

侍
中
含
香
忽
下
殿

自
従
勅
使
駈
将
去

口
不
能
言
眼
中
血

東
行
西
行
雲
砂
々

重
闊
菩
固
知
聞
斯

5
表

山
」
河
遮
芙
薩
行
隔

古
之
三
友
一
生
築

古
不
同
今
:
異
古

※

478
不
出
門

一
従
嫡
落
就
柴
荊

都
府
棲
綾
看
瓦
色

中
懐
好
逐
孤
雲
去

此
地
雖
身
無
掠
繋

万
死
競
;
腸
跨
情

観
音
寺
只
聴
鐘
磐

外
物
相
逢
満
月
迎

何
為
寸
歩
出
門
行

何
必
十
分
便
開
眉

好
去
我
今
苦
拝
辟

父
祖
子
孫
久
要
期

不
疲
干
贅
以
心
思

口
有
文
章
摘
古
詩

官
舎
三
間
白
茅
茨

結
宇
雖
疎
戸
腫
宜

4
裏

適
来
良
友
穏
相
依
」

紫
燕
之
雛
黄
雀
児

雌
雄
擁
護
遮
扶
持

不
違
念
佛
讀
経
時

且
知
無
害
亦
無
機

一
晶
一
粒
不
致
飢

而
我
不
如
彼
多
慈

吏
部
郎
中
新
著
緋

秀
才
翫
筆
尚
垂
帷

父
子
一
時
五
慮
離

俯
仰
天
紳
典
地
祇

二
月
三
月
日
遅
々

箪
寝
辛
酸
夢
見
稀

風
景
鱈
然
在
路
移

今
之
三
友
一
生
悲

一
悲
一
築
志
所
之

※
頭
注
に
「
扶
八
」
と
あ
る
。

※
頭
注
に
「
男
右
小
弁
高
視

左
降
兼
左
権

守二
男
式
部
大
丞

娯
行
叙
爵

四

男

秀

才

淳
茂

六
男
蔵
人
兼
茂
」
と
あ
る
。

古
調

※

479
語
開
元
詔
書

開
元
黄
紙
詔

一
為
辛
酉
歳

大
辟
以
下
罪

省
瑶
優
牡
カ

茫
々
恩
徳
海

此
魚
何
在
此

呑
舟
非
我
口

哀
哉
放
逐
者

恩
賜
御
衣
在
此

483
慰
少
男
女

衆
姉
惣
家
留

少
男
典
少
女

豊
准
常
在
前

臨
暗
有
燈
燭

往
年
見
窮
子

裸
身
博
突
者

※

482
九
月
十
日

去
年
今
夜
侍
消
涼 6

表

481
九
日
口
号
」

一
朝
逢
九
日

菊
酒
為
誰
調

第 29号

480
聞
雁

我
為
遷
客
汝
来
賓

敲
枕
思
量
鰈
去
日

御
在
所
殿
名

捧
持
毎
日
拝
餘
香

諸
兄
多
嫡
去

相
随
得
相
語

夜
宿
亦
同
慮

営
寒
有
綿
紫

京
中
迷
失
掠

6
哀

道

路

呼

南

助

」

南

大

納

言

子

内

蔵

助

博

徒

今

猶
号
南
助
芙

秋
思
詩
篇
獨
斯
腸
鱈
立
狂
麟
〗

合
眼
猫
愁
臥

長
齋
終
不
破

共
是
癖
々
旅
漂
身

我
知
何
歳
汝
明
春

5
裏

古
調
五
言

」

延
喜
及
蒼
生

一
為
老
人
星

蕩
灘
天
下
消

賜
物
憔
類
齢

獨
有
鯨
鮪
横

＊
 

人
世
汝
新
名

吐
浪
非
我
聟

嵯
距
喪
情
盤

具
見
子
詔
苔

宴
終
晩
頭
賜
御
衣

随
身
在
笥
中
故
云
゜

＊
見
せ
消
「
導
」
を
消
し
て
右
に

「
導
」
と
あ
る
。

※
頭
注
に
「
延
喜
元
年
」
と
あ
る
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472
九
月
侍
宴
、
同
賦
寒
露
凝
、
應
製
。
一
首
。

為

霜

為

露

一

鴻

鑢

應

是

重

陽

節

不

潅

唯

有

鴫

鵠

飛

負

」

葉

且

無

荊

棘

立

垂

珠

471
入
寺
新
泉
隔
出
家

西
方
若
有
多
情
者

惑
懐
無
敷
幾
恒
沙

應
導
便
栽
佛
種
花

慰
石
庭
之
人
也

470
瑠
璃
地
上
水
漉
浚

獨
石
秋
盤
如
讀
誦

遮
莫
銀
河
在
碧
天

暗
知
泉
眼
逐
無
眼

和
紀
慮
士
題
新
泉
之
二
絶
次
韻

菅
家
後
草
巻
第
十
三

※
見
右
丞
相
猷
家
集
。
御
製

門

風

自

古

是

儒

林

今

日

文

華

皆

盛

金

唯

詠

一

聯

知

氣

味

況

連

二

代

飽

消

吟

琢

磨

寒

玉

磐

々

麗

裁

制

餘

霞

句

々

侵

更

有

菅

家

勝

白

様

従

絃

拗

却

匝

塵

深

平
生
所
愛
、
臼
氏
文
集
七
十
巻
是
也
。
今
以
菅
家
不
亦
開
峡

469
奉
感
見
猷
臣
家
集
之
御
製
、
不
改
韻
、
兼
叙
郎
情
。

反

哺

寒

烏

自

故

林

只

遺

風

月

不

遺

金

且

成

四

七

箱

中

巻

何

幸

再

三

陛

下

吟2
哀

犬

馬

微

情

又

手

表

泳

霜

御

製

遍

」

身

侵

恩

翠

父

祖

無

涯

岸

誰

道

秋

来

海

水

深

一
首
。

※
頭
注
に
、
「
昌
泰
三
年

庚
寅
五
十
六
」
と
あ
る
。

離
家
三
四
月

万
事
皆
如
夢

※

476
自
詠

落
涙
百
千
行

時
:
仔
被
蒼

自
此
以
後
州
八
首

鏑
中
之
作
。

473
九
月
後
朝
、
同
賦
秋
思
、
應
製
。

丞

相

度

年

幾

築

思

今

宵

獨

物

自

然

悲

墜

寒

絡

緯

風

吹

虐

葉

落

梧

桐

雨

打

時

君

富

春

秋

臣

漸

老

恩

無

涯

岸

報

猶

遅

不

知

此

意

何

安

慰

飲

酒

聰

琴

又

詠

詩

※
474
感
吏
部
王
弾
琴
、
應
製
一
絶

榮

啓

後

身

吏

部

王

七

條

絲

上

百

愁

忘

3
裏

酒

蔀

莫

奏

稲

々

」

曲

峡

水

松

風

惣

断

腸

475
冬
日
感
庭
前
紅
葉
、
示
秀
才
淳
茂

山

器

寒

雲

水

結

泳

在

家

一

樹

惑

難

勝

茅

蒐

霞

染

憐

無

限

刀

刃

風

裁

惜

不

能

孤

立

如

逢

衣

錦

客

四

分

疑

伴

散

花

僧

菊

枯

蘭

敗

梅

猶

瀬

詩

興

掌

追

落

葉

凝

聟
々
已
斯
華
亭
菩

施
典
蒼
生
長
壽
薬

在
途

到
明
石
騨
亭
;
:
長
見
窓
騨
長
英
怨
時
改

一
榮
一
落
是
春
秋
此
詩
在
或
僧
侶
杏
中
不
知

兵
偽
然
而
後
所
苔
付
也
。

※
頭
注
に
「
昌
泰
四
年
」
と
あ
る
。

4
表

477
詠
築
天
北
窓
三
友
書
詩
古
調
」

白

氏

洛

中

集

十

巻

中

有

上

窓

三

友

詩

一

友

弾

琴

一

友

酒

酒

弾

興

琴

吾

不

知

吾

雖

不

知

能

得

意

既

云

得

意

無

所

疑

酒

何

以

成

麹

和

水

琴

何

以

成

桐

播

絲

歩
々
初
替
葛
履
濡

更
蹂
恩
澤
化
醍
醐

※
頭
注
に
「
本
康
親
王
」
と
あ
る
。
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長
崎
県
島
原
市
松
平
文
庫
蔵

平
安
朝
の
漢
詩
人
と
し
て
著
名
な
菅
原
道
真
の
漢
詩
集
に
「
菅
家
文
草
j

の
ほ
か
『
菅
家

後
集
」
一
巻
が
現
存
し
て
い
る
。
そ
の
伝
本
の
一
っ
が
長
崎
県
島
原
市
の
松
平
文
庫
に
所
蔵

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
さ
れ
て
久
し
く
な
る
。

今
回
は
こ
の
、
未
だ
活
字
化
さ
れ
て
い
な
い
「
松
平
文
庫
本
j

の
全
文
を
翻
刻
し
、
研
究

の
一
助
に
寄
与
で
き
る
こ
と
を
期
待
す
る
。
今
回
は
そ
の
前
半
部
二
十
首
を
取
り
挙
げ
る
。

〔
松
平
文
庫
本

「菅
家
後
集
j

の
書
誌
〕

「松
平
文
庫
本
j

は
一
巻
、
一

冊
、
写
本
で
あ
る
。
縦
二
十
七
・
八
セ

ン
チ
、
横
二

0
.

ニ
セ

ン
チ
で
あ
る
。
表
紙
は
薄
茶
色
、
題
答
が
左
肩
に
あ
る
。
縦
九
・
九
セ
ン
チ
、
横
ニ
・

一
セ
ン
チ
で
、
上
の
方
に
詰
め
て
「
菅
家
後
集
」
と
墨
書
さ
れ
て
い
る
。
袋
綴
、
墨
付
二
〇

丁
。
前
後
に
一
丁
半
ず
つ
の
白
丁
が
あ
る
。
一
面
八
行
べ
た
書
き
で
あ
る
。
巻
末
に
表
二
首

と
巨
為
時
作
贈
太
政
大
臣
の
詔
勅
と
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
奥
書
に
「
天
承
元
年
八
月
八
日

進
納
北
野
聖
廟
以
宮
寺
権
上
座
勝
逼
令
触
留
守
政
所
／
円
真
大
法
師
芙
／
朝
散
大
夫
藤
廣
兼

下

不

見

0
0
 
0
0」
と
あ
る
。
（
／
は
改
行
を
示
す
）

一
、
丁
変
わ
り
を
1
表
」
、

1
哀
」
の
よ
う
に
記
す
。

二
、
底
本
の
異
体
・
略
字
体
の
類
は
原
則
と
し
て
本
字
な
い
し
通
用
の
旧
字
体
に
改
め
た
。

三
、
校
合
の
便
を
は
か
る
為
、
岩
波
古
典
文
学
大
系
本
に
倣
っ
て
作
品
番
号
を
付
し
た
。

四
、
原
文
は
全
て
ベ
タ
書
き
に
な
っ
て
い
る
が
、
韻
文
は
詩
型
に
応
じ
て
適
宜
、
改
行
を
施

し
、
散
文
に
つ
い
て
は
原
文
通
り
の
改
行
と
し
た
。

五
、
頭
注
の
付
さ
れ
て
い
る
作
品
に
は
※
印
を
作
品
の
上
に
つ
け
、
下
欄
に
そ
れ
を
記
し
た
。

六、

0
印
は
欠
字
を
あ
ら
わ
す
。

〔
凡
例
〕

|
 a
 translated version(l)

ー

『
菅
家
後
集
』

翻
刻
（
そ
の
一
）

H
i
r
o
s
h
i
 
Y
 AKIYAMA 

K
a
n
k
e
k
o
s
h
i
i
,
 a
n
 a
n
t
h
o
l
o
g
y
 o
f
 C
h
i
n
e
s
e
 p
o
e
t
r
y
 w
r
i
t
t
e
n
 b
y
 S
u
g
a
w
a
r
a
 M
i
c
h
i
z
a
n
e
,
 w
h
i
c
h
 is 
s
t
o
r
e
d
 

in M
a
t
s
u
d
a
i
r
a
 L
i
b
r
a
r
y
 in 
S
h
i
m
a
b
a
r
a
 C
i
t
y
,
 N
a
g
a
s
a
k
i
 P
r
e
f
e
c
t
u
r
e
 

焼

山

廣

志
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（
付
記
）
『
田
氏
家
集
』
の
翻
刻
を
お
許
し
い
た
だ
い
た
島
原
市
松
平
文
庫
及
び
島
原
市

教
育
委
員
会
の
皆
様
方
の
御
厚
意
に
対
し
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

嶋
田
忠
臣
集
也

即
是
田
達
音
也

此
集
猶
有
敷
巻

90
表
」
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209閑
坐

容
身
外
舎
欲
同
誰

方
丈
白
生
方
寸
赤

206讀
老
子

愚
自
作
愚
賢
自
賢

猶
嫌
老
子
多
華
飾

登
典
鶏
雛
取
瞼
頻

秋
深
稀
見
那
能
覚

寒
沼
採
無
愁
手
冷

涼
風
便
憶
収
華
日

練
畢
始
資
方
寸
ヒ

別
應
服
此
終
無
老

207菊
花

常
愁
薬
草
少
精
紳

未
摘
褒
風
多
襲
色

凌
霜
陽
虞
初
為
笑

醸
蜜
蜂
休
投
葉
底

床
頭
促
燥
霜
姫
雨

白
蕊
臼
中
課
雪
粉

哺
時
斜
景
収
将
早

曾
恨
芽
芳
籠
下
滅

208題
竹
林
七
賢
圏

晉
朝
溌
季
少
浮
風

欲
封
琴
樽
終
性
命

生
涯
毎
寄
孤
雲
片

若
遇
求
賢
明
聖
日

報
主
中
手
自
有
期

此
生
無
復
斐
愉
時

誰
忘
藷
賓
好
軽
身

歳
晩
難
逢
蓋
是
珍

仙
家
殖
合
作
腸
春

白
露
還
驚
剛
本
晨

功
成
新
得
七
分
塵

更
欲
慇
懃
猷
聖
人

始
採
寒
英
自
有
因

乍
捲
和
露
尚
餘
津

毎
日
陰
子
更
作
噸

尋
香
蝶
斯
上
花
唇

屋
裏
閑
排
拍
見
人

黄
茫
杵
後
起
金
塵

成
日
睛
天
徒
得
新

租
憐
氣
味
腹
中
春

七
子
超
然
不
混
同

何
要
豪
閣
録
動
功

世
慮
都
忘
一
酔
中

廟
堂
充
満
竹
林
空

詳
愚
詐
忌
未
玄
玄

無
欲
還
為
有
欲
先

87
表
」

86
裏
」

86
表
」

85
哀
」

211
歎
李
孔

李
老
擁
龍
姿

孔
子
懐
鳳
徳

有
道
更
無
位

大
周
非
無
人

小
魯
尚
有
君

遂
人
流
沙
西

不
知
天
典
奪

此
理
蹄
自
然

212
七
言
七
月
七
代
牛
女
惜
暁
更
各
分
一

字
應
製
一
首
探
賜
人
字

怪
来
露
匹
少
相
因
天
上
仙
殊
地
上
人

箭
漏
應
寛
周
歳
會
銅
壺
莫
従
一
宵
親

銀
河
夜
鵜
填
毛
晩
禁
樹
晨
鶉
相
翅
頻

同
作
星
難
喝

0
斗

廻

杓

直

指

北

方

辰

213
無
題

魚
思
大
海
鳥
厭
籠

已
相
知
音
空
患
徳

頼
新
慕
藷
中
間
老

木
落
蹄
根
衆
反
澗

田
氏
家
集
巻
下

210遺
懐

且
来
且
去
幾
遠
巡

方
寸
半
分
置

0
0

一
日
三
廻
省
我
朗

明
王
賜
距
未
成
功

尋
始
要
終
上
計
窮

那
赦
身
得
似
秋
逢

聯

0
世
同
塵

貪
言
我
道
窮

見
聖
不
録
功

渓
人
謝
匪
朗

将
聖
不
登
庸

欲
浮
浪
海
東

若
是
人
替
隆

何
家
決
童
蒙

百
歳
中
間
断
一
身

趨
朝
恐
作
戴
心
臣

89
裏
」

89
表
」

88
痰
」

88
表
」

87
裏
」
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195毒
酔
吟
呈
座
客

飲
酒
卯
前
及
百
鐘

孤
株
盗
虐
呵
樽
虎

盆
水
驚
心
為
四
漬

替
逐
未
輸
童
〇
殺

196
櫻
花
欲
痰

歳
節
報
来
櫻
近
登

錦
粧
擁
屑
眼
猶
合

今
日
輻
光
珠
顔
綴

縦
令
先
祈
終
先
落

199寄
橘
紳
童

才
聰
拙
頓
又
愚
甘

山
雨
橿
材
青
幹
出

鳳
凰
城
裏
墜
無
二

遍
覧
古
書
多
幻
達

大
抵
閑
人
只
愛
茶

聞
君
園
裏
蓉
為
牙

使
及
盈
筐
可
得
誇

莫
赦
空
腹
猶
看
花

同
勒
含
堪
甜
貪

花
入
欲
吐
火
煙
含

紅
袖
羞
人
出
未
堪

明
朝
被
酒
酔
顔
蔀

應
放
光
陰
少
選
貪

197菅
家
寒
食
賦
花
登
満
皇
州

寒

食

無

彊

閲

歳

華

風

光

藍

著

薙

州

花

錦

鞍

便

被

巡

街

馬

煙

靡

猶

蓋

入

内

車

睛

景

踏

青

應

邁

地

芳

時

侵

黒

欲

蹄

家

明

朝

更

満

春

遊

暇

却

恨

三

晨

少

廃

街

198
乞
滋
十
三
摘
茶

不
芳
外
出
好
居
家

見
我
銚
中
魚
失
眼

詩
行
許
摘
何
妨
決

庭
樹
近
来
春
欲
暮

積
善
家
門
見
好
男

春
風
繭
畝
紫
牙
含

鴻
鵠
雛
中
敷
欲
三

空
稲
了
了
蓋
難
堪

黄
昏
主
客
酔
相
従

片
石
低
時
春
伏
龍

庭
山
望
眼
是
千
条

何
必
醒
来
更
改
容

83
表
」

82
哀
」

82
表
」

81
裏
」

81
表
」

205
採
蘊
賓

201
及
第
作

秋
帳
収
螢
不
見
階

0
0身
上
生
光
影

春
天
射
鵠
箭
無
乖

合
浦
明
珠
透
出
懐

還
珠
自
効
珍

色
似
泣
鮫
人

空
涯
返
月
輪

隠
見
更
如
紳

嫌
貪
去
不
親

誰
踏
伯
周
塵

200省
試
賦
得
未
還
合
浦

大
守
施
廉
潔

光
非
懐
漢
女

藷
浦
還
星
質

行
蔵
猶
若
契

感
化
来
無
腟

希
哉
良
史
跡

202
省
試
珠
還
合
浦
詩

世

間

何

事

勝

腰

魚

麗

日

睛

光

及

第

初

宿

昔

賀

人

猶

不

信

今

朝

在

我

喜

歓

餘

203
重
陽
日
侍
宴
同
賦
黄
歿
花
欲
待
誰
應
製

離

畢

明

朝

重

九

来

女

華

含

咲

雨

便

催

紅

林

蓋

慮

曾

無

蓋

緑

某

類

時

猶

不

頬

漫

洗

地

精

含

作

蕊

鯰

祈

天

玉

詐

為

杯

黄

衿

侍

宴

恩

多

澤

應

似

菊

花

冒

雨

開

204
閏
十
二
月
作
簡
同
輩

暦

倍

尋

常

歳

晩

遅

却

知

三

百

六

旬

非

春

前

少

日

除

寒

氣

脹

後

冬

多

瞼

暖

薙

穂

欠

稽

氷

看

雪

滴

牙

撻

地

角

覺

陰

稀

若

赦

今

月

無

名

閏

應

是

黄

唸

解

舌

時

用
紳
為
韻

限
六
十
字

85
表
」

84
裏
」

84
表
」

83
裏
」
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187
八
月
十
五
夜
宴
各
言
志
探
一
字
得
亭

憐

月

情

多

暗

敷

蓑

逐

光

移

坐

最

西

亭

若

令

他

夕

如

今

夜

不

惜

明

朝

一

英

零

188
史
記
党
宴
詠
史
得
毛
逐

趙

勝

知

士

早

毛

逐

出

群

遅

客

舎

三

年

黙

荊

庭

一
旦
威

既

揮

昇

殿

剣

終

脱

慮

猫

錐

186喜
睛

近
日
天
顔
黒

巻
雲
雷
却
鼓

氣
散
山
初
見

陰
晴
綾
隔
夜

今
朝
日
脚
紅

除
謡
虎
輸
風

泥
軋
路
欲
通

蒙
昧
已
沖
融

185苦
雨

凌
秋
陰
一
月

環
堵
早
開
密

奔
波
沈
馬
腹

早
晩
披
天
見

梅
夏
雨
連
朝

営
街
命
繋
橋

0
水
没
人
腰

将
心
訴
九
香

遊
春
三
日
惜
芳
年

今
日
雨
中
楡
柳
樹

聞
道
元
由
綿
上
博

縦
雖
銀
過
不
成
煙

184菅
家
寒
食
第
三
晨
宴
遇
雨
同
賦
煙
字

景

遅

雲

含

暗

花

前

寒

食

情

来

獨

虐

憐

雖

賀

王

春

施

恵

澤

猶

嫌

微

雨

似

軽

煙

一
室
有
書
空
封
壁

只
思
維
菩
催
晨
漏

憫
恨
花
時
多
不
快

四
憐
無
燭
敢
倫
光

不
羨
鶯
暗
報
早
芳

何
営
得
意
穏
眠
床

78
裏
」

78
表
」

77
裏
」

77
表
」

194宰
予

一
十
哲
中
言
語
良

閑
筵
白
書
眠
迷
慮

193
黄
帝

黄
軒
代
遠
審
言
難

一
旦
騎
龍
天
上
去

一
千
年
外
徳
盤
長

夢
聰
阿
師
喩
糞
賭

制
依
車
輿
建
土
官

橋
山
〇
足
葬
衣
冠

189重
陽
日
登
高
望
大
宮
賜
詩
臣
菊
酒

敷

年

負

笈

惜

分

維

欲

進

春

場

娩

力

微

此

日

秋

男

辱

景

物

何

時

黒

客

列

朝

衣

宮

門

猶

未

飛

棲

入

小

阜

唯

應

落

帽

蹄

今

歳

重

陽

明

歳

到

後

来

菊

酒

酔

重

閑

190
賦
得
草
木
黄
落

衝
風
〇
雨

0
鋒
描

應
似
老
翁
衰
髪
斐

桑
林
且
霊
非
露
食

葵
蓋
莫
愁
逢
燥
氣

子
時
直
冷
然
院
秘
閣

禿
樹
課
叢
毎
日
催

不
同
年
少
酔
顔
類

荻
浦
初
空
是
雁
来

大
陽
有
意
照
寒
栽

191
同
高
少
史
傷
紀
秀
才

逝

水

手

流

不

再

廻

文

華

凋

落

登

重

開

為

君

泣

送

千

行

涙

莫

恨

泉

逢

作

雨

来

192
見
叩
頭
晶
自
述
寄
宗
先
生

値

物

叩

頭

琥

叩

頭

毎

思

避

害

猶

能

脩

須

央

挽

仰

知

心

切

良

久

博

来

見

血

流

應

似

乞

降

初

伏

罪

有

如

求

活

更

従

囚

寸

晶

猶

覺

金

義

六

尺

長

身

莫

自

由

寄
語
他
同
輩

如
何
目
撃
時

80
裏
」

80
表
」

79
裏
」

79
表
」
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179 175
上
苑
春
暮
酎
花
惜
別

上
苑
花
飛
日
半
暉
~
相
逢
相
別
幾
重
雲

一

心

諸

慮

難

随

去

分

付

春

風

吹

送

君

176
見
源
十
七
春
風
扇

0
和
詩

0
オ
華
日
新

何

虐

微

和

取

象

奢

春

〇

翰

墨

日

新

家

激

揚

學

海

金

波

潔

揚

動

詞

林

珠

樹

斜

逸

手

彿

成

陵

上

彩

纏

心

吹

括

筆

頭

花

聟

名

扇

蕩

因

風

騨

近

遠

吟

博

衆

口

謹

177
餞
鎮
西
安
明
府
鎮
東
藤
府
長
門
菅
太
守
之
任
探
得
遷
字

門

同

膠

漆

未

為

堅

不

覺

勤

王

外

秩

遷

七

道

民

貧

多

史

富

折

輯

蹄

自

敷

君

博

178甲
第
林
池

甲
第
林
池
得
地
安

堅

0
長
短
千
株
足

緑
陰
延
涼
浮
〇
腫

君
前
終
日
澄

0
0

174
酔
中
惜
花

風
花
庭
芳
暮
景
深

偏
消
妄
想
凋
何
事

此
曾
終
天
無
墜
地

勒
呑
寛
欄
寒

誰
人
疏
理
後
人
看

停
水
方
圏
敷
歩
寛

清
流
倒
〇
動
軒
欄

顧

0
0
0
 
0
歳
寒

春
花
幾
慮
恨
春
心

唯
有
添
杯
僑
柱
吟

花
開
花
落
似
巡
環

次
本
韻

173暮
春
花
下
奉
謝
諸
客
勧
酒
見
賀
仲
平
及
第

導

畢

門

庭

華

艶

非

蒙

君

潤

色

作

韮

吾

家

不

是

登

龍

種

何

花

時

雲

雨

園

呻

畔

”

雲

74
哀
」

74
表
」

＊
見
せ
消
「
欲
」
の
右
横
に
「
吹
」
と
あ
る
。

73
哀
」

73
表
」

183
和
文
十
三
春
夜
藷
次
韻

夜

長

易

藷

是

憂

長

非

獨

君

傷

我

亦

傷

四
海
開
元
聖
主
家

通
街
一
直
無
千
里

単
詠
瑣
枝
西
苑
客

嘗
初
感
事
無
人
識

180仲
春
秤
霙
聴
講
春
秋
賦
左
氏
艶
而
富

翫

鷺

春

講

獲

麟

章

酔

飽

官

蔚

閲

歳

芳

千

歳

文

華

奢

巻

軸

一

家

詞

玉

瞭

練

棚

看

来

更

認

開

珍

蔽

聴

得

初

知

向

艶

陽

賀
了
丘

明

還

恨

望

公

羊

無

貨

穀

梁

瘤

181歳
暮
詩

邁
歯
兼
霜
快

敷
悉
冥
闊
塊

幹
斗
炎
燃
幻

鳥
層
波
上
閣

臨
遠
籠
香
虎

〇
黄
封
雷
斐

蟄
雁
高
歿
律

雙
輪
潜
穀
輻

凍
烈
枯
桑
晩

既
居
生
品
貴

雨
都
天
下
惜
京
花

爽
路
三
春
満
百
花

競
攀
珠
樹
北
方
〇

時
見
離
宮
鎖
暮
霞

行
乾
不
得
魔

傾
墨
蓋
遺
暖

類
陰
吹
載
岐

花
綻
日
中
枝

水
堅
閉
澤
蜻

山
翠
結
雲
移

窮
絹
息
未
垂

二
御
秘
鍍
馳

天
厳
勁
竹
知

何
慮
芯
寒
儀

182十
二
月
十
五
日
夜
封
月

年

餘

半

月

月

初

圏

可

惜

窮

冬

三

五

天

面

痛

厳

風

嫌

扇

動

心

憂

邁

歳

怨

輪

旋

金

波

不

結

雲

端

注

玉

鏡

無

収

雪

裏

懸

子

時

偏

翫

凝

明

侵

戸

入

殷

勤

不

忍

擁

装

眠

76
裏
」

76
表
」

75盛」

75
表
」
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167仲
秋
秤
莫
聴
講
周
易

文

宣

未

説

薬

為

仙

恨

背

細

惟

執

諸

鞭

老

邁

蹄

田

知

不

晩

應

休

職

役

絶

章

編

寛
平
元
年
十
月
九
日
御
讀
周
易
三
年

六
月
十
三
日
講
畢
博
士
善
愛
成
把
巻
奉

授
別
駕
忠
臣
待
讀
都
讀
易
之
濫
態
若
此
九

流
之
書
則
如
百
川
之
興
巨
海
芙
易
之
通
照

若
比
五
経
之
鏡
則
如
衆
星
之
典
使
月
焉
我

后
帝
出
於
震
君
臨
子
人
以
為
自
我
草
味

垂
化
文
明
欲
令
天
下
蹄
大
〇
之
初
通
寂

然
之
理
於
是
有
勅
博
士
愛
成

0
其
玄
闊

別
駕
忠
臣
討
其
微
義
自
従
高
握
博
授
穎

達
正
義
百
家
鋒
起
未
有
今
日
之
盛
也
蓋

所
廣
先
王
之
赦
化
啓
後
生
之
耳
目
者
也
講

畢
溌
章
時
賜
曲
席
良
有
以
而
爾
焉
臣
質

同
萬
物
仰
観
飛
矢
之
龍
鱗
學
小
翼
俯

擬
漸
陸
之
鴻
翅
應
詔
仰
列
斐
然
之
志
也

自
披
聖
製
閲
義
文
大
易
幽
微
入
五
雲

玉

尺

短

長

唯

賓

登

者

亀

先

後

是

云

云

嫌

疑

誰

累

岐

頭

漬

交

卦

何

妨

隔

耳

聞

懸

象

瞬

眸

天

上

耀

遺

経

湛

鼻

閣

中

芸

166
七
夕
池
上
即
事

反

照

光

生

向

晩

麗

蜘

蛛

網

〇

浪

花

時

情

来

却

問

西

京

事

百

子

池

頭

五

色

絲

165
七
言
上
已
封
雨
翫
花
應
製
一
首

暗

来

暗

去

到

清

明

上

巳

春

光

費

眼

精

禁

樹

花

痕

微

雨

脚

宮

溝

水

剤

少

雪

啓

訃

棟

欲

起

添

裔

液

寒

草

應

蘇

見

挺

生

此

夕

更

知

皇

澤

遠

迎

朝

定

出

薬

園

行

70
表
」

69
裏
」

69
表
」

68哀」

168
七
言
重
陽
後
節
題
秋
叢
應
製
一
首

因

恭

東

日

拝

西

郊

寒

草

無

愁

霜

露

交

繭

仮

始

應

鳴

紫

玉

菊

粧

猶

未

綻

黄

抱

薇

蕪

枝

格

沙

晶

孔

腋

荻

〇

承

閣

鳳

巣

欲

勧

句

陳

留

退

客

泊

中

秋

景

不

堪

拗

170
七
言
就
花
枝
應
製
一
首

非

暖

非

寒

陪

月

硼

如

蜂

如

蝶

就

花

枝

風

課

香

雪

榮

細

閣

霜

撲

銀

堕

映

玉

后

半

綻

春

粧

應

製

斯

初

融

氷

銑

未

〇

淵

臨
時
欲
猷

0
0蓋
不

耐

銅

壺

夜

景

馳

171
七
言
三
日
同
賦
花
時
天
似
酔
應
製
一
首

春

風

何

虚

不

開

花

萬

井

皆

紅

映

九

霞

歩

暦

賑

難

如

酪

酎

廻

杓

指

顧

似

姿

娑

星

排

宿

酒

投

銀

棒

雲

出

絶

顔

破

碧

沙

此

日

鋒

雷

陪

曲

水

来

時

疑

是

乗

浮

査

172暮
春
宴
菅
尚
書
亭
同
賦
掃
庭
花
自
落
各
一
字

朝

来

尋

逐

見

花

顔

藷

日

芥

芳

比

日

還

一

座

無

言

春

寂

莫

満

庭

空

封

花

開

〇

因

花

命

酒

雨

無

問

花

酒

因

緑

不

等

閑

清

蓋

憐

看

遅

日

暮

恨

他

乗

酔

踏

花

還

家

風

届

興

好

風

還

一

慮

歓

遊

咲

破

顔

169花
前
有
惑

去
歳
落
花
今
歳
痰

年
年
花
痰
年
年
惜

天
時
明
雨
應
言
〇

六
十
年
来
知
命
遇

我
為
去
歳
惜
花
人

花
是
如
新
人
不
新

密
暦
通
三
莫
遵
唱

0
編
三
絶
為
仁
君

探
賜
交
字

得
還
字

72
裏
」

72
表
」

71
裏
」

71
表
」

70痰」
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159
潤
九
月
作

井
上
桐
圭
敷
片
留

凄
風
未
殺
林
池
色

秋
中
桂
景
四
回
投

更
惰
滑
生
一
月
徳

155奉
傷
致
仕
藤
御
史

通

儒

達

官

早

懸

車

五

百

年

生

八

十

餘

犯

主

逆

鱗

思

報

國

為

朝

骨

鰊

未

螢

居

眼

前

恩

少

蒲

輪

喚

身

後

功

多

竹

吊

書

此
日
詩
成
異
直
尖

0
0泉
底
付
江
魚

156
七
言
仲
秋
秤
葵
聴
講
周
易
賦
従
龍
一
首

曾

侍

細

帷

知

有

分

無

心

服

薬

入

仙

郡

鴫

鱈

暉

汀

婚

龍

未

得

昇

天

便

空

望

連

山

一

片

雲

157和
前
菅
囲
州
竹
奉
謝
源
納
言
詩
次
韻

風

竹

磐

臀

作

耳

准

中

台

愛

種

殿

前

欄

心

知

虚

往

為

庭

賓

節

酎

温

顔

帯

歳

寒

今
日
疎
籠
綾
敷
歩

他
時
蒲
瀧
幾
千
竿

樅

非

客

右

陪

梁

苑

吟

翫

清

陰

座

後

看

本
詩
有
梁
王
欲
識
孤
貞
節

節
諸
喚
相
如
雪
哀
呑
之
句

158
敬
和
源
十
七
奇
才
歩
月
詞
次
船

清

夜

徘

徊

白

玉

場

身

軽

目

極

砂

雲

郷

誤

行

積

雪

嫌

投

歩

疑

踏

睛

沙

恐

汚

光

平

0
0消
驚

委

浪

初

更

人

定

誇

降

霜

饒

君

早

歳

懐

明

月

随

唾

珠

成

吟

嘘

長

世
事
探
陽
焦
爛
期

暖
然
懐
裏
何
相
似

恨
来
曾
入
竹
陰
遅

笠
托
無
塵
櫛
沐
時

65
屈
」

65
表
」

64
裏
」

6
4
表
」

偏
目
景
物
遇
頬
年

夜
射
賓
鴻
半
月
弦

貞
松
託
意
可
知
堅

莫
問
榮
枯
屈
在
天

160後
九
日
到
菊
花

種
菊
不
同
凡
草
木

渾
天
星
隕
應
敷
地

皆
庭
池
之
即

事
也

陶
家
景
慕
白
衣
投

裏
留
心
此
晩
頭
〇

162秋
日
竹
日
懐
古

偏
稲
三
友
敷
君
須

冷
淡
氣
餘
賓
證
薄

貞
穿
霜
月
時
雖
有

愁
玩
類
同
今
懐
古

163晩
秋
景
物

何
虞
秋
深
不
得
憐

寒
穿
客
韮
長
風
箭

悴
柳
寄
身
雖
覺
〇

欲
将
時
事
徴
人
事

勒
秋
流
投
頭

重
陽
再
翫
一
年
秋

祭
水
踪
沈
欲
葵
流

桓
府
追
思
烏
帽
落

先
朝
後
日
猶
九
就

竹
下
賢
逢
谷
裏
愚

疎
籠
陰
遠
客
根
迂

吟
助
寒
風
傍
若
無

後
於
百
草
一
叢
狐

164感
喜
勅
賜
白
馬
因
上
呈
諸
侍
中

迫

風

篠

雪

四

蹄

開

曳

到

騰

醸

陽

不

才

嘗

日

乍

辟

華

廊

出

他

時

定

度

玉

闘

来

睛

行

花

逐

聰

毛

乱

夜

去

呈

閲

駿

目

廻

始

覺

齊

雲

應

易

踏

天

恩

已

許

騎

龍

媒

161林
池
晩
眺

勒
松
跛
鐘

花

明

水

激

有

風

松

過

耕

無

量

壽

佛

縦

千

時

蒋

閤

立

便

想

西

方

〇

妙

地

寄
住
此
地

諮
臀
時
和
晩
未
鐘

68
表
」

67
裏
」

67表」

66
表
」
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145
春
風
歌

風
為
琥
令
聞
先
訓

加
物
無
偏
又
無
窯

揺
揚
逐
日
従
箕
宿

就
裏
三
方
非
有
意

氷
池
貫
玉
宛
緑
酒

解
却
畜
懐
悔
只
妥

絲
相
線
饒
飛
歌
柑

臣
過
六
旬
陪
五
代

春
風
殊
合
照
寒
栽

八
韻
成
篇
陪
寛
平

二
年
内
宴
應
製
作

八
節
周
旋
皇
政
媒

施
人
如
雲
却
如
来

養
長
随
時
應
震
雷

只
須
珍
重
自
東
廻

律

0
吹
煽
擬
暖
灰

消
除
遺
恨
柳
眉
開

羅
袖
醗
鰈
彿
舞
蛋

臣
自
齋
衡
得

陪
内
宴

146
七
言
仲
春
繹
莫
聰
講
論
語
同
賦
為
政
以
徳
一
首

政

蹄

於

徳

徳

為

隣

猶

若

衆

星

洪

北

辰

今
日
紳
農
付
慮
廟
戸
蜘
岬
無
顔
拝
賞
孔
堂
春

147
拝
官
之
後
謝
努
問
者

苅

論

職

顕

典

オ

尖

自

悟

人

生

寵

辱

兼

濱

鐵

易

消

終

切

玉

砂

金

難

練

不

堪

堕

道

知

欲

進

翻

如

退

紳

覺

戯

盈

更

祗

謙

謝

遣

門

前

努

問

客

官

位

年

老

雨

無

嫌

148
三
月
三
日
侍
於
雅
院
賜
侍
臣
曲
水
之
飲
應
製

大

皇

歳

久

顎

良

辰

聖

主

初

臨

元

巳

新

宮

水

自

流

為

曲

洛

内

0
便
引
作
嘉
賓

提

壺

鳥

舌

催

呼

酒

帯

俊

花

心

笑

向

人

荘

斐

莫

嫌

漆

圏

史

匹

闘

疇

鰐

冠

明
時
還
侍
淀
熊
春

時
留
羽
駕
仙
人
過

何
必
乗
軒
終
表
質

日
長
精
神
道
士
瞭

願
従
君
子
得
無
厭

61
哀
」

61
表
」

60
裏
」

60
表
」

154
密
竹
有
清
陰

黄
昏
勝
地
始
陶
情

風
獨
松
杉
玉
診
墜

池
魚
厭
伏
易
驚
行

不
敢
崎
嘔
詮
逐
名

151
夏
日
竹
下
命

世

上

清

冷

風

竹

前

人

間

歓

築

酒

杯

仙

家

庭

養

緑

尋

常

酔

應

是

他

生

作

七

賢

149
賦
雨
中
櫻
花

櫻
開
何
事
租
無
倫

低
入
涼
中
江
濯
錦

呉
娃
洗
浴
顔
脂
澤

東
閣
経
年
為
老
樹

樅
雖
頸
領
誇
春
〇

春
字

半
是
雲
背
陶
染
頻

暖
霜
枝
上
火
燒
薪

詫
女
清
談
口
唾
津

祗
陪
東
閤
三
十

年
強

150
喜
勝
閤
梨
昇
法
橋

親

親

曾

恭

一

家

遊

道

鏡

初

看

寵

擢

優

飛

錫

斯

将

時

醒

酔

護

珠

休

興

世

浮

沈

四

流

共

鑑

星

中

月

五

溺

應

分

水

上

油

我

老

孔

門

無

頼

甚

尼

拘

林

下

謝

尼

丘

152池
樹
消
暑

赤
日
炎
天
憤
憑
盈

月
沈
禎
藻
銀
鉤
影

水
誘
念
浮
難
久
没

煩
襟
解
散
憑
恩
澤

153傷
左
尚
書

0
0
0厚
遇
時
頻

欲

0
0
0
0
0
0

毎
凋
魏
棘
千
年
慶

人
事
嫌
猜
應
莫
恨

言
寵
贈

之
厚
也

非
命
傾
祖
亦
有
因

0
先
朝
露

0
重
闇

不
謂
芭
蕉
一
束
身

紫
衣
金
印
九
泉
春

63
裏
」

63
表
」

62
裏
」

62
表
」
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139
秋
晴
勒
睛
行
囲
明

採
錢
風
斯
綜

落
〇
浪
汗
竹

透
簾
誇
離
帳

最
痰
施
屏
登

嘗
時
謳
蝶
子

月
宇
雲
飛
波

彫
庭
看
取
近

宴
歩
承
仙
履

繍
衣
驚
奉
使

接
影
瑶
階
合

黄
謹
推
暦
記

獨
餌
齊
三
秀

似
燒
任
冒
暑

樅
使
逢
流
火

重
榮
兼
綺
意

不
問
洲
頻
白

薔
薇
嫌
有
刺

比
喩
心
難
剛

乾
恩
廻
照
甚

文
綺
露
圃
章

通
明
眠
瑠
床

依
硼
助
華
堂

塵
除
出
簑
粧

毎
日
引
蜂
王

星
壇
醒
燎
芭

清
整
翫
来
長

｛
辰
居
襲
御
香

錦
服
念
蹄
郷

連
薙
官
帳
張

黄
謹
遣
憂
忘

債
憐
過
九
腸

欲
惨
未
残
霜

還
堪
送
迅
商

異
色
度
炎
涼

誰
占
縣
菊
黄

芍
薬
愧
無
光

吟
題
手
又
忙

傾
蓋
莫
季
陽

138
七
言
重
奉
題
禁
中
嬰
変
花
應
詔
一
首

仙

都

置

色

隔

消

晨

握

変

花

開

不

見

塵

蕊

帯

飛

丹

燒

有

火

葉

成

染

締

織

無

人

風

疑

孔

雀

揺

颯

捏

雨

怪

文

蛇

洗

落

鱗

應

是

星

宮

天

欲

曙

紅

霞

園

逸

紫

微

辰

137

射
竹
懐
古

後

生

暫

有

慰

先

魂

愁

玩

滝

時

不

及

門

封

竹

異

言

人

不

見

須

知

暗

裏

士

賢

存

57
表
」

56
裏
」

56
表
」

55
裏
」

秋
陰
過
雨
重
陽
到

草
木
好
営
清
書
一見

山
寄
遠
謡
残
虹
帯

可
惜
後
朝
難
侍
宴

明
朝
重
九
之
宴
也

140
七
言
九
日
侍
宴
同
賦
鐘
磐
應
霜
應
製
一
首

欲

識

二

危

露

結

光

初

聞

九

乳

響

含

涼

無

煎

更

怪

凝

凌

早

不

打

還

思

感

致

長

履

著

詩

家

朝

葛

履

眼

驚

仙

洞

暁

縄

床

唯

期

頭

戴

陽

薙

久

莫

用

宮

鐘

應

僣

霜

141
九
日
後
朝
同
賦
秋
字

何

時

飲

酒

不

消

憂

即

事

重

陽

是

躁

求

草

厭

後

朝

重

勧

酔

朝

朝

猶

酔

後

朝

秋

142
九
月
晦
日
各
分
一
字
得
迷

退

遣

不

息

又

棲

棲

風

轄

飛

蓬

客

意

迷

濯

岳

夜

来

應

穏

睡

過

無

復

雨

眉

低

〇

143冬
物
過
藤
波
州
翫
林
池
景
物
同
用
寒
字

秋

餘

五

日

送

時

難

超

逐

林

池

惜

歳

蘭

水

秤

帯

長

魚

撥

斯

霜

苔

錢

破

鳥

行

錢

泉

依

日

暮

人

琴

咽

樹

被

風

謳

客

葉

寒

蘭

敗

菊

苅

莫

憫

恨

先

候

遣

託

使

君

看

144
鶴
棲
松

千
年
松
奥
千
年
鶴

放
出
高
啓
青
露
遠

寒
深
園
雪
瞳
陰
厭

密
葉
怨
繁
疎
葉
就

蓼
廓
無
雲
四
望
晴

湖
洲
宜
上
白
沙
行

風
落
高
天
一
雁
臀

誰
家
籠
下
超
淵
明

尖
添
兼
占
瞭
厭

同
類
相
依
樹
抄
尖

助
来
幽
趣
翠
嵐
添

登
後
残
雲
蓋
影
兼

低
枝
嫌
短
上
枝
占

59
裏
」

59
表
」

58
裏
」

58
表
」

57
裏
」
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134

池
上
追
涼
勒
遊
煕
秋

未

須

遠

跡

放

山

遊

何

必

虚

心

押

海

鵡

應

尺

池

頭

相

要

曾

梅

蹂

半

夏

竹

風

秋

133 132

薬

種
薬
経
春
撲
地
上

人
来
接
學
應
驚
手

131 

田
氏
家
集
之
下

蒙
茸
彿
著
小
庭
榮

揚
把
巌
頭
吠
犬
磐

130

上
花
前
別
越
前
藤
司
馬

送

君

且

及

夕

陽

斜

為

是

江

湖

道

路

除

聞

導

越

州

多

勝

地

猶

應

愛

著

上

林

花

大
相
府
東
庭
貯
水
成
小
池
小
池
種

一
紫
藤
至
於
今
春
始
痰
花
房
酌
於

花
下
翫
以
賦
之
應
教

重

華

累

葉

種

相

依

池

上

新

開

映

晩

耀

料

量

紫

茸

花

下

蓋

家

香

更

作

國

香

飛

一

種

垂

藤

敷

尺

斜

雖

新

雖

藷

是

同

家

久

来

用

意

依

芳

蔭

不

向

人

間

詮

百

花

奉
酬
諮
州
菅
使
君
聞
群
臣
侍
内
宴
賦
花

鳥
共
逢
春
見
寄
什
次
韻

未

堪

芽

腹

應

綸

言

登

是

籠

禽

詩

思

温

南

郭

稿

株

初

著

艶

北

山

傷

雀

擬

酬

恩

君

魂

花

痰

馳

宮

腋

我

意

鵡

飛

到

海

門

可

惜

翰

華

兼

採

鳳

逢

春

不

得

共

林

園

52
裏
」

52
表
」

51
裏
」

51
表
」

136

五
言
禁
中
握
唆
花
詩
三
十
韻

器
変
一
名
巨
句
萎
子
頗
似
袈
因
名
握
袈
花

紅
紫
赤
又
有
濃
淡
春
末
初
痰
夏
中
最
盛

秋
冬
不
凋
業
績
聞
括
窯
文
園
顧
異
彩
同
絶

四
時
翫
好
蔽
蔀
可
愛
今
年
初
種
禁
籠
物
得

地
而
増
美
雖
有
敷
十
名
花
傍
若
無
色
香
耳

但
古
今
人
嘲
詠
知
少
蓋
此
花
生
大
山
川
谷

不
在
好
家
名
虚
不
亦
然
者
何
得
右
薔
薇
左

牡
丹
前
蘭
菊
後
萱
草
乎
花
亦
有
時
人
亦

有
時
人
臣
奉
勅
而
賦
之
前
修
之
未
能
去

焉
詩
曰

握
菱
花
非
一

蒜
苔
曾
結
蔭

諸
種
應
相
妬

敷
芥
新
禁
腋

春
揉
尖
葉
燥

晴
霞
初
寸
裁

脆
軟
紅
蘇
蒋

半
陰
榮
鳳
暑

坐
封
酪
顔
客

雨
添
深
茜
草

乍
財
舒
投
地

135 

移
栽
供
王
皇

蒲
文
敢
同
行

頻
芸
自
得
常

髪
化
藷
疎
荒

煙
含
細
葉
蔵

晩
謡
擬
分
将

敵
垂
蛾
紫
房

斜
景
射
虹
梁

行
暁
笑
瞼
娘

天
深
浅
蘇
芳

那
知
顧
曝
場

井
序

菅
讃
州
重
答
〇
詩
頻
叙
花
鳥
逢
春
之
意

四
月
晦
先
使
去
五
月
望
後
使
来
不
遠
千

里
交
馳
尺
題
更
亦
抽
懐
押
韻
報
上

演

波

縮

地

累

嘉

言

此

日

知

君

席

不

温

望

北

花

時

思

雪

唱

圏

南

天

外

患

皇

恩

梅

蹂

免

月

綾

盈

塊

海

騨

魚

書

再

到

門

不

晩

虎

符

還

象

魏

莫

能

勤

苦

憶

家

園

55
表
」

54
表
」

53
裏
」

53
表
」
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124

過
鵜
渭

河
出
源
慮
幾
雀
蒐

短
暑

一
朝
行
過
電

嵐
寒
山
業
排
紅
壁

路
次
層
盤
望
眼
廻

長
流
百
里
傍
聞
雷

浪
椴
石
林
登
漆
豪

珍
重
鹿
三
盆

従
今
慰
九
腸

118

奉
呈
野
秀
オ
詩
伯

闊

東

作

吏

愧

顕

愚

只

幸

高

オ

取

路

隅

村

落

不

知

詩

斐

玉

賤

言

濃

土

有

還

珠

120

奉
和
大
相
傷
桃
花
馬
次
本
韻

花

毛

行

彿

早

風

軽

穏

乗

佳

遊

夜

到

明

應

是

畜

生

知

放

死

君

便

不

忘

代

勢

情

121

奉
和
大
相
立
秋
日
感
涼
風
至
詩
次
押

秋

色

古

今

不

異

天

呉

江

季

末

少

人

憐

除

非

鮮

服

随

鱚

謄

自

外

紛

紛

俗

納

牽

122

和
藤
進
士
秋
日
過
関
門
問
美
州
風
俗
新
詩

自

分

元

知

命

在

天

彫

品

曾

未

學

烹

鮮

武

城

下

邑

牛

刀

鈍

何

用

無

才

報

有

年

来
章
有
秋
稼
吐

香
鮮
之
句
故
云123

和
藤
進
士
客
中
遇
雪
見
寄
次
領

闊

左

崎

嘔

廊

帝

難

孤

心

遇

雪

更

増

寒

郷

村

咲

我

巴

人

曲

慰

愧

高

オ

往

復

看

119

別
前
別
駕

昔
時
儒
館
恭

□

門

今

日

州

術

接

藷

恩

向

別

還

慰

無

効

力

唯

将

人

吏

得

攀
輯

次韻

48
裏
」

48
表
」

47
哀
」

47
表
」

125

街
後
晩
望
吟
懐

東

来

不

覺

換

炎

涼

晩

望

寒

陰

猶

自

傷

氷

合

弓

膠

堅

水

澤

年

随

箭

淵

促

時

光

昏

村

偏

賀

秋

状

稔

家

業

還

愁

學

孵

荒

外

吏

三

餘

無

暇

日

且

因

街

退

閲

詞

章

126

奉
轄
金
剛
般
若
経

丈

六

含

容

一

子

恩

衆

生

誰

不

頼

空

門

始

知

佛

母

應

尊

重

我

是

金

剛

般

若

孫

128

元
慶
七
年
冬
美
濃
大
雪
以
詩
記
之

坂

東

堺

首

路

猶

除

嵩

岳

寒

生

降

雪

奢

庭

望

玉

人

無

腟

到

林

知

瑛

樹

有

時

加

一

身

封

閣

多

隔

粉

四

面

看

山
幾
遺
沙

且

莫

誇

張

豊

歳

瑞

光

須

芳

問

老

簾

家

129

府
城
雪
後
作

濃
土
近
年
看
雪
少

怨
氷
敷
尺
莱
銀
穂

野
老
始
知
春
澳
沐

愚
蒙
未
得
推
天
意

今
冬
改
観
愛
州
彊

渓
水
横
分
乏
至
漿

農
夫
兄
導
歳
豊
穣

唯
愛
術
前
潔
臼
光

127

吟
白
舎
人
詩

坐

吟

訃

詠

翫

詩

媒

除

却

白

家

餘

不

能

唐
大
和
戌
申
年
白
舎
人
始

應
是
戊
申
年
有
子
有
男
子
甲
子
典
余
同

付
於
文
集
海
東
来

憫
恨
老
庸
田
別
駕

年
餘
知
命
不
看
来

50
哀
」

50
表
」

49
裏
」

49表
」
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113 

五
言
夏
夜
封
渤
海
客
同
賦
月
華
臨
浮
夜
詩

題
中
取
韻
限
六
十
字

半

破

銀

鍋

子

排

空

踵

日

車

営

天

猶

熱

苦

仲

夏

却

霜

華

溌

石

多

零

玉

通

林

砕

著

花

窓

疑

懸

瀑

布

庭

財

踏

晴

沙

昭

察

分

絲

髪

吟

看

謹

歯

牙

雨

郷

何

異

照

四

海

是

同

家

112

同
菅
侍
郎
酔
中
脱
衣
贈
装
大
使
次
韻

浅

深

紅

翠

自

裁

成

擬

別

交

親

贈

遠

情

此

物

呈

若

緑

底

事

他

時

引

領

暗

愁

生

〔
凡
例
〕

lll 

本
韻

110

過
装
大
使
房
同
賦
雨
後
熱

冒

熱

尋

来

逼

戸

帷

客

房

安

穏

雨

休

時

三

更

曾

面

應

重

得

四

海

交

心

難

再

期

不

是

少

郎

無

露

謄

偏

因

大

使

有

風

姿

他

郷

若

記

長

相

憶

莫

忘

今

宵

酔

解

眉

酬
装
大
使
答
詩

44
表」

43
裏」

一
、
丁
変
わ
り
を
1
表
」
、

1
裏
」
の
よ
う
に
記
す
。

二
、
底
本
の
異
体
・
略
体
字
の
類
は
原
則
と
し
て
本
字
な
い
し
通
行
の
旧
字
体
に
改
め
た
。

三
、
詩
題
に
は
通
し
番
号
を
付
し
た
。

四、

0
は
欠
字
を
あ
ら
わ
す
。

114

七
言
夏
夜
於
鴻
腿
館
餞
北
客
蹄
郷

一
首

遠

来

賓

館

接

歓

娯

旬

景

災

心

白

首

倶

行

李

礼

成

廻

節

信

扶

桑

恩

極

出

蓬

壺

此

香

促

膝

東

廊

底

明

日

違

顔

北

海

隅

邸
重
贈

0
無

異

物

唯

餘

泣

別

渦

中

珠

115

和
野
秀
才
叙
徳
吟
見
寄
依
本
詩
韻

和

葵

未

得

鼎

中

滋

恐

濯

銅

符

入

手

時

歓

課

農

桑

非

我

力

只

應

州

境

化

吟

詩

116

和
野
秀
才
見
寄
秋
日
感
懐
詩
同
抜
韻

才

拙

分

憂

幾

坐

馳

下

車

如

昨

隠

金

祇

昭

回

星

漢

天

難

瞭

暗

去

時

光

人

不

知

桂

鏡

月

明

飛

素

扇

荷

珠

風

撥

動

青

規

嘗

年

穀

轄

鴻

應

至

終

日
軸
行
鹿
未
随

緩

袴

毎

思

寒

北

報

節

簑

空

送

景

西

垂

勧

君

莫

用

求

栖

〇

息

我

去

棠

無

一

枝

117

和
野
秀
才
秋
夜
卯
事
見
寄
新
詩

秋

男

嫌

訃

床

更

漏

過

中

央

合

眼

夢

難

得

心

事

不

量

窓

風

牽

惑

結

庭

月

助

悲

浮

裡

密

初

繁

露

林

寒

未

督

霜

乱

縄

非

我

理

燥

氣

是

君

傷

厭

倦

衛

門

苦

逢

迎

上

國

良

賦

同
知
己
〇
岳
涌
岳
賦
秋
意
詩
和
起
予
商
卜
商
可
言
詩

吟

送

連

暗

書

投

来

幾

夜

光

促

略

行

馳

罷

残

燈

坐

嗚

長

惣
見
装
詩
逐
電
成

興
君
共
是
風
雲
曾

次
組

客
情
歓
慰
主
人
情

唯
契
深
交
送
一
生

46
裏」

46
表」

45
裏」

45
表」

44
裏」
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研究活動概要



発表した論文• 著者及び講演題目

（自1991年 9月，至1992年 9月）

183 

論文題目又は著者名 著 者 発表した誌名（巻号 ・年月）

ダウス形横流水車の翼性能推算法に関す

る実験的考察

高松康生，（古川明徳）

（竹之内和樹），（大熊九州男）

日本機械学会論文集 平成 3年 9月

B編57巻541号

遠心ポンプの羽根車内の気液二相流解析 （古川明徳），（佐藤紳二） 九州大学工学集報第65 平成 4年 1月

に関する基礎的考察 高松康生 巻第 1号

Studies on Cavitation Occurring on Y.Takamatsu , (A.Furukawa) JSME International 平成 4年 2月

the Runnur Blade of a Darr ieus-Type (K.Okuma), (K.Takenouchi) J ourna I, Series II 

Cross Flow Water Turbine (T.Sasaki ), (G.H.Zhao) Vol. 35, No 1 

An Approximate Method for Estimat- (A.Furukawa), (K.Takenouchi) Memoirs of the Fu — 平成 4年6月

ing the Blade Performance of Darrieu (K.Okuma), Y.Takamatsu 

Darrieus-Type Cross Flow Water 

Turbines 

culty of Engineering, 

Kyushu University 

羽根付ぎデイフユーザと短翼羽根車を持 （古川明徳），（樋口恵浩） 九州大学工学集報

つ遠心ポンプの気液二相流性能試験 （国武紀文），（佐藤紳二） 第65巻 3号

高松康生

平成 4年6月

TおよびY形管における単相流の分岐損 猿渡真一， 河村英司 有明高専紀要第28号平成3年 1月

失係数と流量配分

A Motion Control of Omnidirectional Y.Kawasaki , (Z.Iwai ) Proceedings of KACC 平成 3年10月

Automated Guided Vehicle S.Ha ramaki'91  (K orean Automatic 

Control Conference) 

無経路誘導方式に基づく全方向移動可能 川崎義則，（岩井善太） 日本機械学会論文集C 平成 3年12月

な無人搬送車の非干渉ロバスト適応制御 原横真也 編第57巻第54号

Heat-Transfer Characteristics in (H.lmura ) , M. Yoshida Heat Traasfer Jap- 平成 3年12月

Two-Phase Double -Tube Thermosi- anese Research Vol. 20 

phons No. 8 

金型実時間加工用数値制御システムの開 （鈴木 裕），（黒田 豊） 精密工学会誌 Vol.57 平成 3年12月

発（第 4報）ー自動荒取り機能開発ー （坂本正史）， 原横真也 No 12 

色による電気絶縁材料の劣化判定につい 須藤修一， 塚本俊介 有明高専紀要第28号平成 4年 1月

て(II)ーエボキシ樹脂を用いた絶縁監視

用測色センサーの開発一



184 

アモルファス磁歪線に おける磁気弾性波 小沢 賢 治 有明高専紀要第28号 平成 4年1月

の励振・検出に対するねじり 熱処理の影

響

エ ンジニアリングワー クス テイシ ョンを 松 野了 二，（本田博 敬） 有明高専紀要 第28号 平 成4年1月

用いた アセ ンブリ言語教育シス テム（マ （前原典明）， （松下 稔）

ルチウイ ンドウシス テムヘの対応）

Static and Dynamic Characteristics (T.Ninomiya) , (N.Matsumoto) IEICE Trans. Vol. E74, 平成 3年12月

of Zero-Voltage-Switched Half-Bridge M.Nakahara , (K.Harada) No 12 

With PWIM Control 

A General Computer Algorithm For 

Analysis of Switching Converters 

M.Nakahara , (T.Ninomiya ) IEEE PESC'92 

Record, 

平成 4年1月

高電界下で蒸着 したVDF/TrFE共重合 永守知見 ，（堀内 俊寿） 有明高専紀要第28号平成4年1月

体超薄膜の誘電率およびD-E測定 （原 一広），（松重 和 美）

Dielectric and D-E Measurements for T.Nagamori , (T.Horiuchi ) Reports on Progress 平成 3年11月

Ultra Thin VDF/TrFE Copolymer (K.Hara ), (K.Matsushige) in Polymer Physics in 

Films Evaporated under High Electric 

Field 

Japan Vol. 34 

Dielectric and Ferroelectric Hysteresis T. 油gamori , (T.Horiuchi) Japanese Journal of 平成 4年5月

Loop Measurements for Ultrathin (K. Hara ), (K.Matsushige) Applied Physics 

VDF/TrFE Copolymer Fihns Evaporated 

Under Electric Field 

MMSとコンパニオンスタンダード 瀬々浩俊 CIM技術大系『工場自 平成 3年11月

動化事典〔下巻〕 ーシス

テム技術編』第 5章第

4節 （株）フジテクノシ

ステム

高速渦輪の運動と衝撃波 簑田登世子 衝撃波シンポジウム講平成 4年1月

演論文集

シリコ ン ・エ ピタ キシャル ・ウエーハを 中村俊三郎 ，（篠 崎 文重） 有明高専紀要 第28号 平 成 4年1月

用いたシ ョッ トキー・ ダイオ ー ド

翻訳支援のための類似用例の実験的検索 （隅田英一郎）， 堤 豊 電子情報通信学会論文 平成 3年10月

法 誌 D-2 

言語教育のためのエデイタ 堤 豊 有明高専紀要第28号 平 成 4年 1月

汎用計算機における電子メ ール シス テム 堤 豊， 山下 巌 有明高専紀要第28号平成 4年1月

の試作
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多項式屈折率分布をもつ光ファイバの導 （生野浩正）， 森紳太朗 電子情報通信学会論文平成 4年6月

波モードが満足するスカラ波動方程式の （矢田 架） 誌 Vol.J75-C-I No. 6 

一様漸近解とその誤差

多項式屈折率分布をもつ光ファイバの導 （生野浩正）， 森紳太朗 電子情報通信学会論文平成 4年6月

波モードが満足するベクトル波動方程式 （矢田 架） 誌 Vol.J75-C-I No. 6 

の一様漸近解析

混合希釈剤を用いた多孔質セルロース大 松本和秋，（村上良一） 日本化学会誌 No.3 平成 4年3月

型球状粒子の製造と性質 （本里義明）

へチマ球状粒子の調製とその水系ゲル浸 （本里義明），（村上良一） 日本化学会誌 No.8 平成 4年8月

透クロマトグラフィー特性 （太田秀志），（富崎泰浩）

（乎川一成），松本和秋

炭酸マンガンと各種リチウム物との加熱 宮 本 信 明 ，（内藤英寿） 電気化学第59巻第11 平成 3年11月

処理によるリチウムニ次電池用正極活物 （竹島幸一） 号

質の合成

炭酸マンガンと各種リチウム化合物の加 宮本信明，（竹島幸一） 電気化学第60巻第 2 平成 4年2月

熱処理物を正極活物質として用いたリチ （内藤英寿） 号学会

ウムニ次電池特性

Phase Diagram of Poly (4-hydorox- S.Himuro Rept. Progr. Polym. 平成 3年10月

styrene) Solution Phys. Japan Vol.34 

Flourescence Spectra of Poly (4- S.Himuro , (N.Sakamoto) Rept Progr. Polym. 平成 3年10月

hydroxystyrene) Solution (S.Arichi) Phys. Japan Vol. 34 

二，三の蛍光性色素を用いる界面活性剤 正留 隆，（大浦博樹） 有明高専紀要第28号 平 成 4年1月

の蛍光光度定量 （石橋信彦）

ミクローHPLC用微小イオン電極検出器 正留 隆，（今任稔彦） ・有明高専紀要第28号 平 成 4年 1月

の試作 （石橋信彦）

Contribution of Plasticizer to Response T.Masadome , (S. Wakida) Analytical Sciences 平成 4年2月

of Surfactant-Selective Plasticized (Y.Kawabata), (T.Imato) 8巻 1号

Poly (rinyl Chloride) Membrane (N.Ishibashi) 

Electrode by Using Ion-Sensitive 

Field-Effect Transistor 

イオン交換体を添加しない可塑化ポリ塩 正留 隆，（楊 継光） 分折化学 41巻 5号 平成 4年5月

化ビニル膜型電極の陰イオンに対する応 （今任稔彦），（石橋信彦）

答性

ヨーロッパの医療と病院建築を訪ねて 新谷怪一 有明高専紀要第28号平成 4年 1月

その 2 オランダ
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吊屋根の空力弾性振動に関する基礎的研 三宅昭春，（吉村 健） 日本建築学会構造系論平成 4年8月

究 文報告集第438号

環境知覚実験室の音響特性 （矢野 隆），（小林朝人） 熊本大学工学部研究報平成 3年11月

山下俊雄，（井手孝治） 告第40巻第 3号

大牟田市における高齢者の住宅・ 生活環 北岡敏郎 有明高専紀要第28号 平 成4年1月

境に関する研究(1)

An Assesment of Accuracy in Elastic S. Uehara Research Reports of 平成 4年1月

Analysis of Plane Stress Problems 

Using Rigid Bodies-Spring Models 

A Proposal of a Technique for Elasto- S. Uehara 

Plastic Analysis by Rigid Bodies-Spring 

Model Method 

A New Method for Analysis of Reinfor- S. Uehara 

ced Concrete Frame Structures Using 

Rigid Bodies-Spring Models 

滋賀県における中世本殿の手挟について 松岡嵩弘

Ariake National College 

of Technology No. 28 

Research Reports of 平成 4年 1月

Ariake National College 

of Technology No. 28 

Research Reports of 平成 4年1月

Ariake National College 

of Technology No. 28 

有明高専紀要第28号 平 成 4年1月

Forier Transform IR Study on Struct- K.Ishizaki , (T.Horiuchi) Thin Solid Fihns 214 平成 4年

ural evaluation of evaporated organic (K.Matsushige) 

thin fihns Part l. Changes in Moleculer 

eventation of n-Paraffins by heat Treatnent 

本校成績処理システムの改良 坂西文俊， 山下 巌 有明高専紀要第28号平成4年 1月

前川久美子

Velocity Profile of a Boundary Jet in I.Yamashita , (M.Takematsu) Reports of Research 平成 4年2月

a Rotating Fluid Institute for Applied 

Mechanics Kyushu 

University Vol. XX XVIII, 

No. 109 

Al-5 .Oat%Mg固溶硬化合金の高温にお 宮川英明，（吉武秀介） 日本金属学会誌第55 平成 3年9月

ける変形応力の変形経路依存性とその予 （中島英治），（吉永日出男） 巻 9号

測

固溶硬化合金の高温変形応力予測法の比 宮川英明，（中島英治） 九州大学大学院総合理平成 4年 3月

較検討 （吉永日出男） 工学研究科報告 第13

巻 4号

固溶硬化合金における高温変形挙動予測 宮川英明，（中島英治） 日本金属学会誌第56 平成 4年5月

法の実験的研究 （吉永日出男） 巻 5号
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美の絆ー近代我の源を求めて（完）一 松尾保男 有明高専紀要第28号 平 成 4年 1月

本校新入生の体カ・運動能力調査(ID) 仁田原元， 塚本邦重 有明高専紀要第28号平成4年 1月

井上仁志

長崎県島原市松平文庫蔵『田氏家集』一 焼山廣志 有明高専紀要第28号平成4年 1月

翻刻（その 1)-

高専における国語教育の取り組みースピ 焼山廣志 「高専教育」 15号 平成 4年 1月

ーチ実践を通じての読書指導の一試論

（その 1)-

高専における国語教育の取り組みースピ 焼山廣志 「国語フォーラム」No. 平成 4年 6月

ーチ実践を通じての読書指導（その 2)- 66 

菅原道真の詩に投影された「白氏文集」 焼山廣志 「国語国文学研究」第 平成 4年 9月

（その 9)-「送春」の詩をめぐって一 28号

「第一次大戦前イギリスにおける失業問 高田 実 『歴史』 第77輯 平成 3年9月

題と統一党」

立原道造「のちのおもひに」解説（『日本の 岩本晃代 桜楓社 平成 4年 1月

詩ー近代から現代ヘー』所収）

く紹介〉西田良子編『宮沢賢治を読む』 岩本晃代 「国語国文学研究」第 平成 4年 9月

28号

高次のスピン間相互作用を含む軸性次隣 （井戸垣俊弘）， 村岡良紀 九大工学集報第64巻 平 成 3年12月

接イジングモデル （瓜生典清） 第 6号

Aspects and Present Participle 三戸健司 有明高専紀要第28号 平 成 4年 1月

（注） ・氏名欄（ ）は学外者を示す

講演題目 氏 名 発表した学会・講演会名 年・月

気液二相流遠心ポンプの低水流量域にお （古川明徳），（佐藤紳二） 日本機械学会第69期全 平成 3年10月

ける揚水性能の改善について （北田敏夫）， 高松康生 国大会講演会

羽根付きデイフユーザと短翼羽根車を持 （古川明徳），（樋口恵浩） 日本機械学会第69期通 平成 4年 4月

つ遠心ポンプの気液二相流性能試験 （国武紀文），（佐藤紳二） 常総会講演会

高松康生

ヘリカル・インデユーサの翼長さと脈動 （石坂公一），（草場 智） 日本機械学会九州支部 平成 4年 7月

キャビテーションに関する実験的研究 高松康生，（ 古 川 明 徳 ） 大分地方講演会

（東 博文）
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ダリウス形横流水車のランナ形状と回転 （古川明徳），（大熊九州男） 日本機械学会九州支部 平成 4年7月

損失トルクの低減に関する実験 （瀬尾直紀）， 高松康生 大分地方講演会

遠心ポンプ羽根車の羽根角が気液二相流 （古川明徳），（佐藤紳二） 日本機械学会流体工学 平成 4年8月

性能に及ぼす影響 高松康生 部門講演会

Optimum Design of the Darrieus-Type (AFurukawa), Y.Takamatsu The 2nd World Renew-平成 4年9月

Cross Flow Water Turbine for Low (K. Okuma ) , (K. Takenouchi) able Energy Congress, 

Water Power Reading, U. K. 

管内気泡流の流動パラメータに及ぼす気 猿渡真一，（佐藤泰生） 日本機械学会九州支部 平成 3年11月

泡のかく乱効果 ・中国四国支部合同企

画熊本地方講演会

無人搬送車の適応制御 川 崎 義則 ，（岩井善太） 日本機械学会九州支部 平成 3年11月

原横真也 ・中国四国支部合同企

画熊本地方講演会

二相二重管熱サイホン内の伝熱特性に及 吉田正道，（井村英昭） 日本機械学会熊本地方 平成 3年11月

ぼすサブクール度の影響 講演会

The Visual Observation of the Flow (H.Imura ) , M. Yoshida 8th Int. Heat Pipe Con£., 平成 4年9月

Patterns in Two-Phase Single-and (S. Ippohshi) Beijing China 

Double-Tube Thermosyphons 

熱間鍛造型の熱負荷解析 (? 齊木弘行），（坂本英俊） 日本機械学会熊本地方 平成 3年11月

（丸茂康男）， 南 明宏 講演会

CAM内蔵型CNCの開発（第 1報）ーシス （鈴木 裕），原横真也 精密工学会春季大会 平成 4年3月

テムの基本構成について一 （是沢宏之）

CAM内蔵型CNCの開発（第2報）一CAM （鈴木 裕），（是沢宏之） 精密工学会春季大会 平成 4年3月

機能とサーボ処理系について一 原横真也

CAM内蔵型CNCの開発（第3報）ー5軸 （鈴木 裕），（桑野正義） 精密工学会春季大会 平成 4年3月

用荒加工機能について一 原横真也

形状可変工具による金型磨きに関する研 （鈴木 裕）， 田口紘一 精密工学会春季大会 平成 4年3月

究ー形状可変工具の開発と基本性能一 原横真也

トランスピュータのFA技術への応用 原横真也 イイズカFA・精密技術 平成 4年4月

研究会

測色法による電気絶縁材料の劣化判定 塚本俊介，須藤修一 平成 3年度電気関係学平成 3年10月

（坂 典行），（森 克之） 会九州支部連合大会No

（芳賀義昭） 628 
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スイッチング電源解析アルゴリズムの改 中原正俊，（二宮 保） 電気関係学会九州支部 平成 3年10月

善について 連合大会 No.210 

ZVS・PWMハーフブリッヂコンバータの （二宮 保），（松本規夫） 電子情報通信学会技術 平成 3年12月

動作特性解析 （原田耕介）， 中原正俊 研究報告PE91-48 

非接触電極法による有機分子薄膜の誘電 永守知見，（吉田郵司） 第52回応用物理学会学平成 3年10月

率およびD-E測定 （堀内俊寿），（原 ー広） 術講演会

（松重和美）

非接触電極法による有機分子薄膜の誘電 永守知見，（吉田郵司） 応用物理学会九州支部 平成 3年12月

率およびD-E測定 （堀内俊寿），（原 ー広） 講演会

（松重和美）

蒸着時電場印加による強誘電性高分子P （吉田郵司），（堀内俊寿） 第53回応用物理学会学 平成 4年9月

(VDF-TrFE)蒸着膜の構造 （松重和美），永守知見 術講演会

高速渦輪の運動と衝撃波 簑田登世子 衝撃波シンポジウム 平成 4年 1月

高速渦輪と衝撃波の相互作用 簑田登世子 第47回日本物理学会年平成 4年3月

会

渦輪の斜め衝突と音波の励起（渦線の再 簑田登世子，（神部 勉） 第 3回計算流体シンポ平成 4年 7月

結合と音の信号） （高岡正憲） ジウム

情報専門学科のコマキュラムのための日 （牛島和夫），（菅沼 明） 情報処理学会コンピュ 平成 3年12月

本語テキスト処理環境の整備 （日高 達），堤 豊 ータと教育シンポジウ

ム

二文字間の連接を利用したかな漢字変換 堤 豊，（下園幸一） 情報処理学会第44回全 平成 4年3月

用辞書 （菅沼 明），（中島和夫） 国大会

二価マンガン塩からのリチウムニ次電用 宮本信明，（堀口晋ー） 電気化学協会第59回大平成 4年4月

正極活物質の合成とその電池特性 （野澤智司） 会

ポリ (4ーヒドロキシスチレン）とポリ 氷室昭三，（有 地 鎮雄） 第41回高分子学会年次 平成 4年5月

(4 -アセトキシスチレン）の相溶性 （坂本範行） 大会

可塑化PVC膜型界面活性剤電極の応答に 正留 隆，（脇田慎一） 日本分析化学会第40年 平 成 3年11月

おける可塑剤の効果のISFETによる検討（川 畑祐司），（今任稔彦） 会

（石橋信彦）

電界効果トランジスターを用いる可塑化 正留 隆，（脇田慎一） イオン選択性電極シン 平成 4年2月

PVC膜型界面活性剤電極の応答機構の検 （川 畑祐司），（今任稔彦） ポジウム

討 （石橋信彦）
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可塑化PVC膜型電極検出器を用いる界面 正 留 隆，（今任稔彦） 第16回フローインジェ 平成 4年7月

活性剤のフローインジェクション分析 （石橋信彦） クション分析講演会

北海道と九州における道路交通騒音に関 （矢野 隆）， 山下俊雄 日本建築学会大会学術 平成 3年9月

する社会調査ー 1 （泉 清人），（小林朝人） 講演梗概集

北海道と九州における道路交通騒音に関 山下俊雄，（矢野 隆） 日本建築学会大会学術平成 3年9月

する社会調査ー 2 （泉 清人），（小林朝人） 講演梗概集

道路交通騒音に関する住民反応の地域比 （泉 清人），（矢野 隆） 日本建築学会大会学術平成 3年9月

較研究(1) 山下俊雄 講演梗概集

Comparison of Community Response (T. Yano ), T.Yamashita Inter-Nose'91 The 平成 3年12月

to Read Traffic Noise in Warmer and (K. Izumi ） Costs of Noise Vol.2 

Colder Areas in Japan Sydney Australia 2nd 

-4th 

北海道と九州における道路交通騒音に関 山下俊雄，（矢野 隆） 日本音響学会騒音研究平成 4年1月

する社会調査 （泉 清人） 会資料資料番号N-92-03

道路交通騒音に対する住民反応について 山下俊雄，（矢野 隆） 日本建築学会九州支部 平成 4年3月

ー北海道と九州の比較（その 1調査の概 （新名雅文），（泉 清人） 研究報告第33号2

要と数量化理論による分析） （小林朝人）

道路交通騒音に対する住民反応について （矢野 隆）， 山下俊雄 日本建築学会九州支部 平成 4年3月

ー北海道と九州の比較（その 2 パス解析 （新名 雅文），（泉 清人） 研究報告第33号2

による分析） （小林朝人）

北海道と九州の戸建て住宅の遮音性能と （矢野 隆）， 山下俊雄 日本建築学会九州支部 平成 4年3月

道路交通騒音に対する社会反応への影響 （中野 互），（佐藤哲身） 研究報告第33号2

熊本大学環境知覚実験室の音響特性 （小林朝人），（矢野 隆） 日本建築学会九州支部 平成 4年3月

山下俊雄 研究報告第33号2

玉名市民図書館の利用形態と利用圏域 北 岡 敏 郎 ， （青木正夫） 日本建築学会大会学術 平成 3年9月

地方都市における公共図書館の設置計画 （船越正啓），（高松寛典） 講演梗概集（東北）

に関する研究（その 4)

全国の公共図書館のサービス・利用水準 北岡敏郎，（青木 正夫） 日本建築学会大会学術 平成 4年8月

地方都市における公共図書館の設置計画 （船越 正啓），（牧 敦司） 講演梗概集（新潟）

に関する研究（その 5)

大牟田市の移動図書館について （牧 敦司），北岡敏郎 日本建築学会大会学術 平成 4年8月

地方都市における公共図書館の設置計画 （青木正夫），（船越正啓） 講演梗概集（新潟）

に関する研究（その 6)



191 

出雲大社の御向社・筑紫社・天前社につ 松岡高弘 日本建築学会九州支部 平成 4年 3月

いてー大社造の建築的研究その 9- 研究報告33号

強誘電性高分子蒸着薄膜のFT-IRによる 石崎勝典，（堀内俊寿） 第52回応用物理学会学平成 3年10月

構造及び分子配向評価 （松重和美） 術講演会

FT-IRによる強誘電性有機超薄膜の相転 石崎勝典，（堀内俊寿） 平成 3年度応用物理学平成 3年12月

移及び分子配向評価 （松重和美） 会九州支部講演会

Ai-Mg固溶硬化合金の高温変形応力の変 宮 川 英明，（吉武秀介） 日本金属学会秋季第平成 2年10月

形経路依存性 （中島英治），（吉永日出男） 107回全国大会

Fe-3.5at%Mo固溶硬化合金における高 （岡崎俊宏），（森川龍哉） 日本金属学会九州支平成 3年 6月

温変形応力の変形経路依存性 宮 川 英 明 ，（中島英治） 部第72回学術講演会

（吉永日出男）

固溶硬化合金の高温における変形応力の 宮川英明，（中島英治） 日本金属学会第 5回高 平成 3年7月

変形経路依存性とその予測 （吉永日出男） 温強化研究集会

固溶硬化合金の高温における変形応力の 宮 川 英 明 ，（中島英治） 日本鉄鋼協会 平成 3年8月

変形経路依存性とその予測 （吉永日出男）

固溶硬化合金の高温における変形応力の 宮 川英明，（中島英治） 日本金属学会秋季第平成 3年10月

変形経路依存性とその予測 （吉永日出男） 109回全国大会

Al-Mg固溶硬化合金の高温における変形 宮 川英明，（中島英治） 軽金属学会第82回春平成4年 5月

応力の予測 （吉永日出男） 期大会

固溶硬化と分散強化力屯豆合した合金の高 宮 川英明，（中島英治） 日本金属学会分科会「高平成 4年8月

温変形挙動の予測 （吉永日出男） 温における力学的挙動」

シンポジウム

Fe-3. 5at%Mo固溶硬化合金における高 （森 川龍哉）， （岡崎俊宏） 日本金属学会分科会「高平成 4年8月

温変形応力の変形履歴依存性とその予測 宮 川英明， （ 中 島 英 治） 温における力学的挙動J

（吉永日出男） シンポジウム

PostScriptによるXウイ ンドウヘの図形 河村豊実，（古川善吾） 電気関係学会九州支部 平成 3年10月

表示について （牛島和夫） 連合会大会

元積の詩と菅原道真の詩についての一考 焼山廣志 熊本・大学国語国文学 平成 3年12月

声✓T、 会

日本古代の漢詩人（平安朝の漢詩人）一菅 焼山廣志 大牟田市教育委員会吉平成 4年 3月

原道真の作品鑑賞一 野地区合歓会自主婦人

学級
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漢詩の基礎研究ー音韻から見る漢詩ー 焼山廣志

内容から見る漢詩ー菅原道真の漢詩に投 焼山廣志

影されている 中国の古典，詩文集の考察

（その 1)-

内容から見る漢詩ー菅原道真の漢詩に投 焼山廣志

影されている 中国の古典，詩文集の考察

（その 2)-

北原白秋ー『思ひ出』を中心に一 岩本晃代

蔵原伸二郎 岩本晃代

三好達治・丸山 蕉 岩本晃代

A Computationl Approach to the Language田畑智司

of Dickens'Christmas Books 

The Language of Dickens:A Computer — 田畑智司

Assisted Study of Oliver Twist, 

Christmas Books, and Edwin Drood 

スリーサイト・フォースピン相互作用を 村岡良紀，（井戸垣俊弘）

もつ競合Isingスピン系Il （瓜生典清）

高次のスピン間相互作用を含むANNNI （落合道夫），村岡良紀

モデルI.分子場理論によるアプローチ （井戸垣俊弘），（瓜生典清）

高次のスピン間相互作用を含むANNNI 村岡良紀， （井戸垣俊弘）

モデルII.モンテカルロシュミレーション （瓜生典清）

ANNNIモデルのモ ンテカルロシュミレー 村岡良紀，（落合道夫）

ション （井戸垣俊弘），（瓜生典清）

高次のスピン間相互作用を含むANNNI (落合道夫）， 村岡良紀

モデルの磁気相図 （井戸垣俊弘），（瓜生典清）

大牟田市教育委員会吉平成 4年 9月

野地区合歓会自主婦人

学級

大牟田市教育委員会吉平成 4年9月

野地区合歓会自主婦人

学級

大牟田市教育委員会吉平成 4年9月

野地区合歓会自主婦人

学級

熊本県教育委員会主催 平成 3年10月

長寿学園

熊本県教育委員会立催平成 3年11月

長寿学園

熊本県教育委員会主催 平成 4年7月

長寿学園

日本英文学会第44回九平成 3年10月

州支部大会

近代英語協会第 9回大平成 4年 5月

会

日本物理学会第46回年平成 3年9月

ノ云＼ 

第97回日本物理学会九州平成 3年11月

州支部例会

第97回日本物理学会九平成 3年11月

州支部例会

日本物理学会第47回年平成 4年3月

会

日本物理学会第47回年平成 4年3月

会

（注） ・氏名欄（ ）は学外者を示す



193 

【特定研究】

年度 研究題目 学科 研究者名 金額

平成 4年度 無経路誘導方式に基づく全方向移動無 機械工学科 川崎義則，原横真也 3,900,000 

人搬送車の開発に関する研究 電気工学科 近藤誠四郎

平成 3年度 曲がり穴の測定法・装置の開発 機械工学科 田 口 紘 一 ， 原 横 真 也 5,580,000 

明石剛二

電気工学科 松野了二， 近藤誠四郎

【重点領域研究】

年度 研究題目 学科 研究者名

平成 3年度 高速渦輪による衝撃波発生とその放射電子情報工学科 簑田登世子

金額

1,700,000 

音

【総合研究 (A)】

年度 研究題目 学科 研究者名

平成 3年度 PC斜張橋の耐風性に関する総合的研究‘建築学科～ 三宅昭春

究 研究代表者九州大学（中村泰治）

ほか 5名

金額

3, soo, o・oo 

【一般研究】

年度 研究題目 学科 研究者名 金額

平成 4年度 非接触電極法による有機分子薄膜の誘 電気工学科

電率およびD-E測定

永守知見 1,300,000 

石崎勝典（共同研究者）

平成 4年度機械翻訳のための対訳文データベース 電子情報工学科 堤

からの意訳文の抽出に関する研究

豊 900,000 

平成 3年度 ポリ (4-ヒドロキシスチレン）溶液の工業化学科

相分離機構

氷室昭三 900,000 

【試験研究】

年度 研究題目 学科 研究者名 金額

平成 3年度 ダリウス形横流水車による超低落水力 校長

利用システムの開発

高松康生，（古川明徳） 2,000,000 

（高原久定）
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【内地・外地研究］

年度 研究題目 学科 研究者名 留学先

平成 3年 度 パ ソ コ ン による外国人のための日本語電子情報工学科堤 豊九州大学工学部

教育支援システム

平成 3年度 道路交通騒音に対する社会反応の地域建築学科 山下俊雄熊本大学工学部

比較研究

平成 3年度海外研修 建築学科 上原修一米国Indiana州Purdue大学

【奨学寄付金】

年度 研究題目 研究者名 金額 寄付者名

平成 3年度 「エ具先端制御による高精度

学科

機械工学科 田口紘ー 1,000,000 吉田学術教育振興

深穴あけ加工法の開発」 会

平成 4年度 「曲がり穴制御深穴加工法の 機械工学科 田口紘ー 1,500,000 工作機械技術振興

開発」 財団

平成 4年度 電気絶縁材料の劣化度判定に関する研電気工学科 須藤修一 300,000 (株）安川電機

究

平成 3年度 パソコンによるスイッチング電源 電気工学科

CAD解析

平成 4年度 亜熱帯地域の住環境に関する社会調査建築学科

［各種委員】

年度 委員名

平成 2-3 「大牟田・長i1'1、1地域加速的技術開発

年度 支援事業推進委員会」委員

平成 2~4 精機学会九州支部商議員

年度

平成4年度 「荒尾市公害対策審議会」 （会長）

学科

機械工学科

機械工学科

機械工学科

平成 2年度 RIST (Research for Intelligent System 機械工学科

Technology in Kumamoto熊本知能システム

技術研究会）知能制御システムグループ研究

協力者

平成 3年度 第31回SICE(計測自動制御学会）学術講演会機械工学科

実行委員会委員 論文委員．制御応用分野担当

中原正俊 500,000 先端科学技術セン

ター

山下俊雄 126,000 社団法人

研究者名

田口紘一

田口紘一

田口紘一

日本住宅協会

川崎義則熊本テクノポリス財団

川崎義則
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平成 3年度 イイズカ ・精密技術研究会研究委員 機械工学科 原横真也

平成 4年度 マテリアルライフ学会編集委員 工業化学科 吉武紀道

日本化学会九州支部高専幹事

平成 3~4 荒尾市都市計画審議会委員 建築学科 北岡敏郎

年度

平成 3年度 菊池市住環境整備方針策定委員会委員 建築学科 北 岡敏郎

平成 3~4 大牟田市地域高齢者住宅計画推進協議会委員 建築学科 北岡敏郎

年度

平成4年度 日本材料学会X線材料強度部門委員会委員 共通専門 宮 川 英明

平成4年度和漢比較文学会研究目録委員（九州支部） 一般科 焼 山 廣志

平成4年度 大牟田市生涯学習まちづくり推進本部委員 一般科 焼 山 廣志

【卒業研究】

機械工学科
研究題目 指導教官 学生名

平成 3年度金属における高温変形応力の変形経路依存性と 宮 川 英明 阿部満朗・近藤孝洋

その予測法

セラミックスー軟鋼の拡散接合材の残留応力測定大 山 司朗•宮 川 英明 宮 川 岳志 • 松野真 也

機械力学実験装置製作 大 山 司朗 和田善郎 ・坂口修司

温・ 熱間鍛造用金型に関する研究 南 明宏 林田和男 ・前 川 和憲

二成分系混合媒体のプール核沸騰熱伝達特性 庵原久夫 古賀弘之 ・松藤 彰

フロン代替熱媒体のプール核沸騰熱伝達の特性庵原久夫 井形智 也・ 家永新也

二相二重管熱サイホン内の流動と熱伝達に及ぼ吉田正道 境 和久 ・金崎憲一郎

すサブク ール度の影響

CADの効果的教育法の開発 吉田正道 ・原横真 也 小島寛史・ 川 本 康 之

滑り軸受の実験的研究 倉橋完充 中川 英貴・ 川 島 謙 次

T型管における気液二相流の研究 猿渡真一 本田孝博 ・猿渡研一

Y型管における気液二相流の研究 猿渡真一 石橋英規・坂井慎介
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全方向移動可能無人搬送車の制御

クレー ン系の適応制御

五軸加工シミュレーション

自由曲画仕上加工の効率向上

回転壁面噴流の安定性に関する実験的研究

曲がり制御深穴あけ法の開発

川崎義則・原横真也大渕裕輔

川崎義則・原横 真 也 瀬上秀広 • 松岡秀之

原横真也・川崎義則雪野竜也・松本秀之

原横真也•田口紘一高田賢児•佐田博文

山下 巌 荒巻千年・岡本 寛

田口紘 ー・明石 剛二九郎丸善和・三坂直行

深穴加工における水溶性切削剤の適用について 田口紘ー・明石剛二大津俊一・富重吉史

新型ドリルの研究開発 明石剛ニ・田口紘ー河野健一• 森 知章

高剛性精密仕上げエンドミルの開発とその切削 明石剛二• 田口紘一七條友明・杉内勝弘

性能

電気工学科

プログラマブルコントローラによるシーケンス 須藤修一

制御の研究

PWMインバータ 須藤修一

ハイパーカードによる電気工学実験シミュレー 辻 一夫

ション

ハイパーカードによる留学生のための教育シス 辻 一夫

テムの作成

GPIB計測システムの研究

ICテスタの試作

近藤誠四郎

近藤誠四郎

アモルファス磁歪線における励振・検出波形に 小沢賢治

ついて

アモルファス磁歪線における伝搬波形について 小沢賢治

オブジェクト指向言語を用いた論理回路シミュ 松野了二

レータの作成

CAIソフトの作成

強誘電体薄膜のD-E特性

松野了二

永守知見

塚本正彦・橋本 誠

渡辺知央

近藤鐘城・坂上孝好

浦中徹也・川口弘樹

清田賢司 ・芹川祐二

野元一宏

徳永宗治・徳山純一

芝原 実 ・中村浩三

中島紀幸・夏井啓一郎

小嶺圭市・鶴林孝文

岩村英範•原 澄往

田上立也・丸山圭二

緒方 彰 ・猿渡和睦



強誘電体薄膜の誘電率の測定 永守知見

オブジェクト指向クラスライブラリを用いた線 中原正俊

形回路解析システムの作成

オブジェクト指向クラスライブラリを用いた線 中原正俊

形回路解析システムの作成（環境部）

測色法による電気機器絶縁診断の研究 塚本俊介

光ファイバーを用いた測色センサの特性試験 塚本俊介

工業化学科

シランカップリング剤による沈殿シリカの表面変性一吸着水の影

響一

シランカップリング剤による沈殿シリカの表面変性ー粉砕処理の

影響と吸水処理の影響一

シランカップリング剤による沈殿シリカの表面変性ー加熱処理の

影響一

シリカの表面変性ーFT-IRによる解析一

ADHによるアルコールの分解反応

固定化アスコルビン酸オキシダーゼの特性とアスコルビン酸セン

サーとしての利用

固定化酵母によるエタノールの生産

固定化ウリカーゼを用いた尿酸の測定

ポリウレタンエラストマーの熱劣化に関する研究（第一報）

FT-IRによるポリウレタンフォームの熱劣化現象の追跡

Py HRGC-FTIRによるポリウレタ ンの熱分解機構の検討ーポリウ

レタ ンエラストマー (PEA-NDI-BD系）について一

PyHRGC-FTIRによるポリウレタンの熱分解機構の検討

ーポリウレタ ンエラストマー(PTMG-TDI-MOCA系）について一

くずによる親水性ゲルの調製
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井上大志• 田代清治

江藤秀幸・前 川 雄一

井原 渉・浦江昌志

村上昭紀 • 吉田篤司

瀬口正 • 平正光

廣戸源太

木佐木尚 高見さお子

木佐木尚 中原慎剛

木佐木尚 西島良介

木佐木尚 伊藤正徳

永田良一 古財台維

永田良一 境 麻紀

永田良一 楯岡聖秀

永田良一 下村義宏

吉武紀道 木下雅貴

吉武紀道 堤 孝治

吉武紀道 松本 串示

吉武紀道 田中芳明

松本和秋 長谷川健
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N, Nージメチルア クリルアミドゲルの懸濁共重合による合成

へチマを原料としたセルロースゲルの調製

酪酸酢酸セルロースからのセルロースゲルの調製

低圧における気液平衡関係の測定およびその熱力学的健全性の検

討

低圧下の気液平衡データの補正法について

二価マンガン塩とリチウム化合物からのリチウムニ次電池用正極

活物質の合成

二価マンガン塩からのリチウムニ次電池用正極活物質の電池特性

y形CMDからのリチウムニ次電池用正極活物質の合成
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学位記番号 熊本大学博学第三十二号

平成四年三月二十五日 授与

氏 名森 紳太朗

学位論文雙目

グレープツドインデスク型光ファイバの一様漸近解

によるベクトル波解析に関する研究

論文内容の要旨

本論文は，グレーデッドインデクス型光ファイバの屈折率分布を典型的な屈折率分布が記述できる偶数次の多項

式に限定し，その伝送特性を一様漸近解を用いてベクトル波解析したものである．

光ファイバの典型的な屈折率分布には準 2乗型，ガウス型あるいは 2乗双曲線正接関数型などがあるが，これら

は偶数次の多項式で近似できる．本稿では，偶数次の多項式で表わされる屈折率分布を持つ光ファイバの導波モー

ドについてのベクトル波解析を行う． ここで取り扱うベクトル波動方程式は電界の横方向成分 Er,Eeに関するも

ので，摂動法で解が構成できる．ベクトル解はスカラー解を基本とした摂動法で解析できるので，与えられた屈折

率分布に対してスカラー波動方程式の解析解が求まればよい． またスカラー解によって光ファイバの導波特性の主

要部分は明らかにされるとされているので，スカラー解自身についての議論も重要である．スカラー波動方程式お

よびベクトル波動方程式の一様漸近解の導出，一様漸近解の精度の検討，更にグレーデッドインデクス型光ファイ

バの分散シフト光ファイバとしての伝送特性の解析が本論文の目的である．以下に本論文の構成について概略を記

す．

第 2章では，問題の定式化を行い，解析する ベクトル波動方程式を導出した．そして通常の摂動法による解析を

行い，ベクトル波動方程式の形式解を導出した． さらに，導波モードを決定するためにハイブリ ッドモード， TM

モードおよびTEモードの特性方程式を導出した． これより，解析解を利用するとグレーデッドイ ンデクス型光フ

ァイバの伝送特性がステ ップイ ンデクス型のそれと同様に見通しよく解析でぎ，また計算の手間も大幅に減少する

ことを示した．

第 3章では多項式屈折率分布を持つ光ファイバのスカラー波動方程式の解を導出する．スカラー波動方程式の解

は屈折率分布を偶数次の多項式に限定した場合は標準方程式法によ って精度のよい一様漸近解を構成している． こ

れはスカラー波動方程式にLanger変換及びLiouville変換を繰り返し適用することにより，この方程式をその厳密

解が解析的に表現できる標準方程式に変換し，この解を用いてスカラー波動方程式の解を構成する手法である． こ

の手法によれば解くべき方程式が厳密解を持つのは，対象とする微分方程式が何回かの変換ののち標準方程式とな

るとぎである．多項式屈折率分布に屈折率分布を限定しても厳密には標準方程式は得られないが，変換された方程

式は変換を繰り返すと標準方程式に近づく． このことを利用してN次の一様漸近解を得た． この解はWKB解を精

密化したものである． この近似解は一様漸近解であるため，解の精度について注意深い検討を要する．得られた漸

近解の精度を検討するため，実際の光ファイバの屈折率分布を想定して光ファイバの主要なパラメータである正規

化伝搬定数，正規化導波路分散および遮断周波数を計算した．漸近解の精度を評価するための標準的な方法で解の

精度の評価を行い，一様漸近解がベク トル波解析における非摂動解として有効であることを示した．そして最良の

漸近解を決定するため，準 2乗型とガウス型の屈折率分布に対して通常の級数解と一様漸近解を比較検討した．そ

の結果， 5次近似解が単ーモード領域で最良であることが分かった． また一様漸近解の中のWKB解に相当する第

1次近似解の誤差を検討し， WKB解は低周波領域で誤差が大きくなることが分かった．

第 4章では，前章で得られたスカラー解を非摂動解として，摂動法によりベクトル解を具体的に導出した．すな

わち，多項式屈折率分布を持つ光ファイバのハイブリ ッドモードの電磁界の解析解を一様漸近解の形で導出した．

解析解は数値解と異なり問題の解がそこに含まれるパラメータを陽に含むので見通しがよい．非摂動解が厳密解で

はないため，ベクトル解の導出には多少の注意を要するが，計算手順は 2乗分布の場合とほぼ同様である． その結

果，多項式屈折率分布を持つ光ファイバのベクトル解も 2乗分布の場合と同様であるが屈折率分布のパラメータを
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含む形で得られた．解の精度の検討の結果，多項式屈折率分布に対しても 2乗分布型の場合と同様に， 1次補正で

十分であることが分かった． ここで得られたベクトル解の精度は非摂動解である一様漸近解の精度に大きく依存す

る．数値例として，センターコアが準 2乗型およびガウス型の屈折率分布である光ファイバの基本モードについて，

正規化伝搬定数および正規化導波路分散の計算を行い，ベクトル解の精度について検討した． この結果，正規化伝

搬定数および正規化導波路分散が，後者については数値微分を行うために前者に比べて精度が落ちるけれども，単

ーモード領域においても精度良く得られる． またベクトル解とスカラー解の比較検討を行い，不均質領域の比屈折

率差が大きくなるとスカラー解の誤差が大きくなるからスカラ ー解の適用には注意を要することを指摘した。

第 5章では，第 4章で得られたベクトル解を用いて分散シフト光ファイバの伝送特性の解析を行った．分散シフ

卜光ファイバは，屈折率分布の構造を制御して波長分散を変化させ，波長分散が零となる波長を光ファイバの最低

損失帯であるl.55μm帯にシフトさせて同一波長で零分散低損失を実現するものである．多項式屈折率分布を持つ

光ファイバでは，コア半径，比屈折率差，コア径比および比屈折率差比を変化させることによって零分散となる波

長を変化させることができる．そこで，センターコアの屈折率が 2乗分布型およびガウス型である光ファイバにつ

いて，それぞれのパラメータを制御して零分散低損失となる光ファイバについての検討を行った．まず，基本的な

伝送特性である正規化伝搬定数および遮断周波数と構造パラメ ータの関係について検討した．つぎに波長分散が零

となるコア半径を求めた． そのコア半径に対して接続の容易さの指標となるモードフィ ールド径や曲げ損失まで含

めて構造パラメータの最適化を行った．ステップ型や通常の 2乗分布型の光ファイバと，パラメータを最適化した

光ファイバについて伝送特性の比較検討した．その結果，階段型光ファイバが分散シフト光ファイバとして適して

いること，また波長分散には屈折率分布のだれの影響が小さいことを明らかにした． さらに，分散フラ ット光ファ

イバの可能性についても言及した． この手法では一様漸近解を用いているためグレーデッドインデクス型光ファイ

バに対するこれらの計算はステップインデックス型光ファイバの解析と同程度になるため，デスクトップコンピュ

ータを使用して簡単に行うことが可能である．

第 6章では本論文で得られた結論を述べると共に，一様漸近解が適用できる分野や，今後改良すべき点について

の考察を述べる．
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